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熱帯畑作の開発に関する調査報告書

一ーフィリピン一

望月 昇沃・諸遊英行＊＊・西部幸男＊沃＊

ー 緒 戸

1 調査の目的

熱帯農業研究センターとフィリピン大学農学部とは，既に 1972年から熱帯農業研究推進のための

研究協力を開始して裟り，友好的関係のうちに研究の成果を着々と上げている。フィリピン側からは

管理者招へいとしてフィリピン大学前農学部長 BERNARDO博士が 1972年 10月日本に 10日間滞在

し，農林水産技術会議，東大農学部，農事試験場等の関係研究機関を訪間し， 日本の農業研究機関網

の実態を視察した。

このような状況の下にあって調査団は，

① 畑作物（トウモロコ、ン，ゾルガム，ダイズ，リョクトウ， ラノカセイ）と畑土壌に関する研究

の現状と将来方向を知ること

② 畑作物及び畑士壌肥料忙関する実情，特忙地方の生産地帯に密着した試験研究機関の技術水準，

及び行政普及機関で，は握している技術的情報を収集すること

③ 現在進められている研究協力を拡張することの可能性及び拡張されるべ含研究分野を知ること

を目的として 1974年 10月20日から 12月20日にかけて調査を行った。 本報告は上記の目的に沿っ

て精力的に調査と資料の収集を行った結果をとりまとめたものである。

2 調査実施の概要

1) 調査機関

調査団はカガヤン河谷，中部Jレゾン，南部タカログ，西部ビサヤ， ミンダナオ地域のl9の県 (pro-

vince)及び市で，合計 33か所の大学，政府機関，試験場及び民間農場を訪問し， この間の調査関係

者は 107名に及んだ。表 1に調査の全日程を，表 2及び図 1に調査機関名と所在地を，表 3に調査関

係者氏名を示した。

沃もちづきのほる 草地試験場牧草部育種第二研究室長，＊＊もろゆうひでゆぎ 農事試験場作業

技術部土壌第二研究室長，＊＊＊忙しへゆきを 北海道農菜試験場作物第一部畑作第二研究室長

-1-
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局長の MARii¥1吋〇博士けか数名カ

業務rD概要忙ついて脱明を受ける。玄らVC7 A リビン忙

ついて開く。
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マニラ
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念
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10• 31 (木）

11• 1 (金）
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士凛局本局に SANTOS

間く。

マニラーロ オス

を受ける。

山鳳君ケ袋技官の案内て国際イネ

フィリピン

で，フィリピ／

作マニラ

、＇ミニオ

おいて，ADAY

ついて説明

日本から派 ロスバニオス

QUEBRAL 博士，

科の CAG邸 PANG

ける研究概要の説明

ら東南アジアの稲作及びi司

マニラ

ロス,,二~ オスーマニラ

調査旅行計画忙ついて調査団内打合せ。
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植産局イラガン

培状況忙ついて事情聴取e
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視察と

畑作研究概況及び飼
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1
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ラ
J
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マニラ
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マニプーイロイロ ダf □ 1 ロ

。調査旅行計画忙~ついて君ク

植産局地域 6旭域局（イロイロ巾）を

仄ついて聴取。ヒサャ イネ

植産局の GAGELON IA氏らの案円でイロイロ市侭ある

フィリピン大学を

イロイローバコロド

植産局西ネクロス県支局（バコロ

聴取。

バコロドーラグランハ

植産局シグラン

場で実施中

て概要祝明を受ける。
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一5/、
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）を訪間，)

ラグラ／ハ試験場の試験厄場見学。フィリビン大学ラ

ハ研究訓練センクー及び畜産局ラグラン

ラグランハーバコロドーセプ

植産局マンダウェー試験場を訪れる。 SANTOS氏らから実

施中の研究概要を聴取，場内

管内

いて聴取。セプ島のトウモロコ、ン栽培地帯の視察。

七ブーマニラ

資料整理

II 

マニラーカガヤンデオロ

(11月11日より 11月21日までの 11日間，フィリピン大学農

学部 MARASIGAN氏ミンタナオ島調査旅行案内のための同行）

植産局地域10地域局（カガヤンデオロ市）を訪間，管内畑

作の現況について事情聴取。デルモンテ フィリピン バノ土

ング会社のパイナ J

カガヤンデオロームスアン

プキドノン県支局を訪間。ブキドノ

県の畑作地帯の飼料穀類栽培状況を

中部ミンダナオ大学を訪間。 Dos ADO農学部長らから同大

学しておける畑作研究の概要について説明を受ける。学内

研究施設の視察。

ムスアンーサンイジドロ

サンイシドロ牧場を訪間し，

料穀類の種子生産状況を視察。
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月日曜日 行 動 内 容 宿泊旭

農業研究農場のバレンンアプランテージョンを訪れ，水稲を

中心としたプランテージョンを見学。

バレンシアームスアン

11•14 (木）

11• 15 (金）

‘
,
j
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l
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l

l

l

 

1

1

1

 

11• 19 (火）

11• 20 (水）

訪ねミンドロ島調査忙ついて打合せ。

11•23 (士） 資料整理。

11• 24 (日） マニラーロスバニオス

11・25 (月） ロスバニオスータナウアン

国際イネ研究所 ICARANGAL博士らの案内てバタンバス県の

多毛作状況を現地視察。

フィリピン大学農学部忙調査状況の中間報告と以後の調査計

画打合せのため ADAY博士らを訪間。

11• 26 (火）

11• 27 (水）

11•28 (木）

中部ミンダナオ大学の試験厄場見学。

ムスアンーカガヤンデオロ

農業普及局プキドノン県支局を再訪問。

カガヤンテオローダバオ

ダバオ市農業局及ひ植産局ダバオ試験場訪間。ダバオ市の畑

作事情ならび忙ダバオ試験場における業務概要の聴取と試験場

内の視察。

RIJO生産会社のバナナ栽培状況視察。 ダ バ オ

ダバオーカバカン カバカン

ロスバニオスーマニラ

資料整理。

マニラームニョス

中部Jレソン小1、I立大学を訪間し学長の CAMPO博士らと会談。

学内施設の視察。 Pantabaganに建設中のかんがいダム現場の

視察。

ムニョスーダグバン

植産局バンガ、ンナン県支局忙て県内の農業事情について聴取。

カカヤンデオロ

ダバオ

ミンダナオ技術大学を訪間。学長0LAMENTE 博士，農学部 カハカン

長の MARASIGAN教授らと会談して，同大学忙翡ける畑作研

究の概要及びミンダナオにおける飼料穀類生産の概況と間題点

忙ついて聴取。学内実験室，試験圃場の視察。

カバカンーダバオ ダバオ

土壌局地城 10地城局を訪間。所長の DUMLAO氏から上壌調

査の方法及び組織等に関する説明を聞くとともに所内の分析室

等を視察。

ダバオーコトバトーサンボアンガ

サンボアンカ市農業局で植産局，農業普及局及び市の関係者

から管内の農業事情について聴取後，現地の視察。

11・21 (木） サンボアンガーマニラ マニラ

11•22 (金） 植産局及び土壌局本局に局長を訪ねて，調査結果の中間報告。

植産局地城 4地域局（本局と同居）所長 ALTAMINARO 氏を

サンボアンガ

マニフ

ロスバニオス

マニラ

マニ ご
ノ

ムニオス

ダグバン
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月日曜日 行 動 内 容 宿泊地
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合風のため現地祝察中止。

ダグバン~ーバギオ

植産局バギオ試験場を訪閂し，場内の種苗匠を祝察。

バギオーマニラ

バギオ

及び調査団内打合せ，）

マニラートウゲカラオ

棺産局地域 2地域局を訪間。畑作事情の聴取， カカヤン河谷

かんがい計画地帯の祝察。

12• 3 (火） ツゲガラオーイラガンーカワヤン カワヤン

士襄局地域 2地城屈を訪れて，所長の PAsADAS 氏からカ

カヤン河谷地域の士壌調査の進行状況など忙ついて聴取。棺産

局地域局の APOSTOL氏の案内でカガヤン， イサベラ両県の

現地視察。植産周イラガン試験場，植産局イサペラ県支局を訪

間。種子貯蔵施設視察。イサベラ県アリジアに建設中のかんが

い計両の用水池を祝察。

)

）

）

）

）
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12• 11 (水）

12• 12 (木）

12• 13 (金）

12• 17 (火）

12• 20 (金）

ラ

ラ
ニ

ニ
マ

マ

ツゲガラオ

カワヤンーマニラ ラ

ラ
ニ

ニ
マ

マ

If fヽ

” II 

” ” 
マニラーサンホセ サブラヤン

植産局西ミンドロ県支局（サンホセ市）で，所長代理の

VASC 0氏らからミンドロ烏の農業事情忙ついて説明を間く。

サンホセーサプラヤン

支局の JULIAN氏の案内でサブラヤンの畑作開発予定地を

視察。

12• 10 (火） JULIAN, GARS I A 両氏の案内でサブラヤン周辺のトウモサブラヤン

ロコシ，ソルガムの栽培地愕を視察。

サプラヤンーサンホセーマニラ

資料整理及ひ英文報告書作成。

ラ

ラ
ニ

ニ
マ

マ

” II 

12• 14 (土）

12• 15 (日） マニラーロスバニオス ロスバニオス

12• 16 (月） フィリピン大学農学部を訪ね，農学部長に調査報告書を提出 ロスバニオス

し謝意を表ずる。

ロスバニオスーマニラ ラ
'r

二マ

日本大使館忙村岡ー等書記官を訪ね，調査報告書を提出し謝

意を表する。

12• 18 (水） 植産局長及ひ土壌局長忙調査報告書を提出し謝意を表する。 マ ニ ラ

12• 19 (木） 農業天然資源省国家食糧農業会議事務局次長を訪ね調査報告 マ ニ ラ

書を提出し謝意を表する。

帰国（マニラー東京）。
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表 3 閲係 属及び氏名

仮
一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

J
 
氏 名 所属・職名

---- -- ・--・ ー・- -- --•- - --→ ----- ---

E. C . QrnsuMBいG

J. A. M知 I,¥NO

R. L. SANTOS 

F. M. LAPID 

J. C. BUNOAN JRお
F. T. AGDEPPA 

Z. F. Rrば）Nl¥N 

N. p. TAN 
E. A. AF'AGA 

Directoい NFAC
Director, BS 

Soil 

BS 

Chief, Soil Research Division, 

BS 

Fertility Division, BS 

Chief, Laboratory Service 

Division, BS 

Staff, BS 

do. 
Staff, Soil Research Division, 

BS 
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船

10 

11 

12 
13 
14 
15 

16 

17 
18 

19 
20 
21 
22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 
37 

38 
39 
40 
41 

氏 名

T. M. YNIGUEZ 

B. S. CASTILLO 
F. Bl止LON

E. G!Al¥'TON 

C. P. PEREZ JR. 
F. C. FERNANDEZ 

F. C. QUEBRAL 

N. G. MAMICPIC 

R. U. QUINTANA 

B. A. ADAY 

E. Q. JAVIER 

CARPENO 
0. R. iE;XCONDF 

I. J. DOGMA 

S. N. TlLO 

A. M. BRIONES 

I. C. CAGANGPANG 

R. H. LANTICAN 

R. P. CAB ANG BANG 
R. G. DAVIDE 

F. F. SANCHEZ 

B. GABRIEL 

V. R. CARANGAI 

吉田 昌

吉田富雄

速水佑次郎

松本省乎

M. T. AGLIBUT JR. 

D. T. BEGIONIA 
T. c. ALAMBO 
S. C. OCAMPO 

A. C. FERNANDEZ 

所属 職名

Regional Director, BS Region 3 
Regional Office 
Director, BPI 
Research Division, BPI 

Research Division, BPI 

Dean, UPCA 
Assistant for Chanceller's 
Office, UPCA 

Chairman, Dept. Plant Pathology, 
UPCA 

Chairman, Dept. Agronomy, UPCA 
Assistant Prof., Dept. Agronomy, 
UPCA 
do. 
do. 
do. 
Associate Prof., Dept. Plant 
Pathology, UPCA 
Assistant Prof., Dept. Plant 
Pathology, ,UPCA 
Assistant Prof., Dept. Soil, 

UPCA 
do. 
Assistant Prof., Dept. Agronomy, 
UPCA 

Associate. Prof., Dept. 

Associate. Prof., Dept. Agronomy, UPCA 
Graduate Student, Dept. Agronomy, UPCA 
Asistant Prof. Dept. Plant 

Pathology, UPCA 

Chairman Dept. Entomolgy, 

Assistant Prof., Dept. 

Entomology, UPCA 
Regional Coo rd ina tor, Dept. 
Multiple Cropping, IRRI 
Head, Dept. Plant Physiology, 

IRRI 
Head, Dept. of Soil, IRRI 
Dept. Agricultural Economy, 

IRRI 
Dept. Plant Pathology, IRRI 
Acting Superintendent, BPI 

Ilagan Exp. Stat ion 
Project In-charge_, do. 
Supervising Agronomist, do. 

Horticulturist, do. 
Ag ronomist, do. 
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殷；＊

42 

43 

44 
45 

46 
47 

48 

49 

so 
51 
52 

53 
54 

55 

56 

57 

58 
59 

60 
61 
62 

63 

64 
65 
66 
67 
68 
69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

氏名

J. C. JAGUBA 

H. N. APOSTOL 

L. A. 細 ARB

G. VAEDEZ 

F. GAGELONIA 
M. CARDENAS 

A. T. OATIS 
T. s. PANANPAN 

E. S. CAGELONI A 

E. C. RICHARD 
D. M, de Los SANTOS 
G. T. PALIS 

B. V. ZARAGOZA 
R. S. ORO 
I. S. DOMINGO 

A. M. MoNTARDE 
N. J. ALMODIENTE 

C. B. SANTOS 

A. M. BATUMALAKE 
V. G. ORTEGA 
D. M. DE GUJMAN 

V. S. DosADO 
F. S. MELODIA 
C. M. DUQUE 
P. C. JAVIER 

R. s. NAVAROV 
J. Nu. GuLO 
P. M. GuRAY 

J. P. DAMO 

0. C. PASCUA 

N. P. AGDNYENG 

F. R. CrLTBNAN 
N. M. DAW! 

C. M. MARASIGAN 

K. P. S INOLIND ING 

所属 職名

Regional Farm Supervisor, BPI 
Region 2 Regional Office 

Supervising Agronomist & 
Provincial Program Officer, BPI 
Cagayan Provincial Office 
Provincial In-charge, do. 

Regional Director, BPI Region 
6 Regional Office 

Regional Farm Supervisor, do. 
Agronomist, BPI Iloilo Seed 
Farm 

Governer, Iloilo 
Assist. Research Coordinator, 

BPI Visayas Rice Exp. Station 
Agricultural Engineer, do. 
Entomologist, do. 
Plant Pathologist, do等
Acting Superintendent, do. 
Plant Breeder, do. 
Assist. Prof., CPU 
Superintendent, BPI La Granja 
Exp. Station 

Ag ronomist, do. 
do. 

Agronomist, BPI Mandawe Exp. Station 

Horticulturist, do. 
Agronomist, do. 
Regional Director, BPI Region 
10 Regional Office 
Head, Dept. Agronomy, CMU 
Assistant Prof., CMU 
do. 

Agronomist, CDCP San Isidro Ranch 
do. 

Agronomist, ARFI 
Regional Director, BAE 
Bukidnon Provincial Office 
Corn and Feedgrain Specialist, 

Davao City Agricu1-ture Office 
Agronomist, BPI Davao Exp. 
Station 

Plant Entomologist, do. 
Agronomist, do 

Researcher, RIJO Production 
Cooperation 

Head, Dept. Agriculture, MIT 
Plant Breeder, MIT 
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79 

80 
81 

R象丁, (―; LORIA 

E令 Al. ARA且凰，

J。(〕品 GoN1/ALES

8 2 E令 A. DUMLAO 

83 
81+ 

M. N. BERNARDIN「S
R. MACALANDONG 

に
J8
 
R窃 T. L1N 

86 E. AQmNO 

87 Dぬ D. 0RGELES 

88 

89 

90 
91 
92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

101 

102 
103 
104 
105 
106 

107 

R. T. DONATO 

A泌 c熟 CAMPO
s. s釦 Qu!NIONES
F. Fゆ CAMPO
M. B. SAGAOINIT 

F . P . At, CH EN A 

J. C. TAGUBA 

H. N. APOSTOL 
S指 S. POSADOS 

T. N. VASCO 

I. G漬 ,hJL!AN 
E. P. ROSALES 

s. V. GARSlA 
w. M. MARASIGAN 

吋「岡徳人

太森 武

Lil LB 主,、

料ヶ袋尚心、

D. M。 ALTAMJNO

E. B. PANTASTIRO 

四,JT 

Statistician, MIT 
Vice President:, Academi.c Affairs, 

MIT 

ist, De.pt念 Agr裔， MIT
Husbandry, MIT 

MI『

Director令 BSRegion 10 
Regional Office 
Staff, do. 
Regional Director, BAE 
11 Regional Office 
Supervising Agr. Extension 
Specialist, do. 

, BPI Region 11 
ional Office 

Office 

Vegetable and Root Crop Section, 
BPI Central Office 
President, CLSU 

Dean, College Agr. CLSU 

Director of Research, CLSU 

Vegetable Supervisor, BPI 
Pangasinan Provincial Office 

Horticulturist, BPI Bagio 

Exp. Station 
Regional Farm Supervisor, BPI 

Region 2 Regional Office 

Supervising A宮ronomist, do. 
Director, BS Region 2 
Regional Office 
District In-charge, BPI 0cc. 
Mindoro Provincial Office 

Agronomist, do. 
Seed Inspector, do. 
Agronomist, do. 
Instructor, Dept. Agronomy, 

UPCA 

ンター

fl 

” 
Regional Director, BPI Region 4 
Regional Office 
Assist. Director, PCAR 
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図 1 訪間した機関の所在地（ り
'
] と一致する）

1: ii , 本 ¥ w さ戸 2: BPI Central Office, 3: BS Central Office, I,: NFAC入 5: UPCA, PCAR, 
6: IRKI, 7: Ilagan Exp.Sta., 8: llFl Reg.6 Reg.Office, 9: Visayas Riu, Exp.Sta., 10: CPU, 
11: BPI Prov.Office, 12: La Granja Exp.Sta., 13: UP La Granja Res.Trainbg Center, 
14: M11ndawE Exp. Sta. , 15: BPI Reg, 7 Reg. Off i,、e, 16: BPI Reg.10 Rcr;.Oi'fice, 17: Rf'J 
Prov.Office, 、18: CMIJ, 19: San Ishidoro Ranch, 20: ARFI, 21: BAE Prov.Offi.ce 22: Davao 
City Agr.Office, 23: Davao Exp.Sta., 2ム,: MIT, 25: BS Reg.IO R,og.Office, 26: Zamboanga 

City Agr.Office, 27: BPI Reg.4 Reg.Office, 28: CLSU, 29: Pangasinon Prov.Office•, 
30: Bagio Exp.Sta., 31: BPI Reg.2 Rl'g。Office,'32: BS Reg.2 ]{cg.Office, 33: BPI Prov.Office, 
34: BPI Prov.Office, ● ：な i/いば＇褐伐， 1.•:0. T: 1,,,,;p,: 及:・j塙,,,.,,,屈~，叫9斐J,'"' 支,,,.,及：ド'戸茫1,,,A 

：民間研究所 .'j¥業所
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2) 調査項目

（大学，

的に質閂し，

ノヽ 尻灯しては，訪間の際それそれ次の項目筐ついて重点

プロジェクト

ン

ン

ヒ
3
 

ピリ

リ
イ

ー

フ

フ

(NFAC): 

(PCAR): 機構と機能

(UPCA), 中部ミンダナオ大学 (CMU),ミンダナオ (MIT), 中

部jレ~ノン外111大学 (OLSU),中部フィリピン人学 (CPU):機構，現在行われている国注たは地域ベ

ースでの研究計両

呈(BPI)・土壌局(BS)の本局 (Central Office) : 機構と機能，現在行わ

れている国ベースでの研究計画

植産号の試験場： と機能，現在行なわれている研究計画，地域虹よ と技術

バノケージ

土壌局の地域屈 (Regional Office) : 機構と機能，現在行なわれている研究計画

植産局，農業許及局 (BAE)の地域局，県支局 (ProvincialOffice〉，市農業局 (CityAgricul -

t ural Office) : 地域，県，

国際イネ研究所 (IRRI), サンイシトロ牧場 (CDCP), 農業研究農場 (ARFI):技術的情報。

植産屈の試験場で調査した技術ペノゲージには次の事項を含んでいる。主要畑作物名，実際忙得られ

た収量水準（生産力試験，種子生産ぼ場等），主要病害虫，慣行播種期，標準施肥量，栽植密度，輪

作体系， 地域ての重要災害など。

謝辞

本調査を行うに当たり，必要な情報を提供され，かつ種々の便宜を供年された国家食糧農業会議事

務局次長E.C. QursUMBING 博士，フィリピン大学農学部長C.B. PEREZ 博士，植産局長B.

S. CASTILLO博士，七壌局長J.A. MAR I ANO 博士，及ひそれら機関の関係者に対し深く感謝

ナる。主た国際イネ研究所多毛作部V.R. CARANGAL 博士からは格別の助言を受け，在マニラ日

本大使館村岡徳人ー等書記官しこは多くの情報と配慮をいただいた。さら忙調査団の滞比中に熱帯農業

研究セ／ター在外研究員てあった大森武，山田実，君ケ袋尚志の諸技官には細事にわだり配慮を受け

た。な翡団員の一人望月昇は 1972-74年の 2年間熱帯農業研究センター在外研究員としてフィリピ

ン応滞在したが，この間加知遇を得たフィリビン大学農学部及ひその他の大学，植産局，国際イネ研

究所筈の諸機関肛所属する多くの友人から助力を受けることかて含た。これらの助力がなかったなら

ば2か月間という短期間に多数の関係機関を訪閂し，多くの貴重な情報を供与されることは困難であ

ったらう。これらの人々の協力と助力に対し深い謝息をささげる。主た，京都大学農学部士壌学研究

室・同学東南アジア研究センターからは土凜調査報古書をはじめ各種の資料を見せていただ窒，主た，
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国内箔機閤からも種々の情報をいただいた。ここ忙深い謝意をささげる。最後Vてこのような調査の機

会をりえら センター匹感謝する。

nu 
フィリピンの気象と農業の概要

気象の特徴

フィリピンは北緯4°40'~21°1 O'応あり，熱帯性気候匠虹裟われているか，周囲を海洋に囲史れ

ているので東南アジアの中では温和でマレージアやスリランカとともに比較的住みやすい気候にある。

表4 各地の気象

地 名 アバリ
...... 

緯 度 18°221

年乎均気温 (°C) 27.0 

最暖月気湿 ("C) 29.4 (6月）

最寒月気温（℃） 23.7 (1月）

年平均降水鼠 (mm)

最多月降水量・ (mm)

最小月降水量・ (m副

年平均湿度（佑）

最高月湿度(%)

最低月湿度(%)

2312 

390(10月）

3 5 (4月）

80 

85 (11~1月）

7 4 (7月）

マニラ イロイロ サンボアンガ 東 京

N14°31'Nl0°42'N6°54'N35°41' 

27.3 27.1 26.9 15.0 

2 9.4 (5月） 2 8.4 (5月） 2 7.5 (4, 5月） 2 6.7 (8月）

2 5.4 (12, 1月） 2 5.9 (1月） 26.6(12,l月） 4.1 (1月）

1791 2122 

480(8月） 360(8月）

6 (3月） 2 8 (2月）

7 8 81 

86(8,9月） 8 4 (6~ 12fal) 

6 7 (4月） 7 5 (4月）

1226 

173(10月）

4 4 (3月）

83 

84(応 12月）

7 9 (3月）

150 3 

192(6月）

4 9 (1月）

69 

7 9 (7月）

6 2(12月）¢

出所：理科年表， 1972 

主な気象の特徴を表4に示したが，年平均気温はぼぼ27℃で，最暖月 (4~6月）は 29"C,最寒月

(12 ~ 1月）で24~26℃である。平均気温の月較差は北部で 5゚ ，中部で 30, 南部で 1℃と極めて小

さい。特徴的なのは降水量で，年 1,20 0~2,3 0 0mm程度で特に多いと苫えないが，その大部分が 8月

~ 10月の台風期に集中し（月平均200~ 500 mm) , 雨季と乾季が生ずる。年平均湿度は既ほ80%, 

乾湿の月較差は 10%前後 (75~ 85伶）である。

このよう忙温度差よりも降水量の月較差が大ぎいので，降水量とその月別分布によってタイプ I~

IV忙気象区分されている（図 2,表5)。

表 5 気候タイプの特徴
-・.  - . . .... 

クイプ 特 徴
→ → — 

I 乾季 (11月~4月），雨季 (5月~10月）が明らかである

II 明らかな乾季がなく 11月~1月が最大雨量月

Ill 乾季，雨季の差か明らかてないが，比較的11月~4月は乾燥し， 5月

~11月は雨が多い

IV 雨が年中平均して降る

出所： LOMOTAN , 19 71 
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2 農業の特徴

フィリヒン

紹介するぐ
妥

「土

タバこ・1,

フィリピン 次のよう肛、とらえているのでその主＼サirn,

マメ類でありぎ主 プタ，ウ、ン，家含

産中に

ココヤシ， サトウキビ桑 トウモロコシ 5

58憂家畜家含ん 15% , 10 %, 

1モ類s ヒー｀カカオ，

ウマである 0

IO%である。

ると林産物が30隻コこ1ナツ 19笏，砂糖が17%を占める。 1967/岱年忙袋ける

食糧中輸人食糧は l1.4</oを占め，そ かん詰食品，魚類である＾

産物しては木綿繊紺，紙用パルプ，大豆ミールがあり，原料として輸入されている"」

表 6紅食用作物別土地和］用を示した。

乍i1
 

表 6 食用作物の作付け面積

物

(1966) 

面積 (ha)

イネ

トウモロコシ~

果樹(プ'J1/キツ類を池食<)

カンキツ類

イモ類

野菜（ンャカイモを除く）

タマネギ

ジ＇ャカイモ

マメ類（野菜用を含む）

コーヒ・-

カカオ

ラッカセイ

その他食用作物

計

出所： BAE,DANR 

3, l O 9, 2 0 0 

2, 1 0 6, 1 0 0 

3 5 3, 0 0 0 

2 8, 5 0 0 

2 6 2, 8 0 0 

4 7, 0 0 0 

5,200 

2,500 

5 4, 9 0 0 

4 :3, 7 0 0 

9,400 

2 5, 8 0 0 

1 1, 7 0 0 

6, 0 6 1, 8 0 0 

付行政区分

フィリピンの行政区分は再々変更されるか最近の行政区分図を図3に不した 0

沃 PCAR(1974):Some Facts on Philippine Agriculture-
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1: Irocos Norte, 2: Kalinga Apaya, 3: Cagayan, 4: Abra, 5: Irocos Sur, 6: Mountain 
Province, 7: Ifuga, 8: Isabela, 9: La Union, 10: Benguet, 11: Nueva Vizcaya, 12: Aurora, 
13: Pangasinan, 14: Zambales, 15: Tarlac, 16: Nueva Ecija, 17: Bataan, 18: Panpanga, 
19: Bulacan, 20: Rizal, 21: Cabite, 22: Batangas, 23: Laguna, 24: Quezon, 25: Camarines 
Norte, 26: Camarines Sur, 27: Catanduanes, 28: Albay, 29: Sorsogan, 30: Occidental 
Mindoro, 31: Oriental Mindoro, 32: Marinduque, 33: Romblon, 34: Masabate, 35: Northern 
Samar, 36: Western Samar, 37: Eastern Samar, 38: Leyte, 39: Southern Leyte, 40: Antique, 
41: Aklan, 42: Capiz, 43: Iloilo, 44: Negros Occidental, 45: Negros Oriental, 46: Cebu, 
47: Bohol, 48: Camiguin, 49: Palawan, 50: Zamboanga Der Norte, 51: Zamboanga Der Sur, 
52: Misamis Occidental, 53: Lanao Der Norte, 54: Misamis Oriental, 55: Agusan Der Norte, 
56: Suri.gao Der Norte, 57: Lanao Der Sur, 58: Bukidnon, 59: Agusan Der Sur, 60: Surigao 
Der Sur, 61: Cotabato, 62: City of Davao, 63: Davao Der Norte, 64: Davao Oriental, 
65: South Cotabato, 66: Davao Der Sur, 67: Sulu 
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冊 畑作物と畑土壌肥料に関する試験研究体制

フィリピン忙は多数の国立，公立あるいは民間の農業関係試験研究機関があり，極めて燻雑で組織機

構が理解しにくい。主た岬称には略字(NSDB,NFAC等）が多く使われている。

後忙述べるように， 1970年代に向って農業研究組織を見直そうという動きがあり，一応の整理がつ

ぎ，、ThePhilippine Agriculture Research System - Evaluation and Recommendation11 

という出版物が同 SystemのSurvey Technical Panelから報告された。その出版物に挙げられて

いる試験研究機関名を表7に掲げた，，これ忙よると農業天然賢源省 (DANR)11, 国立科学賑興団

(NSDB) 5, 大統領府 1'大学 19, 民間財団2, 民間企業12である。

その中で畑作物と畑土壌肥料忙関係の深い試験研究機関，特忙農業天然資源省及び大学を中心忙調

査目的忙従って訪閂し，関係者忙会見した。

表 7 農業関係の行政・試験研究機関

I. Department of Agriculture and Natural Resources (DANR) 
1. Bureau of Plant Industry (BPI) 
2. Bureau of Animal Industry (BAI) 

3. Bureau of Soils (BS) 
4. Philippine Fisheries Commission (PFC) 

5. Bureau of Agricultural Economics (BAEcon) 
6. Bureau of Forestry (BF) 
7. Parks and Wildlife Office (PWO) 
8. Reforestation Administration (RA) 
9. Philippine Sugar Institute (PHILSUGIN) 
10. Abaca and Other Fibers Development Board (AFDB) 
11. Philippine Tobacco Administration (PTA) 

II. National Science Developement Board (NSDB) 
1. National Institute of Science and Techonology (NIST) 
a. Food and Nutrition Research Council (FNRC) 
b. Agricultural Research Center (ARC) 
2. Philippine Atomic Energy Commission (PAEC) 

3. Philippine Coconut Research Institute (PHILCORIN) 
4. Forest Products Research and Industries Development 
Commission (FORPRIDECOM) 
5. Philippine Textile Research Institute (PTRI) 

III. Office of the President 
National Irrigation Administration (NIA) 

IV. Colleges and Universities 

1. Aklan Agricultural College (AAC), Kalibo, Aklan 

-17-



2. Bi col University (BU), ~ 予匹正9

3. Cagayan Valley Institute of Technology ( 
Cabagan, Isabela 

4. Camarines Sur National Agricultural College 
(CSNAC), Pili, Camarines Sur 

5. Central Luzon State University (CLSU)夜 Munoz,
Nueva Ecija 

6奪 CentralMindanao University (CMU). Musuan, 
Bukidnon 

7. Central Philippine University (CPU-private), 
IloHo City 

8. Iloilo National College of Agriculture (INCA), 
Lambunao, Ililo 

9. Mindanao Institute of Technology (MIT). Kabacan, 
Cotabato 

10魯 MindanaoState University (MSU), Marawi 

11. Mountain State Agricultural College (MSAC), La 

Trinidad, Mし Province
12. Palawan National Agricultural College (PNAC), 
Aborlan, Palawan 

13. Silliman University (SU-private), Dumaguete City 
14. University of Eastern Philippines (UEP), Catarman, 
Samar 

15. University of the Philippines at Diliman, Quezon 

City 
a. U.P. College of Business Administration (UPCBA) 
b. U.P. College of Fisheries (UPCF) 

c. U. P. College of Veterinary Medicine (UPCVM) 
d. U.P. College of Home Economics (UPCHE) 
e. Community Development Research Center (CDRC) 

16. University of the Philippines at Los Ba五os, College, 
Laguna 

a. U.P. College of Agriculture (UPCA) 
b. U.P. College of Forestry (UPCF) 

c. Dairy Training and Research Institute (DTRI) 
d. Rodent Research Center (RRC) 

e. Agricultural Credit and Cooperatives Institute 
(ACCI) 

f. Southeast Asia Center for Graduate Training and 

Research in Agriculture (SEARCA) 
17. Visayas Agricultural College (VAC), Baybay, Leyte 
18. Xavier University (XU-private), Cagayan de Oro City 
19疇 AsianInstitute of Management (AIM), Mak.ati, Rizal 

V. Private Foundations 
1. The International Rice Research Institute (IRRI), 
College, Laguna 
2. Filipinas Foundation, Makati, Rizal 

-18-



VI令 Commercial Firms 
L Ansa Cattle and 
2参

3魯 DolePhi.1 
t,. 
5. 

Crop Farn1, Surallah, South Cotabato 

Hijo Plantation Incょ， Tagum, Davao 
Menzi Agricultural Corporation, Basilan 
Mindanao 
6. Philippine Packing Corporation, Philipps, 
7. Planters Products, Manila 

ふ SanMiguel Corporation 
，念 ShellChemicals, Manila 

Bukldnon 

City 

10. Tarlac Development Corporation, Concepcion, Tarlac 
11. Virginia Ranch, Panganuran, Zamboanga del Norte 
12. Victorias Milling Corporation, Victorias, Negros 
Occidental 

: POAR, 1971 

1 農業天然資

Resources) 

1) 国家食糧農業会議(NFAC, National Food and Agriculture Council) 

(DANR, Department of Agriculture and Natural 

いわば日本 る機能をもった機閲である。同会議

け，その機能卜研究機関と密接仄関係し，国り）規模ての国家プロ／ェクトの設定と推進研究と行政

1

-
＇ノ 行·~てい てある。行政機関として とし

(Executive Director) D. F'. PAGANIBAN 研究機関としてのフィリピン

部の代表とし (Deputy Executive Director) E. C. QUI SUMB ING 博士，同じく研

究普及機関としての植産局(BPI , Bureau of Plant Indus try)の代表として同じく事務局次長の3

局長・次長が協議制の下 構成している。 として更紅農業経済犀(BAEcon, Bureau 

of Agricultural Economics), 

フィリピン国立銀行等から代表か出て，

っている。

(BAE, Bureau of Agricultural Extension), 

研究ー普及を一貫させることをねらいとした機構をと

調査団は事務局次長の QUISUMBING博士（前フィリピン大学農学部助教授で野菜類の専門家）

と会見し， としての畑作物と 忙関する取り組みと全国情勢に重点をおいて質

間をした。回答のあら定しは次のようである。

①
 

としては作物の優先順位を次のように考えている。

第1順位 イネ 第 2順位 トウモロコン，飼料殻類（ソルカム，ダイズ） 第 3順位野菜，果

樹，サトウキビ。
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②
 

フ ィ リピン 紅研究費として供与している総額は 800万ペソ*(3 倍 3 千 6 白~

万円）て，畑作物計画 (Upland Crop Project)に関係ある

ぞれふり分げられている"

としては次の項目の研究忙それ

トウモロコ、ン研究

ゾルガム研究

食用マメ類研究

野菜研究

多毛作研究

多毛作での水管理研究

飼料穀類研究

1,020-fペソ (43百万円）

2 2 5千ペゾ( 9百万円）

2 7 0千ペソ (11百万円）

4 5 0千ペソ (19百万円）

2 7 0千ペソ (11百万円）

2 7 0千ペソ (11百万円）

4 4 1千ペソ (19百万円）

③ 近年肥料，特に必要な窒素肥料の供給が乏しく，価格も上昇して，農業生産計画に支障を来たすよ

うになった。このため最小の肥料，最小の栽培管理，最小のかんがい施設の下で輪作体系をたてなが

ら，現在よりも高い収量性をねらう必要か生してぎた。その際最高の収量性をねらうことは必ずしも

必要としない乾燥地農業マメ科植物の窒素固定能力の高度利用，水管理技術の向上，耐干性で耐病

虫性の高い品種を積極的に育成し，それに適する栽培技術を確立してゆく。

④ このような農業の現状はひとりフィリピンvc止まらず，他のアンア諸国でも同様な事情忙あるの

で， フィリピンで代表的な地域としてのモデル作りをすることは，同様な間題に悩むインドネジア，

インド等の諸国にも通ずることである。フィリピンの農地の合は天水地帯で，そのような対策を現実

忙必要としている。

国家食糧農業会議ではこのような新しい動きをどう方向づけるかを討議するために，畑作物及びト

ウモロコン産業グループ忙近日中集ってもらって討議をし，研究側からの提案を受入れる予定でいる。

なぢ最近の農業天然資源省内の機構は次のようである。

植産局 (BPI, Bureau of Plant Industry) 

畜産局 (BAI, Bureau of Animal Industry) 

土襄局 (BS, Bureau of Soil) 

農業経済局(BAEcon, Bureau of Agricultural Economics) 

農業普及局 (BAE, Bureau of Agricultural Extention) 

林野局 (BF, B 11reau of Fbres try) 

フィリピン漁業委員会(PFC, Philippine Fishing Commission) 

復林庁(RA, Reforestration Administration) 

公圏野生生物部 (PWO, Park and Wildlife Office) 

沃 1ペソ (Peso)は40~応円，この報告書ては42円として計算する。
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(NFAC , National Food and Agriculture Council) 

本省はケソン をしめるが各局は大マニラ市の各所筐分散している。国家兵糧農業

3階忙ある。

2) 植産局(BPI.Bureau of Plant Industry)の機構と業務内容

マニラ巾・マラプ (Malate)の住宅街陀ある植産局の本局は農業大然資源省のりお作物生産忙直接係

りもう局｝しての役割は大ぎい。農業関係の日本からの調介団は必ずこの門戸をたたぎ，全国事情を

聞ぎ，調行旅行への柿々の便宜をはかってもらっている。植産局の組織機構は複雑てしかも所在地か

点々としているのて分り尻くいが，図 4の組織概念図で説明ずると

① 行政普及組織として，本局以外して地方出先機関として各地方陀地域局，主要な県に県支局， 主要

な巾忙巾農業局をもっている。

② 試験研究訓練組織として本局と組織か直複している中央試験場の外妬地方尻試験場，訓練センタ

ーをもっている。

③ 挿子生産検杏組織として採稲農場，種子貯蔵宰，種子検舒宰を中央，地方尻もっている。

BPI 
Central Office 
Central Experiment Station 

（地方行政普及組織）

Regional Office 

Provincial Office 

City Agrculture Office 

（試験研究訓練組織） （種子生産検査組織）

Experiment Station I Seed Farm 

Training Center Seed Testing Laboratory 

Seed Storage House 

図 4 植産局の機構概念図

(1) 歴史と目的

植産局の前身は農業局 (Bureau of Agriculture)で， 1901年創設された。 1930年に分割され

て植産局と畜産局になった。その後園芸作物部門などを加えて内部機構の充実をはかったが， 1952年

普及部門を独立させて農業普及局に昇格させた。更にその後組織の改正，改名等を経て今日に至って

いる。

植産局は研究，生産，病害虫防除を通してフィリピンの植物産業を振興させることを主な目的とす

る。具体的には農業研究（育種，栽培），種苗生産，病害虫防除か 3本の柱となっている。

(2) 機構と業務内容

① 行政普及組織

1 本局 (Central Office) 現在 1局長， 2次長，総務課及び研究 (Research), 検定

(Laboratory Service), 農業工学(Agricultural Engineering), 作物生産(Crop Produc 

tion)の5課から構成されている（図 5)。局長はB.8. CASTILLO 博士である（表 8)。
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職

表 8

名

主要職員 (1974年］（）月）

氏 名

Director 
Assistant Director for Research 

Assistant Director for 

Research Division 

ゞ

1.on 

Services Division 
Agricultural Engineering Division 

Crop Production Division 
Crop Protection Division 

B. s. CASTILL(〕
Oic Emiliano『. GIA立 ON
Vicente B. As AN Cl 
心～

1.011 J. BAYU 
Penito SUBIDO 

Benito GoNZALO 

Apolinario GUTIERREZ 
Simeon B砕 ESTOCAPIO

出所： BPI Central Office 

ii 地域局 (Regional Office), 県支局(Provincial Office) : 1972年［こ立国をしl, り坤域

（以計］は 8地域）匹区分し，それそれの地域に地城局を、おいている 図6

在地を地図の上で示した。表9は各地域の名前と地城｝］の所在地を，表10に且各地域仄含まれる

市を列記してある。
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図6 木』産局の地域区分と地域局の所在地 (The BPI at a Glanceから作図）

1: Region No.l, Ilos, II: Reg.No.2, Cagayan Valley, III: Reg.No.3, C.Luzon, IV: Reg.No.4, 
S.Tagalog, V: Reg.No.5, Bicol, VI: Reg.No.6, W.Visayas, VJ:I: Reg.No.7, C.Visayas, 
VIII: Reg.No.8, E.Visayas, IX: Reg.No.9, W.Mindanao, X: Reg.No.IO、N.Mindanao,
XI: Reg.No.11, S.Mindanao, 1: San Fernando, 2: Tuguegarao, 3: San Fernando, 4: Manila, 
5: Pili, 6: lloilo, 7: Cebu, 8: Tacloban, 9: Zamboanga, 10: Cagayan de Oro, 11: Davao 
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表9

地域局（地城名）

Region No姦 1 (Ilocos Region) 

No. 2 (Cagayan Val 
Region) 

Region No. J (Central Luzon 

Region) 
Region No. 4 (Southern Tagalog 

Region) 

Region No. 5 (Bicol Region) 
Region No. 6 (Western Visayas 

Region) 
Region No. 7 (Central Visayas 

Region) 

Region No. 8 (Eastern Visayas 
Region) 

Region No. 9 (Western Mindanao 
Region) 

Region No.10 (Northern Mindanao 
Region) 

Region No.11 (Southern Mindanao 
Region) 

出所： The BP I at a glance 

と旭域尼の所右地

了
国在地

San Fernando, La Union 

San Fernando啄 Pampanga

Malate, Manila 

Pili, Camariners Sur 
Iloilo City 

Cebu City 

Tacloban 

Zamboanga City 

Cagayan de Oro City 

Davao City 

表10 植産局の地域区分と包括する県(p,rovince)及ひ市 (city)

Region No. 1 

1. Ilocos Norte 

2. Ilocos Sur 

3喬 Abra
4. La Union 
5. Benguet 

6. Mountain Province 
7. Pangasinan 
8. Cities of Bagio, Laoag, 
Dagapan, San Carlos 

Region No. 2 

1. Batanes 
2. Cagayan 
3. Isabela 
4. Nueva Vizcaya 

5. Quirino 
贔

6. Ifugao 
7卿 Kalinga-Apayao

り～ぅgionNo 
1. Tarlac 
2. Nueva Ecija 

3. Pampanga 
4. Zambales 
5. Bulacan 
6. Bataan 

7. Cities of Angeles. 
Cabanatuan, Olongapo, 
Palayan and San Jose 

Region No. 4 
1. Rizal 
2. Cavite 

3. Laguna 
4. Batangas 

5. Quezon 
6. Aurora (Subprovince) 

7. Marinduque 
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iental Mindoro 

Occidental Mindoro 
Rornbion 

11. Palawan 
12. Cities of ， 
Caloocan, Cabite, Lipa, 
Lucena喝 Manila, Pasay, 
Quezon, San Pablo, 

Tagaytayや'『receMartires, 

Puerto Princesa 

No. 5 

］＂ぶ CamarinesNorte 
2. Camerines Sur 

3令 Albay
4. Catanduanes 

5. Masbate 
6. Sorsogon 
7. Cities of Triga, Legaspi 

and Naga 
Region No. 6 
1. Negros 0cc. 
2. Iloilo 
3. Guimaras (subprovince) 

4. Antique 
5. Aklan 
6. Capiz 

Region No沿 7
1. Negros Oriental 
2. Siquijor (subprovince) 

ふ Cebu
4. Bohol 
5. Cities of Bais, Canlaon, 
Cebu, Danao, Dumaguete, 
Lapu-lapu, Mandaue, 
Tagvilaran, Toledo 

Region No. 8 
1. Northern Samar 

2. Eastern Samar 

3. Western Samar 
4. Leyte. 

5. Southern Leyte 
6必 Biliran (subprovince) 

7. Cities of Calbayog, Ormoc, 

and Tacloban 
Region No参 9

1. Zamboanga del Norte 
2拿 Zamboangadel Sur 
3. Sulu 
4. Cities of Basilan, Dapitan, 
Dipolog, Pagadian, 
Zamboanga 

Region No.10 
1 C . . amiguin 

2. Misamis Oriental 
3. Misarnis Occidental 

4. Bukidnon 

5. Lanao del Norte 
6. Lanao del Sur 
7. Maranaw 
8. Agusan del Norte 
9. Agusan del Sur 
10. Surigao del Norte 

11答 Surigaodel Sur 

12. Cities of Cagayan de Oro, 
Gingoog, Oroquieta, Ozamis, 

Tangub, Iligan, Marawi, 

Surigao, Butuan 

Region. No .11 

1. Davao del Norte 
2. Davao Oriental 

3. Davao del Sur 
4. Cotabato 
5. South Cotobato 
6. General Santos City 

出所： BPI Central Office 

② 試験研究訓練組織

ぷ駿研究機閤としては，本局と

Station)を含め全国筐 18

している中 (CES, Central Experiment 

ある（図 7' 表 1l)。 試験場は以前には 27あった応

-i 
)‘ (Seed Farm)とのふるい分け，治安の良くないミンダナオ南西部， Jレゾン北部

の試験場の移転統合なとで再絹成を行ない，現在の 18試験場の研究組織となった。
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図7 植産局管轄下の と (BP I, Experiment Stations 

and Seed Farmsから作図）

I -XI: Region No.l -Region No.11, 1: Luna Seed Farm, 2: Digras Exp.Sta., 3: Bagio 

Exp. Sta., 4: Abnlug Seed Farm, 5: Ilagan Exp. Sta. , 6: Cagavan Valley Rice & Corn Exp. Sta. , 
7: Maligaya Rice Res. & Training Center, 8: Central Exp.Sta., 9: Economic Garden, 10: Lipa 
Exp.Sta., 11: Tanay Seed Farm, 12: Quezon Exp.Sta., 13: Palawan Seed Fann, 14: Bicol Rice 

& Corn Exp.Sta., 15: Guinobatan Exp.Sta., 16: Visayas Rice Exp.Sta., 17: Iloilo Seed Farm, 
18: La Granja Exp.Sta., 19: Mandawe Exp.Sta., 20: Gandara Seed Farm, 21: Abuyog Seed Farm, 
22: Clavaria Seed Farm, 23: Amas Exp.Sta., 21,: Dcivao Exp.STa., 25: Kidapawan Seed FRrm, 
26: Tupi Seed Farm, 2 7: Mar indagao Seed Farm, 28: Mindanao Rice & Corn Exp. Sta., 
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表11 棺

醤:"-
FiF' , 1 月［在地（地域番号） 面積 (ha) 灯囚作物

式馬戻氾.... . .. 

I. Central I改p.Sta. 

2. Dingras Exp. Sta心

Mal ate, Manila ¥4) 

Dingras, Ilocos 

Norte (1) 

3,3 3 イネ， トウ＇［ロフ／~， ゴムギ',ノル

カム， マメ類， クマ不ギ，果樹，

コヤ :/';9,ペコ，マニラ了サ，その他

繊糾竹物( し）
、

1

15.0 0 イネ，タマネギ，キ？ベッ カリフ， 

ラワー，ナス， マメ類，バーンニア

タバコ，コムキ， トマト，ペハー

:1. Bagio Exp. Staさ

4. Ilagan Exp. Sta 

Bagio City, Ban 4 3.52 リンコ，ナン， カキ， イチゴ， ／ャ

quet (1) ガイモ， マメ類， キャベッ， ーゴーヒ

ー， コムギ

Ilagan , habela (2) 8 7 .3 0 フメラータベコ トウモロコ／ マ' ,  
メ類

イネ， トウモロコシ，コムギ5. Caga四nValley Rice San Mateo, Izabel a 2 4.41 

and Corn Exp. Sta. (2) 

6. Mal!gaya Rice Research M面os,Nueva Ec1ja 98.40 

and Training Center (3) 

7. Economic Garden Los lli和os,Laguna 4 6.18 

(4) 

イネ， トウモロマン， コムギ， ワタ，

クマネキ，マメ類

マメ類，果樹， コムギ， ‘ノルガム，

キ タバコ， マニラア

サ，、；；ュート，その他繊維作物，

用植物

8. Lipa恥 p.Sta. Lipa, Batangas (4) 5 6.0 0 カノキソ類， コーヒー，コムギ

9. Quezon Exp. Sta. Tiaog, Quezon (4) 49.02 ココヤン，コーピー，カカオ

10. Bi col Rice & Corn Exp. Pili. Camar ines 7 0.0 0 イネ． トウモロコン，マメ類

Sta. Sur (5) 

11. Bicol Abaca Exp. Sta. Daet, Camarines 56.87 マニラアサ，その他繊維作物

Norte (5) 

12. Guinobatan恥 p.Sta. Guinobatan, Albay 47.00 ココナツ，アバカ

(5) 

13. Vi sayas Rice Exp. Sta. Hamungaya, Iloilo (6) 62.53 イネ， トウモロコシ'

14 La Granja応p.Sta. La Carlota, l¥egros 496.31 イネ， トウ干ロコン，飼料作物，コ

0cc. (6) ムギ，カンジコ，果樹， マメ類

15. Nrandawe Exp. Sta. Mandawe, Cebu (7) 7.90 ココヤ、ン， トウモロコシ

16. Davao E,xp. Sta. Bago Oshiro, 1059 8 0 マニラアサ， ココヤン， ゴム， コー

Davao City (11) ヒー

17. Amas Exp. Sta. Bansalon, Cotabato マメ類，サッマイモ， ゴム

(11) 

18, Mindanao Rice &Corn Midsayap, Cotabato 9 4.0 0 イネ， トウモロコシ， ワク

Exp. Sta. (11) 
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場 所

採種農場

1. Abulug Seed Parm 

2. Luna Seed Farm 

Tanay Seed Farm 

4. Palawan Seed Farm 

;). Il oilo Seed Farm 

6. Gandara Seed Farm 

?. Abuyog Seed匝rm

8. Clavaria Seed Farm 

9. Maridagao Seed Farm 

10. Kidapawan Seed Farm 

lL Tupi Seed Farm 

所在地（ ） 面積 (ha) 対象作物

Abulog, 26.4 7 イネ， トウモロコン

Apoyao, Mt. Prov- 2 (j 0.6 5 タハユ， タマネギ，コーピー，カカ

ince (2) A , ハナナ，

Tanay, Rizal (4) 2 0.0 0 マメ類，ナス， 1、マト，キャ，ベッ，

Puerto Princesa, 

Palawan(4) 

リョクトウ，その他野菜，

60.4 4 ォカボ，マメ類，果樹

Sta Barbara, Iloilo 8.2 9 イネ， トウモロコシ，呆樹

Gandara, West Sawar 8 8.9 9 ココヤヽ ン， トウモロコジ

(8) 

Abuyog, Leyte (8) 1 4 5.3 5 マニラアサ， カカオ

Clavaria, Misamis 120.0 0 リクトウ， トウモロコ、ン， ソルガム，

Or. ⑩ ラノカセイ，マメ類，バレイジョ，

ヤムイモ，キャ y サバ，野菜類

Balatikan, Cotoba~ 2 80.0 0 ゴム

to 印~

Ki dapawan, Cotoba - 51.3 8 コーヒー， カカオ， ゴム

to (lV 

Tupi, Cotobato(ll) 42.0 0 ジャガイモ， トウモロコシ

出所： BPI; 匝汰periment Stations and Seed Farms 

中央試験場は敷地が狭く，住宅街に囲まれているため，厄場を必要とする試験（育種，栽培試験等）

はロスバニオスのエコノミ クf］ープン (EconomicGarden) で—打っている。

植産局の研究活動として， 1971 / 72年の研究課題は事業報告忙よると食用作物132, 商業作物

62, その他の研究6, 合計200課題で，食用作物侭重点かおかれている。同年次の試験（布たは研

究）で完了した課題数は97で，その内訳は育種37, 26, 植物保護31,農業工学1'農業経

済 1で，育種，栽培，病害虫防除忙重点が虹かれている。

10月22日本局を訪間したとぎ，畑作関係で現在進行中の研究活動としてあけられたのは次の 7項

目であった。

(i) 育種

(ii)肥料試験

(iii)水管理技術

Civ)加［，利用（ソルカム粉，小麦粉を含む）

(v l柿苗噌殖，種子証叫

(vi)マメ科作物の品質改良＼たんはく質，油脂）

(vii)多毛作 (multiple cropping) 
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7）やリ―1f':しては， と て， 行し，デ

は吏だ し，と とめて全表するという形式か一般的てある。

:;)ii練・':/ }J・・-i:'. して虹，マリガヤイネ研究ti!!練センタ-(lVIRRSC, Maligaya Rice Poesearch 

and Trainir恥: Center)かャイネ 1/)研修尻刈だっている。

及ひ種苗の生産と配布は先に心べたよう忙槙産局の目的の 3本柱の一つである。選技育種ある

いは海外から導入された優艮品 抱肥， どが不十分な段階で

はサ鮫も手-::,と，）早く あろう。この部門の担当は作物生産課である 3

どの作物種子の生産は先に挙げた表11の11i. 種予~、し産： 水屹稲， 種

農坦の外区 している。表12に示すよう紅万の :H3.25ha乙汀耐

畠がこれ汀占てられてむり， 内訳はトウモロコン (17場所） 90.89ha, ゾルカム(9)4 3、55

ha, クイズ(6)1159ha, リ，タトウ (17)26.96厖， ラノカセイ(4)29.03haである。

兄種どしては，現在増殖中の品種は， トウモロコ／では，Phil.DMR 2, UPCA VAR 1 

と2, BP [ VAR 1と2. ソルガムは Cororl,2,3である。

f!lJ階級 (seed class)からいうと，育種家種f(breeder seed) は育成場所が， 原種子

(foundation seed), 登録種子 (registered seed), が，登録種子

(emergency seed) , (certified seed), 優良種子(good seed) は採

呵協だ者 (seed cooperator)が生産する（表 13)。

図8 筐イロイロ由にある 5地域の地域局を訪間したとき示されたこの地ての

トウモロコ、/. 子生産を流れ図に表したものて，植産局から原種子注たは登録種子を受取った民間の

地方でけ

もては種・（生産者 (seed producer)は一作して保証種子主たは優良種子を生産する。 植

虎定の種子検査を行ない，それぞれの階級紅合格すれは種子証明を交付し，採種

忙種子を販売する。この地域局には特別の種子貯蔵設備がないので，採種農家はこの

より lヶ月早く収穫するよう奨励しているとのことであった。また一般農家では台

所のか主との上！て種—fをつるしており，煙によるくんしょうでコクゾウムジの類 (weevil) による

られるとのことてあった。
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表 12 の作物別種 面積 (1971/ 72) 

（単位は ha)
- . 

場 所 水稲 陛稲トウモロゴンラ yカセイ 野菜類 ソルカム リ王クトウ ダイズ その他

l. Bagio 0.7 6 

2. Dingras 3.0 0 1.8 2 

3. Abulog 4.00 0.7 5 1.50 

4 Cagayan ＊ 7.00 2.0 0 

5、 Ilagan 2.5 0 10.00 1.5 0 2.95 2.35 7.0 0 1.7 5 

6. Economic 6.4 3 0.9 5 2.38 5.6 0 3.14 

7. Palawan 1.00 1.16 1.2 3 0.50 2.1 7 

8. Lipa 11.2 2 2.00 0.50 

90 Tiaong (None) 

10. 1'anay 1.00 2.51 1暑10 1.00 0.72 

1 L Novaliches 0.5 0 4.00 8.00 3.00 0.04 

12. Bicol 10.66 0.5 0 0.5 0 

13. Guinobatan 5.68 3.58 0.0 4 

14. La Granja~· - 7.8 0 1 4.6 0 l.6 0 1.1 9 2.6 0 0.40 

15. Visayas 24.7 5 0.5 0 1.0 4 0.5 0 

16. Iloilo 1.25 

17. Mandawe 2.1 0 0.82 0.8 0 

18. Abuyog 3.92 0.7 0 0.5 5 1.6 0 

19, Gandara 2.0 0 1.0 0 

20. Ipil LOO l、58 0.04 

21. Aroman 15.00 8.0 0 2 0.0 0 3.5 0 

22, Davao 0.7 8 2.00 1.2 9 LO 0 0.3 3 

Z3. Kidapawan 5.5 0 1.1 7 0.6 3 

24. Mindanao 21.1 0 

25. Tupi 6.0 0 .'3.0 0 2.20 1.5 0 2.9 0 

26. Claveria 4.0 0 4.15 

27. MRRTC 29.9 6 0.5 2 1.2 5 

合 計 1 07.1 7 12.8 0 9 0.8 9 29.0 3 4 0.34 4 3.55 2 9.9 6 11.5 9 0.7 2 

＊年次報告を受収っていない

出所： BPI Annual 1-teport , 197 2 
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写真 1。 サンイシトロ牧場(CDCP)でのダイス品種TK5, L 1 l 4, Cl ark 6 3 

ダイス母場たけで 95iaある。 種子検査を受け

＼、（ブヤ~ トソン県 lヽンカJレ戸ス）。

表13 主西畑作物(I)種f保証状況(1971/ 72) 
（単賃ぱ四）

作 物
種 階 級

合 計
→ ≪ ギ-~"→ 原種種fふ 登録種子 緊匂用柿子優艮種子保証種子

トウモロコン

BPI 79(5) 519.7 &22 291 (10) 29 (2) 201⑯ 0) 1119.7&22 

(21) (48) 

Cooperator 854 (19) 174 (6) 100 (1) 1128 (26) 

リコクトウ

BPI 試験場 ]0 (1) 35&15 33.S & 158 114 (1) 68.5&287 

(3) (7) ⑪ 

Cooperator 15 (1) lfi (2) 7 (1) 37 (4) 

ダイズ

BPl 12 (1) 18 (2) 8 (1) 38 (4) 

Cooperator 5 (1) 60 (2) 20 (l) 35&649 120& 649 

(3) (7) 

ソルガム

BPI 試験場 222 (6) 7:i (2) 29&20 62 (1) 241 & 12 629&32 

(3) (11) (23) 

Cooperator 155(2) 155 (2) 

出所： BPI Annual 蜘 port,1972 
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［ BPI 
I Regional office 
I Provincial office 

L~--

~
一

Foundation 

seed 

Registered 
seed 

Seed 

Seed 

inspector 

sample 

↓
 ,-~eed cooper a tor 

I (Seed producer) 

Certified 

Good seed 
seed 

Farmer 

図8 種子生産忙おける植産周と採種協力者の関係 (BPI

Regioral Officeの例）

Region 5 

II. 種子検査：種子の階級忙応じた種子検査が地城局の種子検査室で行なわれ，種子証明が交付され

る。検査基準には国際種子検査協会 (ISTA)の基準が適用されているが，参考注で忙表 14 に示し

た。

表14 トウモロコジ， ソルガム， ダイズの種子検査基準

トウモロコジ

種子階級

純正種子（最小）

含ょう雑物（最大）

他姑種（最大）

他作物（最大）

雑草種-'-f(最大）

発芽率（最低）

水分含量（最大）

育種家種『—

99% 

1% 

0% 

0% 

0% 

90% 

1 4茄

原種種子

99 

1 

゜゚
゜90 
14 

子種

8

2

0
 
0
 
0
 
0
 
4
 

録

9

9

1

登 保証種f

98 

2 

0.5 

0.0 5 

゜90 
14 
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ゾルカム

種子階級 育稲家賃子 原種種子 登録種 俣証種『
~- ~- --- - -ー一呵 . . -・- -- . 

純正種子（最小） 98% 98 98 

他贔種（最大）

゜
5 seeル冬OO'J 10 seed/5009 

他竹物（殻人） 0% 

゜
OJ) 5 

雑箪種子（最大） 0% 

゜
0.03 

発芽率（最低） 80% 80 80 

水分含量（最人） 14笏 1 4 14 

ダイズ
.. 

種子階級 育種家手重子 原種種子 登録種子 保証種子

純正種＋（最小） 98扮 97 96 95 

他品種(最大） 0% 

゜
0.5 1 

他作物（最大） 0% 

゜ ゜
。

（最大）

゜
3grains/500'J 5grarns/500'i/ }Ograins/500'? 

きょう雑物（最大） 1% 2 4 4 

（最大） 1% 2 3 5 

発芽率（最低） 85茄 85 85 85 

水分含量（最大） 12% 12 12 12 

出所： BPI 

111. 種子の販売ど配布：生産し 現地で一般農家に普及用に配布する匠か，中央試

験場忙集められる（表 15)。例えばトウモロコジでは90.8 9haで1420.64 （約81トン），生

産された種子のうち，地元の植産局で配布されるのが 60 9. 7 6 cav. (約35トン）， 中

へ流通されるのが384.5 Qr,av. (約22トン）である。

種子の植産局での販売価格（全国統一価格）を表16に示した。

表15 試験場及び採種農場の種子生産量及び配布状況

作 物 栽培面積 生産量
地 元 中央試験場

水 稲 107"17ha 3,945.26 cav. 3,691.7 5 cav. 2 71.8 7 cav. 

陸 稲 12.8 0 259.40cav. 12 6.5 5 cav. 81.7 0 cav。

トウモロコシ 9 0.89 1,420.64 cav. 609.76 cav. 3 84.5 0 cav. 

ソルガム 4 0.5 5 49,936.00 kg 3,4 8 RO O leg 1 8,9 1 0.6 5 leg 

ダ イ ズ 1 1.5 9 3,560.80 kg 9 21.2 5 kg 7 45. 95 kg 

リョクトウ 2 6.9 6 5,4 242 5 leg 1.8 7 7.1 7 leg :3,5 16,02四

ラッカセイ 9.03 1,362.00 /cfj 3 5 9.0 0 /c<J 6 96.5 0 leg 

野 菜 類* 4 0.54 14,2 a 2.2 9 kg 1,329.7 4四 2,5 2 3.0 1 leg 
（購入）

他吟
5,528.61 kg 

,7l-. の 0.72 1,4-18 6 5靱 1,000.00 kg 

庄 沃ジ、ヤガイモ，サツマイモ，タマネギ，ニンニクを含む。知← ンョウガ，ピマ，コーヒー

豆を含む0 出所： BP I Annual Report 1972 

* cav. (カバン cavan)は穀類の容積の華位で， イネで45 kg, トウモロコジ，
ソルカムでは 57 kg, ダイズでは 20kgである。
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表 16 植産局で

如
匁年Uド

i
r
 
i
べ，＇

トウモロコシ[.1cav. (57kg)当たり］

保証袖子

登録種『

原種種子

ソ；レガム 〈籾当たり）

ダイズ 〈四当だり）

リ可：クトウ (i(f}当たり）

ピーナノ；； (/cg ,,t5たり）

カウピー （昭当たり）

レノ「ビーン C kg当たり）

プ,,ン，,.、ンクオ （四当たり）

ポロジタオ （籾当たり）

イネ r l cav, 〖45 んg)当たり〕

保証種子

登録種子

原種種子

* 1ペソ cc=42円として換算
出所： BPI 

価格 単価

ペ ソ 円/kg

85.0 0 63 

9 5.0 0 70 

1 0 500 0 77 

2.0 0 84 

7,50 315 

8.50 357 

6.5 0 273 

8.5 0 357 

8.5 0 357 

15.5 0 651 

20.5 0 861 

rn 26 その他 I R26その他

8 5.0 0 80.0 0 79 75 

9 5.00 9 0.0 0 89 84 

105.00 100.00 98 93 

IV。種f貯蔵：生産されだ種子の一部は種子貯蔵に廻される。種子貯蔵宰としては表17に7J」した 6

か所（内lか所は新規要求中）があるとのことであった n

ザ3
笏 所

表 17 植産局の種子低温貯蔵施設

所 在 地

l. Isabela Provincial O ff1ce 

2. Central Exp. Station 

3. Region 6 Regional Office 

4. Mandawe Exp. Station 

5. Region IO Regional Office 

6. Region 11 Regional Office 

出所： BP I Central Office 

Ilagan, Isab ela 

Malate, Manila 

[loilo City 

Mandawe, Cebu City 

C agayan de Oro City (予定）

Davao City 

(3) 調査した試験場，地域局，県支局，市農業局

地方忙おける畑作物の生産の実態と間題点を直接は握するため侭，凋査団はで含るだけ広範な地域

の地域局，県支局，市農業局と試験場を訪閂した。時間の制約があり，、主た担当者の不在，連絡の不

十分もあって調査結果忙精粗があったのはやむをえなかった。調査機関は次のと翡りである。
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地 方

ゾン

タガログ

ビサヤ

ミンダナオ

試 験 場 地域同なと

イラカン試験場 (7) イサベラ県支島 (33〉

ベギオ試験場 (:.JO) 咆域 2地域局

ペンガシ~ く7ン県支局 (29)

ミンドロ県支局 (34)
- . 

ラグランハ試験場 (12) 地域 4地域局 (8) 

マンダウェ試験場 (14) 地域7地域局 (15)

ビサャイネ試験場 (9) 西ネグロス県支局 (11)
▼ ー.,―"""- ~- . --- "→ - .. - "-

ダバオ試験場 (2:3) 地域 10地域局 (16)

プキドノン県支局 (17)

ダバオ市農業局 (22)

サンボアンガ市農業局 (26)

注 かっこ内の数字は図 1' 表2の機関番号と一致する。

① イラカ1/(Ilagan)試験場［イサベラ Clzabela)県ィラガ／〕

，＇交 通］イフカ/から 6kmiょど離れたこの試験場へ行く 1て11, マニフから PAL(フィリピ/航空）

のターボ :f゚ ロック゚ 機て 1時閻 l5分， 砂利舗装のカウ了ヤン (Oauayan)窄港へおり， :) -プて日比

友好消路を l時間紅ど走る。 ジープて出迎えのない時はカウアヤン~ 市まで三輪車で 15分で巾内に入

り，路線ハスでイラカノ叶］，さら尻二輪車忙乗り換え I5分で着く。

地域2紅属する。面積87ha。厄場がカカヤン (Cagayan)川の支流Ire沿っているので時折冠水す

八気象クイブillvc属し雨期は 5月~12月である。試験場の職員数は21名で種子生産と

2部忙大別されている（図 9)。

主要試験畑作物は陸稲， トウモロコン， ゾルカム，ダイズ， リョクトウ， ラy カセイ， タバコで，

畑作物プロジェクトの基幹試験場であり，フィリビン大学農学部の職員 (instructor) が1

駐して試験を桓崎している。トウモロコ、ンのべと病検定試験， トウモロコン， ゾルガム，ダイズの地

(regional test)を行なっている。種子生産としては上記作物以外忙野菜類，果樹類の増殖と

種苗配布をしている。

試験場の施設は極めて 市街地より離れているので配霞設僅がなく，自 もない。

種子貯蔵空（コンクリートフロノク製）の建物はあるが全く使用されて袋らず， コクゾウムツの類

(weevi I)等貯蔵書虫つ被害が大ぎい。
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[ 
i Seed Product ion 
I 
I 

Director of 

BPI 

iaegional Director of 

I 
BPI Region 2 Regional 

Station Superintendent 

Office 

—···-·-· ・・・------・ 『I r --_L~ 
I 

Agricultural Research I 
心..ー」

I 
lGeneral Service 

----- ----」
ゞとダ

,..--/~ 

/' 

' 

I Cereal and Root Crop 
----1 I 
, Research I Rese 

-—-----------」

」Tobacco Research I 
―---」

□ I Legumes Research I 
し

---------7 
y and Entomology 

I .......... .. 

図9 イラカン試験場の組織図 (BPI Ilagan Experiment Station) 
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写真 2. イラガン試験場でのダイズ品種 TK5掠種種子の選別。今年は冠水の

ため品質不艮とのことである（イサベラ県イラカン）。

② イラカン県支局［イサペラ県イラガン〕

「交 通〕イサベラ県の県都イフガソ巾内してある。

タイフll!,地城2忙属する。 1974年1月~6月のこの県の畑作関係作付面積は次（りと粒りて

ある，9

トウモロコジ 臼粒種

ソルカム

ダイズ

リ7 クトウ

ラッカセイ

陸稲

黄粒種

64ha ( 

主要畑作物の県ての問題点として

12,990 ha 

1,443 ha 

5 12月 109 ha) 

25 ha 

5 38 ha 

2,500 ha 

13,492 ha 

トウモロコシ：アワノメイカの類 (cornborer)の被害は 8, 9月の雨季して大ぎい。べと病は 5。

6月ころか発生が多い。貯蔵害虫としてのコクゾウム、ンの類の対策。重点項目としては，多収，へと

病 (downymildew)抵抗性，アワノメイカ類， コクソウムシの類して対する抵抗性かあけられる。
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ゾルガム： として 50cav. /ha (2、9t/ha) f立はある。間頴点としては り脱粒

成がないこと。重点項目としては多収，病害虫防除，発芽率0高いこと,,

ダイズ：トウモロコ (Masagana Maisan Pro店ram)の政 は寸声打咀!j ヽ-

1氏すぎる。重点項目多収，害虫〔ンンクイガの類(pod borer), ョコハイ類(leaf

品種 日長や 選択。

植茄局の本周ではこの支局忙種子貯蔵栴設があるとのことであったか，プロ~·.ク製乙吐物(10rd 

くらい）かあるのみて，機械の故障のため仝く使用されていなかった。

③ 地域2 ［カガヤン (Ca堅yan)県トウケガラオ（ ヽ'l
） -' 

〔交 通］マニラ巾から PAL ター ff口、1//機で 2時間， 力がヤン卯り）卯、恥 i・,:,J7プ］・ラオ巾

琳忙•つく。滑走路が砂fl]舗装である 0) で雨か続くと発着不能となろ。睦路て,t Ll Jし及奸道路江巾内

通っておりマーラから路線べ人で 8時間かかる。地域局は巾内后克って窄翠からし近＼ヽ〈:, ib内ぱ屯気，

火酒ともよく整っている。

タイプ川忙属する。この地域での耕地はカカヤン川の沿岸のはん濫原であっマし'j『が湾曲して

いるため面積的忙はかなり広くカカヤン，イサベラ両県を合せて 10カhaはあるといわれる r 、1月沿い

の低地はトウモロコン， タバコ，薩稲などの畑作物，小 の上は水稲（天水田）と

その一段上の綾傾斜地は自然草地が広がり，山岳部の林地へつなかる（図 10)。 人かんかい水路を

畑 集道か 自 森

作タトダ麓 ん 然
物バウイ稲 落路が 草
コモズ し、 地
ロ 水
コ 稲
シ‘

河 は、 河 緩 山

JI I ん 丘巳旦 傾

敷 ら 段 斜 地

ん 丘 地
原

図 10 河川流域忙おける土地利用（カカヤン河谷）

建設中 (1975年 6月完成予定）で，対象面積 6,000haの天水田 (rainfedfield)をかんかいして

収量性を高めることを目的としている。現在一部紅トウモロコンを作っているか f かんがい廂設が完

成すれは水稲にずべて切り菩えられるとのこどである。天水田には現在在来品種

されているが，降雨が多ければはんらんして肥料か流亡し，干はつ加なれは肥効がなくなるので，施

肥そのものが，その年の天候によって投機的V,こなるとのことてあった。

トウモロコジについては，生産量の 25%は住民の食糧なので白色フリントの在来品種 (Cagayan
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闊 ite)をかなり作っているか，黄色餌はトウモロコ ；てよ勺て licy 1ペソ（尻;(」42ド］）

の政府よ持佃格で攻府が買入れるため，農民は喜んで作るようしこなった。

この原の竹付け目標はトウモロコシ（黄色種）9,145 ha, ソルカム l,600ha, ダイス 35Ohaたかし

際vc仔付けられた面積はそれそれ2,750ha, l,500ha, 475haである。一方トウモロコン

両ての計両！厨責では， トウモロコン（黄色種） 10,000 ha, ソルガム l,OOOha, クイズ l,OO O haを

目標とし， さらして計国外面積としてトウモロコゾで 2,000haの多収品種(!ITV)(BP I VAR 1 , 

DMRl, UPCAVARlの黄色粒品種）と 22,450haの在来品種 (CagayanWh i te)とか予定さ

れている。

④ ハギオ (Bagio)試験場〔バキオ巾〕

交 通〕ペソケ J 卜 (Banquet) 県の県部としてより夏の避暑地ど l てのバキオ巾り）しよりか•一般紅

通じて＼ヽ る。 マニラ市からクー七プロ；； 7゚ 機で l時間 15分たか， 山岳地席:•c 平港か雨と濃霧のた兄

発若ネ能となる （T）てしばしば飛行機使は中止される。陸路ではマニラから 3,4時間を要rる。

気候クイプ I, 地域1に属するこの試験場はフィリピンの代表的試験場とし で多

くの人が訪れるのでよく知られている。標高約 1,500mの高地忙あるためフィリピンでの温幣件野菜

類，果樹類の導入試作と種苗増殖がこの試験場の表看板である。扱っている作物は野菜類ではジャガ

イモ，サッマイモ，エンドウ，スナジクビーン， キャベッ，ニンジン， レクス，ハクサイ， カラ、ンナ，

ブロノコリー， トマト，キュウリ，ダイコン，アンティチ']ーク，テンサイ， ホウレンソウ， ラノカ

セイ，イチゴ，果樹ではリンゴ，ナン，カキ， クリである。

⑤ パンガシナン (Pangasinan)県支局〔パンカシナン県ダグバン (Dagupan)〕

圃作担当の職員が不在だったため，確かな情報が得られなかったので省略ずる（ヽ

⑥ 西ミントロ (0cc. Mi doro)県支局［西ミンドロ県サンホセ (San Jose) 

〔交 通〕マニラからクーホ／ロノプ機て 50分でミソトロ島南西のサンホセ窄港（砂利舗装）肛ふく。

県支局は巾内冗わり，窄港から近い。

ミンドロ島両部は畑作物の開発予定地区（約3万ha)に指定され，日比ともども力を人れて店り，

日本大使館の村岡ー等書記官の勧めもあって，畑作物と畑士凜の調査を行った。県はバルクハ｝レク

(Baluk baluk) , フクナビスタ (Bucnavista) , トウプラオ CTuburao), サブラヤン (Sabula・・

yan), マンプラオ (Mamburao), プンタン (Puntan), サンククルツ (Sta Cniz), サンタルチ了

( Sta Lucia )郡からなるが；畑作物の栽培可能面積の大ぎいのはサプラヤンとサンククルッ郡

で県支屈の統計仄よると表 18のようである。

気候タイプ Iに扇し， と雨季が顕著なので，雨季は水稲（天水田），乾手はトウモロコジ（黄

色種）， リコクトウ， ラッカセイ，ソルガム，ダイズが栽培されている。凋査は限られた時間と雨季

のため／ープても海岸道路が走れないのて，サンホセから定期船（バンカー）筐乗り向路サフラヤン

へ行ぎ，近くのプンタ及びサンタルチア郡を調査した。
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ンタ／：サフフヤン Jヽ五くしこある， 覆われてわり／毎庁へり心伊刈な が閲托含れてい

。+:.内は肥沃て
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乾手作は 1月団

トウモロ

可阻で，

ゾ， ソルカム， ダイズタ

5月［こは国王1ご入る。

ワLr 
ク．9

.
 

r

ー，

〈うて降雨はしし口

＇とるあ
ト
よ
-

L

 

9
,
7
 

，隈木成耕臼—在し

サンタル~

り，調査しだ

ァ：現在 300ha

ゾを連作しておヽり，年1'

ANTOS 氏（医計i) ✓〉70haの農場げサプフヤンの町か

いた。

うら 250haか閃拓されているっ閲拓は 1970

2回のはん濫で上地はな芦肥えているが，

は甕麗肥料で25cav./ha(1At/ha), 罰肥( ー 化成肥料 H-,14-lrl 

卜 クター も、こ9

からでトウモロ

リコクトウを閂折入れる。収量

で紅〇 45 eav. 

(2,3-2.6 t/ha 1和度，

が被害は少なし 'o

ラグランハ (La

病 アワノメイカの瓢

Granja) 

クバコカの類 (silkworm)

［・［屑ネグロス県ラカ）しロータ (La

出る

Carlota)〕

: 交 通〕マニう市から PAL;:,:.,, ト機て l時間（ア)/コロ c・(Bacolod)空港から；'-ンデ

距離紅主り，消路半情らよいく、この地域はサ-lウキヒ地惜て広大なサ-1-ウキじ畑か続く。ラグ

フカルロータ市より 20 分位山尻寄った~ と~ ごらvcおる。阻産局し］）試験場の外陀畜1崖碕の試験場，

／大学］グフンパ研究訓練セン~ ター， フィリビ／砂研両究所が隣接して''る。

1時間 （J．）

ン"応

フィし

氣候タイフ I, 地域 6忙属する 95haのこの試験場は全職員as名（うち技術系職員 9名）の中規模

だか，畑作関係ではイラカン と

いたか， lOOhaをフィリピン炒糖研究所（て，

である。以且りは496haと広大な面積をも“，て

288haをフィリピン大学の訓練センター lて分割した。虞

場は試験厄場と

場は比較的徘水がよいか，

分かれ， 両者の間Veクリークがあるので，作業に不便である，，試験ほ

種子生産かい場は重粘土で排水か悪く作業ししこくい。日本の援助による種子

でこの試験場として 45,000ペソを受取り， 両臼場をつなぐ道路の建設， 袢子生産侵場のか

んかい施設，機械及び機械関連施設の う計両でいる。

畑仇閃係の試験研究としては， 畑作物プロンェクトの中心場所として， トウモロコ、ン， ダイズ等畑

竹物の牛産力試験 (generaltest), 地域試験を分担している。このためフィリピン大学農学部から職

員(instructor)1 

イズ， リCJ クトウ，

して試験を担当している 3

カウピー（ササゲ），

で配冨設備，自

としてトウモロコシ， ソルガム， ダ

（コクゾウムン類）の被害が大きい。

⑧ 地域6地域局〔イロイロ (lloilo)市〕

この地域は気候タイノ,l (東／ナ海側），

360万団しり家畜， 家ぎん（ウン，

自給はほぼ充足されている。

の白

ブタ，

ラッカセイを扱っている。

もない。主 ないので，

Ill (内海側）紅属する。トウモロコシ，

ニワトリ）の飼料に供され，

貯蔵害虫

ソルガムは約

この地域としての飼料穀類の

トウモロコ、ンは黄色品種だけで，米のit産鼠が高いためトウモロコシ

竹って住民の食）干］とすることはない。 トウモロコジは畑作地帯， ソルガムは水田でかん

かい水のかからない水路の末端などで栽培が増えている。地域としての平均収量はトウモロコ、ン 32

*1袋=20/cg -42-



cav ./ha (1.8 ton/ha) , ソルカム 1.2t/haである C 主た して

的` なも（りは次<Dど和りてある。

トウモロコ／ー フ、；カセイー- ✓ トウモロコゾーーノルガムータバコー-・ トウ主ロコ
（ ＼  ) ＼ ( 
カウピー タバコ タバコ

＼ーノ

ダイズーー・サッマイモ ーートウモロコジ

（）（  
ラッカセイ ノルガム' )  

⑨
 
丙ネグロス県支局〔内ネグロス県バコロト〕

この県忙わける:kill作物の栽培面積はトウモロコッ

250'la, リョクトウ 200ha. 
" 

作

9,000ha, 

タイズ lOOha以下である，）平均収鼠は

(HYV) 

白色種9,000ha, ソルカム

在来品種

トウモロコジ（ llcav./ha 

II （白色柾）

ソJレガム

ダイズ 5
 

4

9

.

 

2

1

5

 

、i
/

、
、
）
、
'
J

4

1

1

 

1

1

1

 

（

（

（

 

16 (0. 9) 

この県の畑作の中心はサトウキビであり， 乎担で肥沃な地域は大規模なサトウキビ，プ＇ランテーン--,

ンとなっている。その中て 2年前からサトウキビ＇と他の畑作物との多毛作か導入されている その方

去は 9月中旬忙サトウキビを収穫後耕起して， サトウキビ茎をさしてゆくが， ゾルガム（品種Cosor

1)をサトウキビの梢付けと同時か翌日［こ水牛耕運の場合は 1畦翡き忙， トラクター耕連の場合は 2畦

サトウキビ

ソルガム

ソルガム

ソルガム

る方式をとっている。具体的力法を図紅示せは下記のようである。

水牛耕運

サトウキビ

ソルガム

トラクタ耕運

12 0cm 

ゾルガム

Cosor 1旦ここては播種後105~ 110日て収穫期忙逹するので成熟した穂を刈取ってしまって再牛今

(ratoon)を利用することはしない。サトウキビの植付け後初期牛育期間た1ナの多毛作てあって， 1畦

ぁ畜とするのは光不足による競争を避けるためて~ ある。多毛作の作物としてけ， ソルガム以外忙リ万

クトウ， トウモロコン， トマト， ラッカセイがなり得るとのことてあった。

11月6日この県を調査したと含， サトウキビの収穫が始主っており，茎刈取り後の残葉が燿一面
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にたい積しているのを観察した。名くの場合， そのま克トラクターです喜こむが， で

業を宕易iごするだ ることもあると＂うこ): であ？た。

⑯ 地域 7他域局［：セプ (Cebu)内）

＇交 迅j;'-iから PAL; ェット機C 1 5時間， ピサャ地方（／）中心都巾ゼフ巾平琳 ¥c'達ず

軍は地か多):>たりて，滑走路't広大て守港 c!)施設もよし 'o 地域局は巾内 v・ 主ら。

米

J也域 7は東ネグロス (Negros Or.), セプ， 玉ホール (Bohol), ンクイホル (Siquijor) の4

県よりなり， クイプ Ill匠属すんc この地域の主作物はサトウキビとココヤジであって，畑作物と

してはトウモロコゾ， リ？クトウ， ラ"カセイ， ダイズでソ Jレガムは作られていない。

トウモロコ，／は白色晶種が十で年三期作 (4~ 5月播き， 8~9月『番ぎ， 12~, 1月硝含） が可能

力＼ 面柏， 平均収量ともに一期竹＞二期作＞三期作である。 トウモロコシ となるの

3期1『はリョクトウを奨励している。サトウキビが換金竹物であることから， 平担で条件の良い畑は

サトウキ され， トウモロコンは山間煩釘地に追いJ:::けられている。｛頃佑地は土凜の流出がひ

どく， 地）］もこしい，） 5,000 haのトウモロコジのうち椀肥栽培をしているのは よい 1,000

haしこ遥ぎず，

［要品種となっている。

県の人々は商人気質て，

されている。このような地域な0で栽培晶｛重は在来種(Tiniguib)か

4県の中てはボホール県は比較的平担て土地条付に恵支れている。たがこの

県から離れて商業忙携わる人が多い。現在丙ネグロス県応 2か所サトウキビ

の製糖工場があるが， セブ県北部， ポホール県北部忙各1か所新規の工場か建設予定であるので，ま

ず支ナトウモロコジの栽培面栢の減るのが懸念されている。

ソルカムか栽培されていないのは直接食用とされないこと， 市場に乏しい理由Viこよる，3

ふ-、”}
マンクウェ (Mandawe) 〔セプ県マンダウェ〕

地域 7紅属する。鯰向積lOha, ぼ場面積5haという小さい試験場て，技術系職員は 6名（栽培 3,

1'害虫 2)にすぎない。気候タイプはm。

畑作物としてはトウモロコン， ゾルガム， リコクトウの地城適応性試験，種『生産を行っている。

この試験場は市街地加近く， 十地も狭いので， J、9日作物よりもプドウ， カンキッ類なとの菌芸竹物筐

平点が翡かれている c 特紅ブトウの導入fて））が入れられて翡り， 日本品種も幾つか入り， 戸峰も

導人された。プトウの線虫防除試験をフィリピン大学農学部との協力で行なって怜り， 2週lて1度ず

つ土壌サ／フルを大学に志り，線虫の生息数を調査しているとのことであった。セフ島紅翡けるフド

ウの政培は 1970年から始走り現在300haの栽培向積かある。当初打禾1」な果樹として脚光を浴ひたか

硲菌病の発生で仲ひ悩んでいる。

地域 7 としてのイネ， トウモロコジなどの食糧自給字は 60%くらいで， 不足分はミンダナオ

地域から入れているとのことである。

⑫ ヒサャイ不試験場［イロイロ市ハムンガヤ (Hamungaya)〕

以的はビサャイネ トウモロコン試験場であったのが改称されイネの専門試験場となった。イロイ
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口市郊外ハムンガヤ

り，寸＜稲育成系統の

筐ある。 タイプ I' 地域 6筐属ナる、，国積62.5hao主作物は水梢てあ

病害虫防除，

辛か行左1汀：）れている。日／仁の援助による種子増酌計面ては 150万ペノ (6,300万円）が

り文られる』両てある、｝

外1竹物としてはリ＂クトウ品種の種子生産を行っているぼか， 水f日での多毛作の試験か行なわれて

いた。 としては水種， I)可，クトウ， ソルカム， 生食用トウモロコン（モチトウモロコ、／），

メロン， サツマイモ， ラノカセイてある。組合せとして 1974/ 75年試咳として

イネ—'1) -, クトウートウモロコン (lに食用）

イネー-ソルガムーソルガム

廿

v

>

ヽ

イネーメロン・ートウモロコ、ン（子実用）

イネ サツマイモーラジカセイ

⑬ 

イネーイネーリコクトウ

地域 10地城局［カカヤンデオロ (Cagayan de Oro)市〕

／交 通〕 7 二 7から PAI」;ェット機て 1時間 l5分でミンダナオ北部の商業都市カカャソテオロ rfi

り）＇、港忙着く。クt港から巾街まて PU(PublicじtiIi t y) と呼ばれる涸人営業ククシ,_で I5分0)距

雌 Iて多~）る。庁舎は市内 i おり，新設吝れたはかりなり）で明るい。

担当官か不在てあったのて， この地域全体の畑作物状況は間けなかっ れたクラベリア

(Clavelia) 

クラベリ

ついて間くことがでぎた。

1000 m, 21 "C, 雨最月平均 8.5インチ（年2,600mm)で

特忙 11,12月に涼しくなる。カカヤンデオロ市から東ヘジープで約 2時間の距離にあるか，道路事清

が悪い。 120ha 50haを使っている。日本の扱助による 23万ペゾ (966万円）の予

算で農場の整備をやる予定でいる。

障稲，

ンドウ，

トウモロコシ，

ニンジン，

ゾルガム，

ジャガイモ，

ラノカセイ，

ヤムイモ，

トマト， キャベッ
’ 
マメ類， ナス， サツマイモ， 工

キヤノサバの種苗生産などを行って甚り，平均気湿が低

いことからミンダナオ地域に翡ける湿帯作物の導入と種苗生産という観点からバギオ試験場と同様の

役割を果すことが期侍されているう

トウモロコシ， ソルガム忙ついては畑作物プロジェクトの中の地域適応性検定試験の一試験地とし

りを果たしている。

d l プキドノン (Bukidnon)県支局〔プキトノン県マライバライ（ Malayvalay)〕

「空 通〕 fヤドノン県の県都マライバライ仇主るこの支局尻nくしては， カカヤンデオロ巾より陸路
，）ープで 4時間 !I)曲折の悪路を走る。標翡 700mの百都はミソタナオ島のほほ中央部のフキトノン晶

角尻おる。由内 i『は＇屯気， 水氾は友る。原い

プキドノン県の作物関係の統計は次のとおりである 0
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...  —• ~ ~ 

＇ I、ウ

ー・＂~ ~ 
.. . .. .. ... . 

物 栽培面蹟

14 0,0 OOha ロコシ~

20,000 

水稲（かんがい田） 14,500 

平均収量

25-30cav./ha 

(1.4~ 1.7 t/ha) 

35--40 

(l.6 ~ 1.8) 

8 0-8 5 

< :3.6~3.8)

水稲（一万

革地

水 ¥， 
、
4fl/ 
L
9
1
 

7,500 

87,000 

？
 
f
/
 

〔交

主

→分
. ↓ 

通〗マニ予力、

ミンタナ、ヤ

〔ダ,~オ市〕

エ／卜機で l時閉］、ドでミ／

/
i
 

夕

ナオ島最大り）都巾ダバオ仄着く。庁舎は巾内

あるので， ダイズの牛産状況を市

三出六ん
印刃」コ→ した。現地は ら50佃のカリナン(りalinan)地l文戸すで

屁察をし左かっ今。約 70ha ✓~ダイズ畑があるが，大ぎなプランテーシ・ ⇒ンてた＜小ざ

ある。耕種概要はダイスの項で述へる。

ら「刷取り

であったので

ク",,,,:ォ ［タバオ古］

中心部からジープで 3(J分，，交 遁〕試験湯ば 1ff[I)枕外 V了おり

だどころ忙多

果樹分場はぢ~ らして 20分山 1て入

この試験場の主要業務は現在果樹， と種苗生産てあるが，水稲では IR20, C 4-63, 

トウモロコ，，＇では Phil. Dl¥1R 2の種子生産している。 トウモロコンでは在来種としてTiniguib,タ

イから導人したといわれる White Glut10nous かある。食用マメ類としてはラ J カセイ（赤，白），

ソルガム， ダイズの種子叶産をしている。 1968年メキ、ンコから導入した Mecanbea~ 決の無つる性タ

イプを選抜して Davao Bean と称して している。

野菜類ではカビ， サツマイモ，スイカ， トマト， ピーマンを扱っており，小型力沢チャの選抜を行

っている。

最も刀を入れているのは里樹で， ポ＇メロ， オレンジ， マンダリン， ドリアン， ランプータン， マン

チン， マンゴー

るのでリンゴ， カキ，ナシ， クリ，

っている。マナンプラン (Mananburan)分場は標高400mにあ

プドウ賃の温帯果樹をハギオ試験場から導入している。この場所

は元は日本人Cl)カンキソ類のプランテージコンがあって，

えられていたのを第 2次大戦後植産局か買収して受け継いた。

っているが， マンゴー， マ ，t;'"ロ， 

サツマオレンジ，マンダリンオレンジが植

現在でも当時のカンキツ類は

カカオ縮尻改植された。この分場してあるカカオの老木は

Mather of Cacaoと ダバオ周辺のカカオはずべてこの個体に由来するとのことである。

決リマビーン~ lima beanかその近緑種と思われる。
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,.、',jc'アン

地域1 タイプ川忙属す

サンボ了ジカ（~五mb訊噌a)

市，汀戸あら， 市 合っ を聴取し，

トウモロ 7 シ／しりプランテー~ ン~ コン〔直

19 

3) 土壌局 CBS, Bureau of Soils)の機構と業務内容

と業務内容忙つい

ては， 11月22日，土壌尻を訪叩

士壌研究諌 (Soil 翫—

search Division)の課長てある

Feliciano M. LAP1 D 氏から支

けた祝唄と 12月6日

し，分析業務課

( Laboratory Services Dぃ土

s ion) 幻諜長である Felipe

T, AGDEPPA t壬，

〈'SoilFertility Division) の

課長てある ,Juanc. BuNOAN, 

,JR , 氏に聞いた話など忙基づく

と，以下のようである。

(1) 土壌局の機構

上壌局の機構は図 11に示すと

おりであるが，これはマニラ忙あ

る本局 (Central Office)の各

諜 (Division)と全国 11地域忙

ある地域局(regionaloffice) 忙

よって構成されている。

これら機構の中では，分業化がか

なりはっぎりしているようで，例

え ふり
J

土

し，地域屈

実施し，これ忙閃連して

必要な士壌分析なとは，士壌研究

課でやっているようであった。

’つ こ
ふ＇ りョク 1、ら亡砂、間を祝察した。

写真 5 サンボアンガ市郊外の農家でのダイズ

(TK5)の着粒状況（サンボアンカ市）。
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表19 サンホアンカ占て (1974) 

竹ー 砂1,,, 
ィー〗—--------―-

牛
ヽ"'"''

≪≪  

産 旱

かん力;,ヘ水柏

人水水栢i

隧稲

トウモロコシノ

8 :1,6 0 2,8 0 0 t (2 

ココヤシ／

サトウキビ

野菜類

コーヒー

イモ類

マニラアサ

クバコ

ダイズ

果樹

ソルガム

その他

出所： BPI 

c
 

平均収量:Lot/ba) 

平均収昌 17t/ha) 

Zamboanga 

11,238.5 

8 2fi.O 

6.5 4 7.0 

10,8 43.0 

26,468.0 

15 4.0 

-1,2 2 9.5 

4 50.0 

68 0.0 

35 0.0 

30.0 

15.0 

2,315.0 

5.0 

3 7,083,060 t (2 

4 6,8 7 4,0 0 0 t 

124 t 

2 7,5 91 t 

312t 

3,140 t 

6 00 t 

21,000 kg 

15 t 

1 9,1 4 6 t 

12.5 t 

5 00.0 

City Agriculture Office 

写真 4. （マニラ市エルミク）。
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―・Planning and Management Staff 

口General Services Section -Information Section 

Laboratory Services Division 
卜SoilAnalysis Section 
I-Special Assay Section 
(Soil Inoculant Section 
Laboratory Maintenance Section 
L Soil Characterization Section 

Soil Conservation Division 
F祠1=-u-~ーと扇ction~ 
, Vegetative Erosion Control Section 

t Mechanical Erosion Control Section 
Water Conservation & Management Section 

しSoilFertility Division 
I l_ Soil Fertility Investigation Section 

~. Soil Fertility Maintenance Section 
トFertilizerUse & Promotion Section 
しExperimentalDesign & Evaluation Section 

Soil Research Division 
しSoilBiology Section 
卜Soil Chemistry Section r Soil Physics & Clay Mineralogy Sec ti.on 
LMineral Nutrition Section 

Soil Surveys Division 
Soil Survey Operation Section 
Photo Interpretation Section 
Soil Classification & Correlation Section 
Land Classification Section 
L Cartography & Reproduction Section 

Office of the REGIONAL DIRECTOR 

Administrative Division 

十AccountingSection 
f-Budget Section 
L General Services Section 

9perati.ons Division 
――←―----[_DJ_Ei_t_:i;-Jc:t __ Qf_f_ic~_j~ 

~Soil Operations Unit 
Branch Laboratory Service 

Soil Conservation & Research Station 
Regional Laboratory Services 

図11 土壊厨 (BS)の機構図

-49-



(2) 士壌屈各諜

各種の

(Soil Survey Division〉

土地利用分級かその業務てある'

(re conna i ssance soil 

(semi-detailed soil 

，精密土壌』恥査 (detai Jed soil 

たどに分かれ，

(soil erosion 

(PACLAP, Presidentiai Action 

Committee on Land 肝oblems)と共忙］で什事をしている。

これらの結果忙よって

勧告士地利用図

されてお、いそれらは次のよりたものである。

land-use map) , 精密 (detailed soil survey map), + 

(soil map), 士地分級図(landclassification map), 上襲研究特製地図 (specialsoil investi-

邸 tionmap), 侵食図 (erosionmap) , 地形['21(topographic map) , J: 地利用図 (land-use 

克免，他の機関と共同てかんがいンステム乙ための土地利lfl可能性分級図 (landcapability cla.ssi-

f i cation している。

(Soil Conservation Division) 

てわり，そ

栽培体系忙よる

すじ状緩衝筈竹付け，

こ ある。現地肛註けるこれらの対策として下記の方法かとられ

'-・7 
しノしいな'"

田， 被覆作物栽培，輪作と緑肥施月］，土

地利用お、よひ造成ぼ場列用計画（土地利用），ため池造成，帯状耕地化，草生水路，かんがいと排水，

テラス造成，地形調査，みぞ壮j,ど食防土，林地管理。

ここ忙あげているた とかんがい ものてある。カカヤン河谷共

発計画 (Cagayan Valley Co-operative Development Program)てもイサベラ県を中心として

多くのため池が造られている。

③ 士壌研究課(Soil Research Division) 

4つの班 (Section)がある

(Soil Chemistry Section) 

地下水開発プロンェクト，多毛作ゾロ／ヱクト，ポンプかんがいプロジェクトなど各種のプロ／ヱ

クトが実施されている地城の土壌肥沃度忙関する化学的要因を検討し，土壌管理忙対する資料として

いる。

な研究とし の塩拮組成が水稲の収蜃や塩訊吸収匠及ぼ マグネジウムとア

エンの相訂イ］用，水稲忙施用したりんと廿.P;:;かか他の作物忙及ぼす残効などか検討ざれている。

素1,て関する研究としては，かんかいプロジヱクトの行われている地域の土壌肛ついて調べた

り，フィリピン大学農学部が実施している全国共詞草地資椋開発計両 (National Co -operative 
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Pasture Res onrce s 

土壌の有効収□杞鈴，銅
左あ＼

しこ吸収され，以］直土壌

アイソトープ実験醒もあるが，

Program) に参加，フキトノ／県-'(•'内ミンドロ県から採取した

ガン，鉄など四ついて屈子吸光襲僅を用いて研究している。

なる ぁ~）方スヘクトル分析班は他の班

となっ;,.C 

種々なプロジェクトと関係した

要素の乃析なとしているようである。

Ii 興憬宋養班 (Mineral Nutrition Section) 

砂耕法なとによって， ソルカム，ダイズ， て
，
 

欠乏の研究をし

てし入る。ブトウ よる の研究も行：）ている。

で処坪した土壌の と，それが 3種の水稲の生育と収量紅及げず影椰紅ついても試験して

いる。

これらの試験はとれもマニラの本局！てはぼ場がないので，ポ・ノト試験程度である。

Ill 土壌生物班 (SoilBiology Section) 

ダイズその他のマメ類に対す あり，冷蔵・

によってどう変わるかなどをやっており，接種効果の展示もやっている Q

IV 土壌物理及び粘土鉱物班(Soil Physics and Clay Mineralogy Section) 

かんがいジステムが取り入れられている地域の土壌忙ついて，孔げき量，仮比重，透水性，浸躙性，

粒度組成などを測定し，閲発地域の士壌の物理的特性を明らか忙しtいる。

④ 士壌肥沃度課(Soil Fertility Division) 

忙ぢける している 0 現地忙おける に述べる各種のものを含んで

いる。

I Iぽ場施肥試験

この施肥試験は，次のような目的をもっている。

l-• 
a 双 作物，土壌の異なるそれぞれ ，施肥忙対する収量反応曲線を作

成するu

b 土壌分析の結果とぼ場試験の結果の相関を求める

c 最も有効な施肥の方法を見出す

d 各種肥料の効本

e 品種と施肥量の相互関係

f
 

おける各種作物忙対する正しい勧告を作る

(1972年7月ー 1973年6月）加おける現地匠場試験の数を作物ごと忙みると1972 -73 

つぎのようである。

水稲419, トウモロコ、ン108, ゾルガム 36, ダイズ28, 1)ョクトウ 56, 野菜類56, いも類 72,
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その他8, 合計783。

II 施肥展叫圧

水稲と~ トウモロコジ肛ついて，それそれの地域性に応し

いる；；この展示ぼは て決めた施肥量と

られている。

111 肥沃度回復事業 (Soil Fertility Rehabili紐tion Project) 

るために行われて

よひ灯附区として

中部jレノンや南クガログの各県て近年の数回忙及ぶ洪水のため耕地が被害を受け，肥沃度が変化し

ているのて，その再評価を行うため ある。その事業は，肥沃度についての助五サービス，土

壌分析，臼場試験とその展示なとである。

IV その他の活動

ヌエバエゾヤ(NuevaEcija)県で1971年から行われてし、る多毛作フロジェクト忙1筋力してし、る。このプロ

ジェクトぱ水稲地帯に他作物を組み入れた作付体系を導入して．農家収入を増加させようとの試みであるn

プラカン (Bulacan)県で水稲に対する無機質肥料（三要素）施用の長期継続試験を行っている。

⑤ 分析業務課（且boratory Services Division) 

I 主要な業務の一つは土壌分析と施肥設計であるっ全国各地域肛ある士頃分析分室 (Bran-

ch Soils Laboratory) , 地区士壌分析室 (District Soils且boratory)も含めて， 1972 -73 

会計年度で年間約 6万点の土壌サンプルが分析され，約 4万戸の農家忙施肥指導がなされた。

II 特殊な分析として，かんがい水，肥料，石灰質物，グアノリン鉱石，たい肥などの分析

を行っている。

Ill 根粒菌の配布

土壌接種班 (Soil Inoculant Section)があって， した根粒菌を泥炭忙況じ§ ビニール袋忙

つめ， 1袋 1ha当たりで， 1.5ペノ (63円）で配布している。つぎのような各柾の作物のものかあ

った。

リョクトウ， ラノカセイ．イビルーイピル (ipil-ipil), カウピー（ササケ），ダイズ，メカンヒー

(mecan防a), シクオ (sitao), エンドウ。

IV その他のサービス

a pH測定のための三種混合指示薬を普及員や土壌分析室忙配布して，石灰施用最算定

に役立てている。定た， 「pHの手引ぎ」を添付した土壌局pH検定セノト (Bureauof Soils-pH 

-Testing Kit)も配布している、3

b 土壌の塩類濃度や水の分析を行って，水稲， トウモロコゾ， プドウ，野菜類の栽培忙

対し勧告している。

c 鉱山付近の士壌や河川水の汚染忙ついて調査している。

d 実験補助者や農家が簡単忙，りん酸の施肥量か決めれるようしこ， りん検定セノトを検
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五『していり， ii']砂I,'( 土ノ：、も検詞し ら^

V cl渇験機峠□）整怜j;~こ□いて

」壌厨でビ騎加；晟在：向え(い／，：二、［ 分町業務諜てあるか， 〈：ぎヂ':りは てみ
~

あ.,/;::/.)で， ✓) おく，

か析菜f恥い）具長 AGIWPPA iU.tカなリ らわた， rぃSuiI Ttchnu lo釦st、(!

F. RtGONAN女史

reau of Soils」は

ー
{tL 

「Soil Tes ting Methotlc: in the Bu 

していだ。

こ 26名といりことでち

い，，l)年合の女性:,詞` 圧!:んと万あ．，た，｝大部分が日

てみられ文 v、I)は，

もあ，:, ., 

もないくら

げ）よう忙広く，

尤験合か羹覧つかあり'}『隅に比色五lなとか憤かれてい心程度てあった。

限にと主った オーストフリヤ製の＼信rianTechtron I泉］ア吸応介；［
,
 

f
,
T
 
{
i
 

r
 

， ：＇，ンケ (T)M 62剛灸光分析装屑かあった 3

ない所属は間急

(3) 調査［た地域閏

したか,x線回折装置があるとのことであった

は認J11て関紅ホしだが，図 12には全国 11ス） 地域局(/)

を不した。地域 5の地域局は現在のナカ下 (Naga City)からレカ.Aピ--l1i (Legaspi 

いty)(re移る予定である この地域区分は最近改圧されたも(})だということて， 1972・-73 

10地域しかI]這されてない。

以前は土壌局と棺産局の地域区分は必ずしも一致していなかったか，現在の地域l区分は統一されて

いるとのことであった。両者の地域島は隣接している場合もあ,, [、＼てがそ~ うではないようで

ある。

土壌屈0地域 をもってぶり，目iJ者は地域局の庁合内肛

あるが，地区土壌分析玉（地域かいくつかの地区紅分れている）は別りンところ！てある，)

士壌局の分析室の所在地は表20のようである。地域局のうち訪間できたところはトウゲガラオ

(T叩 1egarao)にある地域2の ,
1
¥
 

S. POSADA 氏）とダハォ田筐ある地域 11

の地域局（ DUMLAO氏）の 2か所てあノ

これらの両地域局て両氏から間喜取っ

ことと吊役しているか， よ

を記すく，これらは本局（りところて述べた

り，祖た地域性がつかかえる。
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と地域局の所在地

I -XI: Region No.l -Region No」1, 1: Dagupan, 2: Tuguegarao, 

3: San Fernando, 4: Manila, 5: Nega, Sa: Legaspi, 6: 1loilo, 

7: Cebu, 8: Tacloban, 9: Zamboanga, 10: Cagayan de Oro, 11: Davao 
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地域 2地域団（カガヤン県 rウゲカラオ〕

12名，行政職員2ti名、

担当地域はカカヤン河谷全域 この地域さは現在カガ られて

翡り， この推進のた ある。

この間発計両の対象忙は 95 （イサヘフ県52, カガヤン県 19, ヌエバウ,.1スカャ県 17, カ

リンカアバャォ県 4' その他3)か選ばれ，カナダとフィリピンの共同でかんかい用ボンプや水路の

建設が進んでいる。主た，かんかい尻対応した抱肥指導も必要てあり，イサペラ

も行われている。 かんかい，養魚， レクリエーンョ／を目的とした多数のダム（ダムとい

っても小規模でため他程度のも (I)か多いようでぁる)ヵ渭犀旦れてし立s., 

うち林野局と っているものは，七地分級によって の導入を計ろうとする

もので，蒐廃地として森林筐戻すことも含注れているし

としては，菰地を林地（て戻す事業，

ているとのことてあった。

も行)ているが，人手が不足し

も行っている。

現在，政府移動キャラバン活動 (Goverment J¥llobile Caravan Action)が実施されており， こ

れ忙は多くの機関が関係し，

民との接触が図られている。

らも 1キャラバン筐 l人くらいが参加しており，政府機関

多毛作とたい肥の利用も指導している。多毛竹の作物は，水稲， リ1 クトウ，スイカあるいは水稲，

トウモロコゾ，リョクトゥてあり，肥料の割高もあってたい肥製造とその施用を

している。

Ill 

て奨励

実験室は一般分析用と根粒菌の培養実験室と思われる新晶のオートクレープのある小実験室の外，

近く入荷予定の原子吸光装置用の実験室を＿整備中であった。

⑦ 地城 11地域局（ダバオ古）

1 人員構成

Soil man と呼はれる職員が,17名（その中 22名は技術職員），その外に行政職員がいる。

II 事業の内容

½5,000 士壌図の外忙農家の利用のため忙包 0,0 00 している。対象地域は

開発地域などである。

肥料適量試験は十壌区別に現地試験を実施している。

多毛作の奨励のため展示試験をやっているがその方法は次のようてある。

試験忙は選定した農家のぼ場を用いる，そして試験第1年目は種子，肥料，農薬を現物供与し，第
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2年日はそれら（＿う怜を農家負貝とし，第 3年目は全額農家負オ｛｝、ピずる。

2 ha D厄叫て水屈のあと 4等分し， トウ王．ロコ／，ダイズ，そい他ぐ）、ノメ類，野菜類を・入れる（

この多ビ作に対してはたい肥を)!:fj用ナることを羹励し， 柏用法を指噂してい ，9 

家の及泊応応してり 1ぎ＇芝けているか，水稲とトウモロコ／ tJ日!']買：灯してH細

料てあり，他の作物の場合は 1点iて二噂 2ペノ (8-1円）てあるぐ

現在， 1地区 1か月当たり 116点を消化して心リ，土壌採取は Soilmanがやるか， その指導てや

っている。採取筐叫たっては，採取条件なと必要事項を記人するように用紙応信偏苔れている。

屈取し戸土壌はダハオかセネラルサントス (General Santos)の分析分室に送り，窒素は仝N,

りん酸は有効りん酸 (Truog法注たはOlsen法）， カリは硫酸加温抽出吏たは冷硫酸柏出したものを

炎光分析装置て測定している。

この外の分析項目が必殴左とぎは，マニラのふ屈侭送っている。

分析法は，前皿の「 Soil Testing ¥1ethods Adopted in Bureau of Soils」 して従っている。

の主任（女性） iて間いても，分析法の詳しいことは余り分からず，

いう印象を受けだゞ

分析結果仄基づいて， る場合も， 本局から出され

普及員の意見も参考筐して，多少手な翡しているとのことであった。
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ゥ

1) フィリピ

皿 e)

(UPC A, of the Co四 eof A紅加叫

ニフ市から車で 1時間 15分多日本の琵琶湖よりも大きいラグーナ (Laguna)湖忙面し令

乃マッキリン (l¥fokiJing)山

択．学園は況る。フォード財団からの

）の山ずそ忙位置する風光明ひで， 1,000~,以上という

による 5か年計画の 謬堂をもって終

了し，これからは研究施設，啜材の充実忙取り組んでゆくことが合後の諜薯て主る。

(ll. フィリピン大学 , University of the ）の構成

フィリピンにおける最人の鯰合国立大学である"大学は（久い 4unit忙分かれる。

UP at Delin直11 (UP De !iman) ゲソン市デリマン

lJP at Los Ba行OS (UP Los Banos'UPLB) ラグーナ県ロスバニオス

UP at Cebu (UP Cebu)セブ市

UP at Bagio (UP Bagic)バギオ市

UP Delimanは中心となる unitで，大学総長 (President)のいる大学本部の外忙，政治，経済，

法律，文学，理学，工学，医学等の学部 (College)がある（）

UP Los Banos Iてはunitの責任者であるChanceIler (1974年l月現在A,G. SAMONTE博士）

のいる Chanceller'sOffice がある。学部としては

農学部 (Collegeof Agriculture, UPCA) 

林学部 (Collegeof Forestry, UPCF) 

文理学部 (Collegeof Science and Humanity, UPCSH) 

の3学部がある。文理学部は 1972年分離新設さ る。

UP Cebu, UP Ba印0 には一通りの学部はあるが，大学院コースとしては修士課程までで，博士課

程はない;

(2). フィリピン大学農学部 (UPCA)の構成

学部長 (Dean)はCled11aldoB-PEREZ博士で，学部本部 (DeanOffice)の構 21のとお

りである。学科 (Department)は 13学科（表 22)からなり，農学閲係ではフィリピンで最大の研究陣

容を誇る。学部全体の職員数は 914名 (1974年6月30日現在，うちPermanentstaff 335名， Tern-

porary staff 576名）の内訳は次のとおりである。

総員 914名

管理関係職員
｛ 
学術関係職員

,125名

489名

教育研究関係腺員

｛ 
非教育関係職員

348名

141名

-58-



表 21 フ,i 1}ピン

晴 名

工要職員 (1974月10月現在）
--- -- - -ヽ～ー--- ----- -- -- - --

氏 名

Dean 
Associate Dean 

Coordinator of Extension 

College 

Farm Operations Division 
Su per in tend en t, 

Land Grant 
Farm Manager, La Granja 
Grant 

Fernando A念 BERNARDO

Cledualdo B. Pf;1rnz. ,JRの

Florendo C. QUEBRAL (Ph.D) 

Dolores P. BAR r LE (M. Ed.) 
． 
annn G. PANGGA (Oic) 
． 

Domu1ador T. C1¥IYOD (B.S.A.) 

Rodolfo M. P.'l.Yso1-; (M. S.) 

t廿所 ： lJPCA Atmual 1974 

表 22 フィリピン大

▲
 
、、r↑
 

芦‘rl 

(/)各学札構成と学科主任

氏名

Development Communication 

Agriculture Economics 

Agricultural Education 
Agricultural Engineering 
Agronomy 
Horticulture 
Animal Science 

Entomology 

Food Science and Technology 

Home Technology 
Plant Pathology 

Soil Science 
Rural High School 

Nora c. QUEBRAL (Ph.D) 
Ramon L. NASOI、 (Ph.D)

Narciso R. DEOMANPO (Ph. D) 
(Acting Chairman) 

Arsenio 0. GAGN! (Ph.D) 
Dante B. DE PADUA (Ph.D) 
Noel G. MAMICPIC (Ph. D) 

Edgardo C. QmsUMBING (Ph.D) 
Cledualdo B. PEREZ JR. (Ph. D) 
Vicente G. MoMo函AN (Ph. D) 
(Acting Chairman) 

Emiliana N. BERNARDO (Ph.D) 

Benjamin L. CARIASO (Ph. D) 

Ricardo R. DEl Ros ARIO (Ph. D) 

Edverdo C. SrsoN (Ph.D) 
Amparo G. RIGOR (Ph.D) 
Florendo C. Qu1sBRAL (Ph. D) 

Nicanor C. FERNANDEZ (Ph.D) 
Sotero L. LASAP. JR. (Ph.D) 
(Principal) 

出所： UPCA Annual Report, 1974 
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表 23 フィリピ 員の学科別載階及び学位構成 (1973/74

欺 階 子た屯 位
合計?+ '4 科 →一 -----→一ー・-ー·―----―-----------~------

Prof. Asso・ Asst0 Instr. Others決小計 Ph.I). M. s. B-S・

Communication 
2 3 15 3 24 5 4 15 24 

Agricultural 2 8 26 16 52 14 ， 29 52 
Economies 

A(ign -Education 
eluding UPRHS1 

:-i 13 22 12 53 13 15 25 53 

Agricultural 2 6 21 2 31 6 13 12 31 
Engineering 

Agronomy 2 3 Hi 25 38 84 18 10 56 84 

Hort1 culture 1 0 '" 14 13 20 50 14 10 26 50 

Animal Science 1 5 13 16 22 57 15 15 27 57 

Entom'llogy 3 6 10 7 26 ， 7 10 26 
F'ood Science & 

4 5 12 22 8 "仁' 
， 22 

Technology 

Home Technolgy 3 5 6 ， 23 4 8 11 23 

Plant Pathology 1 1 12 5 10 29 13 5 11 29 

Soil Science 2 10 11 15 38 12 4 22 38 

合 許 12 26 110 175 166 489 131 105 254 489 
--

-lf-Asst-Instructors, Research Associates, Visiting Professors. Research Assistants, 

Lecturersを含む。

出所： UPC A Annual Report, 1974 

学術関係識員をさらに教授，助教授等の職階で分けると，教授 (Professor) 12 , 準教授 (Asso-

ciate Professor) 26, 助教授 (Assistant Professor) 110 , 講師 (Instructor) 175, その

他（助手，客員教授を含む） 166名となる（表23)。取得学位で区分すれば， 489名中Ph,D-131, 

M. S-105, B-s. 254名で， Ph,D. 取得者の割合か他の大学に比べて著しく贔い。

学部の予算は 1973/74会計年度で4,453,458ペソ (1億 8千 7百万円） （外部からの助成金を除く）

たが，予算0)88.9 % (1億 6千6百万円）は人件費なので，施設，機材，消耗品などの購入維持費，

旅費などの研究，教育上の必要経費が著しく少ない。そのため外部からの助成金に大きく依存してい

る。

農学部に所属する付置研究所としてネズミ研究所 (RodentInstitute)などがあり，キャンバス外

尻はUPラグランハ研究訓練センクー (UPLa Granja Researeh and Training Center)が西ネグロ

ス県にあり建物，ほ場の建設整備中である。また，槙物育種遺伝研究所 Instituteof Plant Breeding 

and Genetics・(1 P BG)を新設要求中である。図 13にその組織計画案を示した。
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[ Comodity~ivision I 
I 

-Field Crops Div睾

Vegetable and Root 

Crops Div. 

Fruits and 

Ornamentals Div. 

Pasture and Fodder 

Crops Div. 

Fibers, Oils and 

Other Crops Div拿

I ー竺竺竺 Of~icel 
1 

I nl  l Service. Units I 
Genetics Div. 

Plant Physiology and 

Biochemistry Div. 

Entomology and Plant 

Pathology Div. 

Biometry Div. 

Seed Production and Seed 

Technology Div. 

I 
I Administrative 

rand Service Di V. 

I L Publication and 
Documentation 

Unit 

Plant Collection, Introduction 

and Systematics Div魯

図13 梢物育穂遺伝研究所 (IPBG) Institute of Plant Breeding and Genetics) 

(Dep. Agronomy, TJPCA.1974) 

I叫Q ゃ (Department of Agronomy)及び園芸学科 (Departmentof Horticulture)の機構と

専門分野

この二つの学科は，元は農学一本だったのが1974年3月分離されたものである。学科長はChairmanと

呼ばれ，さらv,:部門 (Section)K分かれ，それぞれの部門の責任者は主任 (Head)と呼ばれる。

と部門の主任は次の通りである。

農学科

科長 N。G. MAMICPIC 

トウモロコシ B. A, ADAY 

タバコ A-C。 NESES ITO 

イネ及びコムギ B. B。 MABAYAD 

食用マメ類 R-M. LANT I CAN 

サトウキビ E。Iが ROSARIO 

ソルガム R。U。 QUINTANA 

一年生繊維作物及び油料作物 R-p, CAB ANG BANG 

イモ類 A。L。 CARPENA 

牧革及び飼料作物 E. Q• J AV TER 

雑草防除 B。L。 MERCADO

作付体系 A-A・ GoM訟
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稀『生産技術

将及

N. G. MAMICPIC 

R-V. CUYNO 

呂,j' 玉］芸学科50て合計すると 25 %以上を占める は正教

3'助教授い名かいる （フィリヒ

をとると助教授忙して講議をさせるの'·• 忙多い。

るいは国内でPh,D, 

になると終身雇用される）。

フィリピンの畑作物忙関し.• C, 農学科で行われている研究を中心として， MAMICPIC助教授の司

合でそれぞれの相当者か凡聞いた。この会議忙は熱研センター在外研究員である大森武，山田実，石

ケ姿喝志各技官か同席した0

① トウモロコジ育種部門 (B,A, ADAY且り教授）

現在まてUPCAVAR品紐として名数の品種を育成して来たが，合成品種育成が主休である。

目標としては

よ＼、もの：わし より短稗で受光体制がよく， 忙耐えるタイプ

ii 酎病性：特して・ベと病，さび病抵抗性の育種（病理学科と協力）

Iii 耐虫性：了ワノメイガ (Europeancorn borer)耐虫性育秤（昆虫学科と協力）

iv 牛．食用トウモロコ・ン (greencorn) (スイートコーン，モチトウモロコシ）の育種：スイートコ

ーンでは SU,Eh遺伝子の導入忙よる supersweet cornの育種

＞
 

：謁脂肪，高リンンの育種

VI 侭う素欠乏抵抗性の検定

これらを通してゾルカム，食用マメ類部門と共に国家プロジェクトの実施の中で中心的役割を果た

している、

ソルカム育種栽培部門 (QUINTANA J功教授， CABANGBANG大学院生）

i 育種：今までCosor1, 2, 3を育成したが，現在進行中の試験研究としては純系品種の育種，短秤

代雑種の育種，細胞質雄性不穏の育種への応用，高リジン系統の育成である。フィリピン農業研

究会議で指摘された育種目標としては早生晶種，特に多毛作ジステム忙組み入れ可能な熟期の品種の育

成かあり，現在の奨励品種が 110--120日に対し 100-110日妬早生化ずる。

ii 栽培： N,P, Kの養分要求性の改良と高栽柏密度，現在 150,000平パaを200,000~ 250,000卒知vc

なるよう

iii 利用：ソルカム穀粒の栄養分析を通して人間の食糧（ソルガム粉 20~30<1/, 忙小麦粉を混せる）

あるいは家畜飼料としての利用を図る。：：：タバト県のような半乾燥地域では重要作物である。ソルカ

}、は栽培容易で収畠性も蒻いか市場が現仕のところ狭い。

食用マメ類i'.i(field legume)部門 (LANTICAN教授， CAGANGPANG助教授）

フィ 1,1ピンでは fieldle如 neとは野菜用以外の畑栽培のマメ科食用作物を言う。ダイズ，リヨクト

ーセ力ツ―フ，
 

ウ＇ なfieldlegumeである。フィリピン大学農学部のダイズ，リョクトウの試験
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(NSDB, NatioMl Seien匹 らふヽ）， vg r
 
a
 。
B
 

得て＼、

ろ。

ダイズの脊祠

尻農家しプベ llてり）瞑量増加をねら i く~，

Ii → 乾季，雨予とも

向乞『平竹向彦凸種うぞれ ！亨種麦る

c1,q重を i「]季作忙栽培す~ると栄養パ仔し遇習 7

ii! ，問題と択るのはさひ応 (n1st) , 

タ 1 テい凸［璽育戌グ目標とし ~v- る。

］贔糧て両季脊カノ るのは鮪しく，

(bacterial pustule)でや

き
J

IV 

ぎ↑ので育祠を進めている。

｝ぎ贋（生しく方し濯：いを取り除くことと高たんばくをい標として＼ヽる。

の他ダ，fスだは糧

リョクトウの

し」 難間である0

写真 5 リゴクトウ (Mongo, Mung bean) 0) :l且「（フィリピン大学農学部）。

フィリヒン tては沢山の品種があり？三面要なマ~ メ科食用作物てある。悩
人は成紅後次々

戸スパニオス）
, 0 

しI,、（ラク‘ーナ県
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(i)ピンしては任釆如袖か予くが和!f!cぷ，l主とし

麗り｛＇よな，

し`ーf
}

さ印芯。坦几て れるの

翠収杓す

II 種戸色

r

)

 

ー~, さ
タ

こ
｛

忙種左

ラッカ七イの育種：

育種は主：［り伍んでし、九~＼

励品種を心以）る .. ととか目「~び、日尻であ

'.'{ 

hiew (IfoL leaf spot ! ヽ」育種

上よし、とし、われ勺0

たんばく州薗rtて注目き;1'1(1.,ヽ る。種了の大ぎ ・i3こ0選抜の外，

イの油肋『！りがげと l'とマニラ市訪HCあるのて，

生産が娼方て増す となる。

f王類(、rootcrop)部門（じA.RPENA[(tr教霞〉

イモ類とし'「 7釉の作物在もI象c'していろfい 斗ヤ y

瑣目と［ては育種 i 栽缶 病害虫防除，利用ヵ！け［~ヽれる。

，奸ツマイ王が主で虔)·~·,,

キャ→ ：てんぷん泊）、して ヽ＇ 
9
;
 

名llV', ..、 5 ぷん。

サッマイエ熔米（ハ，f¥':用，野菜月:jどして栽賠面鰐（｀げ、イモ祖Fi'

ウムジ C、1weet'Kltat o 
' 

）か閂霞で山 をや

が育種目標である0

？牛与飩了リモドキゾ

見出岱れて＼ヽる。

牧草，飼料作物部門 (JAVIER

人口増加ン年 3.6%のこの国は人口爆発の傾向で？ 目標である。 侭も力を入れ

おり，国家食糧農業会議で なたてて力を入れている。

フィリピンの畜）年は概観して会社（大地主）経営の大規模草地と小農経常の 2. 3頭飼育忙分けら

れる。大規模草地はコゴン(fmprrata eylindricr, , チガヤの一種て :7ゴンはフィリピンの現地名）

主体とする日然草地だか， N不足て生産力か低い,N肥料の輸入依存と高価格のため，マメ科牧麟

導入vrよるN補給を重祝している。 2, 3頭飼育では，畑，水田作物の残さ， リソルガム，胄刈

りトウモロコジ，ココヤジ林下の草地化，・マメ科低木イピルイビル（アカジ了の類）の利用など忙よる。特

佐家畜を飼料及びふん尿利用の両面から畑作物の輸作体系の中vr:とり入れることを考えている。

としては導入，育種，採種が主で，イネ科牧草よりマメ科牧草が優先し，

マメ科牧草では Stytnsanthes, Centrocema, Leiweana, P.haseolns と収畠向

上

ii イネ利牧口では Pe冗niselum,. Panicnm, l杯g直 ia戸 c: , S, ra,, へI(l1 の乾物季節

生産性， じ

目としてJげられろ。

(4) ,ft在限勿舟ijJ用＇学科 of Plant Pathology、) er沐幾料欝と専「『］分〗里f

学fl<nf¥長である刈数抄：F-C。 f,tUF:BRALI社i「彎 歯料長てあ

J, J,DOGMA)功粒l受訳穴＼、， iしし...'(現在？！っ了し、る

り R,EX.CONDE r専十，

び卜古モロコジ0ぅべと病忙

つ＼、て，；舌を間＼、た。熱研センダ'の大森， 月グ岱在外研究昌が[i,]席しt,:.c,
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病理学科は菌類学， ウイルス学，細菌学の 4部門からなっている0 この中でウイルス字

細菌学の両部門は研究者が一名ずつで，学科とし

っている作物と病害は次のとおりである。

穀類 トウモロコシ（べと病）

イネ

ゾJレガム

マメ類 ダイズ（さび病，葉焼病）

リョクトウ（褐斑病．ウイルス病）

ラッカセイ（褐斑病，ウイルス病）

る。栢物病迎学科とし 忙取扱

ウイルス研究計画として血清学の確立と植物病理銀行の確立を計画しており，他の東南アジア諸国

にも役立つものを考えている。銀行として，ウイルス坑血清，細密，かひの菌株保存などの血で活動

ずることになる。病害と関連深い線虫の被害について話が及んだが，近年カンキツ類，バナナ，ダイ

ズ．リョクトウ，野菜類，バインアプルの線虫がふえてきたとのことであった。

トウモロコジのべと病研究忙ついては， ExcoNDE準教授から研究員派遣，器材供与について熱

研七ンクーの研究授助に厚く感謝しているとの表明があった。現在のぺと病抵抗性は中度の抵抗性て

ある。もし完全な抵抗性品種でフィリピン全士がカバーされた場合にはべと病菌の新レースが発生す

る可能性がある。現在研究中の課題は，病原薗の大発生の機作，レースの転換，卵胞子等の病理学的

研究，人工培養法等である。

(5) 上壌学科 (Departmentof Soil Science)の構成と専門分野

① 専門分野

i 土壌化学および土壌鉱物学

取り扱っている内容は石灰所要量の測定，粘土鉱物に関する研究．各種土壌の化学性などであり，

現職の教授は 6名で，そのうちPh.D-が 5名，その取得大学は，ハワイ大学，グウエフ大学，イリノ

イ大学，パーデュー大学，カリフォルニア大学であった。他の 1名はフィリピン大学の理学士（化学）

であった。

ii 上壌管理

取り扱っている内容は，混輪作体系，ブドウ樹の栄養生理，土壌診断と施肥反応の閲係，石仄・三

要素・作物生育―—気候関係，土壌検定と組織検査，施肥と残効，土壌肥沃度，土壌水分と壺分吸収の

関係などであり，教授は 5名で，うちPh。Dは 3名， Ph,D-取得大学はコーネル大学，ワシントン州

立大学，ミゾリー大学であり，他の 2名はフィリピン大学の農学士および理学上（化学）であった。

iii 土壌微生物学

取り扱っている内容は，殺菌剤および土壌微生物の生化学，マメ科作物と根粒菌の共生，農薬残留

問題，窒素の形態変化などであり，教授は 3名で， Ph,D-は 1名，取得大学はイリノイ大学であっ

-65-



た。他び） 2名はフィリピン大学¢ヽ罪学修士およびウイスコンシン大学の理学修士てあった。

写真6. 中部ミンタナオ大学でのソルガム品種の再生特性の選抜試験。フィリ

ピンでは高温なだめ実生作を収穫後料取って再牛した茎尻ぎた穂をつ

ける。ごれを再りー作といり。再牛罪性には品種間差異か虎るので，

豆）特件尻~つI.'て選抜か行なわわてしヽる（フキトソン県ムスアン）（）

IV 土壌物理学

取り扱っている内容は，土壌——水一植物一·-環境の関係？土壌水と の関係，士壌構造一水一—

植物の関係 士壌硬度と耕転の問題などでもり，教授は 1名でハワイ大学のPh,いで多）った。他忙夕

イ国からの客員教授が l

V 士壌調査およひ分類

して＼，、た0

取り扱っている内容はフ｛リピン土壌の生威論および土壌形態学などであり，現職教投は 1名で，

，，ヽ ワイ大学のPh.D.であった。

Vi 将及 (t壌爵理技術の）

取り扱っている内容は大学の研究成果と最終的利用者である農家との橋渡しの役目で虎り，短期間

の技術者養成，刊行物，普及賢料の発行である。生た，専門分野のコンサルタントも勤めている。

教授は 3名で， Ph.D.は 1名で，取得大学はフィリビン大学であり，他の 2名はいずれも，フィリ
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ピン大学の理：平修士であった。

I,-, 
＼らemo:r Assistants, Resとarch麟 sistan tsおよび.Agronomists)

をうと 17 名がフィリビ／汰~学の出

③ 

第 1四］の訪間の監沼

てくれた。

‘，か終わった友と， Mヽ,BRIONESり史

しょうしゃいであったが，

メモ~ していな＼，ヽ）の原子吸光装置

それはとそろってしなくて，アメリカ製

とがあったしこ 本製たったと記憶してし、

し

日本校もよし、ものがあるがど言ってみたが，部品の関係で とき困る

とのことであっ

フィリピ

た。

コーネル大字との接触か強く，そわらの影薯を受けているとのことであ

全体的な印象と Lf, 高虜な研究忙取り組んでいると＼ うよりは，種々なフロジェクト忙役立つ研

究忙関与し，祖た土壌学分野での指噂的技術名養成に努めて＼、；：）tうであった。

2) そ

フィリピ

ルソン地城

ビサヤ地域

ミンダナ

センター

中部）レソン州立大学

ピサヤ州立大学

中部フィリ

中部ミンダナオ大学

ミンダナ

グナ

されてv,る。

今回の調査でけこれらの大学のうちピサヤ州立大学，ミ;/タナオ州立入字を除く 4人学を訪間し，学

長及ひ畑作物，土壌関係教授如会見して話を間き人学の施設，器材の充足状況，ほ場を視察した。

全般の印象としては，これらの大学はフィリピン大学と比較して施設，陣容杯ゞは大きな較差があり，

いずれも農学研究よりも農業教育に重点がおかれている。比較的広い講議室や実験室はあったか，主

として学生用のもので，ときには実験室のみで，器材は未整備といった状態のところもあった。研究

者も極めて少ない。特忙若手研究者がフィリピン大学農業部VCPh苓 D をとりに行っても，研究環境で

数段優れたフィリピソ大学忙居残り，地元大学校環硫しないことが共通の悩みである。そのような状

況の中であっても地方大学はそれ した研究領域（中部ミンダナオ大学ではトウモ
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ロコシ，刀ンキツ類，畜庁，ミンタナオ技術大学ではトウモロコシ＇，ゴム，中部ルゾ

ワタ，ヒマワリ）で特徴をもとりと努力しているのがうかかわれた。

ill 中部ミンダナオ大学 (CMU,C entral Mindanao Un'versity) Lブキトソン県ムスア

〔応!!]J 'ンタナ A島のかよは中央部， フじドノン贔屈忙位置し，穂峠 (550rn 0; 11~ 大な敷地を Iいかえ

てし、る， こじん夜りとし亡大学こおろ。構内応は＼如suanPeakと呼ばれん入学cl_)依徴的な死火tLi丘，

ユム林，処女/Jj(始林かあ乙。 ミンクナオ島の中てもカソリ J ク圏ないて，治安上び）心配はなし、。は楊，

労働，用水等も豊宜て，畑作，畜産等の試験 lては好適たが，窄港のある尤カヤンフオロ「［かい／ープ

て 5時間，路線バスて 6~ 7時間という遠隔地て友ること（最且急行パ人が走るいて 4時間Jvこ短縮し
た），午後 5時~9時だけの大学の自家発屯装罰尻よる時間給電という軍気事情から，五代的な科学

機器の使用が限られていることか大学の悩みである。気候タイプはIVtて／萬する。

大学の敷地としては 3,000ム（畑作物 1,000,水田 1,000,林地果樹園 1,000九a) , 外忙 4,953んの処

女林が林産局との共同管理で委託されている。

大学の機構は次のとおりである。

一農学部

， 学科：農学，士賓植物病理， ，畜産

家政学部

学長／林学部

の

「農業工学部

1ー教育学部

研究陣容は職員 43名（うちPh.D。6名）である。大学院はM-s. コースまて（特に林学部はタイ

い）である。カンキッ， トウモロコ、ン，イネ，肉牛の生産に力を入れており，年間

1,500,000ペソ (6千3百万円）の収入がある。

フィリピソ大学農学部とは 1968年から畑作物プロジェクトを通して研究協力体制忙あり，フィ 1

ピン大学から職員2名 (instructor)が派遣され， トウモロコシのべと病，アワノメイガの検定と育

種，畑作物の地域試験を遂行している。

この付近は広大な火山台地で，キャンバスの象徴である死火山MusuanPeakはその形状から塩甚

性岩のよう岩流であると思われた。台地の上忙広大なトウモロコシ畑と草地が展開し，農学部の研究

もこの地域性を反映しているようであった。

ここの土壌研究室の教授F.S。MELODIA氏とその助手C.M、DUQUE氏と話合うことが出来た。

実験室には薬品類は並んでいたが，電気が来ていないので，化学実験らしいものは何も出来ず．厄場

試験だけで，トウモロコ、ンや陸稲の肥料試験をやっているとの事であった。

この地域に極めて分布の広いアテュヨン埴士のほ場で雨季と乾季忙la当たり石灰 0,4, 7 t, 窒素o,

35, 70防．りん酸 0,35, 70 kgの組合せでトウモロコ、ン忙対する効果を試験し，窒素とりん酸の施用

に対してはそれぞれ増収効果の裔い結果を得ていた。
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写真7. おける S トウモロコシヘと病抵抗性品種MIT

この品種はこの人学で育成されたベ

ぱもちろんのこと，クイ＊インドネシアのべど賛瓜抗叶育種幻母亭と

されてし‘る（コタバト県カバカン）。

(2) ミンダナオ技術大学 (MlT, MiI1danao Institute of Technology) [、コトハト (Cotabato)原

カバカ /` (.':¥.abacan) J 

［交雌〕 タバォ由介じ， フc-2叶間半，路線バスて 3時刷たか，泊路巾怜i『よく交通は比較的使

科てある。'"タパト平）息て椋闘じr200 m くら＂、）上地は~ 平担て耕土）暫は厚＜！肥仄C:水鼠も戦力,tこか闘

間給電制かしかれている。 [ll]教促樹内げあら Iいこ昨今は特 11:冶安間題も大ぎ’くも調杏団かこ 0人学を

訪間した折も lfll教徒と大計さ IIIT0衛1廿との閻了ヤャ／パヌ、近くて戦闘か灰った。，Jパオ'『← カバカン間

の国道も時折り閉鎖されることがあり，路線バフ~ 尻もフィリビン国軍武払兵｝か常時 l, 2名緊乗して

゜
るヽ'＞ 

大学の敷地は約 !,OOOllaあり，水田，畑，ゴム，果樹，ココヤン林なとで豊富な水‘源と平担な地形

牧．恵まれてし、る。 3,00011.aの森林か接しており，

農学， ，家政学§ 5
 

は大学で教育の比重が高い。載員 150名，

f定されている（）大学の構成は

よりなる。研究所の名がついているか実質的に

1,000名で学土コースまでで，大学院はな
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写真8. 白色トウモロコジの引き割り（~ コ >グリノト）。フィリピンでは

米と同様，か吐，なへでj,こし、て食へる（カガヤンテオロ市の'?'ーケノ

卜匹て）。

い。大学の首脳陣のう

学 長

と関係深い分野は次のとおりである。

Dorunirador D, GL紐 !EN立

研究担当次長 (Chairmanof Research) J uman S, EMLAN 

農学部長 Crisastino M。MARASIGAN博土

この 6名のM.s. . D-をとり靱：フィリピン 忙行っ

てし‘る。

トウモロコジのべと病プロジェクト択ついては，この地はトウモロコンの主産地でしかもべと病か

激発するため， CLAMENTE学貶自身か中心冗左って刀fru: いて芦り， その成果として現在最もへ

と病抵抗性が高く，生産力も高い白粒品種MIT-S-2か選抜肯種され，MITVAR2として登録され

ている。

畑作関係の試験研究としては次のようである。

トウモロコッ：ぺと病が問題であるので，MI'rVAR2の収量性の改良を目指している。主要害虫とし
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てアワ／メイカの類，タベコカの類，ゾウムジの類があり，現在克 願いの

虫防除の試験を行っている。 令地域試験等の品種試験，除苗剤試験なども行っ（いる。

ゾぐルガム： ，炭そ病病害忙対する など3

ダイズ，リョクトウ：

土壌肥料関係の教授はPh.Dか 2人いるか出張中とのことで会え7'.ょかったQ 、 1ヽ

ウモロコシ，ソルカム，ダイスを対象侭N。P,K どを主にやっているとのことであ

った。土壌肥料の実験室忙は，小型の電気炉，遠心分離器 (12個掛け程度の大匹1のもの），土壌水分

, PHメーター，振とう機，比色計，桓温水そう繋 どかあり， 中部ミンダナオ

大学より機器類はそろっていだ。しかし，ここも電気か来てなくて，大学の発電機忙頼っており，夜

間（夜 9時まで）の照明がせいぜいのような環境アあり，夫験は無理のよりであった0

七壌の分析はサンプルをダベオ の 送って依頼していると っ

た。

この地域の士壌の肥沃度忙ついては，専門い教授が不在たったので，学部長と

解を開いた。

i℃若干の見

(3) 中部Jレゾン (CSLU, Central Luzon State University) 〔ヌエバエジア (Nueva

Ecija)県ム
<. 

--'  ーョス (Munos;)

〔交通〕 マニフ市の北，バキオ~ 巾へ通ずる国道を 2 時間半げと~ てこの大学忙到着・}← る。道路串情は

窒わめてよい。

1968年に大学に昇格したはかりで学生数は約 3,000人とのことである。いくつかの学部よりなるが，

農学部忙は竹物学，植物保護，農学の学科がある。農学部の職員は 56名からなる。大学の敷地とし

は685Ila中水田 300Ilaがあり，その他択放牧地か 500II.aある。現在国連から 400万ペソ (l億6:f8白

万円）借りて校舎の建設中である。

現在主として扱っている作物はワタ．ヒマワリ，ダイズ，クワ，野菜類である。この大学VCは，国立

遺伝学研究所の岡彦一博士が 1971年から 73年にかけて 2か年ユネスコ派遣教授として滞在された。

土壌肥料関係では，農学部の土壌肥料関係の研究者侭は会えなかったが， 6人いるとのことで友っ

た。案内の都合で見せてもらったのは科学芸術学部の化学実験宰だったか，器具はまた何もなく，

験台と薬品棚が整備された段階であった。土壌肥料実験室も阿じ建物であるとの説明たった。研究は

各種作物に対ずる施肥反応試験とのことであった。

らの勧め忙従って現在建設中のPanダムを見学した。このダムは国家かんがい庁 (NIA, 

National Irrigation Authority)のプロツ をべ`，ェクト l, ダム本体はロックヒルダム， ，支線水路も

ほば完成している。 1985年1月から本格的に でいる。プロジェクトによると，現在雨手

作たけの水稲天水地帯が，かんがい忙よる野菜類（タマネキ，ニンニクなど）を中心とする地帯択変

わる。現在のダム地点のさらに奥に 2か所ダムの建設が予定されており，最終的にはルノン乎原全体
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をカバーすることかできる計画である。

(4) 中部フィリヒン大学 (CPU,Central Philippine University) Cイ「］，｛ロポサンホ七 (San

Jose) J 

1898年創設I:'¥,ヽ 、りプロテヌタント系私吃人学て，校内は公園のよう忙美しし 'o 、fロイロ市戸!I疋あ

り，交通はぎわめて使利である。農学教育学，着護学なと 9学部よりなり， 6,000名で，塁

15名とのことである。

農学部の QRO劫教授（植物病理学担当）に会見し ぼ場を祝察させてもらった。

実験園程度で小ぎいが， 16km離れた農場 (20孔a)で開作吻を試騎している。

ここてはトウモロコツの地域試験の一試験地を担当しているが，得られたテ｀ータは生のままフィリ

ビン大学農学部vc送っているとのことであった。

労力，哨耗器材胃のf算不足が悩みである。

現在進行中の畑作物忙関する試験研究項目としては g

したくともデータ解折のための助手がなく，

トウモロコジ：アワノメイガの類防除の農薬，スイートコーンのN施肥贔

ダイ;,;・:N, P, K施肥量，根粒菌接種法，種子保存用の乾條剤（アカシア木炭，焼貝殻等）

土壌肥料の分野では有機物の施用試験，施肥試験もやっているようであったか，フィリピン大学匹

依頼されてやっている桓度で，士壌肥料に関して専門的な話は間けなかった。

3 民間研究機関民間企業

フィリピンiては農業天然資源省，大学以外忙農業試験研究を行っている研究所，事業所は幾つかあ

り，その最大のものが国際イネ研究所である。ここでは畑作物を対象としている 3機関を訪問したの

で，その活動状況を簡単に記し，個々の作物忙ついてはそれぞれの項でさら忙触れること応する。

l) 国際イネ研究所 (IRRI, International Rice Research Institute)多毛作部 (Depart-

匹 ;intof MultipleC四 ping)【ラグーナ県ロスバニョス J

主体はイネの研究だが，多毛作部で畑作物を扱っている。同部で， トウモロコジ育種の中心人物で

あり，郁に国家食糧農業会議の事務同次長であったv.R。 CARANGAL博＋：が東南アジ了地城での

多毛作忙関するRegionalCoordinatorとして活躍している。一日バクンガス (Batangas)県リバ

(Lipa)市周辺の多毛作試験ほ場と農家を見せてもらった。多毛作vc組入れられている作物としては，

トウモロコ、ン，ソルカム，ダイズ，リョクトウ，ラッカセイ，サツマイモ，ニンニク，ナス， トマト，

ンョウガ、キウリ，オクラ等種々であった。
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2) サンイシドロ牧場 (S叩 IsidoroRanch, CDCP, Co証心~uctionand Develc>pn記ntCoop-

eration of the P皿匹P耳謬）［ブキドノしソ県りンイシドロ (San誌idoro) 】

交逍〕 中部ミゾダ丁オ大了'.(乃急~、 J'., フ・ヤ Kノン叫｝ムスアンカ IC『］へl I月rm>---/ ', 巧花 l と l、9
、/ー!;-ルロヌ (DunC:a l lc,s) 

だ~ 旧r'.多る。 丹ーン，(,,

青く。

P 骰場げ

HtJll'{¥ ;zり〈ン＼皐't'

(/) uりはずれ

戦闘かな、）， 日

こご ンヽ’し？：本拠(、') ふ
7
3
5

4

9

t

 

が
r

牧場、9

サンイ、ンドロ

肉牛 2,200頭

2,600 Ii.a , 1973年 6月忙発足したか，現在 500

Braman, Indo Brazil)を飼養している。

している、

ギニアグラス，ネピアグラスきセントロセマの導入忙よる

である。

畑作物としてはトウモロコ／，ソルガム，タイズ， リョクトウ

種子の付産に力を入れてしヽる。作付け面輌と品種は凸の用りて灰へ＄

90 %はコゴンの自然草地だが，

造成している。標高は約 600m

されており，主とし

トウモロコジ

ソルガム

ダイズ

31/!ca 

34/i,, 

95/i.a 

Phil. DMR 2 

BPI sor 

TK No.l, Clark 63, BP 1 L 114 

3) 農業研究農場 (ARF L Agriculture R蕊蕊立力 Far皿 Inc書）［プキドノン県バレンシア

(V吐encia)] 

マニラ忙本拠のある大財閥AlunetaCooperationの糞下にあるイネのプランテーションて，中部ミ

ンダナオ大学のあるムスアンから 15分のバレンシアに広がる水田地帯忙ある。現在は主として水稲

ているが， Vこ畑作物を扱っていたというので話を間きに行き，生荏

担当者から当時の状況を開いた。

l,lOOlaのプランテージョンいま IRRI.UP系統の水稲を中心として 80cav・/fl.a(3.6t/li.a) の技

術水準で直播（手忙よる散播），大型コンバインによる収穫とかなり機械化されている。

バレンンアの気象条件では年中いつでも播種でき， 3~1か月後忙収穫できる。現在イネ忙集中し

た理由は，水稲がもっとも収益性の高し、プランテーション作物であるとのこと忙よる。

4 農業研究総合調整組織

1) フィリピン農業研究会議 (PCAR, Philippine Council for Agric叫turalR蕊e紅 en)

l 971年国家農業研究組織会議 (NationalAgricultural Research System)のServeyTechnical 

PanelがNationalEcomics Council議長あて忙提出した報告if[某づいて設立された（）勧告の主点は，

国の農業研究計画の企画，調整，実施侭門たって，政府

研究分担としてはフィリピン 梢産局が担当し， 国家科学振興団か

ち資金の形で援助を受けてしる。フィリピ／大学農学部では育種目標に挙げられた項目のうヤっ多収性．
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早牛，耐病性（さひ疾，葉焼病），難裂ぎょう性に集中している。

フィリピン大学副学長

大学，カレッジよう代表 l名

より代表 l名

フィリピン大学ロスバニオスUnit構内忙おかれている。

国家農業組織研究会議の第 1回総会は 1972年2月12~ 17日ロスバニオスで開催された。フィリピ

ン農業研究会議が主催し，国家科学振興団， NEDA,農業天然資源省， NFAJ<~, フィリピン農業大学

協会， NRCP,作物学会，林学会，動物学会，病理昆虫学会，土壌学会，農業工学会，林業協会，椴

糖協会が共催した。会議は 1970年代の国家農業研究計画に関し総括的展望を行うことを目的とし，ァ

プローチとして

① 判断基準となる情報の収集

i特定の分野について，過去 3~5年の間杯尻完了したすべての研究をリストアップ

ii現在進行中の研究のリストアップ

② 問題の確認

i特別の問題分野のリスト

ii問題の解決法

⑧ 主要な研究計画の設立と計画遂行忙必要な事柄のリスト

iガイドラインの作成

ii組み入れられる技術的マンパワーヘの配慮と研修計画の発展

iii関係機関の連携の促進

iv 10年代の計画に対する順序づけ

この会議で得られた結論は全体及び各部門ごと忙フィリピン農業研究会議から報告書として出版され

ている。その中で将来計画として全国及び地域農業研究センターの配置図が示されており，今後の方

向を示唆している （図 15)。

2) 国家科学振典団 (NSDB, National Science Develcpment Board) 

科学振興とあらゆる分野の科学研究を統括する目的で 1958年創設された。具体的には研究計画の

情報提供，会議の主催，資金の供埓，大学院学生と科学高等学校 (ScienceHigh School)学生への

奨学金附与などを行っている。振興団の下部機構として次のような研究，研究管理機関がある。

National Institute of Science Technology (NI ST) 

a。Foodand Nutrition Research Council (FNRC) 

b。AgriculturalResearch Center (ARC) 

Philippine Atomic Energy Comnission (p AEC) 
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Philippine Coconut Research Institute (PHILCORIN) 

Forest Products Research and Industry Development Commission (FORPRIN 

Philippine Inventors Commission (PIC) 

Philippine Textile Research Institute (PTRI) 

National Water and Air Pollution Control Commission (NW APCC) 

Metal Industry Development Center (MI DC) 

前述したようにフィリビン大学農学部におけるダイズの耐病性育種vc振興団から資盆か供与されて

おり，同農学部のp.B, ESCURO教授（イネ育種専門家）は振興団の常任委員である。

その他農業研究に関連する研究総括調整機関としてフィリピン農業大学協会，東南アジア農業教育

研究地城センター (SE.ARCA,The Southeast Asian Re如 nalCenter for Graduate Study and 

Research in Agriculture)などがあるかここでは省略する。

IV 畑作物の試験研究の現状

写真 9. トウモロコツ白色フリント在来種Tiniguibの雌穂。

早生で食味よく，無肥料でもで含るのて今日でも広

く栽培されている。べと病に強いので抵抗性百千重の

母本に使われる（ブキトソン県バレンジア）。
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1 トウモロコシ

1) 試験研究と生産の現状

トウモロコジは 200万Ii.a以上の

栽培面積をもち，イネに次いで重

要作物である。子実の粒色から白

色トウモロコジと黄色トウモロコ

ジ忙大別されるか， トウモロコシ

全体の 70%以上の栽培面積をもっ

白色トウモロコジは，主としてか

んがいのない畑作地帯での璽要な

食用作物であって，フィリピン人

の約 21%がトウモロコジを主食と

している。食用の方法は主にコー
＊ 

ングリット による。一方黄色トウ

モロコジは家畜，家ぎんの飼料穀

煩として栽培されている。畜産伍

興によるたんばく資噸の拡人にと

もない，飼料穀類としての霊要の

増加は今後大含い。トウモロコジ



表 24 i 1'.7モロ ジの栽培面箱， は［業原料としての価値も晶く，穀粒，てんぷん＄

生産昌及ひ平始収景 (1%1
グルテンとして輸出作物として あ

~・、 , -・., _ _, • .. ------. ―—しー. . -- ---- . • ・-- -~---一--←-- --・・--

る。しかし当由］は食用及び飼料用としC国内向け
生坪年次 (-1 {¥{¥{) 4-

生産拡大忙力が汀かれている。

1961 2,0,J;i 1,220 0 593 
(1) 生産状況

l.962 2,016 1,266 0 627 

196'.1 1,950 1,273 0 656 
トウモロコ 24に示すよう忙，

1964 1. 897 1,293 0.684 l 960年初頭には 200万五でちったのか，年々増加

1965 l. 923 l,313 0684 
して 70年代には 240万.ia(1974年は 280万仰）

1966 2,106 1,380 0.656 

1967 2,158 l,490 0.69() 忙なった。生産贔もかって 120万トンであったの

1968 2.248 1.619 0.720 か200万トン忙昇っている。だが生産水滸を乎均

1969 2,256 1,733 0.768 
収籠でみると， 60年代の 06t/lla. から 08t/lla. 

1970 2,420 2.008 0.83() 

1971 2,392 2,005 0.838 に上昇したものの，東南アジア語国と比ぺれば決

1972 2,432 2,013 0.828 して高い水準『〈あるとは丘えない。

1973 2,325 1,831 0 781 

1974 2,828 2,104 0.827 
:— -・・・-- -• --~- ----------・ ・---一― ・---… • —------ . 呵ー・ヽ • ・--------•------・'-― —•- • - ---・ ••• ・ 

出所： BAE con, DANR 

表 25 トウモロコンの地域別栽培面積（に）の推移

は域 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 

/花ヽ 国 1,619,153 1,732,834 2,008,213 2,004,975 1,982,606 1,831,130 2,104,728 

Ilocos 8,584 8,692 10,174 10,716 11,634 9,262 4,204 

Cagayan Valley 117,067 119,614 200,936 224,010 252,983 216,326 300,168 

Central Luzon 36,429 38,931 41,696 48,621 67,471 50,696 49,767 

Southern Tagalog 72,213 95,218 149,636 161,937 133,870 188,921 226,621 

Bkol 71,569 65,320 67,568 70,680 70,543 79,424 99,191 

Eastern Visayas 203,684 166,765 181.796 179,550 74,151 78,609 99,038 

Central Visayas 180,935 174,574 221,194 

Western Visayas 156,248 178,763 191,617 209,703 53,254 85,283 107,981 

Wes tern Mindanao 149,750 108,676 118,851 

Northern Mindanao 177,623 172,317 170,607 159,714 179,390 148,137 173,633 

Southern Mindanao 775,736 887,205 993,909 940,044 808,625 691,222 903,171 
-·-—____ ,,, --- " ---------..... - ---

7.02 15.89 -0.17 0.38 -9.02 27.87 

出所： BAEcon, DANR 

＊ トウ rロコンの穀粒を米粒大陀 'Jiぎ割りしたもので， ライスコーソともよはれる。 コメど

混•吐:})'')、は単独で鍋，釜て炊いて食へる。
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表 26 トウモロコジの地城別牛産量:(ton)の推移

• • -・-・ ・・・--― -・-- -— - - ・--ーヤー. .•-—ャ・------ --一 →ー・..一 --- - -・ ・

地 域 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 

，玉へニ．＿ 国 2,247,860 2,256,140 2,419,600 2,392,200 2,431,700 2,316,410 2,827,650 

Ilocos 15.060 17,310 20,860 21,600 19,770 19,56{) 70,450 

Cagayan valley 133,520 157,130 201,090 238,500 268,330 279,470 328,950 

Central Luzon 58,450 81,200 79,260 82,300 91,220 76,850 62,490 

Southern Tagalog 117,790 127,440 161,420 164,500 164,040 193,560 272,760 

Bicol 95,980 97,230 101,540 99,400 120,270 134,190 158,910 

Eastern Visayas 402,590 308,960 333,230 324,600 93,940 104,130 125,680 

Central yisayas 355,320 345,730 396,450 

Western Visayas 27.1,540 293,820 303,990 301.700 146,960 152,200 162,920 

Western Mindanao 259,610 190,750 214;2,60 

Northern Mindanao 253,340 264,030 260,700 262,700 265,140 243,200 288,910 

Southern Mindanao 899,590 909,020 957,510 896,900 648,100 576,770 745,870 
•• ・ー 一"- ~. 

優） 0.36 7.24 -1.14 1.65 -433 21、59

出所： BAE con , DANR 

27 トウモロコンの地域別乎均収鼠 (ton/i砂の推移
Jー・・-----一. --・ ―.. ・・・・---.----ャ・-・-- - ••• 

地域 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 
、,• --- - - ""・- - -. ・--- """" 

ムニャ 国 0.7203 0.7681 0 8300 0.8381 0.8272 0.7874 0.8270 

Ilocos 0.5700 0 5022 0.4878 OA961 0.5885 0.4735 0.5985 

Cagayan Valley 0.8768 0.7612 0.9992 0.9392 0.9428 0.7741 0.9120 

Central Luzon 0.6232 04794 0.5295 0 5908 0.7397 0.6597 0 7980 

Southern Tagalog 0.6131 0.7472 0.9270 0.9844 0.8161 0.9760 0.8322 

Bicol 07157 0.6719 0.6654 0 7111 0 5865 0.5919 0.6270 

Eastern Visayas 0.5059 0.5398 0.5456 0.5531 0.7893 0.7549 07866 

Central Visayas 0.5092 0.5049 0.5586 

Western Visayas 0.5754 0.6084 0.6303 0.6951 0.5704 0.5603 0.6612 

Western Mindanao 0.5768 0.5697 0.5529 

Northern Mindanao 0.7011 0.6526 06544 0.6080 0.6766 0.6091 0.5985 

Southern Mindanao 0.8628 0.9760 1 0380 l.0481 1.2477 1.1948 1.2084 
- -・ ・-―-- ----・ ー,_ - -・ ー • . 一・—. --~- --・ ・----- .... --.. ―------・-- .. 

(%) 

゜
(i64 8.06 0 98 -・1.25 -4.87 5.02 

• • ~·· 一ー......." -~~----. --・ 

出所： BAE con , DANR 

表 25は地 1972信以降は全国を 11地域に区分してある。 1973-74年でみると，

南部ミンダナオで全国の栽培面積の％を占める。次いてカカヤン河谷，東部ビサヤ，中部ビサヤ，北
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なこたか？ ミンダ・ナ~ オ島全体て 100-120万lt,a・(全頃0 40 o/oを占めている。

主産星では（表 2G)全国約 200万トンのりお南部ミ／ダナオか40~45%を占め， トウモロコジの

穀合地警てあることか分る。次＿いで生産量が多いのはカカヤ河谷，南部クカログ等である3

表 27'{こは乎均収畠左地域別四示した。これでみるr.1 911年で全国乎均 (0.8270t) より高いのは

南部ミ (12084 t) . カカヤン阿谷 (0.8322t)で？逆筐全国乎均より低収な ミン’

ダナオ，中部ピサヤ，北部ミンタブオなどである。

地域別匠みるとこのよう忙南部ミンダナオ ，平均収量ともに裔く，フィリピン全体のト

r:>モロコン生産託果た 大きい。次し、で，カカヤン’河谷，南部タカログ地方が主産地帯となっ

ている。他方中部ビサヤ，両部ミンダナオ，北部ミンタナオは面積的には大ぎいが，平均収量が低い

のて全国乎均を引含ドげる原因となっている。

トウモロコ グ） 在地域ごと忙示したのか表 28である。通常年2回（雨季作

し
J ，気象忙よっては 3回揺種可能だが，地域により作期，したがっ

よりある程度決生っている。フィリピン全体としてみると にあるように

タイプに

にほぼ均

等に分布しているが，地域別にみると 忙偏りがある（フィリピンでは会計年度か7月--6月で

あるので，第一半期は 7~9  !Jとなる）。北部Iレソン（イロコス，カガヤン河谷），中部）レソン（中

部タガログ）では 7~9月 し， 10 ~ 12月は極めて少ない。南部タガログ，ビコール筈

ソンでは 7--9月と 1--3月忙多く，東部ビサヤ，西罰ビサヤ嗚のビサヤ地方では 7~9月

と 4~6 月に比較的多い。北・東部ミン~ダナオは 10 ~ 3月忙やや多くなる。最大の面積を占める南・

西部ミングナオは 10~ 12月と 4~6月杯山がある。

表 28 トウモロコジ生産醤の地域別，季節別分布

土也 城
第 1四半期第 2四半期第 3VCJ半期第 4四半期合
7-~ 9月 10~12月 1~3月 4~6月

計

IloC'os 

Cagayan Valley 

Central Luzon 

s. Tagalog 
Bicol 

E. Visayas 

W。Visayas

N, E0 Mindanao 

S0 w. Mindanao 
国

4/ 
49 

48 

28 

39 

32 

44 

16 

18 
、~

27 

％
 3

3

8

7

3

6

6

4

1

4

 

2

ー

3
3
-
2

8
 

％
 3

3

9

6

1

4

7

9

i

o

 

l

1

5

3

1

]

2

l

-

2

 

35% 

35 

35 

7 

22 

31 

26 

23 

32 
29 

100% 

100 

100 

100 

100 

100 

100 

100 

100 
100 

出所： 1968 Integrated¾ 面叫lturalSurvey, BAE con, DANR 
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(2! 育種目標と研究重点項目

フィリピ

のトウモロマツの育種~ 目賢と

育種

トウモロ ・ソルカム分科会て討議の上， 10年間

日を次のように定めている。

フリントコーン： も優れたフリントコーン品種，合成品種の育種。重点形

質は

a 耐病性（ぺと病）， b 耐虫性（アワノメイカ，タハコガ，コクゾウムシ）， c 多穂性

d 旱生， e 短梓低着雌穂高， f 高リジン含量

ii グリーンコーソ：多収て他の農業形質も優れたグリーンコーン品種，合成品種の育種。

iii ポップコーン：多収で爆裂性高く，他の農業形質の優れた品種の育種。

iv 国内及ひ海外導人品種の維持。

仕場試験

導入品種の評価。

ii すぐれた品種，合成品種の地域適応性検定試験。

iii 有望な品種，合成品種の生産力予備試験

IV 国際べと病抵抗性品種収畠試験

v 国際オ---::ークー 2(opaque)品種試験

Vi SEARCA高リジン品種収量試験。

ここでフリントコーンの育種で上げられた重要形質について簡単に説明を加える。

耐病性：べと病 (downymildew) , ごま葉枯病 (southernl紐 fspot) , さび病 (commonrust) 

がフィリピンにおける三大病害である。その中でもべと病は全身病であり，病気の被害度が直接収量

減に結ひつくので，近年べと病忙対する耐病性が最重点項目（収量性よりも）として注目された。育

種事業と育種研究が集中し，抵抗性のある品種が次々と育成され，成呆を収めている。べと病の被害

の大きいのはミンダナオ全城，ビコール，カガヤン河谷，ビサヤ，南部タガログであって， トウモロ

コジの主産地は即べと病発生地帯でもある。

耐虫性：上要害虫はアワノメイガの類 (cornborer) , メイカの類 (stemborer) , タバコカの類

(ear worm) , コクゾウムジの類 (riceweevil)である。アワノメイガ，メイカ，タバコガの類は

忙よる防除も可能であるが遠隔地では殺虫剤や薬剤散布機の入手が困難であるので，耐虫性品種

の使用忙よる被害軽減が望まれている。コクゾウムジの類は穀実の貯蔵害虫で，貯蔵上重要な問題で

ある。多くの農家は自家消費用たけでなく，市場価格のよい時期まで貯蔵を希望しているが，多くは

適当な貯蔵施設がなくコクゾウムジに食害されて商品価値か下るのを恐れて収穫後直ち忙販売してお

り，出荷が集中するため価格の低下を招いている。

早生：多くの農家は 90日内外で成熟する品種を求めている。在来品種は 90日前後の早生種であり，
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図 14 フィ 1)ピ の組織図（ (PCAR, 1971) 

大学，カレッジなどを有機的忙結合し，推進母体となる機関としてPCARを創設しようとするもので

ある。その基本的機能は次の三点である。

① 農林水産業の国家研究計画のたえ吝る評価

② 国家財源忙よる国家農業研究計画実施のための 2か年ごとの予算配布の承認

⑧ 計画の管理方式に関する方針の設立及び規則，規定の設定

この会議の構成は図 14に示したよう忙，最高会議 (GoverningCouncil)を頂点とし，それを補佐

する企画討議委員会及ぴ管理部門，それ忙各研究課（作物，畜産，水産，土壌と水資源，林産，社会経

にはそれぞれ研究チームをおいた機構となっている。最高委員会は次の構成のよう忙強カメンバ

ーをそろえている。

議長 国家科学振興団議長

副議長 農業天然資源省大臣

委員 教育省大臣

National r::conomic Council 議艮

Board of I nvestiment 議長

フィリビン農業大学協会 (ACAP,Association of College of Agriculture of the 

Philippine)議長

-so--
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図15 フィリピン農業研究会議から提案された農業研究センターの

配置図 (POAR,1971) 
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これか多収性改良品種の普及を阻んている。なぜ早生品種が望生れるかといりと， a年多回作か可能

で，ミンダナオでは 90日品種ならば年 3回作付けでぎる o b輪作体系で都合がよい。カガヤン河谷

ては早生品種ならば次作のクバコ作が十分雨量のある時期に作れる。c乾季，「詞季期間の年による変動応対

し している。晩生品種 (120日内外）だと，雨季作で登熟期 旱く来

ると，干はつじこよる登熟不良で減収する。

(3) 育種組織

フィリピン忙おける育種の仕事の流れは育種（交配，選抜），

と登録，種子生産と普及からなる（図 16)。

① 育種：育種全体の流れの中で中心的なものであって，親品種間の交雑と選抜を行っている。育種

地域試験，品種の審査

試験地としてはフィリピン大学農学部（ロスバニオス）と植産局（エコノミックガーデン）の二つの

中心場所があるが，その陣容と規模，技術水準，これまで忙育種さ

プの方が主流をなしている。

らみて前者のグJレー

Breeding 2場所 (UPCA,BPI) 

General test 4場所 (UPCA, Ilagan, 
La Granja, CMU) 

Regional test 
(Advanced test) 

12場所 (UPCA,Economic Garden 

Ilagan, Pili, La Granja, 
Tupi, Mandawe, CLSU, CPU, 
Siliman Uni., MIT, CMU) 

Registration Seed Board Committee 

図16 トウモロコシの育種組織
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育種法として，現在力を江いでいるのは合成品種 (syi1theticvariety) , 

site variety)の育種である。

(compo西

② 生産力試験（罪neraltest) : 交雑・選抜された新系統は標準品種とともに生庄力が調べられ

る。生産力試験は施肥水準（主忙N,Pレヘル）を変えた条件で，収培性，耐病虫性等育種目標忙沿

った重要な農業形質を調査する。期間は通常 l~ 2年，乾季・雨季の年2回作で計 2~4ジーズン検

定される。系統としては，両育種試験地の育成系統を一諸にひとまとめにしている。実施場所としては

イラカン試験場（北部）レソン），フィリピン大学農学部（中部）レソン），ラグランハ試験場（ビサヤ），

中部ミンダナオ大学（ミンダナオ）の 4基幹試験場が当たっている。この 4場所のうちフィリピン大

学農学部以外の 3場所には，同農学部戟員が脈遣され，試験を担当している。

R 地域試験 (regionaltest , advance testとも言われる） ：生産）］試験で好成積の新系統の地城，

作期適応性が調ぺられる。実施場所としては図 16に示した 12場所が当てられている。検定期間は 1

~2年， 2~4シーズンである。

生産力試験，地域試験での最も一般的な試験方法は， 4回反復乱魂法， 1区2rnX5rn,畦間75

頃，株間 25cm, l株2粒播紀のち間引いて1本立て，栽培密度 53,333本/Ila,施肥量はN 150, Pp5 

60 , Kl) 60 leg/ Ila (時には60- 60-60) , 除草剤（アトラジン）忙よる発芽後除草，のち中耕

除草，人力除草が行われる。

④ 品種審査委員会 (SeedBoard Co叫 nittee)での審査と登録：生産力試験及び地域試験で好成績

を収めた新系統が品種審査委員会忙かけられる。審査会に提出する品種の成績としては，両試験を通

して最低 6シーズンの成績が参考資料とされている。両試験とも乾季，雨季を通して行われるが，品

種を乾季向ぎ・雨季向きといった使い分けをせず，両季ともに良い成績であることが要求されている。日

本でいう耐病性，耐虫性などの特性検定試験は特別実施していないが，重要特性，例えばべと病耐病

性は，ムスアン，イラカンでの罹病程度が参考とされている。

品種審査委員会は，国家食糧農業会議，フィリピン大学農学部及び植産局の代表，各作物の学識経

験者で構成されるか，各作物ごとに小委員会で事前に検討された候補品種が同委員で審議される。委

員会で承認されれば， SeedBoard Variety として承認登録され，種子生産，晋及へと移される。

⑤ 種子生産

登録した新品種は増殖され，農家忙普及される。育成場所では育種家種子を生産し，梢産局のラグ

ランハ，イラガン試験場筈で原種種子を，さら忙広範な場所で登録種{-,保証種子等が生産されて農

家の手に渡る。合成品種種子の更新計画は特に定まっていないが，特性が変化すれば（耐病性を失な

うなど）新種子に更新される。

(4) 育種方法

かつてフィリピンではトウモロコジの育種方法として一代雑種の育種に力が注がれていた時代があ

り（雑種トウモロコシ計画），子実用で幾つかの複交雑が育種されたが，普及することなくざ折した。
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その野由は採種組織と種f普及組織をもたないため，複交雑の成績はよくてら種子の供給か続けられ

なかったことしこよる。この息を反省して 1963 年頃から合成品種の育種じ~力を汁ぐょう vこなった。

合成品種育種は一代雑種育種忙比へて次のような利点をもっている（望月， 1974〉。

① 育種年限か短かく育種操作もきわめて容易

② ー且育成されれば長期間忙わたり使用て含， 自家採種か可他

③ 変異性忙富むので広地域によく る

④ 収量性は複交雑に比へて必ずしも劣らず，複交雑に勝

なので種子産業の未発達な地域忙も適する。

の具体的方法として，当初は外国，主として中米からの多収遵入品種を母材として負

も可能

色及ひ白色粒合成品種を育成した (UPCAVAR 1~4)。しかしこれらは多収ではあったか，フィ

リピン忙おけるトウモロコ の障害であるべと病に罹病性であったのて，へと病発生の軽

微な地域に栽焙か限られるため，ぺと病抵抗性合成品種の され，脊日忙及んで＼、る 0

フィリピンにおけるべと 史は次の 4期忙分けられる (ADAY,1974)。

① ペと病抵抗性自殖系統の選抜と分離 (1953~63) : この時期は一代雑種の育種紅力を人れてい

た時期忙も祖当する。 1953年忙 HAYES,UMALI氏忙よる款白系統の外国およひ国内育成自殆系統

の検定か始まり， A206DMR, Ph 9DMRなどの抵抗性自殖系統が明らかVこなった。

② 国内及ひ海外のジャームプラズムのぺと病抵抗性の検定 (1964~68) : 1963年雑種トウモロコ

ジ計画か中止され，多収の合成品種忙力が注かれた。内外の品種の耐病性か検定され， Aroman,

Bukidnon , Cebu, Kabacan , Bicol , Cadlan , College White Flint, Tiniguibなどの少数の国内品種

のみが抵抗性を示した。べと病発生の激しい地域の白色フリント品種が古くから食用として栽培を続

けられている間vc'長年月 VCわたる自然掏汰と人為選抜の結果抵抗性の品種が残ったものと推測され

る。

べと病検定ほ場かこの時期忙ロスバニオス，カバカン及びアロマン (Aroman)農試（コタバト県）

忙設置され， Mimies White Flint , MIT-S-2が耐病代品種リストに追加された。

米
R 国内耐病性品種と多収導入品種との交雑忙よる PhilippineDMR Series晶種の育成 (1967~ 73) 

：国内耐病性品種 (MIT-S--2,Ph 9DMR, A206 DMR, AromanWhite Flint,CollegeWhite Flint) 

に多収の導入品種(Tuxpeno, Cuba Gpo .1 , Flint Composite Amarilloなど）を交雑し，最良 IO集団

忙ついて耐病性をS1系統検定法 (S1progeny test)で選抜改良してPhil-DMR Seriesの品種を得

た。これら品種の親品種組合せを表29忙示す。

* ✓~ と病抵抗性， downymildew resistance 
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表 29 rウモ

品種

PhiL DMR 

べと病抵仇性

Series 品種一覧

言
i
`

＂-
和
た
い

r

ゞ

i

Phil,DMR 

/! 

強

”
 

，
 

II 

”
 

ii 

II 

i
i
f
l
 

f
l
f
l
 

が

II 
II 

i

2

3

4

5

6

8

0

 

ー

黄

白

黄

白

黄

白

白

白

II 

II II ，
 

MITXCuba 

College闊 iteX 

MIT X Flint Composite Amarillo 

MIT x Flint Composite Amarillo 

MITX 

Eto Blanko X Aroman ¥Vlute Flint 

Ml T X Cupurico 

MlT ;,、 CubaGJJO。1

------- 、～•ヽへ

米 SeedBoard Variety 

出所： ADAY, 1975か

混成晶種の

多穂性，

と集団 ：ぺと

などを備えた混成品種の育種を行っている

べと病耐病性育種でMlT-S-2 も

もちろんのこと，他の

30)。

熟期畠五記

であるので，育種母材としての価値が晶

い。その育成経過忙ついてミンダナオ技術大学のMARASIGAN博士に開いたところによると，次

0)ようである。

Mountain Rox 

1966年忙ユネスコから同大学に派遣された SEDO博士かアメリカから導人した外国品

種及び在来種の計43品種

を植えて自

し令一畦おきvc19;35年ごろ

させた。 2

め実際忙交配忙あずかったのはMountainRox 

ズ ，目

人され在来品種化したデント品種

り此したがべと したた

とこの地の在来フリソト品種Tiniguid,M血iesWhite 

Flint , Cebu White Flint, .lvlagindanao R2dであった。この交雑種fから晶種VこまとめてMIT-S

-・2 （登録品種名MITVAR 2)か誕生した。
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:30 トワモロコツの育成中 と

品 種

Phil°Composite 1 

Phil. Composite 2 

Phil。Composite3 

Phil-Composite 4 

Caribbean Composite 
DMR 

Corn Borer -Neevil -
DMR Composite 1 

Corn Borer-Weevil--
DMR Composite 2 

Early DMR Composite 1 黄色粒，早生．
DMR 

Early D!vIR Composite 2 白色粒，早生， DMR

Prolific DMR Composite l 黄色粒，

Prolific DMR Composite 2 白色粒，多穂， DMR

Brachytic DMR 
Composite 

Phi 1. DMR Opaque 
Compsite 1 

Phil. DMR Opaque 
Composite 2 

主要特性
- -

, DMR 
沢

白色粒， DMR

, DMR 

白色粒， DMR

DMR 

決＊
黄色粒， CBR,
沃＊＊
WR, DMR 

白色粒， CBR,
WR,DMR 

黄，白色粒，短秤
DMR 

黄色粒，高たんばく，
DMR 

白色粒，高たんばく
DMR 

音成方、底
"""— m 

DMR 1, ;-i, 5, (Metro x MIT) DMR 

MIT-S-2, DMR2,4,6,10, Chaincross DMR 

CPhil。DMRSX導入品種）の後代の有望系統
群の合成

II 

IACP Regional DMR Progeny Testの選抜s,
系統から育成した full・-sib系統の合成

Metro , FAW, IDRN等 cornborer , weevil 
抵抗性で選抜した品種K-Phil. DMR's , DMR 
在来品種を交雑して合成

”
 

”
 

DMR在来品種とインドネジア，インド，タイ，
CYMMITから導入した早生品種との交雑から合成

fl II 

DMR アメリカ南部の多種型品種と Phil,DMRS, DMR 
在来品種との交雑から合成

II 

(Tuxpe函 br2X有望導入品種） x Phil. DMR知
DM願来品種の雑種後代から合成

Yellow Hard Endosperm, Thai Op句ueComp, 
1, College Opaque Comp.2とPllil.DM応との
交雑後代かち hardendosperm opapueを選抜し
て合成

II ft 

汁べと病抵抗性， 沃＊アワノメイガ抵抗性， ＊＊＊コクゾウムジ抵抗性

出所： ADAY, 1975から作表

-86-



写真10. 中部ミンダナオ大学でのべと病抵抗性品種 Phil. DMR 3の原種種

子。橙黄色フリントで艮質の合成品種，水分 15%忙なるまで天El

乾燥される（ブキドノン県ムスアン）。

(5) 品種
＊ 

これまでに育種され，品種審査委員会から承認されて奨励品種として登録されている品種を表 31

忙示した。これによると子実用品種（フィールドコーン）は 8 (白色種 5'黄色種 3)'スイートコ

ーン 2'モチ品種 1'ポップコーン 1'合計 12品種である。スィートコーンのPH801を除いてすぺ

て合成品種であることがフィリピン品種の特徴を示している。

＊ トウモロコシの合成品種はかつては，組合せ能力検定をへた自殖系統を組み合せて育成された自

然受粉品種 (openpollinated variety) , 同じく組み合せ能力検定をへた品種を組み合せて育成され

た自然受粉品種を混成品種と呼んでいた。今日でもこの定義は必ずしも死んではいないが，品種。自

殖系統を間わず．また組み合せ検定の有無にかかわらずに，ある特定の目標（多収，耐痣性など）に

沿って選ばれた比較的少数の既存品種，自殖系統，既存の合成品種．自殖 1回系統などから人為的に

“合成”された品種を合成品種 (Synthetic四 riety) と呼び，特忙遺伝的変異が広く，従って育種

の中間素材的に“合成”された品種を混成 (Composite) と呼ぶことが，今日ごく一船的に行われている。
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出所： Corn Production in the Phlippines, l 970, Exe噂霞， 1971. 梶原， 1969など

v

.
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．
 
表 32はフ I1)ビンにおける病苔 てある、，この中て被店 ＜

 
とされるび）はべと病，ご生

表 ;33 は同じく害虫0)

ソウムシで灰る0

さび病てある（）

屡名と学名て花る。 ：大ぎ＼、も乃は了ワ、/『メイカ， タ./ミコカ． コ
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表 33 トウモロコジの主要害虫

食害部位 英 名 学 名 和 名

根，幼芽占ickets 

Root lice 

Pineapple mealy bug 

Vv'hite or root grub 

June beetle 

闘 iteor root grub (幼虫）

Toy beetle (成体)

Stem maggot 

秤， 根 Oriental migratory locust Locu,sta mi_qratoria maniんns砂トノザマバッタの一種

Corn borer 

Stalk borer 

Grass army worm 

Black army worm 

Trne army worm 

Ostrznia damoalis 

O.f urnacalis 

Spodoptera mauritia 

S.exempta 

Psewiole I ia separata 

葉 Short-horned grasshopper 

Leaf roller 

Corn -leaf-eating caterpiller 

Slug caterpiller 

Peach moth 

Pink borer 

雌穂，雄穂 Cornear borer 

Corn earworm 

Corn aphid 

Augareane aphid 

Com silk beetle 

穀粒 Rice weevil 

Gry!!u,s iestar砂 s

Geoira 

Dy心訟occus hre vipe s 

Adoretus sp.,Anomala sp., 

Ho!otrichia sp. 

Leucopho ! is irrora ta 

(=Corn borer) 

HelicavPrpa armi,r;era 

Rんopaiostp紐 m maidis 

Longiwigis sacc加ri

Monolepta bifasciata 

Si topんilus oryzae 

コオロギの一種

パインアップ）レ
コナカイガラムシ
コガネムシの一種

コガネムジの一種

II 

II 

アワノメイガの一種

fl 

シナヨトウ

ヤガの一種

アワヨトウ

バッタの一種

ハマキガの一種

イラガの一種

イネヨトウ

アワノメイガの一種

タバコガの一種

キビクビレアプラウジ

カンジョアブラムシ

ハム、ンの一種

ココクゾウ

出所： Corn Production in the Philippines , 1970 
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(7) 国家ブロジェクト

トウモロコシの生産焚励vc関係して，フィリピンでは種々の国家プロジェクトが計画，実施されて

おり，外来者には極めて煩雑に感じられる。以下種々の計画と主要な目的を列記する。

① 雑種トウモロコジ改良計画 (HybridSeed Improvement Program) 

一代雑種の育種と採種を目的としたか，この計画によって採種体系が確立されなかったので中止さ

れた。

② イネ・トウモロコシ計画 (Riceand Corn Program) 

1958年から開始され，トウモロコジでは多収一代雑種の育成と栽培法の確立を目的とした。これに

よって育種組織，特にフィリピン大学農学部，梢産局と生産力試験場所である中部ミンダナオ大学，

イラカン，ラグランハ試験場などとの連携が強化された。現在は以下の計画に分割されて引継がれて

＼ヽる。

R 畑作物計画 (UplandCrop Program) 

5畑作物（トウモロコシ，ソルガム，ダイズ，リヨクトウ，ラッカセイ）を対象作物とするがトウ

モロコシ，ソルガムが重点である。試験研究の強化拡充，開発された技術を普及するための技術要員

の養成（フィリピン大学農学部でM.S・コースをとらせる）， 地域での試験研究に必要な施設の整備

などで現在実施中である。

④ トウモロコジ生産増強計画 (ICPP, Intensified Corn Production Program) 

トウモロコ、ン以外にソルガム，ダイズ，リヨクトウ，ラッカセイを対象作物としている。奨励事項

として体系化された生産技術の普及を目的とする。その方法として， i応用試験：農家の畑でキット

を使用して品種施肥量試験を実施， ii種子生産： farmer cooperatorで奨励品種の種子生産， iii研修

：ロスバニオスまたは地城研修センターでの技術者の研修， iv普及：ニュースレクー，ポスター，小冊

子，ラジオ等のメディアによる普及， V信用融資：地方銀行，国立銀行から生産計画への融資 (500

ペゾ/Ila, 21,000円）， vi価格支持と市場：政府最低価格支持 (0.65ペソ/Kr;, 27円/Kr;)

⑤ べと病行動計画 (DownyMildewAction Program) 

べと病の防除を目的として 1971年に開始された。試験研究としてはべと病抵抗性で他の農業形質

も優れた品種の育成，べと病発生を回避する栽培法，農薬の検定，研修としては技術者の応用研究の

ための研修 (4週間）を行う。

⑥ トウモロコシ等増産計画 (MasaganaMaisan Program) 

以前からあった白色トウモロコシ及び飼料穀類計画 (WhiteCorn and Feed Grain Program) を強

化し， トウモロコシ等増産計画として 1974年に出発した。白色トウモロコジは増大する食糧需要に対

応するため，飼料穀類（黄色トウモロコシ，ソルガム，ダイズ）は畜産振興，コーンスターチと副産

物を目的とする。生産拡大の具体的施策として i主産県 (primaryProvince)の指定と集中， ii地方

銀行及び固立銀行からの融資， iii計画参加県への肥料農薬の供給， iv普及宣伝， v地方職員の計画へ
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レィ 種-f--3:完 叫：：十両と価格支賛翠Viii雇月」

齊1}Jfl と研~修，

士際

§ 脱粒機，農業機械の購八

って＼ヽる及術員匹調査旅II中七

『 300,文ゾ〔 Zl,000日D,刷料i,て::JOOペソ (1,:,GOO

、てみた。この計画

がでぎる0 8カ月のローンた

方薗も行7)'ら1氏禾リ （日利

ぎないとぎ屈は低利のま生込却期

閂が延 ％木甘当貪負ぷ:t の五十画 (re貸し~出すことを義務づけ巳れてしヽる。貸し付け

筐当たってt.t夕詞方銀行0技術苫か対象農地，晟家を見て回るか，返却も技術者を直iしC急艮行に起金て

ぎるより iてし.' vc ィ］かなくこもよ＼、。技術者は 1 件］~ ペソ (42 受け取

る。 NationalGrain (NGA)で0)政府保障価怒は， K炉iたりトウモロコ/LOOペゾ (42

円），ソルカム 0.80ヘソ (34円）をタイ、/、 Z.30ペソ (97円）である。

て
ヽ

i
~
d
‘

1
せ 1971・・・・・・72, 年度尻わける｝｝定悶とその他の 名収贔種 〉，在来品

種くらrdinaryvariety)の紋翠面枯， に産昇及ひ乎均収量を示した。こすtによると計囲地域は口色種

76カIiぶ魯黄色種 10万贔う合,jf86万Ila(全トウモロコ 239万仁の 36%を占める），生産

畠で 102}5 t (1971年の生産量は 201万 tであるのて 51%)芝収！＼古種の占める割合は血積

:35 %'黄色種 50% , で'f'二1 57 % , .i.Q,~j'l tこり平均収鼠は L1 4 ton 

L48t, 在来晶種 097t) , て LO3 t (多収晶種 l.20t, 在来晶種 0.9lt),五十面地

城のり杞主産県（指定地域）のしめる割合は面積で白色秤 84笏，黄色種 82%に逹する。

写賣1t ィラカン試験場てのソ凡，ガム髯和Cosor2 1n厨種種子（イサベラ県
イラガン）。
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図 17 白色トウモロコジ及び飼料殻類計画における 1、ウキロコジ

白色秤（し黄色種の牛庁地（表 34から作図）
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哀 35 白色トウモロコ 1972-74年度のトウモロコジの計画

生芹畠及ひ平均収紐

- -··--—---~---~-- -—ャ__., → --~---• ..... -- • --・・ 一·-----··.•--------·-—～←一-·--------や-···· ··----·--'ー、-<--~-

項
白 色 種 黄 色 種

目 :一. ·~--~- ----・.. ・・-← --------—·- --一一---·-•---· ← ---← 一• -• • ,. —- • ・-ー・・・-心n心
1972-73 1973-74 1972-n 1973-74 

主 産 県

面積：多収品種 260,093 320,093 55,730 64,730 

在来品種 220,185 ] 60,185 37,890 28,890 

平均収賃 cav-,.1訟 33.2 37.2 32.6 36.6 

（ (1.89) (2.12) (l (2.09) 

その他の県

39,530 47,530 3,600 4,400 

在来品種 76,170 68,170 3,120 2,320 

cav公 23.3 25.3 24.5 26 5 

乎均収量 (tパa) (1 33) (1 44) (1.40) (1.51) 

ぐ,_ヽ, 計

面積：多収品種 299,623 367,622 59,330 69,130 

在来品種 296,355 228,355 41,010 31,210 

小 計 595,978 595,977 100,340 100,340 

cav-パ6 31.3 34.9 32.1 35.9 

乎均収量 (t/lla) (1.78) (1.99) (183) (2 05) 

生 産 量

主 産 県 15,945,230 17,866,342 3,052,012 3,426,492 

その他の県 2,641,810 2,927,210 164,640 178,080 

合 計 18,641,040 20,793,552 3,216,652 3,604,572 

出所： NF AC Feedgrains Program 

指定地域は図 17忙示したようにほ廷フィリピン全士忙広がっているが，白色種はミンダナオ全城，

南東部ピサヤのフィリピン南部忙，白色種はカガヤン河谷，中部ルソン，クガログ，ビコー］レ，西部

ビサヤ等フィリピン北部，中部忙広がっている。

この計画では 1973-74年には黄色種 60万£a,白色種 10万lea,合計 70万ん吋こしぼり，収量レベルを

2t/l/.a台に引ぎ上げる計画である（表 35)。 そのためには多収品種の面積割合を 1972-73年には

白色種 50% , 黄色種 59% , 1973-74年忙は白色種 59% , 黄色種 69%と年(re10 %づつ増し 1974年

には 70万Ii.aで 139万tの生産をあげる計画でいる。

-97-



2) トウモロコシの技術水準（調査結果）

先に今回の調査目的の第 2項 CI-1-1))で述べたよう忙畑作物に関する実状，特に地方の生

産地帯に密接した試験研究機関の技術水準の確認及び行政普及機関では握している技術的情報の収集

のため，地方調査旅行を行った。技術水準としては収量性がもっとも明らかな指標なので，主として，

大学，カレッジ，試験場を対象として収量レベルと技術パッケージ（品種，収量，主要病害虫と防除

法，播種期，収穫期，施肥量，栽植密度，輪作体系，種子貯蔵方式，重要災害）について質問し，回

答を得た。植産局の地方機関の場合もほぼそれに準じた。時間の制約，あるいは担当者の不在のため

全項目について回答の得られなかった場合がある。

調査結果の整理に当たって，

① 育種試験，種子生産での生産技術

② 大規模栽培での生産技術

R 地城，県，市レベルでの生産技術の 3項忙分けてそれそれの機閣での調査結果を列記した。

(1) 育種試験，種子生産での生産技術

① イラカン試験場

品種と収量： 1974年雨季作での育種試験（生産力試験）でのPhil,DMR , Composite等 20育成系

統の生産力試験では，乎均 5.1t/la. (Fi, 多肥）， 5.0t/lla (F2 , 少肥）の成績を上げている（表36)。

またパイオニアー代雑種では 5品種平均で6.7 t/-laの収量を得ている（表 37)。

原種種子生産ほ場 (1品種当たり約 0.3Ila.)の成績では下表のように 1.6~4.9t/lla, 平均 2.6t/lla. 

の収量をえている。

品 種 収 量

Phil. DMR 1 60cav./lla 3.6tパa
Phil. DMR 2 40 1.6 

Phil. DMR 3 50 2.5 

UPCA VAR 1 70 4.9 

UPCA VAR 2 40 1.6 

BPI VAR 1 50 2.5 

BPI VAR 2 40 1.6 

播種期：乾季作 5~6月，雨季作 11~12月（時には 1月上旬になることもある）。生育日数：播種後

95~110日（品種忙よる）。栽植密度： 53,000本//la,。施肥羅： NPKで100-60-60Kf! / 1,.a, 石灰

無施用。病害：べと病多発地帯で，周辺の農家と同時忙播種すれば被害は少ないが，播種が遅れると

じん大な被害を受ける。罹病率は罹病性品種 (UPCAVAR)で100% , Phil. DMRで80% ,MIT 

VAR 2で50%忙及ふ stalkrotの被害が近年ふえている。褐斑病 (Kabatiellaleaf spot) , さ

び病の発病が生育初期にみられるが実害はない。虫害：アワノメイカの類の被害大。 Furadan3G で

防除可能。主要災害：干害，洪水。輪作：輪作体系として（トウモロコ、ン，ソルカム）ーマメ類が土
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表 36 イラガン試験場におけるトウモロコジ新育成系統の収輩試験

（生産力試験， 1974年雨季作）

品 種
子実収贔

多肥 (Ft) 少肥 (Fz)

cav/知 t/lla cav /Ila t/lla 

Phil. DMR Comp 1 

II 

II 

ll 

2

3

4

 

CWBR Comp. 1 

II 15 

Phil.DMR2 Bip 

Phil.DMR 7 (ck) 

II I (I/) 

II 2 (II) 

Prolific Comp. l 

II R
 Early Comp 

II 2 

BPI VAR 4 (ck) 

EG Syn. 116 

II 115 

106 

Tainan D通 10

Brachytic Comp• 1 

86.70 

80.30 

92.35 

99.78 

98.22 

104.04 

91.97 

80.29 

74.94 

94.53 

100.72 

97.24 

97.46 

90.62 

85.86 

90.07 

73.31 

75.85 

74.55 

107. 97 

83.89 

76.18 

82.31 

89.98 

98.58 

8286 

85.89 

86.14 

80.17 

87.21 

98.65 

90.32 

89.52 

94.11 

83.68 

87.29 

97.17 

89.49 

81.75 

87.57 

乎 均

4.94 

4.58 

5.26 

5.69 

5.60 

5.93 

5.24 

4.58 

4.27 

5.39 

5.74 

5.54 

5.56 

5.17 

4.88 

5.13 

4.18 

4.32 

4.25 

6.15 

5.12 

4.75 

4.34 

4.69 

5.13 

5.62 

4.72 

4.90 

4.91 

4.57 

4.97 

5.62 

5.15 

5.10 

5.36 

4.77 

4.98 

5.54 

5.10 

4.66 

4.99 

4.99 

注，栽植密度53,000個体/Ila,水分 15%換算，多肥 (F;) 150-60-601C9/lla, 

少肥（凡）6 0-30-30k'J/lla 

出所： BP I Ilagan Experiment Station 

表 37 イラガン試験場忙おけるトウモロコシー代雑種の試作成績

(1974年印季作）

品 種 子実 収量

Pioneer 101A 120.43 cav. /1, 心 6.86 ton/lea 
fl 105A 112 96 6.44 

” 30-lB 112.98 6.44 

” 306B 116.77 6.66 

II 115 119.31 6.80 

Phil, DMR 2 (比較品種） 96.73 5.51 

平均（比較品種を除く） 6.64 

注，一栽植密度53,0面雁i体/ka,水分 15%換算，

施肥量基肥 100-60-6()/cg/Iら播種 30日後N50k'J/んa。
出所： BPI Ilagan Experiment Station 
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ラグランハ試験場

品種と収鼠： 30~40品種で60~ 80 cav. 。Pbil,DM 

R2の原種生産で67cav。パa (3.8 t/4.a)。揺種期：雨季作 4~5月，乾季作 10-. 11月<,施肥凰：

14 -14 -l,1 80K9/la , 硫安 80Kg;パじ。栽植密度： 53,000 病害： Sにlk .rotは で播種期

が遅れたとぎ Vこかなり発生ずる。さび病は実害ない。へと病はtまとんど兌竺しな＼』、＾，虫古：アワ／メ

イガの類とコガネムンの類 (silkbeetle)はかなり発生し実害も大きい。クハコガの類は文害はない。

輪作：トウモロコシーマメ類。種子保存：日乾しして貯蔵（施設なし）。

③ 中部ミンダナオ大学

品種と収婿：育種試験（地域試験）で 50~ 80 cav, /Ila (2.9 ~4.6Vなり

通常年 3竹。施肥量：育種試験では 100-60 -60Kg-/, 心。病害：べと病，さひ病の 9
9
f
 

,Ii 

~^ 告
。
ヽ

,＂ 
シ
u

：タバコガの類，アワノメイカの類は播種が遅れたとき被害大きい。ゾr::,ムジの類は実害が大きし

災害：時折り干害がある。種子保存： しして （施設なし）。

④ マンダウ

品種と収量：原種生産ほ場（品種不明）で65~ 70 cav, //lei (3.7~4.0 

゜ ．
 

r
]
 

ー
）
£
2
 

乾季作 12月。栽植密度： 55,000 /I伍。施肥鼠： 150 -60 -30K'}/, 知。病害：さひ病， stalkrot , 

ear rot , ごま葉枯病が発生はするが実害ない。害虫：アワノメイカの類，タバコカの類の被害か大

ぎい。ゾウムジの類は畑にあるとぎから発生し，貯蔵中忙かなり食害され，実害極めて大。輪作：詠

験場としては特忙定まった輪作体系をとっていない。

R サイジドロ牧場 (CDCP)

品種と収量： Phil0 DMR2の保証種子生産 (31和）で40cav. 

能。病害虫：特にない3

。播種期：

⑥ クバオ試験場

品種と収畠： Phil-DMR2の原種ほ場 (3Ila)で1.8t/£a。施肥鼠： (12 -24 .. 12)化成肥料60

kり知

R ミンダナオ技術大学

品種と収量：MIT VAR2の掠種生産で 60~ 70 cavo/lla 

除の目的で(、
トウモロコジ
ノルガム

）ーダイズの輪作をしている。

(2) 大規模生産での生産技術

① 中部ミンダナオ大学

t/J⑳ 輪作：雑草防除と

品種と収量： Phil。DMR2の20んの生産ほ場で 45~ 50 cav. /Ila (2,6~2.9 t/~ り。施肥鼠： 50 --45 

-OK'J/lia。

② 農業研究農場 <A.RFI) 

品種と収量： P出l-DMR2で3.0t/, 知。
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(:'Ji 地城？県，市レ＜

① 地域 2 (カカヤ

品種と収扇： URCA VARI, BPI VARl登 Phil。DMR1 及ぴ在釆種が栽培されている。

収畠はイプガン県平均では 15--~-20 cav。//t,a だが，多収品種を ると 30eav. 

(1.7 収穫てきる。播種期： 4 --5月， ll - 12 Jl,, 調査した:1973 

作は干ばつ，雨季作は 6回の台風忙よる洪水で， て＼ヽる。一た

耕起からやり直す。施肥量：尿素40K!J:, 位a主たは (12-12-12)化成

発的忙発生する（イラカン県ては 5,6月発仕する）。 ：ゾウムシの類の

しても洪水があると

病言：ぺと

あるが，その他は

間題ない。災害：台風忙よる洪水§ 輪作：イネ（天水）ートウモロコジークベコかカガヤン県

での主な輪竹様式である。

② 西ミンドロ県

品種と収量： UPCA VARI, BPI VARl, Phil。DM印と在来種を作っている。最辺の作で25

~ 30 cav./lla (L4~L7 t/砂。播種期：雨季作 5月，乾季作 10月。栽培面積：県全体て 13,000ん。

R 地域6 (西部ビサヤ地域）

品種と収量： BPI VARI, UPCA VAR3の黄色種で，県平均 32cav.,/1んa(1.8 t/11a)。播種期：

雨季作 5~7月，乾季作 12~ 2月。栽植密度： 42,000 ~5り，000本,/Ila。施肥一日：雨季作で 90-0 

-OKり知。栽培面積：地域6全体で42,000/,a,。

④ 西ミンドロ県

品種と収量：黄色種と白色種（品種不明），平均収鯖は次のとおり。

種類

黄色種

白色種

多 収 1
口にロ 種在来品種

20 cav.//la, (Ll t,,/i伍a)

24 (L4) 

ヽ
ー
）

6
,
 

0

0

 

（

（

 

1

6

 

l

l

 

栽培面積：県全体で黄色種，白色種共忙 9,000lia0 

⑤ 地域7 (中部ピサヤ地域）

品種と収贔：臼色在来種(Tiniguib)と黄色種。栽培面積： 5,000 Ila. (施肥 1,000Ila, 無施肥 4,0

00 Ila)。

R プキドノン県

品種と収量：臼色種 (Phil, DMR2, Tiniguib)が多い。平均収量は計画地域で 29,3cav-/1んa(1.7 

t/lla), その他地域で22.0cav-/11.a (1.3 t/11,y。施肥景：尿素40Kg:/ll、.,過石 80~120 Kg:/lla。病害：ヘ

と病は現在主要病害でなくなった。 T天：アワノメイカの類。災害：気候不順（連続降雨），野ネズ

ミ。種子保存：種子は自家採種せずに互に交換しており， Phil.DMR2の新種千を常に導人している。

栽培面積： 144,000 Ila。

⑦ ダバオ市
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品種と収量： Phil,DMR2で36cav,/Ra (2.1 t/1崎。施肥量： (15 -15・15)化成肥料で60Kr; 

／礼a.または尿素 40Kr;/, 礼a。病害：ぺと病発病率は 50伶，ここでは種子を自家採種しているため，罹

病性品種との花粉混合等により発病率が高いと息われる。 Phil.DMR2の新種子と交換する必要があ

る。栽培面積： 10,000 la. (1973年 3月現在）。

⑧ サンボアンガ市

品種と収量：黄色種で 30cav" /Ila (1. 7 t /, 心）。栽培面積：市全体で 10,000Ka。

2. ソルガム

1) 試験研究と生産の現状

従来フィリピンは穀物，牛肉，牛乳などの輸入国であった。最近の世界的な穀物需要の増加と急激

な人口増加，さらにフィリピン独自の畜産振興政策から，この国における穀物生産の必要度はますま

す高まってぎている。 1974年に始まったトウモロコジ等増産計画でもトウモロコシ，ダイズのほか

侭ソ）レガムをフィリピンにおける新しい飼料殻類としてとり人れた生産計画がたてられている。それ

によると生産目標を 1974年 97,000t, 75年には 133,000tとし，これに要する作付け目標面積を74年

28,000 Ila, 77年には 66,000Ilaとしている。そして目標達成の重点地帯Kは南部ミンダナオ，カガヤ

ン河谷，中部ルソンを選んでいる。

ソルガムはトウモロコシ忙比べて乾燥に強いので，天水田地帯の乾季作への作付け，トウモロコシ

が水不足を起しかちな限界地帯での置き替え忙よって生産を伸ばす計画である。

(1) 生産状況

フィリピンにおけるソルカムの生産は始まったばかりで， 1970年はわずか 3,000t , 72年には 8,0

00 laで14,000tの生産量であった。徐々に生産は増加しているが，現在の進展状況では生産目標の

半分以下である。

ソルガムの主な産地はコタバト県を中心とする南部ミンダナオで， 1972年の統計では全国の収穫

面積の 66% , 生産量の 76茄をミンダナオ島で占めている。次いで）レソン島北部のイロコス，カカヤ

ン河谷地域の生産鼠が多い（表38)。

全国乎均収量でみると, 1971年 2.lt,72年 L9 t とトウモロコシなどに比べて単位面積当たり収

籠はかなり高い。収量性にはかなりの地域差があり，ミンダナオ地域が2.1tともっとも高く，次いで

イロコス地域の収量が高く 1.8tを示している。これ忙対して上記地域及びカガヤン河谷地域を除いた

5地城の平均収量は 1.1tで，非常に低い。地域忙よる収量差の起る原因は明らかでないが， 1971年

忙ついても同じ傾向が認められたことは，ミンダナオ南部，）レソン北部がソルガム生産互廣地である

ことを示唆している。
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表 38 ソルガムの地域別収穫面積，収穫箪及ひ乎均収量 (1972)

地 域 目 収穫贔乎均収畠 種子生産での収贔~
・- ---~. " ---・.. —--—·" - --・---

Ila n,りa t t1./18 心
Ilocos 1,740 786 1,415 

(1053) 

Cagayan Valley 2,326 444 685 l、5 1.4 

C-Luzon 1,420 191 214 1.2 l 5 
(268) 

s. Togalog 1,000 168 241 1.4 1 5 

B1eol 2,110 464 296 0.8 1.5 

w. Visayan 2.300 417 
(503) 

433 1.0 1.1 

E。Visayas 35 20 31 1 5 11 

s。E。MindanaoJ l 
W。Mindanao

13,500 5,080 10,670 2 1 2.7 

----―~--・-.. ー.. - - - ---・・--・・-→ .. •• • •••• 

全 国 23,231 7,570 13,985 1.9 L7 

注，かっこ内の数字は作付け面積

出所： BPI Proceedings(1973)及びNFAC資料から作成

(2) 育種目標と研究重点項目

フィリピン農業研究会議の作物研究部会トウモロコジ・ソルガム分科会で，トウモロコシ同様今後

10年間のソルカムの育種目標と重点研究項目を次のよう忙定めた。

① 育種

有望な子実用品種間の交雑による純系品種の育成

ii 農業形質で優れた多収一代雑種の育成

iii 多収品種への細胞質雄性不稔の導入

iv 任意交配をする子実用集団の育成

v 子実用品種の葉の特性（直立葉，狭葉，房葉）に関する検定評価

② ほ場試験

i 有望千実用品種の地域試験

(3) 育種組織

育種の中心となるのはトウモロコジ同様フィリピン大学農学部及び植産局のエコノミックカーデン

であるが，中心的機関はフィリピン大学農学部である。交雑，選抜などはこれら育成場所で行われ，
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され より収醤性， される。

はイラカン試験場，中部ミンダナオ大学，ミンクナオ技術大学，テュピ

場所が追加される。

、i
q

ー

トウモロづヘンとに］じなの る。

で6か月貯蔵しても寿命は影郭がなし、ことが知られてし、る。しか

＼、ては，ソルガ

して＼，、な＼、と 3か月

でコクゾウムンの類が大量発生することが多いので，植産局では低温貯蔵を勧めている。フィリピン

l ~ 2 /,f寿命を保っている。ここで言う種子貯蔵は ．育種家

種子，原種種—fなどの種子生産用であって，農家か自

14) 育種方法

ソルガムの育種が始きってまた日が浅いため，今主てはまず導入育種で当面の使用択＂供する品種を

選出するととも忙，交雑育種をも進めてぎた。交姉育柾忙よる晶種はまた化在れていない。世界の急

し ることはない。

くのソルカム栽培国と同様忙，一代雑種の1~利性に着目し，細胞質雄性不稔を利用した一代雑種育種

法忙よる育種も延められている。そして交雑育種法には，これによってより優秀な純系品種を作り出

すとともに,-代雑種の母本育成のための育種法として重要祝されている。

導人育種： 1966年に埠入育種を間始した。タイ国かち導人した 4,500系統の germplasm collection 

の中から 300系統を第 1次選抜し，その中から 32有望系統を選出して地域試験を行った。

前述の 4場所であった。その結果から Cosor1, 2, 3を選出した。

交雑育種：先の 300の系統尻ついて複々交雑法ですべての系統を互に交雑し， 6,000の分離世代

糸統を得た。 1974年現在，世代はEまで進んでいる。

細胞質雄性不稔系統の育成：一代雑種の母本となる雄性7f稔系統を育成するため，湿帯で育成され

た雄性不稔系統を用いて，既忙奨励品種となっている Cosor l, 2, 3胚雄性不稔性を導入する試験

か熱帯農研在外研究員大森武技官が中心となって進めており，既沢Cosor2の形質をもって新しい雄

性不稔系統とその維持系統が誕生し，新系統の組合せ能力試験忙着手している。

以上は主としてフィリピン大学農学部での育糧試験であるが，

る交難育種を進めている。

その他の農業特性忙閃する育種；再生 Cratoon)特性忙関する選抜が植産局の試験場で行われて

でも導入品種間の単交雑忙よ

いる。再生とは，播種して 120~ 140日後忙成熟種子を収穫した後 (seedcropという）地際で刈取

って，再生枠忙再ひ穂をつけさせ収穫する (ratooncropという）栽培法である。この再生能力の大

きいすなわち再生特性の優れた品種は一度種子を播けば 2回収穫可能なので有利となる。ミンダナオ

技術大学では重要病害である炭そ病 (anthracnose)抵抗性に関する検定が行なわれ，やや抵抗性を

示する 1品種が見出された。

(5) 品種

現在までに 4品種が品種審査委員会により承認され登録品種として奨励に移されている（表 39)。
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生育日数の短い早生品種が望まれている。

重要病害といわれているHelminthosporiurnleaf spot , ひょう紋病 Czonateleaf spot) , ミンダ

ナオで被害の大きい炭そ病 (anthracnose)に対してこれら品種は抵抗性かない。再生特性ではCo-

so:r 3か比較的優れている。

ソルカム となるが， BPI Sor 1 ると植産局は称してい

る。その理由は乳熟期に粒にタンニンがたまるので鳥が食うと下痢をするとのことである。またCo--

sor 2は種子の発芽性に間題がある。即ち 50%の種子は発芽正常， 50伶は休眼種子たが，その半分

（全体の 25%)は発芽力のない種子であるとのことである（イラガン試験場での話）。フィリビン大

学農学部ではこの問題を解決するためCosor2の再選抜を行っている。

(6) 病害虫

ソルガムの病害虫に関してはあ主り研究が進んでいるとはいえないか，主要病害としては表40上

段Vこかかげた病害が認められている。この内，被害の大ぎい病害は最初の 3病害で，なかでもひょう

紋病の被害が最大といわれるが，まだ病原菌の人工培養にも成功していない。そのほかRhizoctonia

stalk rotが土壌伝染をすること，さび病忙はいくつかのレースが存在し，炭そ病はミンダナオ以外

での発生が認められないなどが分っている程度で，品種の抵抗性に関しては今後の研究課題である。

ゾルガムの主要害虫を前記表 40の下段に示した。 これら害虫による被害度，防除法とも不明で，

薬剤忙よる防除は行われていない。病害同様害虫についても種類，発生生態，被害程度等の試験は緒

してついたばかりですべて今後の間題として残されている。
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表 40 ソルガムの主要病害虫

主 要 病 荏e
tコ

病 名 学 名 和 夕心

Hehninthosporium leat spot Hdmrntん。sportumsor砂icola

Zonate leaf spot ひょう紋病

Anthracnose さび病

Phyllachora disease 

Phizoctonia stalk rot 

Rust Bacterial stalk rot 

RAizoct onia so Zani 

炭そ病

黒ごま病（？）

紋枯病(?)

出所： KARGANlLLA, 1971など

主 要 害 虫

害 虫 名 学 名 和 名

Corn erworm 

Stalk borer (stem borer) 

Sorghum web wonn 

Sorghum head worm 

Army worm 

Aphid 

Corn seedling maggot 

Weevil 

Grain beetle 

Corn looper 

Corn thri炉

Sorghum shoot fly 

He!icovけ pa armi,qera 

Ps位 daんtia 紅 parata 

Longuinguis sacc加m

Agromyza sp. 

Carpophitus mutilatus 

Cんrysode txe s cんalcytes

FlanklinieUa w以ltam紅

Atんe五gonia oryzae 

オオタバコガ

メイチュウの類

ヤガの類

ヨトウムジの類

アブラムジの類

タネバエの類

コクゾウムジの類

ヒラタムヽンの類

タネバエの類

出所： SANCHES and REYES, 1971など

(7) 栽培法

作季と播種期：ソルカムの栽培は年2~3回可能で， Jレソン島などのように雨季，乾季のある地域で

は 2期作が，雨季，乾季の区別のないミンダナオ島では 3期作が可能である。播種は年中可能な所が

多いが，播種期は雨季の終わる時期あるいは乾季がいつ終わるか代よって決められる場合が多い。

表 41 にみられるように地域によって播種期は多少異なるが，一般に雨季作では 4~6月，乾季作では

10 ~ 1月である。
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度：心当たり 200.000~ 250,000個体が多いがビサヤ地域ではやや密梢で 250,000~ 300.000個

体てふる。畦幅 40,_ 50虚，株間 5-~ 10虚でみぞ忙 る方式かとられている。

施肥： の農家でぱ価格との関係でiまとんど使用しないが，プランテージョンでは心当

た~ り150K9程度を全量某肥として施用し，追肥は行わな\,•。除草剤も生だ使用されていない。

収穫調製：収穫，脱穀，調製は適当な機械がないので，手作業たけで行われている。耕起，整地作業

もプランテージョンなどの大規模栽培はトラクタで行うが，普通の農家は畜力（水牛）に依存してい

る。

輪作：中部lレソンでは天水田の乾季作忙ソルカムの人る水稲ーソルガムー水稲の輪作の例があるが，

大部分のソルカムは畑で栽培されるの栽培面積の多いトウモロコジと異なり，面積の少ないソルガム

では，連作の語は聞かなかった。一種の連作忙相当するものとして再生作 (ratooncrop)があるか，

現時点てはぽとんど行われておら

た。ここではBPI Sor 1を用い，

にミンダナオの 1プランテージョンで見られたのみであっ

(seed crop) した後，残梓を高さ 5~ 10 cm 

で刈取り再生竹を利用していだが，刈取った残枠は 5畦分を 1畦忙集めてたい積をするので，再生作

1 
では実生作忙比べて/<.の面積は利用されないこと iてなる。

::, 

ソルカムと輪作される作物忙は， トウモロコシ，ダイズ， リヨクトウ，ラッカ七イがある。南部タ

カログ，西部ビサヤではサトウキビ，ダイズ，ラ、ノカセイ，陸稲等と間作または多毛作される場合も

ある。これら作付け方式は訊作的あるいは慣習的忙行われているようであるが，いずれも地力維持，

土壌の物理性の改善，七地及び水分の有効利用を図ることを志向している。

(8) 気象災害

ソルガム生産(![大ぎな影管を与え として風水害，雨害，干害がある。風水害は雨季の台

風来襲時の豪雨で河川がはん濫して起こる畑の流失，埋没及び冠水忙よる被害で，ビサヤ諸島，ルソ

ン島などの河川流域に多い＂雨害は雨季作のソルガムの成熟期忙長雨忙よってソルカムが立毛の生ま

穂発芽を起したり，粒が変質腐敗する現象で， 1972年陀中部ルソンで間題となった。ソルガムは比

較的乾燥忙強い作物とされているが，それでも干害は各地の乾季作で発生している。ミンダナオでも

降水州が少ないとぎ質は干害が発生する。 1972年忙は播種期に降雨がなかったので，作付け不能と

なり，ま の十はつ忙よる枯死で，生産耐が伸ひなかったと報告されている。

(9) 国家プロジヱクト

畑竹物吋画， トウモロコジ等生産増強計画， トウモロコジ等増産計画（白色トウモロコシ及び飼料

穀物計画）などの国家計画に組み入れられて生産か奨励されている。

(10)その他の間題

ゾルガム る社会経済的問題点として関係者が指摘 Lた点は次のとおりである。

①ソルカム栽壊か始生ったのは 1969年で，栽培の歴史が浅いため，ソルカム栽培法を知っている農

家が少ない。
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②ソルカムを扱う飼料工場は現在マニラ忙あるだけで，生産地から遠く離れている。そのため輸送

その他の中間経費がかかりすぎて生産者価格がトウモロコシ忙比べて安くなる。

⑧産地から工場までの輸送手段のな¥, 、。そのためソルカムを栽培しても買手かなかった

り集荷業者択星異常に安く買いたたかれて生産意欲を減退させている。

④肥料が不足し，また価格が高すぎる。

⑤小農経営での脱穀機が問題で，現在の水稲の脱穀機程度の性能 (1~ 2 t/日）の機械が求められ

ている。

⑥したがってソルガムの生産を伸ばす忙は政府忙よる価格保障などを望む声が強かった。

2) ソルガムの技術水準（調査結果）

(1) 原種生産での技術水準

①イラガン試験場

品種と収量： Cosor 1, 2. 3の原種生産ほ収量はCosor1, 3は 60cav, /l知 (3.4t/lla) , Cosor 2は

80 cav./iん (46 t/11.~ 。播種期：雨季作 5~6 月（熟期に多雨だと穂発芽するので，回避するよう播

種期を調節），乾季作 11~ 12月 (1月忙かかるときもある）。栽植密度： 200,000個体/Ii.a.。施肥

量： 90-50-50Kり'Ila。病害：ひよう紋病， Rhizoctonia,Stalk rot, Helminthosporiurn leaf spot 

か発生するが実害はない。虫害： Head訳）rmsは被害大きいが農薬ラナック (Lannac)で防除可能，

ヒトリカの類(Webworm)は被害中程度，コクゾウム・ンの類は実害が最も大ぎい。鳥害：被害がか

なりある。穀粒が甘い品種は苦い品種より鳥害が大ぎい。護えいの小さい品種は大きい品種より鳥害

が大きい。種子保存：日乾しして水分14%に下げ，袋掛けして貯蔵すれば6か月貯蔵可能。輪作：ソ

ルガムーマメ類。

② ラグランハ試験場

品種と収量： Cosor lで2.0~3.0t/lla.。播種期：雨季作4~5月，乾季作 10~11月。栽植密度：

300.000 ~ 400.000個体/Ii.a.。施肥量：トウモロコ、ンと同じ。 病害：発生はするが実害はない。害虫

: Head wormの被害がかなりでる。

③ 中部ミンダナオ大学

品種と収羅： Cosor 1で3.0t/, 心。播種期：年中播種可能。施肥最： 100 -60 -60Kr;/ll.a.。害虫：

ヒトリカの類，タバコカの類，メイガの類 (stalkborer)。

④ タバオ試験場

品種と収骨： Cosor 1の原種生産 (5/la.)の乎均収量は 2.0t/lla.。播種期： 6月。病害： leaf 

spot , 炭そ病 (anthracnose)。害虫：メイガの類，コクゾウム・ンの類。

⑤ ミンダナオ技術大学

品種と収量： Cosor 1で2.5t/lla。病害：炭そ病の被害大。輪作：ソルガムーマメ類。 （コタバト
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県ククロン (Tacron)の民醤プランテージョンでは 800Ra. にソルガムを栽培し乎均収量 2.Gt/, 心を

上げていると間いたか，回教徒底内のため視察がでぎなかった。）

(2) 地城，県，市Vベルでの技術水準

① 地域 2 (カカヤ

栽焙面積： 1,500ん。品種と収量： Cosor 1 , Darsoで収量は不明。播種期：乾季作 5~6月，雨

季作 12~2月。災害：台風忙よる洪水。

② 地域6 (西部ビサヤ地域）

品種と収量： Cosor 1, 2て1.2t/lla。描種期：乾季作たけ栽培する。 施肥鼠： 60 -0 -~OKiJ/lla。

輪作：トウモロコ、ンと同じ。

R 西ネグロス県

品種と収量： HYV (Cosor 1 ?)で 1.9 t/~ 心。栽培面積： 250心。

④ サンポアンガ市

品種と収量：品種は不明で 1.2 （実生作と再生作の合計）。栽培面積： 5 ta,。

3. ダイズ

]) 試験研究と生産の現状

ダイズはフィリピンではイネ，トウモロコジのような伝統的作物ではなく，むしろ新作物としてと

らえられている。この国にダイズが入ったのはかなり古いといわれるが，詳細は明らかでない。これ

まで品種，栽培技術など忙あきり注意が払われておらず，収量も低かった。

近年忙なってから良質たんばく食品として，また拡大しつつある畜産のたんばく源（配合飼料）と

しての重要性が見直され，生産の奨励と平行して育種，栽培技術などの試験研究か進められている。

11) 生産需給状況

ダイズの栽培面積は 1962年に 2,20011..a. に達したが，現在はほ厄 1,500Ila程度である。生産量は 1,2

00 ~ 1,500 t, 平均収量は仕ぼ 0.8~0.9 t /11..aである（図 18)。

地域的にみるとフィリビンの中部，南部（南部クガログ，東部ビサヤ，ミンダナオ）が多く，特忙

東部ビサヤで 60%をしめる。平均収量でみると北部より南部のiまうが高いが中心でも東部ビサヤの

収量が高く，地域全体として 1.0t/11..aを越えてい7,;(図 42)。

一方ダイズの輸入をみると（図 19) , 1962年までは 1,000~4,000 tであったのが， 1963年から

は 10,000tを越えるようになってきた。輸入価格はK9-当たり 0.2~ 0.3ドルだったのが， 60年より 0.4

~0.6ドル忙上り， 67年 1.0ドル， 69年 1.48ドルまでに国際価格が上がった。

ダイズは通常 80%以下粒ダイズとして輸入されるが，ダイズミール等の完成または半完成生産物

として輸入されている。
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図 18 グイズの栽培面積， び平均収塁の推移

将来この国杯おけるダイズの生産促進と牛産技術の必要性は極めて高い。国内生産を増強するため

!'Cは，品種， ど る。特筐既杯タイ として定着して

いる地域への多収性品秤の奨励，新牛産地の開拓が重要である。ダイズの国際価格がまだ国内価格よ

り安いことが国内の梢費業者忙外国ダイズを選択させているので，生産技術を改良し，生産費を低減

することが外国ダイズとの競争に打勝つためドは今後必要となる。

現在f実は全部食用で，
＊ 決＊

， トクワ (tokwa) , タホ (taho) , タウジ (tausi), ソース，

ペースト，ヒックルス，ダイズ油，ダイズ粉忙利用苔れる。主

る）を利用することが着目されている。

＊ どのようなものか調査でぎ-なかった。

-n2-
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(2) 育種目標と研究重点項目

1950 

図 19

55 60 65 

フィリピンにおけるダイズ輸入事情

(1949年~68年）

フィリピン農業研究会議の作物研究部門，ダイズ及び食用マメ類分科会で討議されたダイズの生産

技術忙関する今後 10年間の育種目標と重点試験研究項目は次の通りである。

①育種目標：多収性，早生，耐病性，難裂きょう性，成熟の斉一度，品質

②栽培法（それぞれの土壌クイプ，気候タイプでの栽培法，：播種期，播種量，栽植密度，根粒菌接種

法，輪作間作）

R植物保護：病害虫防除，雑草防除

④調製貯蔵：小農向小型脱粒機，種子の寿命

⑤市場

⑥利用：食用，畜産飼料
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Breeding 2場所 (UPCA,BP[) 

Regional test 

(Advance test) 

4~6場所 (Ilagan, UPCA, La 
Grania, CMU, Tupi, MIT) 

IV 
Registration Seed Board C叩 mittee 

図 20 ダイズ， リョクトウ， ラッカセイの育種組織
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ti) 

［翌l20 (re; う：したよう筐，トウモロコシ’ にl』，して＼、しるか， もっ しC,ヽる0 言成場所‘

はフィリビン ，植産厨 Garden) <!) 2 場｝祈で， 7!'.I望系統は佑も i<J~!城述験c,

収~鼠と農業附間を 2年 4期作で縁り也｛て地域及び1午季適/,、い性危調へ て4・・-・6揚所

られる。 2年4

品種登録される、〉

i
i
 

t
巨＇

＇ 
しふAさ と五己翌，らわれは

, 197! ~・73年に行われた試験紅よれは次のようてある (LAJ''iTICAN,

1972)。 39系統をグループ I 23系統， 21 , 品種及ひ 2 しこ

生， UPCA,BPI 

場

--― 

イラガン

vc月LJけ，↑記の場所尻割り当てたの

②晩七品種 (100日以上）

4回反復乱塊法， 4列

所

ェコノミックガーデン

フィリピ

ラグランハ

ラグランハ

中部ミンダナ

テュピ

グルー

l
l
l
l
l
H
I
l
"
1
 

作季

雨季，乾季

II 

”
 
II 

fl 

ほ

①早生品種 (100日以下）

4回反復乱塊法， 4列（畦間 50cm) x 6 m, 

施肥砿 45-45 --45 kg/Ila。

75 cm) x 6 m, 

個体/Ila(乾季作），施肥量 45-45 -45 kg/ii.a, 

けその試験結朱の一部である。

400,0(}0個体／んこ

200,000個体//ll:i

とも 1

と

プn

または 300,000

2吐を 表 43 

としては，テュピ，ラグランハ，イラガン，クナイ (Tanay) , ノハリチエス

(Novaliches) , ィピル Clpil)の 6か所かある。

種子は普通の条件，すなわも日乾しして水分!2%くらいi:こ卜げたたけでは， 3~・4か月後の発芽苓ュ

は50%V<:落る（）乾燥剤（石灰，木炭など）を派えると種子の寿命は6か月 フィリ 農字

部の種子貯蔵室 [45°F(7℃)，湿度 70例では寿命は 1年以内とのことである。梢産局の話では'

水分 10%に乾燥し ，ヒごール内張りの袋忙人れ，空気調節貯蔵室肛人れて置けば，寿命は

l年くらし、保たれる0通常水分I2~1:3 %(1cしてかん ることが奨励されて 1-,,る，・'

-ll6-



表 .fj ら＇-1 イズ22系就 ］レープI)0) 3場所 1 l}ピン大学農学部．イラカ

ラ ラ 紅おける 1971/ 72乾季作

・-・ ――. . 一 -・ ーヤー------------ーヤ--- • .. --一--—-— -.,,_ ・'"--" ---—-· —--. • --- ____ , --—-------- -----・---・ ―-------ー-----• -----一--- --------・ ー...― --・・ ―---、--

収 量 日 数 章丈 耐病性計

t パ，.→al呪臼！珀同 化今9 成ふ 熟
.... ・,........ ― .,  ―---―--------_____ .... 『-~

(、（布） 葉焼病 さび病

A2 5407 l、28 21 85 54 :cl 4 

A2~5,140 L32 19 78 54 4 4 

Adams 111 22 75 45 4 4 

Bethel 1.75 22 78 55 3 4 

Bragg l.77 22 81 ;39 2 5 

し、・・1376 11::l 21 76 46 ,1 4 

CES 434 l 30 36 96 94 2 4 

Clark 63 l.fi7 22 81 66 3 3 

Di soy LOS 20 76 50 4 4 

E. G, Speciai Ll8 22 77 55 ,1 

Ford L53 22 76 54 :3 4 

IIampton 1.20 28 82 28 2 

Hardee ~'，りバ;,). 25 84 53 4 

Harosoy 2.01 23 71 50 1 5 

Hill 164 27 83 42 4 3 

Kanrich 0.86 20 76 46 3 4 

L-2A 2.12 24 72 66 4 5 

L-114 1.82 36 98 94 2 5 

Lincoln 1.56 24 72 55 4 3 

Lindarin 63 1.30 22 78 49 4 5 

SL・・6 L50 22 78 56 3 5 

TK# 5 1.62 26 76 68 5 ムり、

WI-4243 L41 21 79 59 4 4 

・-- .、-、-----~- -- -. -- - - ~・・・ 

出所： LANT!CAN et al , 1972 

(!1) 育種方法

①熱帯ダイズと

の育成。
I 
／ 

／熱帯タイズ

！＇ 

I CES 107 

¥ CES 131 

¥cEs 1s6 

との交雑肯種：早,'t(100日以

＼
 
＼ ヽ＼ 

I

I

 

¥

＼

ー

／

ー
,I, 
等

／

x
 

有望早生晶種

Hark , Clark 63 

SJ..r= 6, Hsih 二~Hsih

A2-5407, Disoy 

Knrich, Lindarin 

十勝長葉

または雨季作に適応した品種
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表44 ダイズ品種の重要病害に対する抵抗性

品 種
さ び 病

レース 1 レース 2

Clark 63 R s T臼

CES 16-17 R 

” 16-23 R R s 

” 16 -26 R 

” 16 -38 R 

If 16 -103 R R s 

” 16 -112 R 

Lincoln R s s 
Hill R s s 
A2-5440 R 

L-2A R 

SL-6 R 

TK No.5 R s 
Wayne R s 
KE32 R s 
Taichung E -32 R s 
Sankuo s MR  MR  

I -346 s MR  MR  

CES 4-14 s MR  MR  

Abura MR  s 
Americana MR  s 

Tainung No.:-l R火' 

II No.4 R* 

Kaohslung 116. 3 R* 

PI 200451 (Amakusa Daizu) R* 

Pl 200490 ぷiwami) R文' 

PI 200492 ぷomata) R 文

出所： LANT I CAN, 1972, 1974 

②耐病性育種

重要病害はさび病と葉焼病で被害が大きい。さび病は主に乾季作に発生するが，雨季作にもみられ

ることがある。葉の裏面に赤褐色の細かいはん点が生する。葉焼病は雨季作に多くみられるが，乾季

作にも発生することがある。葉の表面に黄緑色，中心部が赤褐色の点を生ずる。

フィリピン大学農学部の収集系統の検定の結果，両病にそれぞれ抵抗性の系統が見出された。
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さ : TK 5, Wayne Abura , Americana 

: Bragg, l』-2A,Clark 63 ,HillA2-5440 

～さ

両者忙抵抗性：なし

ど との VCより， ャr}

よう性系統を選抜している。

さび病応ついては，従来のレース lvで対し~，近年新レース ス2)が発見された。レースとホ

スト品種の関係は LANTICAN (1972, 74) Itてよると表44のようである。

R種子の品質

種子重：植産局での話では，フィリピンの品種としては 100粒重で 18~-20 gが普通（中粒種）で

22 ~ 25 gで大粒種である。フィリビン大学農学部ではイサベラ県サンメオ (SanMeo) で1974年

乾季作で行なった試映成績では， 100粒重がClark63で17.4~20g, L-114で151g, CES 4:¥4で

15.1 gであった。育稽目憬とし を育種しているという舌は出なかった。

成分：フィリピソ品種の粒成分は，脂肪 19~ 20 % , たんばく 38~44 %で，

んばく，高脂肪をねらうという話は出なかった。

種皮色：現在黄色種皮の品種が多いか白色種皮が喀ましく，育種的忙解決しつつある。

(5) 品種

として高た

現在までに登録品種として生産奨励されている品種は乾季用 2品種 (CES 434,BPI L-114) 

雨季用 2品種 (Clark63 , TK 5)の4品種である。 Clark63 , TK 5はアメリカ，台湾からそれぞれ

導人した品種である。 BPI L-114は植産局で交雑育種法忙より育成した品種で，その育成経過は次

のようである。

Balumv 3 ]-C 364 ― 
Yellow lux I -::l7 

Sankuo 
二し 114

Sankuoは植産局VCよれば日本品種とのことである。 CES 364はフィリピン大学農学部の育成品

種〔 CESは中央試験場 (CentralExperiment Station)の略称，かつて中央試験場がロスバニオス

の構内忙おかれた〕だが，その系譜は聞きもらした。これら 4品種の特性を表45に示した。

植産局て育成中の系統のうち有望系統と目されるものとして次の 2系統がある。

I -346 : EG N0.1 x Sankuo , I -356 : B¥yelo泣 X Sankuo 
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メ
ー ， 元下璽によ，；

114を用戸しこ萩培ずるとぐ
一ヽ-- -、●. -

品 種 園季作

'―す

iコ

ち);,(二)で， i;くのよ

古
{

i 
し"'

CES 4:14 X 

゜L-114 X 

Clark 63 

゜
X 

TK 5 

゜
.、

＼， 

葉化して詞伏しや;く，尺収となる。播汀適期 (10月)を過ぎて播1』が遅れんと短日，乾以て収虐が

しからない。 主だい

主！〇こ人るの

Clark 63 は冠~ 日1ぷ応［生入・c立和'I「応作ると

となる (1 1'2月に播、｛印伍全偉にして摺い↑-u、JI叉州i',りには る,,'「K5

）
 
7
]
 

← 是王作応危，H< とい Q
 

Iり） 病害虫

病害と主要崎発生地域序 を表,16上段託示した（）主要病害は完に述べたよう筐さひ加と

ある。かひ，細菌忙よって起こる病気のぽか忙ウイルス病かタイズ

る。表 H 尻フィリビン忙おけるマメ科~ウイルスの特性を示した。

ことか知られて＼、

ダイズはまた害虫の多い作物であるが，主要の害虫とし 訪下J定の書虫か知ら
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表 46 ダイズの主要病害虫

主 要 病 害

病 名 和名 種類 発生地域 季 節

. 

Stern and root rot かび Laguna , Isabela 雨季 (5~9月）

Rust (Uromyces soyae) さ び病 かび Laguna , Isabela (10 ~3月）
Mindanao 

Seed decay and seedlrng かび Laguna , Isabela 雨季
disease Mrndanao 

Powdery mildew うどんこ病 かび

Bacterial pustule米 葉焼病 細附 Laguna , lsabela 雨季
(Xrznt homonas ? んaseoん） Mindanao 
var. sり7ensis1

Bacterial blight 斑点細菌病細菌 雨季
(Ps位 domonasgtycinea) 

Mosaic モザイク病 ウイルス La郡na,lsabela 

米 Bacteril b頃ht(Xantliom01,as pんaseZi) 葉焼病ともいう（梶原， 1969)

出所 QUEBRAL , 1971 

主 要 害 虫

英 名 学 /7 
企1 和 名

Leaf folder 

Cut worm 

Bean fly 

Corn earworm 

Yellow~green melon aphid 

Tiny red rnites 

Long horned grasshopper 

Green stink bug 

Gray mealybug 

Leaf miner 

Pod borer 

Bean maggot 

La mp rose ma indicata. 

Plu,sia chatcites 

Me !.anoqro myza phase oli 

Hetioiliis armi_qera 

Ph.aneroptera fucitera 

Nezara viridu』la

F,srisia irqafo 

Stomopt 

ハマキカの一種(?)

キンウワバの一種

インゲンモグリバエ

タバコガの一種

アブラム、ンの一種

アカダニの一種

ツユムジの一種

ミナミアオカメムシ

コナカイガラムシの一種

シンクイガの一種

タネバエの一種

出所： Bean and Pea Production in the Philippines, 1970など
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表 47 マメ類ウイルスの特性

闘
，
 

性
ダイズ リヨクトウ ラッカ七イ ラッカセイ

モザイクウイルス イエコ→団予クウイルスロゼットウイルス モトルウイルス

害王柏物

ダイズ

リヨクトウ

リヨクトウ

カウピー（ササゲ）

Gomphren'l 

伝染方法

接触

種子

アブラムジ

し1砂緑 craocivora) 

゜
？
 

＼ノ

P。

z 

c 
OO(\~ 

？ 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜
？ ？ 

0 (L.L.) ？ 

0

0

 ゜？ (P) ゜--? ？
 

注： N.P. ; n0n persistent, P; persistent ,L. L.;local lesion 

(71 栽培法

ダイズの標準的な栽培は次のようである。

播種期：雨季作 5~6月，乾季作 10月。

栽植密度：中程度の肥沃度の土壌では，雨季作は 30,000~ 140,000個体／んa, 乾季作では土壌湿度か

限られ，植物体が小さいので 571.400個体/Ilaまで播いたげうがよい。

施肥量： 20 -45 -45または 45-45 -45 K,;/lla。

(8) 国家プロジェクト

トウモロコシの項でふれたよう忙，ダイズは主要畑作物の一つとして畑作物計画， トウモロコシ生

産増強計画，トウモロコシ等増産計画などの国家計画の中忙組みこまれているが，それらのブロジェク

トの中で行われている応用研究は次の 3課題である。

ダイズ品種応用研究 (Soybeanvariety applied research) : フィリピン大学農学部及び植産局担

当，登録品種及び 2,3の有望系統からことなる地域の気候での最良品種を選び出すこと。

ダイズ施肥量応用研究 (Soybeanfertilizer applied research) : フィリピン大学農学部及び土

壌局担当，異なる土嗅タイプ．土壌管理条件下で最良の施肥量または施肥量と根粒菌接種との組合せ

を見出すこと。

ダイズ生産応用研究 (Soybean production applied research) : フィリピン大学農学部及ひAP

C担当．研究機関で組み立てられた牛産技術の有効性を農家の畑で実証試験すること。
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ぴ喜及面て1)煎笛f;2'. してト

吋屠(_barrio)てのヒ::ナー，マスメデ｛アの利用，

2) ダイ

＇ツi¥＼ふ；

① イラカ>試験場

贔種と収鼠：

:Z?--30 

施肥昌： 45 

芦柿期：乾季作 5~6月，雨季作 11--12月

＼、。病古：さひ病，

炉，ヤカの類， ://クイガの類，ハマキカの類の被害大，成熟期尻特筐被害かでる。パ三クチオンで防

怜してしる。叉害：水害；が大き＼ぃ戚納期託冠水すると種fか青色化し

釉•壬を除く

（］~）よりな

での

となる。

｛ょ実';l,が少なし、。ベ

シたき ソルカ lてバンフレ‘ヅト配布，技術研修)• 県'

，
 

i,3、T

』

L
ト

TK5, Clark 63は L5~2.0

＼ヽ＇ダ
っ~'、','>o

；趙常日乾しだげでは 3/ふ月し

，仄季竹用の種王は適季竹て；なくても

らわなかった。うどんこ病 (Pow-

ると防除てぎる。害虫；ハモグリバエの

品種｝収鼠： L-114とTKりを掠種生産しており，収量 1.2

11月。

すると実害がある。

九どで，

: 300,000 ~ 400.000個体／んa。施肥誓：追肥(J)み 0

CES 4:H,L-114け

: 200,000 ~ 250,000 

るとき な

し

を矢なりので， ャ]f
 

Clark 63 

る。

捐種期：上として乾季作で 10

：アフラムジの類，アオクサカメムジの類，ジンクイカの類，カメム、ンの類

＼、

：さび病で，初期忙権病

マンダウエ

品種と収畠： L-114, Clark 63で0.75~1.0 t/ha0播種期： 6月，乾季作 12月。栽植密度

: 35,000 f固｛本／＇孔 a, 80 cm X 40 cm X 2 

fこ¥:t (14 -14 -14 > 1tr;t4 ~ 6 

（種子最で 12Kg; 位a)。施肥日： (12 -12 -12) ま

：特忙ない。害虫：シンクイカの類の被害大，了フラムゾ

の類も

④ タバ

る。

品種と収畠： L-114で収鼠小唄。播種期： 6月。施肥箪： (12 -24 -12)化成3袋。病害：さ

ひ病。害虫：シンクイカの類。
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(2) の生産技術

升イジドロ牧塩

ここ~ てはタイスを 95知作付けし，保証種fとして売却してしヽる。品種と収量： Clark 63でL75

（雨季作）， TK5で1.3C, 

゜
: Clark 63で10月上句。施肥菫： (14 

-14-14)化成で 4袋。病害虫：特応なし。

② 農業研究農場

品種と収量： TK5, Clark 63でLOt/lla。現在ある品種では裂ぎよう性の贔いこと，さやの着生

位置が地表忙近いのて，大型機械収穫に間題が多いか， L-114は機械化適性が比較的よいとのことで

あった。

(3) 地域，県，市レヘルての牛産技術

① 地域2 (カカヤ

品種と収量： CES 4:34 , L-114。播種期： 4~5月，雨季竹 11~ 12月。災害：台風と冠

② 地域6 (西部ビサヤ地域）

品種： TK5。播種期：雨季作 5~6月，乾季作 12~1月。施肥量：奨励基準かできていない。

栽植密度： 30,000個体／に（粗植なのはダイズが繁茂し過きる）。

R 西ネグロス県

品種と収鼠： 5. 5 cav./ ta (o.::i t/.ta) , 牧培面積： 100知以↑。

④ ブキドノン県

品種と収量： 1.ot/ヽa, 栽培面積： 92 Ila。

⑤ ダバオ市

品種と収贔： L-114で2.0,TK5で 1.5t/lla.。播種期：乾季作4月，雨季作 7月。施肥量： (16 -

20 -o)で3袋。病害： seedling rot。害虫：ジンクイガの類，ャガの類。輪作：ダイズートウモロ

コシ／

゜
⑥ サンボアンガ市

品種と収量： TK5で1.0t/11.a。栽培面積： 15心。
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＼ 畑作物 への道（ ーヽノ

我々の調査 i だ罪間は必ずし~ 心四作物を加緊ず~ らの忙最適の季節とは昌えなかったか，それで見ト

ウモロゴジ，ソルカム．ダイズをミン々ナオ， ミンドロ，ピサヤ地域の大学，試験場，嬰家乃畑でみ

カカヤソ阿谷9は丁度 r~J季作か の移り弯りの季節で，合風後の洪水が引

いた屯ど(!_)トウモロコ~ ジ畑を耕起 I.ているのを阿所てみだ。

1:: みると， ミンダナオとカガヤン阿谷ば畑作物の主産地響てあるが，ミンダナオ性か左り閲

癸か直入，/:し芹力，平均収畠（しふげ高い。 一方カガヤン可谷は未開発地屯多く残玄れて磨在的可能性

が太食~ いり)て，フィ 1)ピン政if、「 Vこよるカガヤ が建てられている。 ミンドロは今後の

ぎ旦てむい，調杏門の当刃の調杏計両筐はだがったが，日

め応応lてi旦加満査した。

以下これオて述へてきたこと，あるいは触打たかっ

畑作物り）牛逹叶生向上への道とその間題点をこぐろ。

としてとらえられだこと

の勒

して，

l. 食糧生産におけるトウモロコシ，ソルガム，ダイズの位置づけ

今日わが国で1→トウモロコジとソルガム どして取扱われている。ダイズは重要た

だんはく椋てあることには変りがだい。ではフィリピンではこれらの作物は食栄贔牛産ヒどう位置づけ

られているであろりか。

これさで繰遅l述ぺて窒だよう忙， トウモロコシ憂［その7割が白色種であってイネ忙次ぐ住民の食

粋であり． ふイネ忙次ぐ優先頃位が烏えられている璽要な食用作物であることを

忘れてはならない。その栽培面積はイネ陀次いて全「国で 200万ha以上あり．フィリピン人の 2割は

トウモロコン穀粒を主食としている。畜産振興の掛声ととも筐飼料穀類としての黄色稀トウモロコジ

仄ぶ力が入れらわて送たが，これはむしろ新しい動芦としてとらえた方がよいよう筐思われる。

ソルガム凸［フィリピソ筐とって新作物であって，栽塩面精1(1:芍た限られて沿り，用途も食用，飼料

の両用に供される。ダイマ；-の食用だんぱくり点としての判用は中国系フィリピン人の氏用としてその歴史

汀古いが．ソルガム同穏新作物として位陛つけられている。今同の調査ては十分時間か割けなかった

が，リョクトウの食用だんばく椋としての重要袢はダイズよりはるか忙大衣い。多く地元で消費苔れ

るのて流祖而仄臀ひ tらないが，食糧生産としての位惰つけ辻ダイズより高く，植産局ての種子牛産

贔匹嬬的1ご表われている。

2. 国家プロジェクト

最初(,ご調杏団か「国宝食糊嬰業会議事務局次長 QUISUMBING博士を訪れたとさ，應業関係国家プ
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ロジェクトの中での罰作物関係プロジ~ ェクト筐対ずる り ついて質

閏し今。 貨：みると ロジェクト 800 万ペソのうもトウモロコジプロジェクト｛て102

万ペソ (13名），ソルガム（て 22. 5万ペソ (3笏），食用マメ類vc2 7万ペソ (3喝），

vc 4 4. 1万ペソ (6%)を計」：してお 11, 合計ナるとトウモロコジ，ソルガム，ダイズ忙 195.6万ぺ

ソ(24喝）を割いている。イネ

のと同様筐，これら作物でトウモロコ

水田， ,till作両部門で嚢糧及

(Masagana 99)という国家プロジェクトを建てている

(Masagana Maisan Program)を建ててむり，

と国内自給率の向じを旗印としている。

畑作物プロジェクトの推進竺あたっての具休的な玉点項目の移り変りを現在進~行中の 3 プロジェク

トで拾うと次のようになる。

畑作物計画 トウモロコジ等生産増強計両

Upland Crop Program ICPP 

トウモロコ乞ソルガム，ダイ トウモロゴン，ソルカムタイ
( )  ()  
ズ，リョクトウ，ラノカセイ ズ， 1)ョクトウ，ラノカセイ

トウモロコジ等増産計画

Masag-ana Maisan Program 

（トウモロコ乞ソルガム，ダイズ）

試験研究槻関幣備
I , 

,fiー用研究―7
I I 

関痒技術の棺及

（技術購員研修）

／ 

／ 

//✓ 1 技術晦員研修 k i壊械，肥料購入への融資
I I'  

/ : I 
//11 " I 

/:、―／ー----[三'-, ',~ 〈/ I肥料 農薬の隼中供給 I
...._'-.  I 

‘ 
I 

＼、三三□＼／〉／＼
・ー 、ぺ ＼ ＼ 

/口II/',,,,'、三三
＼ 

~',, --
□二',,, ~]

'---,, ___ ___ 

l価格支持と市場計画

＼ 

＼ 

＼ 三

これでみると判るように，畑作物計画で重点項目として上げた 2本柱のうち開発技術の普及が，ト

ウモロコジ生産増強計画では増殖した多収品種の種子をもと(re,研修を受けた技術者，普及員が応用研

究（日本でいう実用化研究または展示ほ妃近い内容）を行ない，技術と種子を農民の中に持込むこと

を前面に出している。さらにトウモロコジ等増産計画では，主産地，準主産地を指定した機械，肥料，

農薬，技術，資合を集中化ずるととも忙政府支持価格Ireよる牛産物官人れ忙より農民の生産意慾を増
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大ざ仕 .t')としてい?c、この計両）ー］戎厳合以降の大芍筍命ぐげよって布告，・'(;'1名石油ゾヨノクじ）役の

叫料不足，価格騰召ぐ)奸会情兌卜()計叫iズ名るこレい応砕徴か屯るC)

QUSUMllING 

mum culture) 

巧らしい出、 f;組五方の基亭方針てある紐4冑坪哉饂っ夫 (mini~·

で0) 柿，多叩， 対-合る石得］ジョ y

ク以役(〗./)の反召を るi,り~)と巴、オヽ、れたが，』：げt:1『J た方針け：聞〈機会がだかった令

3. 叩量性 と育種

1) トウモロコシ

1972什豆）仝国平均仄畠a0.8:3!;./}iaで トウモロコ (f~I 色トウモロコ

包類叶圃）（＼ハ参加い（約 RG万ha)ての I9 71/7 2 紅— v'.〉全鳳平均収鼠旦 1。14t伍a,主産県での

6 r 
外a

収 5. 

4 

4.5~5.5 

3~ 

2ト
2.17 
2.5~3.0 

1 L 0.83 
1.14 1.36 

A
 
B
 
c
 

nu 
E
 
F
 図21 トウモロコシ 較差

A: 全固 (28:cl万fo)の平均収畠

B : (-'l色トウモロコシ及び飼料穀類計画の全参加県 (86万(.a)の平均収畠

C: I叫計画参加県のうぉ，白色種多収品種｀を供試した主産県 (26万fo)の平均収贔

D: 同計画参加県のうも，最高成積をあげたダバオ市（白色種多収品種， 9,721A(I)の平均収量

E: 原種種子，保証種子生芹ほ場 (3・-30fo)の平均収量＾（調査結果）

F: 新系統生産力試験地域試験の平均収畠（調査結果）
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「]色種多収品種（約26万ha)の平均収贔は Ul6

バオ市 (9.721 ha) り》『均収~贔は2.17t/ha ごち三壮々［）調査てら県あ

1.2~1.7 t/ha・ 了も，・・,だ。祖そ印種あるいは保証碕f牛庄臼場 l3•-30ha1 ては，名収品種を. j分

尉jiD条件て）『!:培管罪ずると， 2.5・<Hlt /ha充得ていることが隣否て明らか筐左った0 ;.¥らに ラグ

ク、.1芍カン試験場亨(})新・イロご王（合成i屈種）の叶産f)試騎もちい

ば全るが 4.5~5.5t/ha

成芍合瞑1/.)られる（［又J2 I)。

トウモロコジで高位lj;産を」：ける｛ては，名収品種，忽胴密植，

1月.-,-ふ‘
r寸しオぶり，

a, 同し〈白色 をr:げだ

，小プロットで

6,0 t/haオたけそれ以上の好

則

てもって，湿帯，蔀濯合間わす同一でもらじ入育種の方凸として，かつて

左わ虹たが，

旦いのて適応悦I戸とみ，

あったためVご失敗したく）←それ1疋代り収婿性i:.lやや劣るがヘテロ竹か

L
r
 

だ

成尻縛杓岱J,:7)確立を並行ご壮

贔r((を蒻したこと

齊秤に取り組んだことは，底位生産一占張りより忍

初期の合成品種 (UPCA VAi.~, BPI VARだど）

品穂げ比へて収畠枠デは優れ了し9汀とかべと病仄喝かっ；ヤので，在来種のもつべと を i~

り込んだ Phi.I. DMR Series 品種を齊秤，将及賃：認し斉。合成品種はアメ I)力て今日贔占がずゾか

てい 生芹力，均一性，機械化適性たどて劣 IJ'世界的水準からみれげ

巳性罪晶種と日二：い難いが，在来種と［しべれ f;〗f・ト酋力，施肥反応て薮段優れている。

フィリピンて今日育稲していろ合成品種(Cついても農民の1則からの批判はなくはだい。たたびたず

r~ 名収，

1]ビンての且培環境力ら

を追求↑れ 1王，育種合れ~だ 肥充蓉求し，長禾旱晩生化を伴たう。フィ

としては今日のレベルで一応十分で， 尻普及苔ぜ，現実の

竹：産忙役立てるかめ［こ！｝早牛邸（牛百日薮 90---1 0 fl El) , 病害屯．

対ずる択杭性を心っだ安定生芹刑品種が求V)られてい／｀

，湿害，倒伏なとの障雪屈

ても 1.0t/ha程度の

収畠危［あるので，今日た沿その栽嬉面積は名い。特1ごフリント性て食）平］としたと窒の品質が優れてい

ることが在来種の魅力で，大都市のマーケノトて忍よく販元されている。在来種！士施肥反応が劣るの

て，ブキドノン高原，コタバト平加のよりだ機械耕作左取りこ はPhil.IMR 2 の

,): うだ名収晶神が栽培歪れ，存来1『/1種け周辺（ハ山間傾窟＋畑，セフ．沢ホー）砂鼠だ2:の肥沃！喜の劣る地

域ての小虚；；；化用で見かける。無肥料栽塔岱件下ての在来種と名収晶種どの収畠性の比較尺，試験か乏

しいのて確だる証拠はないが多収品柿の方か名収という話ばある。全国平均収畠が LOt/ha以下と

いり実情からみて忍般農家の要望は必すしも多収刑占廿爾でた＜，むしろ栽培環境，作季忙合致した，

瞑醤性は 3t /haレベルの早竹安定刑と巴われ，この要望(iご 筐対応ずることが今後の課題で主

゜
勺ヽ'
）
 ̀
，f
 

2) ソルガム

ソルガムはフィリピンては新作物てあるのて，その牛理生態，栽培法たとは一部の研究者を除いて
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一般0)贅及員，農民して知識か行ぎ渡っているとは言えない。 は小塵脱穀機の［開発苦及

や市場の間題はあるか，大規模経営てのブランテーション作物として今後伸ばしうる僭在的能力はもっている。

ソルガムの生坪を粧、大ずる尻吋'(1)病害虫忙抵抗件の多収刷品種の開究，⑰ゾルガム叶産が経済的

if(戚り立ちう ，特忙堵種期の海定， 施肥畠，病害屯防

除か拳げられる。

ソルガムの全国平均収昌は Fl7l年f'C2.1 t /h a, 1 9 7 2年には 1.9t/h aでトウモロコジより高い。

我々の調査ては県あるいにt地域平均では面栢が小合いのて十分信頼のおける数字を得ていないか，屁

種あるいは保研種ー（牛産臼場 (1.5~30ha)で2.0~3.5t/h aの収贔を確かめることかて苔た。優良

系統（純系晶種）の地域試験ては，小プロノト，多肥条件で 3.0~5.0t/h aの成績を得ている。

育種の方法としては，現在導入育種，交雑育種忙よる純系品種の育成と，雄性不稔利用忙 t彎る小代

雑種の育成が並行して行なわれている。純系品種は採種か容易で自家採種も の た

が，—-代雑種ぱ多肥条件てないと性能が発揮できないのでプランテーンョン向ぎてある。その場合忙

は一代雑種の採種組織が不可欠となる。

栽培滴地としては， トウモロコジより乾燥忙弥いので， トウモロコ て

あって， ミンダナオ南西部のコクパト県，南コクバト県， 及びルソン平原の天水田地帯がよく候袖地と

含れる。前者は回教徒圏忙接するので治安上の問題が左り，後者は）レソン平原の大かんがい計画か実

施されると近郊野菜地帯忙変わるという見通しがある。

ソルガムの特徴の一つとして再牛作 (ratoon crop) が屯る。再生作は乾季に瑶種を必要とした

いので，再牛特性筐関する優良系統の置抜は興味深い。全般的忙ソルガムの作物学的た試験研究か育

種，栽培ての某礎的知見として必要て屯り，牛理生熊．施肥反応，作季反応左どの試験の積み重ねが

今後重祝されよう。

3) ダイズ

大学・試験場以外でダイズ'Killを祝察し得たのは，ブキドノン県での保証種子牛産筏場とサンボアン

ガ市郊外での農家の叱月のみであった。ダイズの栽培面積け現在 l,500haて，今後 5,00 Oba主で急

いて拡大する計画でいる。ダイズは食用マメ類としてだけでなく．多毛作でのマメ科作物として直要

だ作物である。

ダイズの全国平均収畠は，現在0.82 t/ha と推定されている。調査旅行中忙得た数字としては，

2~95haの原種あるいは保証種了牛産ぼ場での収羅レベルは 1.2~1.7t/h aてある。フィリピン大

学悪学部を中心として行たわれた帰近のダイズ新系統の地域試験では匠ゞ 1.5~2.0t/h aだが，有甲

系統では 3.0t/ha の収醤を j~げて心り，育種忙よって収麟性を高め得ることを示している。

ダイズは日長感応性の高い作物であり，現在の登録品種は乾季向，雨季向晶秤として，

てその品種の性能が発揮苔れる。ダイズ育種の方向として作季別品種（乾季向，由季向品種）の方向

へ向うのか，両作季兼用品種の方向へ向うのか必ずし心明確でたかった。 しかしダイズがたんばく涜
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として，あるいは多毛作作付け体系の「ドての［つ〈り作物として今後出祝ぎれる傾[,凸てもり，芍た後述

ずるよう尻種千の寿命が短かい作物であることから，

しているようご巴われるQ

4) 種子の問題

フィリビンの実情匠則

ソルガム よる種子の劣化の問題は緊匂に解決を要ずる間鼈であろう 3 登熟期中［こ雨が降

り続くこと筐原囚し， の品質低下と梵芽力の喪失を招く。このこと で瓜随所で耳忙

した。解決法としては，登熟期尻雨筐会わないよう ることと＄穂発芽の起り｛てくい品

種を選定することであろう。 白色粒品種より穂発芽を起し［ごくいといわれるので，この

点を明確にして適品種の選択が必要である。

フィリピンのダイズは全般に種｛が小さく，げらばらで品質が良いとは言いがたい。国内消費用た

らともかく，輸出を目的としたプランテージョン生産では，この点忙関する育種と栽培技術の確立が

望走れる。

ダイズは稀十貯蔵の問題が大ぎい。もともと穂子の貯蔵性の良くない作物であるから，種子貯蔵技

術が生産拡大の大ぎな障害となっている。ダイズか乾季雨季連続して栽培されることはなく，

現在両季尻わたって作付け可能な品種は限られている。貯蔵問題を解決する一つの技術は，植産局

で虞明かあった乾燥種子（含水平 l0笏）をプラスチックで内張りした袋忙詰める方法であるが，調査

旅行中 でも見かけることはなかった。いずれ普及するものと思われる。

4. 病害虫防除

フィリピソ尻わける病害屯の研究は一部の研究者の先推的研究を除いては，一般的忙は病名，寄虫

名の診断ど，防除の方法としての農薬試験が大部分であろ。高温多湿という熱帯の環境下では，温幣

I:} J孔て生熊系の構成要素として ，害虫の占める疫割は大衣く，植物相が曹富・であるのと同じ

意味て病原南相，害虫相も豊富てある。最近は診断から一歩進んて被害を量的屈把握ずる被害鮒析の

試験研究が始められ．、その面から雷要病害虫を見直すという方向がある。発生予察あるいは天敵の研

究は一部の分野で試験を始めた忙すぎない。

熱帯では病害虫の よりはるか侭大ぎく，多収性と病害虫防除とが同じ屯みづけをもって

いる。フィリピン農業研究会議のトウモロコジ育種分科会ては長時間の吋議のうえ，べと病抵抗性育

種忙多収性育種より優先順位を与えた。

トウモロコジの病害としては，へと病，こ主 ，さひ病が苧けられる。べと病はかなり制圧さ

れたとは言え，今なおカガヤン河谷，特忙イサベラ県で被害が大衣い。ブキドノン県ではPhilDMR 

2が普及して哀たので，以前のような大発生はみられなくなった。クバオてはPhilDMR 2忙被害

が出ているが，躍病性品種と雑交したため忙抵抗性が低下したことによるとのことであり，抵抗性品

種の採種忙は十分た庄意が肝要である。
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〈つ防除v:::-t,芍：こ今しり贅済付から抵抗袢晶種う介『車i<ごJ:る

頂はこ

てもるア、:,坦時直::t号『レ、 ペ(!〕発!L<l)粁翌；it', / 

¥ ExcONDE t噂上、＇， ．． ）よ脅；｝、．］ータ i唸 c:.v')[甘］で

る。 芍だ且打『!J)Phil, DMR Series 

トウモロコジの雪虫しこついては~，［周査しクどの機開でもアワノメイカ，タバコガ，コクゾウムシの

類の

ィリピ

さかった。これらー大宝虫1ご対ずる農薬防除王，あるい

，楕産局試験場で開始含れている。病‘ヽ円同様耐

えりり父J~;~':Iう-りつで），ちる。

，害庄乙牛惹，検，［力占，検足島所たど (f)j分な，式騒研究か必 c見てわるか，へ）—病抵抗性育種『i

式験研究が進んでい I)とは円われなかっだ。

ソルガム戸づいては， で応し'.,ずし出

屯要てあ口，＇＼と病 xt

タ）立～化[Clる抵い性U.)衷I);_は4分予充旦玉れ

ii箔且tir/fりク｝皐f

あろと乃ことて

杢了rなわれている。

素れ

力；すてvcフ

灼亭的尻進める仄

していだかっだ。我々の場査しだ

ても，病?,として Helrninthosporium leaf spot, ひよう紋病，＇笈そ病，さひ病う，古虫て＇上メイ

チュウ，タバコガ， sorghum head worm コクゾウムジの類が学けられたか，実害が大賣いとの

報告を受けたのはミンダナオでの炭そ病のみてあった'・・・--般

原 虫の密度か低い 虫 いとし1・::/)れるQ

人されて初期乞う｛パし病

の産牛状況在地域，作季を通

して連続的筐観察ずるごとか必要てある。

ダイズの山 叶：心ひ吠 てある。さび的でIr,戸危来の抵抗性品種が新レースの出現尻より

抵抗性を喪Iiこした。現在新し—’ース紅対t る抵抗性 系統ど従来の拭抗性品種ど じ｛

IJ進められている。害虫では，ジンクイガ，アオクサカメム、ン，ヤガ，アブラム

で名窒していらこれら＇喜虫筐対ず かなり進んでいろ］）て化学的防除は可能てuちる

，
 

‘̀ ふ｝し9 あるいは牛柿系をかく乱することから抵抗件あるいは耐性品前の宥焦

ろう。

s. ジャームプラズム（遺伝脊源）の保存

人［ごよる 匹つたがっている。

はブキドノンリ囚ての代表的だべ，L

出ず~ ことは不可能

在来種は長い年月ドわたる fよ-J?'.~ 陶汰，

在心っていることが多い。このよう

て克るが，今日その飩粋左朋

ちろい門無意識的左

し｝

あるト

ウモロゴジの鳩合にけ，多収品種の将及vrとも 1:って在来在も種の栽培面椙の減少を招くと同時仄，残

った周辺の在束，：＼む種への花粉混入1てよる雑ば〈化左導く。フメリピンの在来フリソト品柿Tiniguib

の畑から探し

Iてよってその」．． ：地の栽睾

環境(・:適I,「；して成吃Iた什罪釉て屯って，収贔で劣っていても病害屯， 戸F害，風書だとの障害f□対ず

てあるごとは広

く知 C:,れている ある。 しかし二の保存という点では必ずし屯満足でさる状吠且尻~だい。フィリピ
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ンのへと も，先じCM:「『 VAR2 v.J合袖て述へてぎたよう鳳任来種のふ

かとり入れられて人苔左貢献をuだした。耐病袢以外i'Cアワノメイガ耐虫性）早生即，粋質など在来

稀の存f刷 としての価値け団すぎず高〈汽~ り，フィリピ/r/ー）五ならず，東南アジア諸国巳もその波

及効果は及ふと円われる。右~来秤の保存りし現状は決して力仝｝呂いかた('その一部がフィリピン大

尺貯えら :J1·r いるいごず戊~万い。 吃 り出と L-『愧三―）かの大夜な混成品種として注と

杞）上けて~ し主う方怯忍とられているが，そ乙汀隠程て失な:hれる竹

窒るたけ飩粋だ邸て保存しだ方が安全ても

もあると思われるのて，て

とられていたい雌由の一つとして秤

れる心のと

いことかもる。

が汀い翡され，

る。 トウモロコジ

フィリピン大学畏学部から

を苦得Lて行ったので遅ればせ；1か

（平塚）の秤子貯蔵

制がと氏

ついては調査［寸］員の一人でちる苧月昇は調査忙先点ゞ／）

フィリピン大学ての存外研究中，鋭意在来種の め， 31点 素材を上記買罪室筐送附し

て種子貯蔵を依頼した0 トウモロコジ以外て危リョクトウ，タイズに在来稀かあり§ 特にリョクトウ

では極めて多数 している,, この分野での日本 左技術協力か噂生れる。

6. 多毛作

名毛作はフィリピンで旦一種のフ｀—-ム的現象で．都市近郊の野菜果樹生産地帯（朽IJえばキャピテ，

ラーグナ県な>::)ではありとあらゆる作物の多毛作か行なわれている。多毛作の中仄組みこ注れる作

物としてはパインアゾプル，カンキッ，パパイヤ．ココヤジ．キャベッ，ハクサイ，タマネギ，オク

ラ，ニンジン，サッマイモ，スイカ，ニンニク，トウモロコシ＇．ソルガム，隣稲左どさだがら作物の

展示臼のようてある。一歩，例えばトウモロコシ 筐入ると単作が大部分で，せいぜいイネ

科作物（トウモロコジク、ノルガム，サトウキビ）とマメ科（リョクトウ，ダイズ，ラ、ノカセイ）の輪

作が られる忙すぎない。

多毛作 (multiple cropping)といって忍内容としては混作，間作，輪作がある。輪作はともかく，

極端な混作，間作は大規模な機械化栽培（と言っても現状は耕起尻トラクターが入る程度で，収穫作

叉の機械化祖で及んでいない）［ては不滴当てある。それ故サトウキピとソルガムの混作のよう忙，主

作物が繁茂する祖での空間を利用して短期作物を栽培するという程度で，面積，！［産性とも忙限氏れ

ている。

名毛作，特1て間作，混作忙野菜が入ることはわが国の近郊園芸地帯でもみられることだが，フィリ

ピンの場合iては大統領命令の「緑の革命 green :revolution」て野菜の植付を奨励しているとい

ぶ
ノ 屯反映していると息われる。

窄中窒よの固定尻よる地力の培養という観点からみれば，やはり名毛作の本命はイネ科作物とマメ科

作物どの輪作体系てあろう。植産局でも畑作忙おける食用マメ類と穀用作物の輪作を奨励している。

マメ類を入れること忙 ないか，マメ科作物の種炉が問題て，リョクトウは国内消費か大部分
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品としての価値が低く，祖た収穂が手つみであることなど問題~か名い。タイズ

要も多く，現在でも内需を満すため輸入に多くを依存している事情か

質などの技術的問頴か残されている。長期的祝野尻汀てば地力培養，

忙名毛作の試験研究は強化ごれるへ窒てあろう。多毛作vcよっ

という意義もあるものと巴われる。

7. 試験研究体制

が，裂ぎょう性，品

固定能力利用のだめ

，病害虫袖害合分散式ピる

試験研究体制忙ついては，その国独自の事情，歴史的背景があるので，通り一辺の批評は百言あっ

て一利なしであるが， 2, 3の事項を感朽的1て述べること vでする。

第 1は，フィリピン と他の大学，植産局の試験場と

分野の広さ，研究者の層の厚さ，設備，備品の充実度，

ある。カバーしている研究

どすべての項目筐ついての較

差は最も目尻つ〈ところである。地方の若手研究者（大学院学生）尻とってフィリピ

力固ふれる研究と学音の場であり，彼等が地元大学に還流したからないことが最大の悩みで

あることをミンダナオ技術大学，その他の大学の責任者より聞いた。フィリピン全体の農学

研究者の絶対数か限られている現状てはある程度の集中化はやむをえたいことたか，地域の中核とな

るべぎ旭方大学の充実が，農学研究が地城的特性の解析から新分野が開拓され，地域農業の発展忙つ

ながるという意味から重要である。それ筐は地方大学を魅力ある研究の場とすることである。

第 2は試験研究条件の基盤整備，特仄電気の問題である。 日本始め先進国ては試験研究磯関で富気

のないところはなく，電気が甚本であることは忘れられているが，フィリピンでは 24時間電気の来

ている所は大都市圏内屁あるご〈限られた機関で，多くは自家発電装帽をもつか，全（欠く機関も多

かった。自家発電をしている所でも夜間（午後6時~1 0時）だけ， しかも燃料節約のだめ雷圧をト

けるなどの措置がとられていた。このようた条件では近代的科学機器は使用時間が制限され，故障の

続出て全く役忙立たず，アメリカ，イギリス，国連たどの外国援助の機器が全く使用されず忙倉庫忙

眠っていることが多かった。それ故，試験研究条件の基盤である自家発電装置及ひ十分な運転維持経

費（燃料費，機材補修費）を，特忙地方の大学，試験場尻与えることが必要である。

某盤整備と関連して，種々の役備．機械の補修仄関する問題ふ大食い。いわゆる音詞晶の入手は窒わ

めて国難で，マニラでないと，あるいは製造元国から取り寄せないと入手でぎないという事例はしばし

ば聞かれた。 トヨタの乗用車はマニラて組立て生産をしているか，市内のバーツセンターから容易忙

部品を入手てぎるのがトヨタ乗用車の販売台数の伸び忙大合〈貞献している。日本援助の機器はせめ

てマニラ市内で必要た部品を一括して取り揃えておさ〈か， 一括代理店経由て取寄せられる組織を作る

ことか望注しい。秤子低温貯蔵施設も大型の冷房機1台を据えるよりも小郡 2台を据え-C, —台か故

障期間中（修理忙2, 3か月要するのは通常）ある程度の低温低湿条件を確俣させるたとの含め細か

い配虐か必要である。
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第 3忙試験研究の

試験場）で試験 し，

ある。通常中央機関（フィリピ ，植産匂叶:i哭

するという体制がとられている。

て試験を実施してデークをとり，中央筐集め

押方式n-定の介画で組織的仄試験ずるときは能

が，屯初の設計，がらはみ出した情報，あるいIr士それらの中から生れて／

この方式1てはとか（なじ古たい。地方の担当者はどか（自主的左試験の遂行より 態度

て試験を実胴ずること尻たる。これも地方戸心いて創意あふれた若手研究者層か育ち［て〈い匝因の一

つvcなっている。一方中央機関では時間的仄迫われて試験データか必ずしも十分忙解析されず仄次の

試験忙とりかかるという傾向がみられろ。

第4 しす因ることである。多くの場合，中央の はと心かく，実際忙試験

を担当している若手技術者が 1, 2年 してし注うため，経験の寄積が十分たされていない。一

つ｛ては地方機関 左ため娯楽忙乏しいこと屯原因している。テレビのない，あるいは

ではサンミゲールピー Jレ，ポータプルレコードと昼夜のおしゃべりがリクリエ・ージョンの

すへてで， より都市忙近く，より高給の職場を求めて経験豊かな人材が流出することかあちこち匠み

られた。これは試験研究体制というよりは社会経済的環境のもたらすもので，なんともなし難いが，

こういう実態のあることは否めない。

士
口荼8

 

五
口-―-i" 

先忙緒言で述べたよう忙，今回の調杏，特尻地方への調査旅行では，中央試験研究機関での某礎研

究，素材研究，組立て研究によって組立てられた生完技術と，訛方の試験場，プランテージョンを通し

てみた生産点での生産技術との較差がとれぼどであるか，生産点で生ずる諸間題を大学，試験場てと

れだけ扱み七げているかを知ることであった。端的忙はフィリピン大学農学部及び植産局の基幹試験

場での収婿レベル，原種，保詞種子牛産ぽ場での収畠レベル，一般農家の収塁レベルの指標としての

全国平均収量て，各段階での較差は示される。現時点ではトウモロコジではha当りでぼゞ 5t -3 t 

-l tの較差がある。この較差はわか国の水稲栽塩技術のよう忙，全国水準と試験場技術水準が揺近

し，あるいは米作日木一してみられるより忙，一郎篤農家の技術水準が試験場技術を上さわることから

比較ずると，あ注り筐較茸が大苔すぎるより筐思われる。

この較差を解消してゆ<(ては， る原因，特忙生産力向ヒの阻害要因を追求し，、それを取

除いてゆく技術的対策をフィリピンの現実，ずたわち戸然環境と社会経済環境忙即して古→てることが

必要てある。国家食糧農業会議を中心とした国家プロジェクトの推進を通して徐々筐改善されるぶの

と期待されるか，技術的対策の中で中1L,をなすものは次の 4項目であ7万う。

① 晶種：病害虫，気象災害忙抵抗性の安定多収晶種の育成と普及

(2) 柿肥栽培管理：それぞれの七地の士痕，気象，作季筐則した施肥法，栽培管理法と輪作体系

R 病害虫防除．・主要病害虫の発生，被害状況の実態把握と化学的あるいは生熊的芍除法の確宣
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し地万の実情に且lJ した種寸~生産と

（り~ 式験研究条件

的忙ヽ！十出て窒る研究条件

，研究名の質，畠の拡大，地方の若手研究者，

＞ 一 の分布とその 的特性

1, フィリピンにおける土壌調査と土壌図

1. 士壌統 (Soil seパ翁），土壌区 (Soiltype)と渠ごとの土壌図

フィリピン('ごぢける土壌講査は，アメリカの七壌学者C.W.DORSEY Iてよってバタンガス県で始

められた。硯在，イパアソ統 (Ibaan series)と呼(,fれている土壌統は， 19()3年バクンガス県仄

いて した忍のである。しかし，彼の仕事ば当時のアメリカ

たかったし，フィリピン人の関心も弓！かたかった。

その後，アメリカ

翡いて．フィリピン士壌の分類紅着手した。

そこては，彼はフィリピン' に上壌直査・

筐よって発展せしめられ

Robert w. PENDLETON博士はロスバニオスの
夭

進めた力八経済的な制約のため，

調査範囲は限定苔れた。

政府機関｛ごよって組織的な上壌調査が始められたのは， 1934 (Soil Survey 

6つの県で達成含れたと哀からである。

＊沃

それ以来．士壌調査は農業天然資源省の

遁査は県ごと

形狽と主芳作目，

断面形態，刑化学的性質の概要，

て行なわれ，そ

貪れ．設定した土壌統，

の地形・地質の概略，気象，

の特徴と分布面栢およひ代表的

だとか述べられている。そして，これ屁は 1/10

万， 1/25万（県により異なる）の色刷りの上壌図が添付されている。作図単作は士壌区である。

土填分類はアメリカの方式を採ってお、 f)'士壌の外部的心よひ内部的特性Vこよって士壌統が設定さ

れ，士壌統はさら（ていくつかの士壌区忙細分される。 □襄統は士壌の自然分類にぢける基本良分単位
であるが， 十壌［メは生麻力左加味した分類弟位である。

土壌統は同一の生成的士層と類似した形態的特徴および類似した母材からたる士壌をいい， したが

って同一の色，構恐．起伏程度，自然排水条件だとをそたえている。

* UPOAの創汀は 1909年， Departmentof Soils (現在の Dept. of Soil Science)は 1930年。
斗斗 これは現在の名称で多／）り， 1938年の報告書には Department of Agriculture and Comm-

erceとなっている。

＊＊＊これも現在の名称で I938年の報告書紀は Bureauof Science となっている。また 1954年

では Bureauof Soil Conservation となって''る。
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表 48 と

―- - -----・-. ------ " ー— . .. .. . -- ---・-ー一- -. 可. . . ・-・ -

島 、但'" Report ―---今··~回購入分-— 備 考
No. J: 壌図

- -—"•· ———~... • - -'"・. . —. -- , —-- --—----今. --" 

Luzon Cagayan 3 6 1967 ● ● Soil 
Mountain draft 以下こ

Kalin戸 payao draft 

lfugao draft 

Benpuet draft C 

Isabel a 3 8 1969 ● ● 

Abra 4 3 ? 

Ilocos Norte 3 9 1968 ● ● 

Ilocos Sur 1 9 1954 

La Union 12 1950• • 

Nueva Vizcaya 3 2 1940 

NuevaEciia 8 1940 

Panga s man 7 1 9 4 0 戸ヽ/ ,'・ ・/ , 

Tarlac 6 1940 C〉 0

Zambales 1 3 1951 

Quezon draft 
Bulacan 1 1937 0 0 この号のみTechnical

Bulletrn 1 
Pampanga 5 1 q39 ● ● 1956年忙改訂版

Rizal 2 1938 

Bataan 11 1949 

I凪叩皿 1 0 1938 

Cavite 3 1938 (〗〇

Ba.tan匹s 4 1938 0 0 

Camarines Norte 2 3 1 965 

Camarines Sur 2 4 1965 

Al bay 2 2 1965 

Sorsogon 2 5 1 963 

Batan Batanes 4 0 ? 

Catanduanes Catanduanes 4 4 ? 

Mindoro• Mindoro> 4 1 ? △ 〇 脚注＊

Marinduque Marinduquei 2 9 1962 

Romblon Romblon 4 5 ? 

Masbate Masbate, 3 3 1964 

Panay Antique 3 0 1963 

Aklan and Capiz 9 1962 

Iloilo 9 1947 0 (>

Negros Negros 0cc. 1 4 l 951 0 (>

Negros Or. 2 6 1960 

Cebu Cebu 1 7 19 54 
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晶 県
Report 今回購入分

備 考•一＾

No. 報位書士壌図
・-------- - - -—-—-~. ・-- --―-- -- ____ , ー---—. . -. ---------

Bohol Bobol 28 19 6 3 

Samar Samar 42 ？ 

Leyte Leyte 18 1954 

Mindanao Suri如or!el Norte draft 

Surigao rlel Sur draft 

Agusan 3 7 1967 

Misamis 0cc. 34 ？ 

Misamis Or. 20 1954 ． ． 
Bukidnon 21 1955 

Lanao draft 

Zarnboanga de! Norte draft 

Zamboanga del Sur draft 

Davao 1 6 1q53 

Cotabato 28 1963 

SuluArchipelago Sulu 35 1965 

Palawan Palawan 27 19 6 0 ． ． 
汗：● 添付土壌閃とも 1て本印刷。

(> 報告書はタイプ印刷， じ壌図は手書ぎをコビーし，着色したもの。

＊ 本りは網集中てあるが．開発調査左どの必要から原稿の一部をタイプして求め仄応じてい

る。

十壌統の名称はその統か初めて役定ごれた地元の地名がとられている。例えは，サンマニ 1 エル

硫 (SanManuel series)はクールラノク (Tarlac)県のサンマニュエル付近で初めて設定され，リ

バ荒 (Lipaseries)尺バタンガス県のリバの地名がとられている。

十壌統lr;tlつ以上の士壌区からなって翡り，それらは表七の士性忙よって分類し，表七の七性を士

のあと忙つげて，土壌区の名称としている。例えば，サンマニュエル砂壌十， 1)バ壌十．なとて

ある。

し壌相は 1つの十壌区の中の度異したもので，表士のれ苔含畠，侵食や傾紺の程度が大含い場合忙

土の要]喜を示ず名称かつけられている。例えばイラガン砂壌土侵食相 (Ila匹nsandy loam eroded 

phase) , イラカン壌士れ苔質相 (Ilagan loam gravelly phase) , ファラオンしよく士急傾斜

相 (Faraonclay Rt'"ep phase)たどてある。

現在をての七壌調査て，フィリピンては約300の上壌統か設定され，これは十壌統標準記載 (St-

andard Description of Soil Seriies)に注とめられているとのことである。入手可能かとうかを十心

壌局の七壌凋査課で尋ねたが，目―下訂正中との事で入手で食なかった。

現在をで｛て発行式れるか原稿として祖とめられている士壌調査報告書は表48のようてある。
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宍49 トウモロコジの栽培1で最適と考えられる士壌

Estimated Yields : 

cavans per hectare 

Soil Tipical Usual Color of Drair叫ge Probable Corn Loca I Improved 

Larrlscape Response to Varieties Vぼieties

Series Position Surface Soil Class N P, 0, 応 0no With 

Fertilizer Fertilizer 

San Manuel SiL flood p'iain browr1 well H L 0 15 - 20 40 --70 

ff FSL ” 
// 

” H L M10~~15 40 - 50 
Mandawe CL ” ” 

I/ H M H 15~20 40~50 

Umigan S iL low terrace II II H M M 15 - 20 40 - 60 

II FSL II 

” 
Ii H M H 10 ~ 15 10 - 50 

Qurngua SiL ” II II H M L 15 - 20 40 - 60 

Angeles FS II 雰ay somewhat H H H 5 -~20 30 40 

excessive 

Tupi Si L upland near black well H H M 15・-20 40~60 

volcano 

II FSL II （（ well H FF H 10 --15 40 --50 

Taal FSL II very dark well H M M 10 --15 40 -50 

brown 

Lugo C upland black II H M L 10 --15 40 - 50 

Magallanes L II brown FL H L 0 15 - 20 40~60 

Li~ L CL II II ” H L 0 1:5-20 40 - 60 
Adtuyon CL  II red to H M 0 15 25 40~70 

radish brown 11ed soil areas should be limed 

Luisiana C ” red i sh brown 11 H M 0 15 - 20 40~- 6 0 

gentle slope 

Kidapawan CL II 

” ” H M 0 15 - 20 40~60 

Guimbalaon C upland red to II H M 0 15 20 40 - 60 

red i sh brown Red soil areas sh01Ild be limed 

Bolinao C upland 1 evel red II H M M 5 - 15 20 --30 

moderately 

deep area 

Faraon C II black II H M M 5 - 15 20 --30 

出所： R.FEUER (UPCA), M.E.RAYMUNDO(UPCA), J.AMARIANo(BS) and S.N. Tn,o(UPCA) 

忙よる。

注 H-c-~high, M=moderate, L= low, O=no response 1 cavan(二 cav.)= 57K9 

Ust阻ILandscape PositionはSoilReportと附合ずると違っているものも 2, 3あるが，こ

こでは原表のオオ記載した。とく忙 flood plainとlowterrace で記載の場所忙より多少

宍現が異なっている。
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印刷費の関係で，本印刷とだらすタイプ印刷としとしてあるもの恵あり，このような場合筐は添付

上壌図は手書ぎコビーの上[Z:着色苔れたぶのでちろ。と表1てはこれらの区別をし，今回

だものを示した。

調杏｛て行っだ県で購入していない危のがあるのは出発前筐，亨大士壌学研究字注たは東南アジア研

し

究センター所蔵のものを借用でぎたため-cある。

以上述べだ士壌調査の結果はよく，舌用含れており，

とり祖とめられ，あるいは勧告苔れている。このため現地て接した地域局や試験場あるいは大学だと

は勿論のこと栽培関係者でも，今の場所の士壌区名を尋ねると多くの場合知ってい

だ。宍 49 (てはトウモロコジ栽培に適ずると考えられる主要な士壌統を示した。

2) 土壌統と土壌母材との関係

土壌統 て多く個別忙-f-の特徴をホずことは困難である。しかし，一方ては酌記のように

各種の百料しては士壌統， がしばしば出てくるので，その特徴を理解ずる必要筐追られる。県こ

と

利用との関係を述へるか，ここては，施肥反応試験や拘肥勧告でよく見られる土壌統を中心匹，こ〈

概括的

士壌統尻ついては．「主要畑作地筈の七壌」として，あとてやや詳しくその特徴と農業

＊ 
ここに記載した土項は下記文献1疋基づいたものてあり，詳細はこれらを参照されたい。

既筐述べだよう忙，士壌母

て，このよう

't壌母材別 してみた。

ー要素とはたるが，これ[reよって分類でぎる忍のでは

いく、 しかし，フィリピンでは＋．壌統の特徴筐母材の影孵が比較的強く反映古れているとみられるの

も土壌統を坪解する上の助けとたる。

表 50 士壌の母材分布而積と割合

―—舟―--材・.... 面積

1. Alluvium ・ ● ● ● ● ● ・ヽ・ ・・・・・・，......................... .. 4528368ha 

2. Shale and Sandstone ................................. 4,435!)25 
ヽ.3. Volcanic stuff・.. ・.. ・ ・ ・.. ・.. ・ ・.... ・, ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・.. ・.. ・ ・ ・・622,'i88 

4. Andesite, Basalt Agglomerates ............ ・・・ ·•·... 6,158296 

：［二こ~ne ... ::: ・．．．．．疇：： ::: ・:: ::::::::: ::: ::: ::::::::: ・:::::: :;~:;: ゚5

7. Rou曲MountainSoils・・・.............................. 5,626,952 

8. Unsurvey国、..'......................................... 409276 

同左比

15% 

l 5 

2 

21 

l 3 

14 

19 

1 

脚注 * (i) Robert E.HUKE: 叫叫owson t ht、Land-AnEconomic Geography of the 
Philippines, The Bookmart Inc., 1963. 

(ii) F. L.WERNSTFJYf and J. E.SPENCER: The Philippine Island World -A Physical, 

Cultural and Regional Geography, University of California Press, 1967 

(iii) ; 窮 48表 1疋示した So!I Hcpcxt 
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匡 AlluvialSoils 一Shaleand Sandstone Soils 
応 VolcanicSoils 一Soilsfrom Igneous Rock 
こニコ LimestoneSoils 一Soilsfrom Complex Materials 
区;mUnclassified 

ク
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図22 母材別にみた土壊の分布図
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フィりピンの土壌を生成している母材の分布面積とその全士面積四対する割合は表 50のようであ

り，その分布は図 22のようであんといわれる。

(1) 水成だい積物を母材とずる士壌

フィリピンでは沖積層 (alltwium)をrecentalluviumとoldalluvium に分けて1呼んで均り，内

容を況んでみるとこれらは，わが国で沖積層，洪積層と呼んでいるもの筐大体対比されるが，

どいっても oldalluvium と呼んでいる以J::'水成たい積に限られているようである。非固結のだい

積物をかし，しだがって第二紀のだい積岩は含オれていない。以後 oldalluviumを洪積層ぎたは洪積

世たい積物とした。

沖積層は呵川流城Iて分布し，洪水時尻は，河岸浸食尻よって耕地が流失したり，逆忙新しい泥士が

たい積したり□tる。

地形的 筐あるので排水が悪い場合か多いが，粗粒質の

より， トウモロゴ｀ン，サトウキビ，野菜類の栽培地となっている絣地も多い。

，水田として

忙由来する土壌

統は多いが，つ昏筐示ず土壌統がよく知られている。士壌統名のあと忙主た分布地帯を県名で示した。

サンマニュエル統はバンガジナン，タルラックその他の各県忙，クイングァ (Quingua)統はイサベラ，

カガヤン県など鳳ウミガン (Umigan)統はヌエバエジャ，バンガジナン，イロイロ県などに，マン/

ダウエ (Mandawe)統はセプ県などに，カバンガン (Cabangan)統はダバオ市に，カパカン (Kabacan)

統はコタバト県に分布している。

筐由来する士壌統は約 30が設定ごれているとのことである。

洪積出たい積物は現在の河筋から離れた平坦左古い段丘，合地を構成し，古い時代のだい積物てあ

入通常，細粒質の場合か多くこのような場合は内部排水が悪い。排水状態の関係て水稲栽培尻より

適するが，排水条件が良い場合はサトウキビ， トウモロコジその他が栽培される。

肥沃度はやや低いが，地域尻よっては良好な耕地とたっているところも多い。

洪積世たい積物紅由来する士壌では次の土壌統が比較的良（知られている。

サンタリタ (Sta.Rita)統はイロイロ県その他忙，ジライ (Silay)統は西ネグロス県など忙，バゴ

(Bago)統はイサペラ，カガヤン，内ネグロス県など妬，カラムパン (Calumpang)統はラグーナ県

に，ペロ (Palo)統はレイテ県に分布している。

洪積世だい積物に由来する士壌統は数十あるといわれる。たた文献［こより oldalluvium忙入れたり，

recent alluvium忙入れたりしてあっ C, はっぎりしない土壌統もかなりある。

(2) 貞岩風化物を母材とする七壌

フィリピンして分布する頁岩は臼とんとか比較的軟らかいといわれ，少し高い波状合地から傾斜の急

な1日地1戸一克て分布している。地形の関係て地天排水は良好てあるか， 1-: 壌侵食を受けやいい。内部排

水は良（左い。

貞岩筐は石灰質だものと，非石灰質な人のの一つのタイプがある。石灰質の頁岩からでて~ ぎた上壌
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はセプ，沢オールなどの ｛て特徴的尻分布して虹り， い。士壌統としては

セビラ (Sevilla)統かアルバイ県忙， Jレゴ (Lugo)統がセプ県尻ある。

非石灰質の貞岩からててぎた上壌は一般筐肥沃度は低い。土壌統としてはアリモディアン (Ali--

mxlian)統がイロイロ県筐ある。

頁岩由来の士壌統は 19程度が設定されているといわれる。

(3) 砂岩風化物を母材とする七壌

比較的小さい面柏で，フィリピン全十に分布している。緩やかな波状台地からやや起伏の大苔い丘

陵地匠みられる。

あるか，下層花はち密た枯士集積層があり，水の下降を妨げている。肥沃度

は通常は大変低い。林地や荒れた芹地忙なっているところが多い。植牛がな〈たると最も侵食を受け

易入]8の士壌統が設定されているといわれ，イナパンガ (Inabanga)統かボホール県忙， Jレール

ズ (Lourdes)統が東ミサミス県 i/て，イラガン (Ilagan)統がイサベラ県忙分布している。

(4) 石灰岩風化物を母材とする士壌

分布面積からみても国土面積の約13%を占める石灰岩の分布は，フィリピンの土壌の母材として

大ぎい。地形の閲係て土壌侵食が進んた耕地は別として，この母材の供給を受ける土壌は比較的肥沃である。

フィリピン尻分布する石灰岩はサンゴしよう起原のものが多く，大部分は軟質で孔隙に富むといわれ，硬質

の石灰岩は比較的小面積で分布しているといわれる。この質の違い忙よって異なった土壌が生成している。

軟質た石灰岩は熱帯の降雨条件の下で急速忙深く風化し，槙生への鉱質物の供給もよいので．この

短い期間で牛成した十壌け有機物忙富み，暗黒色の士色を呈し，耕しやすく肥沃である。世界の他の

地城てレンジナと呼げれる士壌忙対比されている。

この士壌は母材が多孔質で琲水がよく，水稲栽培忙は適しない。 トウモロコ、ンやココヤジ（ては適し

ている。ただ，この七壌は優食を受けやずく，傾桁地では士壌管理して特に注意を払う必要がある。士

壌統としてはファラオン (Faraon)統がよく知られているが，セプ．ボホーJレ，ネグロス及びサマー

ルなどビザヤ地域の島忙特忙多い。

硬質た石灰岩の風化は速度がおそ('したがって士層は浅く，植生は疎で，有機物の蓄積~'少なく，

十色は暗赤色注たは赤褐色である。

士壌統としてはボリナオ (Bolinao)統がセプ県で知られて翡り，ビザヤ地域に特忙多い。

この士壊は世界の他の地域てテラロッサと呼ばれる十壌忙対比含れている。

この士壌も水稲(rcは適せず， トウモロコシ，ココヤ‘ン，バナナ，カンキツ類忙適している。

(3) 火山放出物を母材とずる士壌

古い時代でも，現在でもフィリビンの火山活動は盛んなため，火山活動忙よって供給された物質か

ら生成した士壌の分布は比較的多い。新しい火山放出物のたい積している地域は，リサール (Rizal)

キャビテ (Cavite). バタンガス，ラグーナの各県におよんでいる。ミンダナオのブキドノン県忙もみ
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られる令

火山敗出物から牛成 Lだ残積士は，沢〈きて風化__., をもち軟らかく孔げぎ 1て富

んでいる。肥沃吃旦中程度を中心尻ヒトしている。このよりだ十壌てはサトウキピ， トウモロコ又

リクトウ，ココヤヽン，野菜類， される。

ナ壌統はタア--Jレ (Taal) 統がバタンガス県など仰~，タガイクイ (T狐raytay) 統がキャピテ県，イ

バアン (Ibaan)統がバタンガス県，リパ統かラグーナ県筐，マガリアネス (Magallanes)統がバタン

ガス，キャ~ ピテ両県に分布ずる。

オた， ミソダナオのブキドノン高原仄n, よう岩流由来の了テュイヨン (.Adtu

yon)統，キダバワン (Kidapawan)統などが分布ずる。これらは火成岩由来として述べられている場

合もある。

火!I」放出物が水忙よ，ってたい積しだ地帯では．粘

水稲栽培仄適している。

の高い士壌がで哀て拉 [l, 内部排 く，

士壌統はグアダルーペ (G呻 lalupe)統かリサール，キャピテ，ラグーナの各県［こ，カランパン統が

バタンガス，ラグーナ両県尻分布ずるさカルンバン統

されている場合がある。

(6) 固結火成岩風化物を母材とずる士壌

よう忙 oldalJ11v,i1rn忙含められて記載

各種の火成岩を母材としているいたい栢状態杢必ずしも残積性のものばかりで左(, old alluvium 

忙属寸ろ心のても，後背山地の岩石風化物の供給尻よってたい積し，母岩の特性を反映しているものが

含まれている。

地形は緩い波状台地か に及んでいる。

一般筐熱帯の気象灸件下で風化が進むと，安山岩，玄武岩忙由来する塩某含畠の高い母材からラテライ

ト的なf頃向の強い七壌が生成含れるといわれる。このようた士壌は赤褐色で，かたりもろい構造をもつ，

内部排水は比較的良好である。士性は細粒質が多いが粗い団粒構造があるため耕しやすい。

十壌統はギンバラオン (Guimbalaonl統，テュピ (Tupi)統が両ネグロス県忙，アンチポロ (Antipo-

lol統， Jレイジアナ (Luisiana)統がラグーナ県IC トウポク (Tugbok) 統がダバオ市筐あり，農耕地

として屯要だ十壌か名い。このうち，ギンバラオン統，チュ でなく洪積出たい積物で開析の

進んだ台地応分布しているが， 山地から供給苔れた塩基性岩由来の母材から生成合れたものてある。

アンチポロ統は通常残留アルミニウム尻富んて赤褐色の士色を行し，ラテライト化のかたり進んだ士壌と

みられている。

3) 大群 (Greatgroup)によろフィリピンの土壌区分

県ことの七壌図は卜壌区が作図単位となっているが，全士を対象とした十壌図を描く

小玄ずぎるので， t堪統上りかたりヒ位の段階で作図ずる必要かある。
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沃

士壌屈ばフィリピン上壌図を作成する［て当たって，アメリカ を採用している。

巳の体系でけ分類の次元として， 裔次から低次への頓筐，次の 6段階がある。

Oded目）一 sul:xirder(亜目）一写eat匹oup(大群）― sub欧oup(亜群）一 family(ファ

series(統）

フィ I_)ピン［壌図てはこの中の大群を作図単位としている。

1) -)--

Original : Soil Map of 

The Philippines 

Scale 1 :1,600,000, 1972 

4
f
 

図23 フィリピンの土壌図

脚注 ＊ Soil Map of the Philippines, By J. A-MARIANO and A, T.VALMIDIANO , Scale 1: 

1 {300/) 00. 19 72. 
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表 51 フィリピン土壌図（図 23)の凡例

A Alfisols 
A 1 Udalfs 

1 Tropudalfs (Tropeptsを混在）
E Entisols 
E 1 Aquents 

2 Fluvaquents (Hydraquents, Tropaquentsおよび
Tropsapristsを混在）

3 Tropaquents (Hydraquentsを混在）
E 2 Psamments 

4 Tropopsamments (Troporthentsを混在）
I Inceptisols 
I 1 Andepts 

5 Eutrandepts (Eutropeptsを混在）
I 2 Aquepts 

6 Tropaquepts (Eutropeptsを混在）
I 3 Tropepts 

7 Eutropepts (Dystropeptsを混在）
0 Oxisols 
0 1 Orthox 

8 Acrothox (Tropudultsを混存）

U Ultisols 
U 1 Udults 

9 Tropudu1ts (Tropuda1fs, Tropeptsおよび Oxisolsを混在 ） 
V Vertisols 
V 1 Usters 

10 Chromusterts (Udalfs, Udorthentsおよび Tropeptsを混在）
11 Pellusterts (Udalfs, Udorthentsおよび Tropeptsを混在）
X Soils in Areas with Mountains 

12 Mountain soils (thermic, hyperthermicおよび isohyper-
thermicのEntisols, Inceptisols, Ulti-
solsおよび Alfisolsを混在）

表52 フィリピンで同定されるOrderおよひGreatGroup 

Unedited Text of the Soil 

Taxonomy (1970) 1938 USDA Soil Classification 

Order(目）
Great Group 
（大群）

Alfisols Tropudalfs 
Entisols Fluvaquents 

" Tropaquents 
II Troporthents 

" Tropopsannnents 
His to sols Tropsaprists 

Inceptisols Dystropepts 

ii Eutrandepts 

II Eutropepts 
II Tropa quep ts 

Oxisols Acrorthox 
Ultisols Tropudults 

Vertisols Chromusterts 
11 Pellusterts 

(1938年アメリカ農務省の土漿分類）

Latosols 
Alluvial or Low-Humic Gley 
Alluvial 
Regosols 
Rego sols 
Bog Soils 
Alluvial (Latosols as modified in 

1950) 
Reddish Prairie (Ando Soils as 

modified in ]949) 
Gray-Brown Podzolic Soils 
Low-Humic Gley 
Laterite and Latosols 
Red-Yellow Podzolic and Reddish 
Brown Lateritic Soils 
Grumusols 
Grumusols 
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;¥1AR I ANOらは， Soils of the心;PAORegion 
＊ 

Part 4'I'he Philippines O) 

中忙，この土壌図忙基づいてフィリピン土壌についての論文を載せている。この論文忙は土壌図ほ

l : 4,800,000縮尺として，同縮尺の土地利用図ととも 1疋添付してある。

図23匹示しだフィリビン十壌図は，前記 I:1,600,000 scale士壌図忙某づいて， 1:5,700,000 
＊＊ 

scaleに縮尺したらのを引用し合。表 51 vては図 23の凡例を示した。 ASPACの論文に添付心れた

ものは縮尺がやや大苔かったのと，凡例の夫示はここに示した縮尺のものか識別しやすかったためで

ある。

MARIANO らの報告てはフィリピンで同定される目としては表 52のような 7種である。 しか

し，土壌図の凡例表 51でf'i示された大群か属する目は 6種である。これはヒストソ）レ (Histosols)

筐属するトロプサプリスト (Tropsaprists)旦，エンティソル (Entisols)忙属するフ）レプアクエン’

ト(F'luvaquents)忙混在して小面積でのみ分布しているからである。またこの土壌図の凡例はずべ

て単{つ大群で示言れているのではな<て9 主体とたる大群を示しこれIび也の大？洋か混在している

ことが記苔れ←ている3

包括的分類体系の十壌名は不慣れ左者尻とっては，その内容がつかみ難いが，衷 52忙は近似的筐

対応ずると考えられる従来から知られている名称が示されているので理鮒の助けとなる。

大群の名称はそれが属している目，亜目の造語要素をとりさら忙，その大群

を付け加えて作った合成語である。例えげ． トロフユ-・ ダ Jレフ (Tropudalfs)忙trop-;1d啜 lfsの

3つの造語要素屈分けられ， tropはcontinually warmを意味ずる大群 (great匹 oup)の， udは

humid climateを意味ずる亜目 (suborder)の迭語要素であり 'aげS はアルフイソル (Alfisols)

している。
＊＊＊ 

包活的土壌分類体系 7次案については農研から詳細な資料が出ているし，フィリピン士壌図の大群

の分類上の概念を概括的忙でも把握したい場合は，脚庄忙示した「熱帯アジア諸国の士壌区分忙久馬

の況明があるし， MARIANO らの論文1て危概括説明されている。

ここては．士壌図忙示された大群が農業利用からみた場合忙どんた士壌かという点を， MARIANO

らの論文から要約ずる。

脚注 * cl .A.,¥.1ABIANO and A。T。VAKMIDII¥NO: The Description and Classification of the Philiip 
pines, Technical Bulletin NO, 12, Soils of the ASPAC 厨 gionPart 4 The Philippines 

pl-28, 1973, ASPAC Food and Ferilizer Technology Center. 

＊＊ 科学技術庁資源調杏所：熱帯ア／ア諸国の七嗅区分

tt* Soil Survey Staff (訳者：小山， 音羽，河井，三土）： 包括的士壊分類体系 7次案

（第 1部），農技研資料 B第7号， 1963. 

同上：同上（第 II部），農技研資料 B第 8号， 1964. 
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(1) トロプユーダルフ (Tropudalfs)

塩基性の士壌母材忙由来し，ぼとんど平坦から波i大分他，丘陵地形戸オて分布している。

A膚丈 15~80(711忙及ひ，褐～暗褐色つ中拉質で pHは6~ 7, 塩基胞和度は Ii0印以!:,'一般げ

は80希，塩基眉換容畠は比較的高〈， 1 %以」．アルジリック層（ケイ (7_)隼

柏層）は褐～ ，半角塊状構造をふう）， C屠は褐～

を含む， pHは下層筐向かって 6.5 ~ 7. 5とたる。
フィリピン筐芦ける農耕地上壌て最心重要な部類vこ属する。その物理的・

囲1てわたる作物の種類が栽培可能である。

，所によりれ蓋

ため，広範

一般的な栽培腎理の下では，水稲，ココヤジ，その他種々の作物は普追中位左いし高い収量を痒げ

る◇ かんがい可能なところでは，乎坦地は用季・ を通して水稲が栽培され， 忙水稲仄対すとる

かんがいか不十分た地帝ては， トウモロコ、ン，スイカ，その他の野菜類が栽培される。この上壌は注

たマンゴーやペナナのようた果樹応も適している。

(2) フルプアクエント (Fluvaquants)

説明されていない。分布面桔が小さいためであろう。上壌図では，ミンダナオ北東部の南アグサン

(Agusan del Sur)県の仮地図見られる。

Flw -aqu --ents侭分解含れる。包括的士壌分類体系 7次案 (1960年）を訳した

料しては，大群の造語要素匠は flUVは見当らない。 しかし， MARIANC らの論文から引月した 52 

表忙はUneditedtext of the soil taxonomy(1970) とあるから，おそらくその後の改正！てなるも

のであろう。 fluvははん檻を意味し， aquはwater

示ず。おそらくはん濫原の多湿地罰の士壌と思われる。

(3) トロプアクエント (Tropaquents)

し， entsはエンティゾル (Entisols)を

広い内岡部のはん瀦胆で，ごくわずか忙開析された段丘や沖積堤の深い成層状の砂質たい積物忙生

成した七壌。 A層は 20~50cmあり，士色は暗灰から灰注たは暗灰褐て，特紅水稲か栽焙されると

ころでは黄，磯赤などのIiん紋を有する。適温のときは砕けやずく粒状となる。 pHは5.5 ~ 7 0 

で下層忙向かって高くなろ。塩基危和度は中庸て下層になると 60 %以上となる。塩基置換容量は低

く，有機物含量は低いか中庸である。

Cg層は灰～灰褐の粗粒質て，れぎ層およひ炒屈が出現ずる場合がある。

耕しやすく排水もよいので，サトウキビかよく栽培される。土壌侵食忍間題とならないので清耕栽

培が可能である。根の浅い生育期間の包い野菜類d.高い位置では1打季のずぐ後でも作れるし，低い

位置では乾季の梵み方忙応じて栽培される。保肥力は良くないが深耕や有機物の投与で改良され得る。

(4) トロポプサメント ('Tropopsamments)

内陸部の河川流域の近捉地7)はん檻原や海岸乎野て，新しい時代の砂質たい積物上にみられる七壌，

熱帯モンスーンの時期忙は毎年はん濫をこうむっており，年間連読 90日間は乾かない。 Ap層の下
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｛ては識別て食る層の発達はない。

A層之）士色は灰色、だいし明灰色から褐灰色注て変化し，非常忙軟らか〈砕けやすい。細砂壌七～壌

質砂土の粗粒質てある。れ窒を含むことがあるo pHは5や5-~7.0 で好適である。塩某屑換容景け 5

~ lOmeて， l汀紅向かって低下する傾向かある。

砂質のため農業利用は，サトウキピ， トウモロコジ，ソルガム， 尻限られる。保水力旦小含

く，す含床層が作られないため水稲は栽培できない。かんがい施設か幣えば乾季

で芦る。

(5) ユートランデプト (Eutrandepts)

微細な火山砕ぜつ物，火山灰，火山ガラス．浮石， 紅由来した土壌である。緩い傾鉗地から

信箱面忙主で分布している。容積重は小さく，塩基置換容量が大ぎく，ァロフェン含昂が高い。

A層の土層は深く，士色は昭褐から黒忙わたり，孔げ魯忙富み，粒状構造を忍も，軟らかで砕けや

すい。有機物含量は極めて高〈 3~12%の範囲にある。反応は強い酸性から pH5.4~6.2 の弱酸性して

わたる。塩基岡換容蜃は 30~65me で下層忙向い低下する。

B層は黄褐色で塊状構造を慮つ。透水通気性は良〈，保水力は大喜〈固結度は小さい。この十壌は

比較的肥沃であり，物理性が良好で耕しやすい。オカホ'' トウモロコジ，ラ、J カセイ， トマト，ジャ

ガイモ，その他の野菜類，コーヒー，カカオ，パインアプル，バパイヤ，カンキツ類，ココヤジなど

名くの作物が入っている。

(6) トロプアクエント (Tropaquents)

内陪部の河川周辺のわずかに開析が進んだ広い低位段丘かくぼ地の新しいたいオ責物上忙牛成した士

壌である。排水は不良で地下水位は高く年間の一定期間表士近く主で上昇ずる。

A層は暗灰たいし灰褐色の中粒～細粒質士壌で暗褐～黄褐，緑灰色のはん紋を有する。 pHは6.0

~7.0 でちる。塩基砲和度60%以上で，塩基置換容贔は 35me以上，有機物含畠は l%以上である

が下方忙向かって低下する。

B層は褐～暗褐，芍たは黄褐の細粒質士壌て灰古たは灰褐色のはん紋を有し，弱度の半角塊状構造

をもつo pHは6.0~ 75である。

C層は灰色の細粒質てMn-Fe の結核やOa003粒を心つ。 pH は 6.5~7.5である。

この士壌は7虹屈栽培忙適している。そして地域忙適した改良品種を栽培し，施肥管理がよければ，

高い収贔が期待て蕊る。

かんがい施設があり，十分なかんがいかで衣れげ，地域忙滴した作目は，乾季ても高い収昌が期待

で入る。

(7) ユ--トロペフト (Eutropepts)

多少とも排水良好な沖積平野や雨季には河川のはん檻をこうむるような低い段丘忙生成した十壌で，

周辺の高地から供給索れた塩甚性の母材のたい積物に由来する。一次鉱物の風化は進んでいたい。
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A層は中粒質で色相は 2.5 Y, l OYR, 7.5YRで彩度は3~4てある。黄褐のはん紋を含んでいる。

湿るとやや粘く，可朔性があり，半角塊状鉄，粒状構造をもつ。反応は酸性から中性であり，深吝と

ともしrepH 5.5程度から 7.0ヘJ-昇する。塩基飽和度は 60笏以上で塩基罹換容扇は中庸か高い。

B層は喝～暗黄褐の細粒質，発達中度の半角～角塊状構造をもつ。 C屠は暗黄褐～灰褐で中粒質の

薄い層を随伴する粗粒質七層在左ず。

以上のようた物理性・化学性をもつのて．この士壌は種々な作物の栽培忙適する。雨季の終わりご

ろから乾季で過乾となるきで．連続的に各種の作物が栽培される。この士壌は季節こと忙短期間て生

育する野菜類や．かんがいや施肥をして十分に採算の合う収入のよい作物栽培ire滴している。

トウモロコジ． トマト，キュウリ，キャベッ，メロン，マメ類などの収贔は通常良好である。

洪水に対ずる注意以外忙は，他の土壌のようた管理上の配慮をし左くてもよい。

(8) アクローソノクス (Acrorthox)

説明されていたい。分布が極めて少ないためであろう。オキジソル (Oxisols) に属し, Acr-

orth -ox忙分けられ， Aeroはatthe endずなわち extremeweatheringを意味し， orthは true

またけ、 commonを意味している。表 52 vてもラテライトとラトソルとの対応が示含れている。この士

壌はミンダナオ北東部の南スリガオ (Surigaode! Sur)県とスリガオ北方忙あるデナガート (Dina-

gat) 島筐分布するだけである。

(9) トロプユーダルト (Tropudults)

平坦地から丘陵地さら忙山地忙さて分布し，種々な岩石やたい積物から生成された士壌である。 A

層は赤褐～褐色，ち密度はやや大で角塊状構造を危つ。士性は中粒～細粒質である。断面形態は特徴

がなく層界は漸変である。アルジリソク層は表面から 150~20 Ocrnの深含忙注で達している。その

粘士含醤は溶脱層より 1~2倍高い。赤褐～黄褐で柱状寸たは角～半角塊状構浩を危ちやや七密であ

る。

この士壌は強酸性土壌でpH4.6~6.0 である。有機物含羅は A層で 2佑以上だが，下層忙向かって

低下する。塩某置換容醤は 25me以下，塩基飽和度は 30 %以下である。

これらの士壌は未耕地が多く，林地や草原忙なっている。草原は焼畑栽培後放棄されたところが多

い。 しかし，これらは果樹やマニラアサ，ココヤジの栽焙地忙変わっているところもある。

(10) クロマスタート (Chromusterts)

この十壌は緩やかな傾斜をもち，開析の進んた扇状地の非固結粘士たい積物から生成し，乾季忙な

ると幅 Icm, 深含 50cm以卜の衣烈が入り，年間の l5 0日以上開いた注芍である。

水稲栽培を継続した士壌のA層は色相が2.5 Yから 1OYB, で，彩度は 1.0 ~ 2. 0である。黄褐，

黄赤，黒たどのはん紋を忠つ細粒質士壌てある。

湿ると粘く，乾くと大宮なぎ烈が入り，食わめて固く大塊状となる。 A層の pHは5.5 ~ 7. 0であ

る。塩基絢和度 70笏以上，有機物含羅は中庸か大。 Bg暦は彩度が2を越えている軽埴士～車埴士
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て， Mn-Feの固 をもち，滑面のあ をもつ◇ pHはn.5-~7.5てやや高い"Cg 

雇言，昭灰，才 i).一← ブ戻てMn-Feの鮎核， CaCO:i蛉をもつo pHは6,5~8.0と高い。

この．卜壌（，ては深い衣裂筐表．上か落ち込むことげよ っている。

以じであるさ

水稲の連作以外臼とんど何忍栽培J;れない。施肥管坪をずればかなり高

(11) ペラスクー，卜 (Pellusterts)

られる。

30me 

主要河川のはん檻原から少し上位のこくわずか忙開析された，段丘上の弱い成層をたず粘士たい禾責

物卜して生成含れる。 1. 5より低い彩度をもち，彩度の高いはん紋をもつ。前記クロマスタートより暗

ある。

水稲が栽培ざれるところでは'Ag層は色相 5Y.2.5Y~l OYR 1. 5以下，明度は 3.5~

6.0である。褐色， 黄褐．灰緑色のはん紋をぶつ。乾季が進むと巻裂が入り，塊状

がで苔る。

カムピノク Bg層は色相 1OYR, 2.5Y~5Yで彩度 1.5以下，明度3.5~ 6. 0 である。暗褐の~In

--Fe結核を心つ。 Cg層はオリープ褐，仄褐，暗灰の重埴上でBg層より褐色斑紋が少だいことの

みが異なる。

自然肥沃度 pHは深さを増ず侭したがって上昇し，位層で 6.0~7.0, Bg層て

6.5~8、()となる。塩基飽和度は 60~80低 炭素含量は高いが，深さ忙より不規則である。塩基置換

40~6 Orne である。

極めて獣粘たため透水性は應く，乾くと非常尻固いので水稲栽培にのみ適する。連続的紅水稲が栽

培で含るかどうかは，十分なかんがい水が得られるかどうか忙よる。

(12) 山岳士壌 (Mountain Soils) 

説明されていない。

2. 主要畑作地帯の土壌とその特徴
＊ 

今回の調査では， トウモロコジやソルガム生産の外延的発展が考えられる開発候補地域のうち，カ

ガヤン河谷，中部ミンダナオ（ブキドノンおよびコタバト県），ミンドロと，外延的発展の余地のだ

い既開発地域であるビザヤ，南タガログの各地城忙赴含，大学，試験場，行政機関から情報を得る日

程の中で，一部の農業地帯を見ることがで窒た。

ここては見聞と資料忙某づいて，一部で辻あるが，これら地城の地形と士地利用の概要及び畑作物

栽培で主要な上壌統忙ついて述べる。

＊ 国際開発センター：未開発地城農林資源開発調査報告書一ーフフ／）レ， フィリピソ，ナイ

ゾェリア Ireおける飼料穀物（メイズ・ソルガム）の開発可能性忙ついて一ー第 3部フィリビ

ソ網 P. 207 -269, 1974. 
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IJABUYAN CHANNEL 

PACIFIC 

図 24 カカヤン阿谷の地形

(F. L ,WERNS TEDT 及ひ J,g,SPENCER の著書忙よる）
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写真13. カカヤン河谷の乎坦地の景観。道路は国道 5号線（日

路），手前は侵食の進んた砂岩風化士漿（ピガア埴土）の台地，

るかに液状台地が連なっている（イサベラ県サンファン）。

1) カガヤン河谷

カガヤン河谷は北部lレソンを北忙流れるカガヤン呵とその支流チコ (Chico) 、（可，イラガン (Ila-

舒an) 阿，マガト (Magat)河の沖積地およひその周辺の段丘，波状の台地丘陵地を合み、その面積

叫庄ぼ 5.50 0乎方マイル（約 140加 a) とされ，カガヤン県とイサベラ県の大部分およひヌエバビ

スカヤ (NuevaVizcaya)県の北部を占めている。

沖積地，段斤の後背部の丘陵地の名くは．新第二廿t紀のたい積物主として砂岩からたり，

匠たい柏物もその影偲を受けている。この地域の地質図 苔れている。

このような地附と構成物質の性質がこの地域 忙彗えている影輝は大ぎい。

水稲尻次いで古くからトウモロコジとタバコの作付面積が大含いところで，カガヤン県のガッタラ

脚注 -)(- Soil Report 36 Soil Survey of Cagayan Province Philippines, llureau of Soils, 1%7 

匈 ll知!X)ft 38 Soil Survey of ls叫 la Province, Burea of Soils, 1969 
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写真14. カカヤン詞の河岸侵食。ー□襄心．ガンマニュエ．
ラ県トウマウイニ）。

（イサペ

ン(Gattanm)とイサベラ県のトカマウイニ (Tumauini)<》i間はそウりちて屯｝ウモロコジの作付け

が盛んである。

かんがいジステムは今吐てはlfii禾責が限らかてむり， 1日王の降[『Veーし□み頼ろ天水田り）占める

めて大ぎい。

1960年代に心ける主なかんかい水系はイサベラ県てはサンチアゴ (Santiago)ーカウアヤン (Ca-

uayan)の間のマカト阿かんがい水系 (M暉-atRiver Irrigation System, 受益面禎 23,50Oh a)と

（）  )'''l オヘ--ロラ Aurora ーロハス（伽xas いのシ, . フ詞かんがい水糸 (Sifful{iver I 面図tionSystem 

受益面積 l8,0 0 Oh a) で，あとは薮百ヘクター］レ程炭の危のが幾•つかあり，ポンプ揚水忙よるかんが

いがいくつかあっただけてある。カガヤン県で紅フクエイ (Buquey)とクラベリア (Claveria)VCポ

ンプ揚水が行われていだとのことである。

現在はカガヤン阿谷共同 (Ca瞑憫nVall守 Development Prぼram)cり中

で，カナダとの協同でかんがい用ポンプと水路の建投心進められている。

トウモロコジの栽培は平坦地で日：内

栽熔される。河川のけん濫時仄，

よいサンマニュエ加綺，キンガ統といった上壌で広（

J: って河川沿いの耕地が流失‘・］る〗］では，洪水忙運ば
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写真15. カカヤン＇河沿しヽ （りはんらん［鼠(¥, わゆる bottom land)。乾

季忙ぱトウモロコシか栽培され肥沃て裏る（カカヤン屎ゾラナ）。

写真16. カカヤン河谷<Tlイラカン北方ての耕馳。 ピカア埴土。前

ぎ込古;hC: いた（イサベラ県サンフ rン）。
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れ々氾寸が耕地『C:だい『責して新 を供給ナ入われわれ旦写い;,:示ず，［う し

臼しば見かけたが？その反面，訪問したイラガン試験場のぼ場ては， 仄tり20(初

ぐ｝＇、ぶ祈しい宍士（埴壌土で立った）がたい積しているの

乙て一層起りやすい。

9 、i
し心 い積砂）（乃とこ

河）1 し，流路幅を広け， は狭〈たるので，流路肛沿って泥上のたい積した阿川

敷がて苔る。ここはbottomland と呼ばれ， トウゲガラオ付近では好適なトウモロコジ栽培地とな

る。水稲を栽培ずるほどのかんがい施設心だ（（たとえ作っても毎年の泥士で埋没する），

息保t,得たい。 トウモロコジたと高位置の畑は干ばつを受けても，ここでは干ばつはないが軽減喜れ

る。このような地帯では，上位から．士地利用は丘陵• 台地の草地・畑，段丘・沖積地の畑・天水田，

bottom landのトウモロコジ畑とたっていた。ただし，天水田は乾季忙は水稲は忠ちろん作れず，

れているか，畑作（トウモロコジ， リョクトウたど）筐利用されるが，干ばつはか左り激しい

ようであった。

トウモロコジ畑はわが国では当然水田として利用されるような沖積地iても広く分布し，

Vこ入ってから天水田 れている。われわれが直掟見るこ'~ かできたのは， いの耕地で

あったか，象とで一覧宍忙示ずよう筐これらの耕地vcr関する限り士壌の色はかだい黒('

も高いと思われた。携帯用 pHメータ-て慎l庁しだ pH(H20) もしだとんと 6以じてあった。作期の

合間の間場はイネ科雑草筐混って，オジギソウ（マメ科）か極めて多〈繁茂しているのを観察した。

場所肛より 1年生のものと名年生のちのがあったが，休閑期間の長短仄よるようであった。 lm以上

匠ぷ及ぶイネ科雑草は既1て立枯れ状態忙あったが，焼いたり，［有接ずき込んだりしていた。

小農は水牛て耕起していたが，大含た地主忙属する耕地ではトラクタで耕起していた。

施肥条件は無肥料かわずかire施用含れているようでその実態はつかめたかった。砕忙調査期間がこ

の地帯では， トウモロコジの播種期前であったので，生育状況も観察で苔なかった。勧告苔れている

N旅用畠は45Kr,. /ha くらいである。 トウモロコジ跡地ireは収穫後の茎が残っており，次の耕起の

と苔す苔込むと思われた。

有機物の補給として考えられるのは作物収穫後の残さ（水稲の場合は，わが国よりはるか忙高い位

仰で刈り取っている。 ）や上記のような雑草もある。マメ科雑草の多いこと

程度の役割を果たしているか検吋してみる必要はあろう。

の給椋としてとの

緩やかな起伏のある台地や斤陵は草地が極めて広く展開していたが，これらは人工革地は少なく，

コゴン（チガヤの一種）を主とした野草が多いようであった。このようなところでは，母材物質か砂

岩やその風化たい精物のため，古だ植生が貧弱たため卜壌侵食が進んでいる。これらの合地，斤餃地

忙は林地はぼとんど見かけなかった。荒地化したこれらの面積は飛行機て見てふかなり広大てあった。

古くから焼畑栽培が行なわれたこと忙よるといわれる。これらの草地忙は牛が放牧雪れているのを見

たが，かだり粗放的であった。
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現在，十地利汀llメ分鷹査全臼~えv-,, 林ttl;i: -~ 又釘：tり力菫辛

れている。こ はフィリピンて iい を級も多〈受げ

れる均域尻It
岳

て虔ぅし，

進めら

、J
9
1
.
L
 

‘、
1る

水，

主要た七壌統

かん も信がれる。

(1) サンマニュエル (SanManuel)統

河川流域の平坦地1て広く分布 l・，水成たい積物から左る。河川周辺忙克る

←ヽ 「い。表士は25~4 0cmで明褐～明灰褐てその下し::70~・100 cmの深さ

を受けや

下層士がある。

衷士，下層士とも応れさを含主ない。 1了ある［てもかかわらず内部排水は良好てあり， トウモ

ロゴジの栽培仄適している。

やずく，小粒状て最も肥沃といわれる。 ンルト

裂在牛して，大衣左七塊を生ずるか，適湿ては耕しやすい。

くとコンパクトじこなり，苔

土壌区別｛て分布面積

サンマニュエルジルト

サンマニュエル砂壌士

哀なものを示すと次のようである。

カガヤン県忙約 45,0 0 Oh a 

カガヤン県1て約 10,000ha

イサベラ県忙約41,00 Oh a 

12) キングア (Quingua)統

サンマニュエル統と同様仄平坦た河川沖積地屈分布し水成たい積物からなる。士層は深〈t、tは黄

褐～唄褐で下層は褐色，粒状構造を危ち砕けやずく，内部排水はかなり良好マ主るかサンマニュエJレ

統尺どでだい。

低位眉ては水稲が栽培弐れ，やや高い位僻てはトウモロコジ，タバコ，ラノ』カセイ，野菜類が栽培

虚れている。この硫の士壌区と名~の面粕n次び、）ようてある。

キングア泣壌十

キングアジルト質埴壌士

(3) イラカン (Ilagan)統

合地，丘陵地して分布し，第~ニ紀砂岩風化物仄由来ず

カガヤン1）囚忙約40,0 0 Oh a 

イサベラ県して約 17,00Oha 

であろ。｛頃鉗があるので地表排水

は良好てあるが，母村か九密なため水の浸透を妨け内部排水吐よくたい。柏I上かたいと

けやすい。比較的平廿J 左~: ころては畑地利用ぎれトウ屯ロコ、ン，クバコたどか栽培ぺれている。表十

け砕けやずいので耕Lやすく，有機物ず沢込みや．石灰施用はやり心すい。草地として放牧利用面積が

大苔いか，自外肥沃度は低く草の牛合も良くないのて，牛の放牧か相対的仄名（だると土壌侵食か進

いずろ。主左上壌厄と面積は次のようでもる。

イラカン壌t: イサ・ベラ叩忙約 119,000ha 

脚注 * The Philppines ltecommends for C畑rn---l 970 ---71 
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図25 ブキドノンーラナオ地域の地形

(F.L.WERNSTEDT及び J.E.SPENCERの著書による）

(4) カウアヤソ (Cauayan)統

カガヤン統の沖積地に分布ずろ洪積世たい積物匠由来し円れぎを含む。この洪棺世たい積物は後背

批の砂岩からたい積物質在供給されている。過去の侵食尻よって緩やか左起伏を生じ苗地となってい

るところが広い。

地表排水は艮好てあるが，内部排水はあ注り良くない。暗褐色の表士の下忙暗赤色の重枯士がある。

埴壌士は一般Vグーやや平坦たところ尻分布［，表土は約 15cmて砕けやすく粒状構造をもつ。幾らかれ

-158-



写真17. プキドノン トウモロコ、ン畑。土壊はアテ~ュヨン埴土（ブ

キドノン県マライバライ）。

さを含む。砂壌土は宍士は灰褐て鉄の結核を多〈含む。この鉄結核は時lて大さな塊りとなって露出し

耕うんの邪魔忙なる。

草坦て左いところエトウモロコ、ン，

次のようてある。

カウアヤン砂壌土

カカアヤン埴壌上

2) ミ‘ノダナオ

(1)フ奇ドノ乳凰

，タバコだrが栽培言れている。主た士壌区とその面積は

イサベラ県侭約 88,0 0 Oh a 

イサベラ県忙約21,0 0 Oh a 

2 5)。

たの:ct, トウモロコジ栽累~の盛んなプキドノン高原の畑作地帯てあった（図

• l I I地筐 l--, て占められているか，中央から［世側の部分は広大な高原地形てある。

(!, LU 1)1. げ iiカタ ‘ご゜_, I .'•'-•• ンク 7 卜¥Katanglad) . カラタンガン (Kalatungan)の火山かある。南の部分は

芦三紀のだい積物や河川に沿ったわすかた沖稿袖があるか，ブキドノン高匝仝体としては，火山起諒

のより岩や火成岩紅由来してぶり，火成岩 ¥,,') 。

マライバライ (Malaivalay)/)東部やマルコ¥Mal油o)' クリリク (Dalirig)筐近い低い山地は主

として窪成岩（片岩）から左って塩り，あるものn石灰岩を混Iえていら
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ドノンで唯一 はバレンジア (Valencia)付近でガだり広い。

広大な高原の多くの部分はい地て占められているが，これは未開発のこの地げ入植した時，道路も

左い状況と，ここの地形気象条件下ては放牧が適ずると考えられたこと筐始注るらしい。大戦闇尺フ

ィリピン 1ておけ な生産地であったといわれる。今回の調査でもドンカルロス (DonCar--

Jos汁寸近て約 2.60 Ohaを有するサンイジドロ牧場 (SanIsidro Ranch)を訪れることがてきだ。

この高原地帯を流れる河川は北のカガヤンデオロ (Cagayande Oro)方面へ流れるカガヤン河谷や

南のコタバト河谷忙向うムリタ (Mulita)河，プラングイ（図 25ではPulangiとなっているが，他

の名くの地図では Pulangui)河など忙より深い谷を刻み，余り大ぎな谷底平野は作っていない。

0)バレンジア付近が唯一のものである。

高厨且ては暗褐色の表土の厚い耕しやすい士壌がどこ注でも続いている。この士壌はアテュヨン (A-

dtuyon)統に属するもので，プキドノン高原で最も広く分布し， トウモロコジ畑としても最も翫要な

土嘆である。 157頁の脚注で示した資料でもみられるよう忙ミンダナオ忙は台風妬よる災害はなく， 降雨分

布も大ぎ社偏りかなく，トウモロコン，ゾルカム，果樹類Vことっても適している。また151頁の脚注で示し

た資料忙よっても，この地帯には大池主制度が進んでいないことも今後の開発忙は条件かよいといわれる。

畑作地帯の主笈そ七壌統は次のよりてあるく）

Q) アテュヨン (Adtuyon)統

この七壌はプキドノン高相の主要畑作地帯なけとんど蔽っている。平田地1て近いところから 3~10

％和度の傾斜地佼わたっているが斜面はかなり長（なたらかである。

太［は 10~25cmで明褐古たは褐から暗褐忙わたり士性旦埴壌士か 忙わたる。粒状構恐を

特ち砕けやすい。作物根は下層忙通りやずい。

して暗赤褐から褐色の塊状構造をもつ埴士に度わっている。湿った状態ては枯着性が

あり可朔性は強く．乾（と固（たる。

主として安山岩や玄式岩の混合れ芦からなる火砕流忙由来している。

士性は軽埴士である仄もかかオ汀 いでだ〈，下層の排水屯良い。この七壌

てのトウモロコジの収闊は比較的高いが， ると収贔は低下ずるといわれる。

中部ミンダナオ大学のF.S.MELODIA教授筐よるとりん酸の肥効が大衣〈，アルミニウムの活性を

押えるため石灰の効果もある。

この十壌統ては，分布面積が大衣いのは次の十壌区唯一つである。

アテュヨン埴士 ブキドノン県に約 205,000ba

(;2) キダパワン (Ki.dapawan)統

この士壌統ではキダバワン埴壌七が唯一つの士壌区てある。 アテュヨン埴十肛比較し

や『品く，傾斜も大ぎく例えばカラングラド(Karanglad)山のぶそ野の斜面など(!こ分布ずる。母材

は火山放出物からなる。
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図26 コタバト県北部の地形

(F .LWENSTEDT及び J.E.SPENCER 如よる）

ら褐色の埴壌卜で 15~2 () C'/11の深さかあり，下層士は赤褐色でややち密でもるが砕け

もで）。

トウモロコジの栽培が最危多く，陸稲，マニラアサたどが栽培される。酸性で石灰施用を要ずる

゜
この十壌区の面積け次の［うてあろ。

キダパワ ブキドノン県に約 139,000ha
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写真18. ミンダナオ技術大学での無肥料栽培のトウモロコシ畑。士聰は

カバカン埴壊十（コタバト県カバブ？ン）。

(2) コタバト県

以前コタバト県であっ の注注コタバトし旦， コタパト［日『：分かれて

いる。現在のコクバト県の中央か 忙かけen,東両ぢ［び化部を山地で囲注れウ低地となって

沿り，コタバト河とその支流はこの低旭げ集注り，北西方向のコタバ 1、訂面尻耀「している（図 26)。

中央部から南部にかけて幾つかの大苔左沼／尺地が広かっている。

コタバト河の支流のうちで，北部のブキドノソ高原から流れ出て〈ろフラングイ河と名の支流カバ

カン河の合杭点付近一帯はカルメン流城 (CarmenBasin) と岬ばれフタバト I/, 

南部の沼沢地げ向 げ低下している。 11Jレメ の東部仄し｝］オ）れか訪れたカバカソがあ

ろ゜
この地域は日教徒l料との掟触地幣であり，内賊が続いている現在，襲村地帯｛て出る余粕はたかった。

ここてけ、， ミンダナオ技術大学 (MIT)のぼ場を視察しだのでそ0状況-i:i危＼らぐ

視察した臼場け広大であったか，栽培竺れているトウキロコ、ンtt良奸だ牛青を不していた。この臼

場ては無肥料て年3回栽培し， 3作てha当り 6t和度の収畠が得られているようてあった。この肥沃

度の実態はよくわかじ）左かったが，休閑中の尺場は収穂召終えて残宍 :/JCいるトウモロコジ望吃を覆

いかくずたけの雑隼 してむり，これけ耕起時仄け全部tき込むとりこ，して主った。既1て述べた
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図27 タバオ市付五の地形

(F.L .WERNSTE:DT及び J.E.SPENCERの著書による）

よう 1/Cオジギソウ左どのマメ科雑草応か文り混しっていた。この七壌は昭和褐 (5YR2/3)のジルト

でpH6.1てあった。 くの河川からポンプ揚水がで衣かんかい可能て排水刷良いとの

事であった。表一・「は玄わめて深いとのことであり，士壌は耕しやすかった。

ここては，この仕場士壌が属ずるカバカン統忙ついて述べるQ
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if! カバカン (Kabac,an)統

この．日 ンからプラングイ河筐沿い，さらVごミドサヤノプ（ 戸平ん主

範囲 v:::わたり分布している沖臣士壌てちる。乎坦地のた

コジてあるか，ミドサヤップ周辺はトウモロコシ／

〈，それ（で喜、くC)(c.:tトウ王ロ

を占め， ~) 1); 少入しへ｝

vdぅれる。

この士壌はコタバト県で最危屯要だ 士壌てある。表十は厚く十色は褐～齢褐から略灰ヽ由（ご

わたっている。土性旦ややも密な埴壌fから間十:(1こわたる。 下層土

らかく可朔性かあり，ばん紋をもつ細粒質卜壌てあ乙。

あるいは褐仄て，や：b 

この士壌統忙含注れるニ

カパカン埴七

カパカン埴壌士

i3) ダバナ市

とその面積は次のようである。

コタバト県忙約 47,0 OOh a 

コタバト県忙約 19,000ha

ダバォ地方はプランテージョンの発逹しだとこるで， トウモロコジ生産地としては主要子杢のて左

いか，コクバト市への途中，ダバオ試験場や，バナナのプランテージョソを祝察で蓋たので，イ［近の

桐要と代表的士壌統 おく（図 27)。

ダバオ地方はダバオ湾の北1て沖積地があり，北両部は海岸線筐沿った狭い沖積地とその甘i炭しこダハ

オ・ビドモント (DavaoPidmont , がある。ダバオ・ピドモントは低い波状台地て，最もよ

ぐ管理苔れた耕地が展開する。

この地方はかつて日本人移住者仄よって，マニラアサのプランテージョンが開発点れだところてあ

るが，王且在はバナナのプランテージョンとなっている。ココヤジが多（， トウモロコンはこから（で次

いで栽塩面積がある。

主要な士壌統は次のようである。

① カパンガン (Oabangan

この十壌統はダパオ湾北部げ面ずる海戸平野から北忙緩く士昇している平田地

くらいのところ芍で忙分布している。

から 30m

注だ，その北東部のモンカコ ー コンポステラ河谷 (Monkayo~Compostela Valley)の南部仄

も広く分布する。乎田のため地宍排水は良くたいが，内部排水は良いといわれる。

この土壌統はカバンガン埴壌士のみが設定含れている。われわれか訪閂したタグム (Ta如m)Iてあ

るl-!IJO プランテージョン (HIJOPlantation)の周辺忙広く分布している。

カバンガン埴壌士は，表土は灰褐の埴壌十：て 20~2 5cinの日さを心七，固粋さだ を生っ

ている。湿ると枯箔性.ri]朔件があり，乾くと f古lくなる。有機物含量はぐや少左い臼うてあるか，根

は下層注で伸びる。

ト層士は明褐たいし黄褐で，やや固い埴壌上てある。合ら仄下層は明灰位のシルト質壌七～細砂壌
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この七壌は沖積世だいl責物 Vこ由来し~，たい積母

点は火成岩風化物の火成:f;:い禎物忙由来ずるサンマニュエ凡統とは異たるe

沿JJ ! Ivご:iFi:〈かluがい可能なとこらは

，炒岩，石灰岩左との風化物である。この

され，畑地和用と［てはバナナ，マニラアサ，ココ

ン， トウモロコ されている。パナナのプランテーシ守ンでは深さ• 1 m以 1バても逹する明含

ょ で堀られ排水を図っていた。

この土壌区の面栢は次の、J:うである。

カバンガン埴壌七

(2) サンマニュエル (San Manuel)統

ダパオ県屈約 109,000ha

カガヤン呵谷の項で示したが，ここ iても広く分布し，カバンガン統分布地城の北部仄分布しているか

われわれか訪れたラサン・(Lasang)Iごあるバナナのプランテーションはこの七壌であった。この士壌

統

サン＇マニュエルジルト質埴壌士（ダバオ県で約 135,000ha)

、 トウ沢ク (Tugbokl統

この士壌統はダバオ市の北西部ダパオピドモントの上にあるトウボク地方 ire広く分布している。

この士壌は主とし からなる火成岩風化物忙由来し，地表排水，内部排水とも忙良好である。

れぎか存在する場所も屯るが耕うんに障害（てたるぼどでだい。この地方の大部分辻かつて日本人移住

者のマニラアサのプランテージョン匹占められていたところであるが，現在吐ココヤヽン，バナナ，パ

パイヤ， zえの他の果樹i!C変わっている。

かつて日本人移住者の管罪下紅あったころは，施肥忙しても，クズなどの被覆作物を梢える土壌保

↑Vこして心，最も科学的な士壌管理がなされていたか，残念ながら現在は植芹局の直接管罪卜にある

尺場以外は．この、［＇う筐留意されたプランテージョンはないと七壌調査報 1号書忙記されている。

ダバオ ダバオピドモントのバゴジロ (Bagoshiro)のマナンプラン (Mananbulan)vてある。

極めてたたらかな台地地形で士壌はトウポク埴士であった。良好たラ y カセイ畑の表士は暗褐の軽埴

十で pH6.1の砕けやすい士壌であった。この試験場ではリョクトウ，ラノカセイ，果樹類てはドリ

アンの改良などを行なっていた。

この土壌統では唯ひとつトウボ

をふち，やや

}層土は赤褐か

れている。 トウポク埴士の表士は褐～赤褐色て塊状

細粒質—t壌である。有機物含量は多くないぼうで，反応紅やや酸性である。

，ややち密左埴十」土性は軍粘てある忙附かかわらす根は下層注で伸ひる。

内部排水け艮好でかつ保水力は大怪い。植生はとちらかといえば永年作物か多いこと，降甘j分布が適

度であること及ひい止の物理性のため忙土壌侵食は激しくない。

この士壌区の面積は次のようである。

トウボク埴士 ダバオ県忙約 88,0 0 Oh a 
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図28 ミンドロ島の地形

(F. L.WERNSTEDT及び J.E.SPENCERの著書による）

この他忙ダバオ地方忙は石灰岩風化物忙由来ずるポリナオ (Rolinao)

大衣いがピザヤ地万のところで述べるので省略ずる。

3) ミンドロ

(1 0 7,000 ha)の分布が

ミンドロ島は山地で占められる面積は大食い。北北西ー南南東筐走る 5,00 0~6,0 0 0フィート（約
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写真19. ミンドロ島サフラヤン南方サンタルチア付近の景観。 トウモロコシ

竹付け前で，士填はバント埴士（匹ミントロ県サンタルチア）。

1,5 0 O~ 1,8 0 Om) の山脈（最高 8,481フィート， 2,5 8 5m) Iてよって東ミンドロ県西ミンドロ屈 Vご

分けられている（図 28)。このため両者はフィリピンの気候クイプの上ても分かれてい応

われわれは西ミンドロのサンホセ San Jose Iから船てサプラヤン (Sablayan){て汀哀，この付

近の畑ぽ場を祝察したので，主として両ミンドロ巳ついて述べるQ

況］ミンドロては乎坦地『［サンホセ罰辺とサブラヤンからマンプラオ (Mamburao)Vでわたって続く海

ている。サンホセにはPhilippine Milling Companyがありサトウキビの栽翠が多い。 ま

／―-ミンドロ闘てr-tトウモロコジの栽培面積は名〈だいが，その 1/2 はサンホセ周辺肛仕中してい

これ!tサンホセ戸（一ー［ビザヤ地方からの移住者か名いためと云われる。

窄から見だ西：：：ンドロ県 ，河川のはん濫のあとが顕著で， Kも分かれ，

山地からの L:l沙の流出の大さい状況が見られた。 ミントロ臼の叶＇央山地には，花こう岩や上『岩，

迂ん緑岩，はんれい岩，かんらん岩，しゃ紋岩が分布し，平野部との間fC(土新第一紀のだいf責物がら

る丘陵か存在していバしたがって平坦部の上壌はこれら(I〉 の影輝を受

けている。 1五化のたい楕物中［こ且石灰質のサンコしよう起原のものもある。

直接祝察てをだサブラヤン固辺の尺場の状況は次のようであった。

サンビセンテ (SanVicente) :;: ・［サブラヤンの南東方向の人家疎左村て，直年の洪水で十砂かたい
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鈷したはん濫Jりしで，民家のただず~主いは極ダ：て貧しそうであっだも什近こ：亡水田か多かったか，祝察

地点け細作付けて 2m仄応逹tるア

とのことであった。

十壌図上ではサンマニュエル砂壌土が示され，ぷ口しは黒褐 (10YR3/3)でpHは7.0てもっ

，野菜栽培には極めて好適左七壌であった。

ビ
t
~
~
~
 9
F
 

していた。一部は刈り位Jj してあり全部ナ~ 苔込

プンタン (Puntan)はサブラヤン北方肛あり，ニッパヤヽンとマングローブの茂る川をさか己）ほっだ

河止筐面していた。開かれた畑の周囲は林地忙囲注れ，小作人の住居（地主は医師）と倉庫でもった。

畑の一部はリョクトウを栽培していた。

l: 壌図上はサンマニュエルジルト質埴士であり， (1 OYR3/2)のジルト て pH

(:l、6.5であった。士壌は砕けやす〈排水も良好のようであった。

サンタルジア (SantaLucia)はサブラヤン南方1てあり，小舟で海上から行った。 「陸の海浜は窄

成岩，塩某性岩由来と思われる小れ窒からたっていた。

l鳴辛地点から少し奥へ歩いたところ筐広い畑が広がり，農家は水牛を使って耕起していた。ここも

洪水を受けたとのことであったか砂れさのだい積はなく，開かれだ畑の向こうは樹林地となっていた。

十壌図上はバント埴壌七 (Bantoclay Loam)か示されており，乾いた土塊はやや固かった。表士

(1 OYR3/4)の埴壌七で pHS. 2であった。

ミンドロ島［ご芦ける主要な士壌統は次のようてある。

(1) サンマニっーエル (SanManue 1)統

この士壌統はカガヤソ河谷のところで述べたと翡り，排水良好で適湿のと食は耕しやす〈，肥沃度

は比較的高い。最屯面積が名いサンマニュエJレジルト質壌±:は大十:3 5可て褐色，粒状構這をもし，

下層｝は褐色ないし灰褐色で黄褐けん紋を伴う。細～中粋の粒状構造をもち砕けやぷく，ミンドロ島

の耕地では最も肥沃てもる。海芹線に沿って，あるいは河川のはん麿原忙分布している。この七壌統

忙含注れる十壌区とその面積はつぎのようてある。

サンマニュエルジルト質壌士

サンマニュエル砂壌十→

サンマニ"・ エル壌七

サンマニュエル埴壌十

サンマニュエル壌質砂十＾

合 計

約 54,000ha

約25,0 0 Oha 

約 12,00Oha 

約 11.000ha

約 1,00 Oha 

糸り 103,000ha 

(2) キングア (Quingua)統

この土壌統もカガヤン河谷で述へた ある。平田部の沖桔地忙分布ずる。表面排水，内部排

水と屯に良好てある。このうち最も分布面積が広いのはキングア埴壌士で，ミンドロ島てはサンマニ

ュエルジルト質壌士紅ついで耕地面積肛占める割合が大含い。現在では水稲，陸稲か栽培含れている。
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約 52,000ha

(3) バント (Banto)統

合旭虹よひ波壮、丘陵地｛てみられる土壌統 だとの火成岩筐由来している。地形の関

面排水1::l:良奸てあるか，内部排水附やや良い。バント埴壌士は唯ひとつの土壌［メである。

；いしば亦褐色て徴細な団粒樅造をふちやや固い。湿ると粘羞性，可剛性が大食くなる。

丁層十は陪赤色てやや軟らかい鮎核を含み，乾くと砕けやすい。栽培苔れている作物は陸稲， トウ

モロコ、ン，バナナ，いも類左とである。この十壌ttサブラヤンとその北方のサンタク）レス (Sta-0-

ruz l v: 分布ずる。焼畑栽培忙よりこの十壌は激しい侵食を受ける。この土壌区の面積は次のようて

屯る。

バント埴壌士 約 26,000ha

以じ(/)外尻東海岸では卜記の十壌統か分布するか，主としてココヤヽンや果樹，陸稲が栽培されてい

る。

(4) jレイジアナ (Louisiana)統

波状斤院をたは山地陀分布， 筐由来し地宍排水，内部排水とも｛て良好である。文十は褐色主

たは赤褐色で，湿ると粘沼性が極めて強い。角塊状から大粒状構造をえ)• ち，深素は約 25cmあろ。下

屈十は黄褐～明赤褐の枯土て杵状構造を有ずる。この統仰含注れる十．壌区とその面積は次のようても

る。

ルイジアナ埴壌士

ルイジアナ埴士

4) ピザヤ

ビザヤ地方ではイロイロ県，丙ネグロス県，翡よびセプ市を訪れたが，日宜の制限もあって，主と

約24,0 0 Oh a 

約 13,000ha

して植産局の地域局や試験場なとて情報の収集忙当たった（図 29)。 したがってここでは資料と市

応見聞しだこと忙基ついて，この地域の七壌筐ついて述へる。

(1) イロイロ県

イロイロ県の乎坦部はイロイロ流域 (lloiloBas in) と呼ばれ，北と内を山て囲主れている。バナ

イ旦 平坦部てある。主要河川/rtハランド (Jalru1d) , ハロ (Jaro)で他の中小河川とと

心仄幾つかのデルタを形成している。このデルタや河川沿いの氾濫胆より少し高い所け段丘，合地が

広くこれらの後背地1ては新第三紀の丘陵地帯がある。

イロイロ流政はJレソン間の中央平原忙次ぐ水稲作地惜であるか，トウモロコジやサトウキビも栽培貪れ

ていろ。イロイロ県肛広く分布

① サンタリタ (Sta.Rita)統

この卜壌硫は河川はん嘔原より少し高い位置忙あって，広くて僅かiて開析された河岸段斤忙分布し，

に車要な十壌統け次のようである。

イロイロ流域の主要部分を占めている。後背丘陵，山地から供給、された微細左母材たい積物からたる。
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）填〇い密度は大喜くさた平田だ吃 ＼八
ぇ

バーティソル (Vertisols) cうペラスタートに属し，乾湿尺伴う十壌の収網・ しく 閉文v-, ,L、『.,,.. 

は深含 50~10 Ormにも達ずる含裂を生じ，かんがいしなければ年間 90~150 日は義裂か入っだ↑

屯てもり，表・トの七塊がこれ筐落ち込むこと忙より士層のかく袢が起こること Vてたり， )- ,/ 
いも

呼ばれる。イロイロのハロにあるビザャイネ試験場を視察したか，ここでは水稲および多毛作の試験

を行ない，雨季杯7虹屑を人れ乾呑第 1作はソルガム，ナス，カウピー，リョクトウ，タマネギ，第 2

罰：：：：リョクトウ，サッマイモ，ラッカセイ．スイートコーンの作付けが考えられている。土壌図上は

サンタリク埴士となっていた。 リョクトウの畑で採取した士壌は黒褐 (7.5YR2/2)の埴壌して pH

は6.8であった。

この土壌統しこはサンタリタ埴士とサンタリタ埴壌士の二つの士壌区がある。

サンタリタ埴七はイロイロ流城の広い部分を占め．数m程度から 30m<らいの標高古て及んてい

る。夫士は20~2 5cmの黒注たは暗褐色，有機物含量は比較的高く もつ。下層—卜は宍十上

り色はやや明るい。水稲栽培が多いが，水稲のあとにトウモロコジ， リョクトウ，名の他の野菜か輪

作されている。 一般仄 と士壌が固くなり栽培か困難とだる。

サンタリタ埴壌上はイロイロの北方ダマンガス (Dumangas)地方仄分布し，平坦からわ—9よう刈て起伏

のもる旭形てあろ。夫七しt2 0~2 5 r:nz--C褐～昭褐の埴塊十てあり砕けやずく滴湿の場合旦，中庸の大

苔さの団粒と左る。 このL壌はトウモロコジやサトウキビの主要左耕地とたっている。上壌似ーと Yeの

面手青旦つ苔のようでちる。

サンタリタ埴壌七

サンタリタ埴壌上

② ウミガン (Umigan)統

約 55,000ha

約 17,00 Oha 

中央乎匝のヌエバエジャ県で投定され，パンガジナン県忙極めて多い十壌統であるが．イロイロで

は大小河川のヒ手Vご沿って分布し，毎年のはん罹によって士壌は肥沃で屯るとみられている。この土

壌統で暉ーのウミガン細砂諄む上は肱らかく砕け易く年中何時でも， こねることなく和曰＼ことがて食る。

トウモロコジやサトウキビ．タバコ，野菜類たど忙適ずる。この士壌区の面粕旦次のようである。

ウミガン細砂壌士 約 19,000ha

③ ア I)モ―ゞプィアン (Alimodian)統

イロイロて同定ぎれる十壌統ては穀も面柏か大喜いものて．サンクリタ統の北と南筐広〈分布して

いる。少し起伏のある合地から丘陵地忙注てわたり，頁岩や砂岩の風化物忙由来している。夫十旦20

~3 Oc;n で褐～赤褐色の埴壌士．粒状構造が中度筐発逹し，有機物含娼は少た（．乾くと固い。下層

は弱い粒状構造か窮達J-る。地乳排水は過度忙良く，内部排水且良好かやや良好てある。この1壌は

サトウキビについでトウモロゴジが作られているが，士壌侵食を受けており，肥沃度維持肛対策が必

要で虎る。士壌［スとその面栢旦つぎのようである。
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施用［ていた。

バコロド；いらラクランハ冒辛る間仄なられる主要な十壌統ti次のようで危ろ。

① ジライ (Silay)硫

（万十壌丑nバコロドの化ンライ・H近して名（，更｛竺南の方尻応分布している。 このいてけ蛤も叶：］要

な士壌てある。これば面積からいってーも広欠であるか，サトウキビの主要た耕地をなしている。 Vi.と

んと1万］な旭形に分布し，水成たい『立の上壌である。下層！ては極めてち密た士層を屯ち，内部排水は

極めて悪い。類似した士壌でバロ統か他の地域にあるかこれは F・層土Vここのような 密層を持ってい

ない。したかって／ライ統は湛水か可能で水稲栽培忙むしろ適している。サトウキビ畑では一定間隔

忙排水溝か堀られている。

宍七け陪！火色～旦とんとI-且色てある。厚さけ 20~2 5cmでれぎはなく砕けやすい。この土壌の pH

は 5.0 ~ 6. 0か名（，サトウキビが栽培含れていだいところはトウモロコジ，水稲，陸稲左どである。

このJ壌統忙含きれる士壌ドとその面積は次のようである。

ジライ細砂壌土

ジライ壌士

ジライ埴t:

ジライ砂壌十

約32,000ha

約27,00 Oha 

約11,00 Oh a 

約 7,00 Oh a 

この他に既陀述べて食たサンマニ CLエル壌J'.(1 4,0 O Oh a)が乎州地の十壌ては中要な危のてある。

(2) ギンバラオン (Guimbalaon)統

このじ壌統は山すそVご分布し，これらの後背山地の安山岩や玄武岩風化物の供給胃よってて食たた

い積物仄由来している。地形は開析ぎれ する臼ぼ平田から緩やかな波状合地，枝状丘陵忙わ

たっている。地宍排水は過剰だくらいよく，内部排水はやや應い。

分布の最唸大含いのはギンバラオン埴士てあるが，表土Id暗褐～赤褐色て 20~3 0 cmの厚さがあるe

未耕地の士は因いか，耕地では耕しやすい。時vc露岩があるので， トラクク耕起の場合{Z:は注意を要

ずる。下層士n褐～陪褐色の細粒質となる。傾閑地のため土壌侵食対策か必要てあるQ 土壌はやや酸
竹か強く pH5~5.5のため，石）火施用を要ずる。直杏したラグランハ試験場の十壌はギンバラオン壌

lてある。この十壌統げ含寸れる十壌[;(とその面積は次のようである。

ギンバラオン埴十- 約71,00 Oh a 

ギンバラオン壌士 約22,0 0 Oh a 

ヤンバラオン細砂壌七 約 9,000ha

ギンバラオンれ衣 約 7,00 Oh a 

('.1) セプ (Cebu)県

細長い島の大部分(「,t斤陵と山地て占められており，平廿］地は海鰐線尻沿って限られている。丘陸地，

合地の名〈け石l火岩vc由来ずる。占くから関発か進み，人口は過密て丘陵上部注て耕しつく合れてい
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な）。 トウモロコジを主食と ある地域てち；ロバ，人［］禍剌と外芹着（つ低でのため，牛産1寸

主かなえず， ミンダナオ島から入れている。

こ トウモロコジ旦什 回． ：こより＝『］応栽培貪がるか，傾銅地のため（し七壌管理の不適

切なこと心あっ了，フィリピンてはj壌侵食の最応進ん戸地域として生［」られている。

この他域尻主要た！壌統［／）亨のようーである。

1:t) マンタウエ (Mandawe)統

セブドー：じける沖積世たい積物由来の十璃である。表士は褐色～明褐色て砂壌士か の土性を

も":)。れ衣 v:t含主ず砕けやずい。主だ十屈け）り〈耕しやすい。↑居士只河Jillて近いところけれ塁を含

むが， 一般vcnも宮左埴壌十でもる。 1'のだめ内部排水はどちらかといえば良くない筏うである。 ト

ウモロコジだ（しの紐作い対しては排水対策か必要である。

雨手の トウモロコジを栽培すると苔，特 てある。

訪間したマンダウエ試験場(!〉野菜炉の土壌旦マンダウエ埴壌士忙属し，陪褐 (1OYR3/3)の表士

て は7.2であったか，石仄は桐／廿 Lていないとのことてあった。この十壌統して含きれる土壌区と

多の面積は次のようで•る。

マンダウエ埴壌fニ

マンダウエジルト

約28,0 0 Oh a 

約 14,000ha

2> ファラオン (Farw:m)統

丘陵地の のサンゴしよう石灰岩仄由来ずる。この石仄岩は軌質で，次肛述べる

玉リナオ統の母材てあろ硬質の石灰尉とは巽なる。表uては石灰岩れ宮を合み，基岩が露出ずること

がある。この土壌統ドはファラオン埴十とファラオン埴壌士急傾箭相がある。

ファラオン瑣士 左石灰岩風化物を母材として牛成し，宍十は黒釦，て粗い塊状古たは粒状構造

をふつ。宥機物含醤は一般｛て大をい。宍卜の黒色はアルカリ性｛ておける有機物の溶解性と関係してい

る。湿ったと衣忙耕してふ，練り返して構造を壊すようなこと只左い。下層士は黄褐から灰褐てあり．

粗い粒状構翌し合もつ。石灰岩を露出することかある。 トウモロコ、ン，ココヤジ，キヤッサバたとが栽

培貪れている。

ファラオンi直 丘陵上部の 45゚ （ても達]る顔針の極めて大ぎい地形忙分布する。セブ

ては極めて急左合国vc心窄高線状仄トウモロコジが栽倍含れている。これらのじ壌区および土壌相の

面積尺次の •t うてもる。

ファラオン埴上急傾斜相

ファラオン埴十

約 87,000ha

約40,0 0 Oh a 

3 ボリナオ (Bolinao)統

石灰喜仄由来する台地，丘陵地忙分布しているQ この石灰岩は硬質てあることが，前の場合と異左

る。硬質ただめ風化の速度が翡そ（，白外植牛け貧弱であり，十色けファラオン統が暗褐～間てある
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図 30 ルソン島南四部の地彩

(F.L.WERNSTEDT及び J.E.SPENCERの著書による）

の筐対し，この士壌は赤色てあり，深言 15~20c:mの車埴士である3 滴湿のと査は砕けやすく耕L

やすい。これは石灰 め士粒が凝集し，粒状構造を形成するからである。表七は薄く時IIC

られる。このため耕起筐は注意を要する。下層上はややち密た釆占—卜で褐色がかった赤てある。

主としてセプの北部尻分布する。主としてトウモロコジが栽培され，キヤッサバ．ココヤジ心作られ
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ているだ

丑ミリナオ統iては玉 i)ナオ埴十と月ミリナ

。々これらり〉｛在i.f責u、汐ぴ）ようてもる。

ホ'1)ナ

玉リナ

④ Jレゴ (Lugo)統

ぁる゜

約 58,0 0 Oh 

尿り 23,0 OOha 

こ だ起伏のある台地忙分布し，母材は

のれぎは石灰岩ではない文

左丘陵地悶

である。しかし．そ

古十は慧色注たは暗灰色の重粘十て，厚さは約 15cmである。湿ると粘着性，可朔性が高古るが，

微細た粒状構造が発達しているので，耕しやすい。 ド層上はや1辻り

了いる。

ら黄褐色じ：~わたっ

この土壌はれ食もた< 危発達しており耕し昂いので，各種の作物栽培忙利用されている。

トウモロコ、ン，ゴコャッ，サトウキピが栽焙されているが，い卜壌侵食を受けやすく，この士壌でのト

ウモロコジの収醤は低い。

この士壌統ではルゴ埴士が唯一つの士壌区でおり，セブでは最も面積が大窒い。主の面干責け次のよ

うである。

ルゴ埴士 約 98,0 0 Oh a 

5) 南西部ルソン

いわゆるクガログ他方の主部をなし，ラグーナ湖周辺がらタイアブス (Tayabas)齊尻至る部分で，

キャビテ，バタンガス，ラグ-ナの各県とリサール，ケソン両県 （図 30)。われわれ

が訪れたのはバタンガスとラグーナでありキャピテはその途中で，農業景観忙接した忙過因ない。

この地帯は火山地帯で大小の火山が多く，バクンガスのタアール (T"Lal)湖はクアール火山のカル

デラであり，この北側ireあるタガイタイ尾根 (Tal¥lytayRidge)は分水嶺をだしている。そしてこれ

は注た，キャビテとパタンガスの境界ともなっている。ここから北ぢよび北西に向かって広大な緩い

斜面が低下しており，この火山性の洪積合地はタガイタイ (Tagaytay)屋根かり正ぼ放射状trc発逹し

た谷尻よって開析ごれているQ

この合地加続いて北および北西部は洪積地となっている。洪柏地しては水稲，サトウキビ，合地vcは

トウモロコ、ン，ココヤジが，更忙台地南部の傾斜地忙はココヤヽン， トウモロコジが栽培さ-h.' キャピ

テでは水稲作面槙が優位を占め，ついでココヤジ，サトウキビ， トウモロコジたどである。

バタンガスはタアール湖の両側が火山ょう岩台地であり，タアール湖の東，マ＂キリン (Makiling)

山とダガラ (Dalaga) 1J」の間， およびタール湖の南からダラガ山の南部じこかけては火山性の洪積台

地となっている。バタンガス湾とタイアプス病の間の突出部忙は新第三紀層からたる丘陵地帯があり，

沖積地は両部海臣忙あるナスブ (Nasugbu)付近とバラヤン (Balayan)湾の沿岸部ぢょひタイアプス湾
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写真2t ハクンカス県カーレげふける野菜畑。敷わらかよく施含れている。

土壌はクアール壊土（バタンカス県カーレ）。

ふ？ ・ 'いらサンファ‘’ ' / ¥ふan.Juan) tてある。

バタンガスの農業Iじ窟(・t,-リトウキビ，

::fーだどで丸る。

差 トウモロゴジ，ココヤジ，バナナ，カンキッ，マン

ハタン~ ガスいは予グーナ沖周辺の沖柏地と，マッキリン山｀ダラガ山の東からパナハオ (Banahao)

尺山の北乙〈（（(かけて［つ余斗面．ぢよひ沖積地との間忙広かるよう からなっている。作目はゴコヤ

ンが船危名（，水稲，サトウキビ， ， トウキロコ、ン，各種野菜類である。

以1述へ くからl開発｀され，ココヤジやサトウキビのようだ輸出作目の作付けが極めて大

い'われわれが訪れたパタンガス カレ (Cale)とマタタス (Matatas) 付近は士地の

高度判J中］か盛んで各種のマメ類，サツマイモ，キヤッサバ ニンニク．タマネギ，ナスよよびウ 1)類

阿菜類の椅類が名かった。これらは2~3種類の組合せ芍たはトウモロコシなどと組み合わせた

雷作がたぎれ．敷わら左とぶ十分筐施ざ~れており の高 古れていた。

の地域V分布よる主た｛壌統はつ入のようである。

(1) カダルペ (Guadalupe)統

斗打］地 1ご分布し~，火山/)(の水成だい柏物からたる。最も広い分布地はタイアブス亮忙臨む沖積地サン

ファン付近からロザリオ，(Rosario) 忙至る区域であるが，ぎら忙キャピテ北部の沖積地｀
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ラグーナ湖の南岸地域応かなり広〈分布ずる。

とんと黒，枯清性・

と固〈なり，窒裂が入る。

とむ大粒状檬造をもゴつが，あさりょ〈砕け左い。乾〈

で黄褐の結核をもつ。

低地から30mくらいのところ主でに分布し，主として水稲が作られるが，やや高いところでは陸

稲その他が栽培される。バタンガスてはココヤジの栽培が行われているところが広い。この士壌統Vぐご

含主れる十壌区とその面積は次のようである。

ガダルペ埴士

ガダルペ埴壌士

(2) カランバン (Calampang)統

キャビテ県忙約 14,00 Oh a 

バクンガス県に約 27,0 0 Oh a 

ラグーナ県忙約 5,0 0 Oha 

キャビテ県忙約 12,000ha

バタンガス県忙約 15,00Oha 

この七壌も火山性物質の水成たい積物からなる。ラグーナ湖沿岸やバタンガス同辺の比較的狭い場

所汀分布ずる。一般筐は平坦地忙あるが，他の七壌との境界付近で旦波状とたる。

表十は灰褐色の砂壌士～埴壌七て、下層十は暗褐灰色てはん紋をもつ。

カランパン統Iては砂壌士，ジルト質壌士， たどある。バタンガス忙はカラソパン炒壌十，ジル

卜質壌十があり，前者ではサトウキビが作られ，後者てはトウモロコ、ン，陸稲，野菜類か作られてい

るが，排水が良くないので，あ注り良い牛育はしない。ラグーナて1寸、カランパン埴士が分布し，ココ

ヤジが作られる臼か（L，停稲， トウモロコジ，サトウキビ，野菜類か作られている。これらの七壌区

の面積は次のようである。

カランパン砂壌土

カランバンジルト質壌十

パタンガス県忙約 7,00 Oha 

バタンガス県忙約 1,00 Oh a 

カランバン埴士 ラグーナ県に約 7,00Oha 

(3) イバアン (Ibaan)統

火山噴出物を母材とし，一般忙は波状起伏の合ttl月て分布するが，タール湖の南アリクグタグ (Ali-

tagtag)間辺では殆んど乎坦てある。分布はアリタグタグ周辺からバタンガス齊筐至る地域，これか

ら更忙東ヘイバアン周辺地域『：生で広がっているQ

DORSEYがフィリピンて始めて十＿壌調査を始めた 1903年頃仰設定ぎれた十壌統である。

宍十且褐～明赤褐のジルト質壌上から埴壌士でやや砕けやすく大粒状構i告を有する。不耕起の主主

放l晋すればIE](左りぎ裂が入り，耕起か困難となる。適湿状態では耕起しやすい。

下層上は赤褐色の埴十～埴壌士て火山れ哀と下部忙結核をもつ。この下層七は火山砂を伴う風化の

進た凝灰岩てある。

起伏を伴う地形のところで旦，士壌侵食が進み表土がかたり流失している。
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イバアン壌士は．タアール湖の南からバタンガ 〈さで分布し s 斤悶地か

土に入られる。睦稲を主とし， トウモロコジ，サトウキビ，カンキツ類，野菜類が栽培ぎれている。

イバアン埴壌七はイバアン壌七分布の東イパアン0周辺仄分布している。イパアン壌十れ衣粗はイ

バアソ壌ピ分布地域の南の斤陸地筐分布している。

イバアン統けバタンガス県1でのみ分布し、

イバアン’埴壌士

イパアン壌J:

イバアン壌十］れ喜相

イバアンジルト質壌十

(4) 1)パ (Lipa)統

は次のようでもる。

糸勺 30,000ha

約 27,0 0 Oh a 

約23,0 0 Oh a 

約 3,00Oha 

タアール湖東側のリバ (Lipa) 付近と更筐東のラグーナ県の合旭に分布し，地形はわずかに波状

起伏をもつ。イパアン統と同様母材は火山噴出たい積物が風化したものである。

表十は暗褐で軟らかく砕けやすく耕しやすい。下層七は賠褐色の中粒質で下部筐鈷核をもつ。起伏

の大叙いところでは士壌侵食が進んでいる。

各種の作物が栽培され， トウモロコ｀乙サトウキピが主なものであり，カンキツ類危栽培～文れてい

る゜
フィリビ ある場所は緩やかな起伏のある合抽上｛てあるが，ここの十壌はリパ壌土で

ある。

l)バ紐の主な士壌区の分布面桔はつぎのようである。

1) ラグーナ県に約46,000ha

バタンガス県忙約 26,0 0 Oh a 

リパ壊士深土相 バタンガス県忙約 11,000ha

(5) マガリアネス (Magallanes)統

この七壌統は火山噴出物のたい積物尻由来し，タガイタイ統より標高の低い，緩やかた波状地形忙

分布ずる。［三四東西尻惜状1て合地を覆ってむり，バタンガスては西部筐広〈台地じを覆っている。

1-: 士け褐～明赤色，青味を帯ひた黄褐の中粒質上壌で，粋状構恐をもrっ砕汀やすい。下屈 L『t青味

を開びた黄褐の埴壌．［で，粒状の風化物たい積層へ続く。

この十壌の分布している合地且多くの河川Vこより開析苔れているため，排水状態は良好である。面

状侵食は「性忙よって（辻激しくないが，砂壌士け激しい十壌侵食を受けている。

マガリアネス統は主としてサトウキビ，ココヤジ，陸稲の栽培がたされているQ

マガリアネス統の主な十壌区の面積はつぎのようである。

マガリアネス応諄l±

マガリアネス壌十

バタンガス県屈約 13,000ha

キャビテ県('C約 15,00 Oh a 
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マガリアネ

マガリアネ

タアール (T邸 l)統

キャビテ県に約8,00Oha 

キャビテ県 [C約 6,00 Oh a 

この．十壌硫t:t夕了ール火山；巧連続的だ爆発［たし［青［だ，い!i放出物v:一由来 l.,供給均宜とたい不責杖

叩で各柿の七壌区かもる 低地（ごだい机した綬やか方起伏ゲも／）地屑『から，＇応 1人起伏しう甘騎地

っていん。タアール湖の東，

広く，バライアン（

一般い［詞った状態

は火山砂あるし-,:い尺山れ蕊のだい砧

なっ）ピ株杞合がしている-

〈注で分布 Lていい

患で，士性は砂か

あb,, これらのたい粕

これらの土壌は根望類でサトウキビの栽培に特仇適している。

分刈1ftない

質である0'[屠十

だい積時（う状況い:.tって異

タアール細砂壌士（ □襄図士は壌士となっている )nタアール湖固辺から+.o内側VC広〈分布しう
パライア くのカラカ (Calaca) , タアー］レこク r —

トウキビ栽培か盛んである。サトウキビ(!)/万.i占ごトウそ：ロコジ，

タリーサ1(Talisay)しこviサ

，野菜類も栽培文れ，クリーサ

イやタアー）レ湖1坦北沿尼のタナウアン (Tanauan)にけココヤジがよ（栽培されている。

タアール砂壌＿三日［西海罪号のナスブ周辺、いパライアン汽，バタンガス

を主とし， トウモロコ、ン，隣稲，カノキツ類；などが栽培されている。

分布し，サトウキピ

この士壌統旦そC)地形と

れわれが訪れたタアー

の心つ物理性のためいこ， ず侵食C)危15貪しこ言らべれている。ゎ

のセントトーマス (Sto.Tomas) の東肛あ のカレとマククス

（［クアール壌土（こ巳ては呵砂壌」．：しこ入る）筐属し，硝褐の旱~］~・ぐ pH iJnI,j名とも筐 6,0, 

いた状加てつやや防1かった。極めて緩や力え起伏かある畑坦噌て， CI且］の区訓由積附オ/ii[EjrJ)姐i程度で

フィリピン 〈，求刀め1て創：れたよう 、集約的な農業が宮されてい

この士壌硫の主た土壌区とその［旬禎け：つぎの［うである。

タアール細砂壌十（土壌図ては壌士）

タアール砂壌七

タアール細砂lロ

タアール砂＿七

(7) タガイタイ (Tagavtay)統

約 22,000ha

約 l2.0 0 Oh a 

約 8,000ha 

約 5,000ha

キャビテとパタンガスの境界をなずタガイタイ尾根付近に分布[る0 よぅ

紺面十部け丈十は薄〈，下部やく臼地は厚い。太士

由来し，

て屯なド層士

け明黄褐であるが火il」性f;j材の

の結核を含む。

より色うぶ［だる" Rt, 1ヽ層Lともに和状て脆〈，火山付

この土壌の分布地域 よく行われていろ令 ， トウモロコシ＇， トマト，ラッカセイ， l)
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ョクトウが設培食れ， てviコーヒー，カカオ，マンゴーがよ〈育つ。 4面積のココヤジのプラ

ンテージコン心ある。

この士壌統の十壌区とその面栢はつぎのようてある。

タガイタイ壌:l:

クガイクイ壌t深十相

タガイタイ砂壌士

(8) ルイ、／アナ (Louisiana)統

キャピテ犀して約 22,000ha

キャビテ且｛ぐ約 5,0 0 Oh a 

バタンガスリ乳仄約 9,000ha 

キャビテ県筐約 5,000ha 

ラグーナいの東部の波状台地（，て分布し，玄武岩風化物に由来ずる黄褐～赤色の土壌てある。母岩の

風化は深〈，士層は厚い。粒状構造をもし地麦徘水，内部排水とも良好てもる。ラグーナ県ではリバ

統1ご次いで分布面積か大唸いて9

傾斜地ではココヤジが主て，場所忙よりトウモロコジ，サトウキビが作られ，かんがい水か得られ

るところではテラス状水田｛；：：：水稲か栽培合れている。 -1ーの面積はつぎのようである。

Jレイジア

(9) アンチポロ (Antipolo)統

ラグーナ県筐約 27,0 0 Oh a ふァ
ダ） 0 。

この十壌賛てはアンチポロ埴十が臼とんとの国］柏を占めている。アンチポロ埴十はラグーナ県の北

東蔀サンクマリア (Sta.Maria), ファミィ (Famy), ジニロアン (Siniloan)付近筐広く分布して

いる。玄武岩風化物を母材とし波状台地を覆っている。古、上は咀・赤褐の細粒質土壌で，ココヤジの栽

培が主たものである。その面積はつ苔のようである。

アンチポロ埴七 ラグーナ県忙約 1J,00Oh a ある。

6) 調査地点の土色と pH

今回の調査汀．資料収集や聞哀取りを主としたのであるが， ることので蓋

農家の匠場て少数だがら上壌を採取し，その士色と pH(H20) を閲定ずることがでぎたので，得ら

れた値を示してお〈。

表 53でみるよう 1て，平坦た低地で得た危のが多く，このりち尻 跡地をトウモロコジの作付

け仄準備中の例もある。しかし，大郁分はかんがい施没の不備から，主るい只内部排水の艮好なため

トウモロコパリョクトウたとの畑とたっている。

土色は著 していたよりは，彩度，明度とも低く， したがっ-c昭色が強かった。 No. 3~ 

No. 6 の土壌は褐～明褐で彩度，明度とも｛て高ガったが，これらはイガラン試験場のげ場で採取し

たものてある。既仄カガヤン河谷の項て述べ左よう筐，数年前の洪水で約 20 anのJ厚べて新しい泥t

かたい積したためてある。 53宍ては長七のみについてぷしてあるが，この地点では約20 C111以ドの

下層士（新しいたい積がある前の表士）筐ついても調査してむいたので， No.:3~No. 6のそれそれ

の下層十の土色と pHを示ずと次のようてある。
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試料
r、+!7) J: 色~ pH 

四 (cm) r ,._—--·· ―-―'  r―-----一、
試料 宍 士 -「／暑 j- 士 下屑上

No.3 1 g 褐 7• 5YR4/4 7• 5YR4/:1 5.9 6A 

No.4 1 8 褐 7• 5YR4/6 7• 5YR1/4 6.0 6.4 

No,5 2 0 唄褐 7•5YR5/6 7•5YR4/3 6.:3 6.4 

No.6 7 褐 7・5YR4/4 7• 5YR1/3 64 6,2 

このよう仄， ・ト層十（かつての表七）は新しくだい積した宍士より

も近年，数回の泥七たいポ責仄よったものてある。

No.26 は No.9, No. 10の採取地点付近の強く侵食ざ

しかもこの下層十一

の「層士で（

1こしって失われていた），花たNo.27 け No.1の採取地点付近の波状台地の下層土てある。

先｛ごがした新規た このような卜居七の色匹近い。

天53の七壌のうちNo. 1 5 , No . 16 け古い火山の影輝を受けてふり， No.19~・20は叫らか忙

ターJレ火山の火山）火士壊である。 No.21~24はブキドノ のたい積火日」噴出物の影鴨を受けて

いるが，母岩 などの塩悲性岩類のため下屠卜 (No.25)の色

七色か暗褐～鸞褐であっても，必ずしも腐槙含量が峠いことにはならないが，雑草や作

眈＇＼収穫残ぎのず食込み忙よって有機物の補給屯かたり行われているのではないかと推ふ：されだ。例

えばサブラヤン近く (No.7地点）でみたぼ場ては 2m近く伸びたイネ科の雑草か刈り倒してあり，

トラクタてず苔込むとのことであった。克た，無肥料でトウモロコジを 3作栽培し，推定6t/h a• 

年収穫している。 MIT の臼場 (No.13地点）ては，隣接の休閏畑

雪て茂って沿り，耕起時に全部ず窒込むとの事であった。

かIm以Iの高

pH I疋ついても予担していたより高く，ぼとんどが 6.0以卜であったa Banto C は1点しかだ〈，

この十壌区が一般筐pHが低いかどうかは分からだいが， アテュヨン埴士は一般尻pHが低いと言

える◇ あとて示ずようしてこの りん酸施用の効果も大衣い士壌である。

この［う忙，•一般匠 pH が高い理由ドついてはいろいろ考えられるが，石灰を施用していたのは，

No.16 地点のラグラン だけてあり，他忙No.22,No.23 地点の牧場のソルガム

およひタイズ畑ては石灰岩全砕いたものを施用したが全〈効果かなかっだと聞いた。芦そらく砕度が

粗かったのではないかと円われだQ 以上のよう忙石仄も（だとんどゞ入ってないので，次屈考えられるの

鳳施！］門量か極めて少文いか，無肥料栽培のた が少なく，雑玄ず喜込みげよっ 屯

少ないなとのことも考えいれる。一次鉱物の風化か狐罰気候条件の下て速〈， と袖給どのバラン

スかある手旱度保たれていろのてあろう。砂岩，貞岩由来の十壌は母材中（（ご石仄岩小れだを合す？可能袢

も考えられる。
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フィリピンにおける士壌侵食

(F.L.WERNSTEDT及び J.E.SPENCERの著書による）

-184-



士壌侵食

フィリピン（ご土ヽけハ罰Oil噂：「サ{t考戻7:ム）場合：グ［国員食の閂類は熊祝てぎ巧:v,,

フィリ ,:'>•C f;i襄鷹杏て

戸触；/; し・,;わてい

/,; 『し：いれ〈),(詞臼日程てi':.L

て霰やカ

11「Iぅ:'予胃叶Ir.t杞ろガI, 乞くの椙合， ht食DJ:r,:tし見し/・,J

,i;• ,, 
ゞヽ
ヘ9
)

：［［ヽ こ:/しピ見る事， った。ブキドノン式臣て

かっ戸 L,,パクンガス (I)•)< 山［日ろ／て心；：·,れ1サれが

，集釣的＇，た素 Jtt誓汽罰か行われていたたば） 1/'.J• (例kl、j';/,ら1、Cよ乃マ)レチ人と），檄lい侵食尺五

古、 .j.
ぃつべ0

しか［~，カガヤン阿谷ては既仄砂：へ介 .t うな状況て，がなり侵食が謂行 I ご)·::)あ I))'翌から見化セ

丘隣地瞥

虎り， トウ干ロゴジの牛育ぶ比較的艮くて玄てぢり，激[

う

'・ こ

｝；んと平j月('五ぇ乙緩

匹心れf，

顕釦

かたり進んた様札］を示していだ。

iii :3 1てロ'.:l:, WERNSTEDT b c乃苦再がらフィリピンら）二仁鳴浸食図をうi目した。。

Iヽぐ j凸，幾つかの資常1ir.1 れげ，フィリビン作ぢけろ｝~堪 f,;,l食の一般叩だ的因と

して＇［， 占〈から行ーわれてい ，芍地の過放牧， トウモロコジ（バよりご：上壌侵食在受I庁ゃいtい清

糾白］の 1-_1、方「11]--, の畦立て

上壌局

る" し力＇し，

し叶非水施没力誓伽

3. 畑作の施肥とその効果

フィリピンては増産運動推進｛ご臼たり，

';!:lj地

げられ， 度か似食左加速してい

と左って対策事業を柑悲して翡り，その概要~［［既 1r:述へだとより

即上の対策て鱗決式か．心心のてなく， '/合が、プ、，かんが

の推進が必戌てあろ。

とこれ仄対応し 羹れて丸り，

夫 54 トウモロコジ［ご対する塞．素の施用効果の地域性

N 01、メ N 45区 対NO N 90区 ~応tN
地域

kg/ha kg/ha kg麟 g kg/ha kw1ia k釦頌g

Mindanao 6 0 2,570 3,4 3 7 777 l 7.3 3,466 896 100 

B1col 2 2 2,088 2、662 574 12.8 ::l,336 1,248 1 3,9 

Central Luzon 4 0 l.9 5 8 2.7 5 8 800 1 7.8 3,063 1,105 1 2.3 

Cagayan 3 7 1,211 2.145 934 20,8 2,444 1.2 3 :ci 137 

Iloilo 5 6 1,756 2、:316 fJ 60 1 2.4 3,026 1,270 1 41 

Cebu 5 :i 667 1,056 389 8.6 1J 86 519 5.8 
-- -- . ---・・ - ---• ー- . . .. 一. --. ―-----ーし— ・--・----・ ---—--- --• --- --・・・.・ • ----一~ー . -・ -.. -— ·------い——--··-―~―卜---- ---•..••• 

汀—：収量：土子実巾
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施杷Cl)J・.ても した地域別，土壌区別の施 ている

そしてこの施肥勧告作成の基礎となっているのは全国各地で極めて多数実棚含れている現地試験の

鈷呆である。

ここでは十壌屈士壌肥沃度課から捉供苔れだ資料1て基ついて，畑作仰北ける施肥じの間顕』点を検討

゜
るキー

1) 窒素施用効果の地域性

主要なトウモロコジ栽培地閉で行っ の地帯別乎均収量を示すと表 54のようてあ

7 3。

この表ては地帯別乎均収贔として示されているのて，試験地が士壌区の上で異なっていても区別さ

れてい左い。したがって平均収畠仄影孵しているのは，試験か行われた七壌区の平均的た肥沃度と気

象特尻降雨条件であると考えられる。試験期間が1月から 5月主て （乾季，甘J季の区別がnっ
齊りしたい地域もある）なのて，降口条件の影粋はかたり大苔かったと息われる。

宍 55 試験期間 (l~ 5月，乾季）の降水昌（平均）
(mm) 

地 城 鯰計年数 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月年降水醤

Mindanao 

Davao 

Malaybalay 

Cotabato 

Bicol 

Daet 

Legaspi 

Central Luzon 

Dagupan 

Cabanatuan 

Ca匹yan

Aparri 

Tugt1egarao 

Iloi lo 

Iloilo 

Cebu 

Cebu 

5 2 

2

3

 

1

4

 

4

2

 

3

5

 

2

5

 

5

1

 

5 2 

5 2 

118 103 119 142 236 217 176 162 

107 68 93 96 244 339 358 340 

81 85 84 150 222 240 267 243 

382 250 212 152 163 166 224 198 

366 265 218 158 178 194 235 209 

9 13 25 85 203 315 535 541 

6 6 26 53 125 211 276 411 

2

1

 

5

5

 

144 90 55 49 111 172 190 234 

31 25 34 65 132 156 233 206 

59 38 36 52 153 265 390 370 

105 71 55 53 121 177 197 153 

1,928 

2,736 

2.165 

3,794 

3,371 

2,439 

1,799 

2.2 60 

1,763 

2,246 

1,619 

汗 且j季筐あたる 6~8月と年降水畠を参考のため付した。
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表 56 トウモロコジVご対ずる窒ぷ・りん酸の効里とその七壌統筐よる祖違

1) On Adtuyon Series (viindanao) Average of 22 tests (1965 .Jan。一珈y)

N 

0 4 5 

P, 0, o 2, 5 0 0 :1, 2 5 O 
4 5 3. 2 2 5 3, 7 5 0 

Mean 2, 8 6 3 3, 5 0 0 

Difference 6 3 7 
- ---

2) On Sanl¥1anuel Series (Central) Average of 35 tests (1965 Feb. -,June) 
- -- -
N 

，
 

Mean Difference 

5

5

 

2

2

 

3

0

 

3

4

 

3,0 2 5 

3,700 6 7 5 

3, 6 7 5 

8 1 2 

P, 0, 0
5

 
4
 Mean 

1

3

2

 

2

6

4

 

0

1

3

2

 

2

2

2

 

7

2

9

 

5

]

4

2

 

4

0

2

1

 

ふ

9 0 

3,2 7 5 

3, 4 5 8 

3,367 

Mean Difference 

2,8 0 4 

3,021 '2 1 7 

Difference 8 8 7 1, 1 2 5 
・ヽ-・ ヽ···-—~ ● ヽ .....一•—··- --

OnMandawe Series (Cebu) Average of 21 tests (1965 ,Tan. —珈y)
. ・・・-- --、- .. 

N 
--――- ---・. ----・-----、..--- -・ 

゜
4 5 9 0 

P2 0, 

゜
S 1 8 7 7 4 8 5 9 

45 '> 8 5 9 5 0 1, 0 0 6 

Mean 6 0 2 8 6 2 9 3 3 

Mean Difference 

3
 
6
 

ー

7

0

 

1

8

 

7

8

 

Difference 2 6 0 
- -― 

4) OnFaraonSeries (Cebu)Average of 16 tests (1965 .Jan. ---May) 

N 

3 3 1 

P, 0, O 

411 

Mean 

9

1

0

 

9

1

5

 

0
5
[
1
6
 

4 5 

1, 0 7 3 

l, 1 2 5 

1, 0 9 9 

7

9

3

 

0

8

1

0

 

9

1

4

3

 

9

9

9

 

1

1

1

 

Mean Difference 

9 5 3 

1, 0 8 5 1 3 2 

Difference 4 4 9 6 5 3 
ヽヽ~ - . . 

S) OnUm面 nSeries (Iloilo) Average of'.19 tests (196S Jan. -May) 

N 

P, 0, 0
5

 
4
 Mean 

5

1

8

 

0

9

9

 

0

9

0

9

 

L

2

L

 

4 5 

？，島 50 6 

2,9 5 7 

?,, 7 3 1 

3

0

1

 

0

9

4

1

 

9

1

4

3

 

ふ

Mean Difference 

5

9

 

3

?

 

5

8

 

2
,
{
 

2 9 4 

Difference 7 3 3 1, 3 1 3 

6) On Quing,.m Series (Ca四yanlAverage of 23 tests (Nov. -l¥1arch 1964/5) 

N 

゜
4 5 9 0 

P2 Os （） 1, 2 8 6 2,252 2, 5 8 7 

45 l. 3 0 6 2,2 6 2 2, 7 4 4 

Mean 1, 2 9 6 2.2 5 7 2,6 6 6 

Difference 1,061 1, :3 7 0 
.. . 

注： 収贔は『実T11(kg/ha) 

Mean Difference 

2,0 4 2 

2,104 6 2 
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こで，参考Gうたにこれらの罰域V'C合主 :/1.'ら幾ぐ）かの囮渇！ナ也占C)月別

この人て兄る限り， トウモロコンび）収畠は地域号!JvC大喜だ差があり，

ガヤンパ7)2 るが，セブ！［カガヤン乙)'に分り)収昌しか左＼、3

ン‘ふぃ最 i団Jヴ｛プし＂ヽ 入か， N90kg-/h a施り］して{,'セブを除〈他の］乳誡り!1又［廿I,・::

セブは1剛門隋I

カガヤン'

l、.・てい又v,.ぅ

カガヤン

］〉収昌i't最低て虎り，窒ふ企施月］しー「応刑収芍叫!j ヽ玄• <, N9 0kg 

ての収扇｛＇ダ— !'i:応万しい。

(口•丁し

オはカ

カ

;
 

ガ＇

［、月は合わめて少だいか，中部］レソンよりはぷ・,や名〈，イロイロと同程度でので，

硲1月危件り〉、7.,.v: よる瓜収とも云え左い。 rの点はド壌の彗性と附閃連し，カガヤン：、t'舟竺v,:中部ルソ

ン/<・ イロイロの士壌げ比ヘズ~保水力のして間題が多） ic1<I)かも知れ左い。セプ／・・「イロイロより降1,11、条件

げ名少恵をれている已らかかわらす収い］椅旦ち

ズし,'¥;:)こと[、t既しこ元へたしおりでもる。

セプ {L→］祖：受げで月1誓慶ぅ:fl'dし

2) 士壌統別の窒素，りん酸の施阻効果

フィリピン(<::t汀↑る柏間の勧冑げ旭域月!I'=旦罰ずるたけでそく，七彎区叩 がている。宍 ii6 

吋今_,,_(T)集閃資料左得る一たヅ）ド行われ， .L: 壌乾別『:、主とめられだ＼ウモロコジ応メ「tる窄ぷ、}:-りん酸グ:,,

拘片!塁IJ皇試賢の拮果であろ。

土壌門旦汽戸 ;,t~ヘてぎた［う V,例えば，サン＇マニュエル統のよう v=広く分缶し，団一土

彎門 1--•') し:てげ答地域閤の比較ぶてをる危のふふるか，大部分は峠月:'cl)罰域｛て分布している cl)?,'ご

り;'、て）r・［し壌崎こと：て他域忍異だっているぐ したかって令こか(,C)収屈差:rc:J降日i条件［と

戸応影翌 1ー，ている。

しかし，拘肥勧告は地城ごとの十壌硫さ~ た ごと v:::出されているのて，こ C)よ')な規地試験

の紺直□主そのさオ とたる。この夫1て出ている十壌統vcついてl't'茂ド述へだ(T)で

ごてくつ翌唄旦省略ずる。

こ,D'$;て見る J::,Nの間施1て伴り培収効果は，サンマニ 1 エ）レ，ウミガン，キングアの各士壌硫て

人羹い。これらは既［こ述へたように沖積地仄分布ずる十壌てある。 アテュヨン統し［ブヤドノン高屑！

：竺仄く分布する卜壌て， で~)かな灯収畠が高〈，しそらくこのだめ戸塞ぷ、廊用の効閉

：パ尺く庁ってい入りん酸施用の効史か大苔いのはこの十壌てあり， pHが侠いと;,r;性のアルミニウ

ムが出る［壌てあるといわれる。こ(!)十壌は 1.. 21 --(5)で述へたよう戸火山放出物(!':由来t;、':,―f壌

てあるが，わが1可の火山灰［壌と迎化学性や生産力が類飢しているかとりか山らかでない。
X咲・

T). A. CARANDANGの諭文 に添付されたフィリビンの土填別のN,P,Kの要求度を示す図では，

沃 l関日 武：フィリピン・タイり）気仮環境，科学技術庁賓源調査所， 197 0. 

＊沃 1).A. CARANDANG : 1be Fertility Status of Spi l of the Philippines, Technical 凶tll.

No.12 Soil of the ASPAC Region Part 4 The Philippines,μ. 公9--18,1973,ASPAC 

Food and Fertilizer'Technol o四 Center.
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1)ン酸の要求度が高い士壌は，地l、水ワテライトであり，これ忙ついでやや要求度のただい土境とし

て、湿I叶フトソルや石灰岩．［壌と呼 fれる士窮がJ~苔れているつこれらぐ）「壌分類出はフィリピン土

壌似J・c・r)tのど界なるので，しよっ ｝しだ対比けて：哀 1（いか，ラテライト化作田の進ん戸アルティ

ソ氾 (UI 、やアルフィソル (Alfisols)の一部か該当/・るより丁ちる。キャビデやバタンカス四

分布わるい］」唱出物応！打米とるI二壌ご対しても，りん酸(()S,畏永麿はタアール湖周辺ズ両部と」し部い

や広（，やや要求磨の人ぢい□襄の分布か示玄れているたけデあろ。 1-;か国の火山灰十壌ぼと旦りん
酸翌求度が強調玄れ＇「いだい。

畑作的Jい対i'る力 1)(/)施［月試験 C)資料ば入手て送だかったが，鯰詈アジア諸国ては，カリは上壌か

じ） 充分とぷる考え方があるようでもい、必要と考えられているのは一部の

風化t-堪てもる。 てのことは前訊;D.A.CARANDANGの塩文仄も小ぎれており， 卜壌屈の肥沃度課長

.J.C. BUNOAN .JB,. ぶこのこと化指摘していだ。

3} 士壌の特性と作季別収量

同しような降雨茶件の卜で点， トウモロコシ' 怖）月ド対ずる反応は土壌条件て異左ってくる。

表 57 トウモロコジ1ご対す

J万亘IJ 所 f乍期 拭験点数 N 0kg N 45kg 対 l¥l'0 N 90kg 
対 N 0 

培収惜 増収量

Iloilo. 5 6 1,843 2,526 683 3,102 1,259 

呵JI¥沖積旭 由季作 1 0 1,233 1,657 424 2,039 806 

同上差 610 869 1,063 

Cebu , 4 9 679 1,075 3 CJ 6 1.2'i 2 573 

ILLろく傾斜地 1吋季作 5 0 747 1,295 54 8 1,644 897 

同上差 68 ~220 -392 

-~--- ---- -・---------- -- -心・・・-・-

汀： (kg/hal 

これは宍 57仄示ずセブとイロイロでの弐験結果の比較でも分かる。

これはセプが海庁尻沿った起伏のある山すその耕地であるため雨季の収量の方が乾季の収贔より心

高〈，窒ぷの施用効果も大さい。これは｛頃倒地のため十壌水分状態は雨季の汽うか良いからてある。

イロイロては乾季の収贔が山季の収輩より高い。これは既尻述ぺたよう忙河川周辺の段丘j-_(7)車粘

十壌の分布が広(, は士壌水分が過剰じこだることが多く，むしろ乾季のぼうが適翡1'となること

忙ちる。しかし，こ（！）ようだ場合てもやはりセ ことは注目を要ずる。

4) ダイズとリョクトウに対する根粒菌潅種効果

フィリピン の中で，イネ， トウモロコジの外仄ダイズ，リョクトウたどマメ類の生
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5 8 根粒菌の菌種の粗違とダイズの子実収量 (kg/ha) 

-・・ 

0 kg 30kg 60kg Me叩 Standard Significant 
接柾法

P, 0吋 P, 0, P, 0, difference error 
- . —•—- -------------- ---―--- --一-—-----,-一-- - ----・--・--- -- "人....ー・---・------・--・- ---・--------・---一_,.,--. ●● . --・-・ 一—~

L Uninocul ated 
248 247 377 291 

control 

2. Inoculated with 
243 293 3 l 1 282 士35.4 7 11 8.4 

,¥labang strain 

3. Inoculated with 
447 412 420 426 

Braz i l s tra in l 14 

庄： On Guadalupe clay, at ,¥labang, Rizal 

表 59 空ふ・りん酸・カリの施用及び根粒菌接種とリョクトウの子実収贔

'Treatment I l)avao City Davao Or Pangasinan Batangas 
I . 
! San Manuel Pangasman 

(N~ P, 0, -K, 0) i T蘭 okclay day lo皿 riversarrl Taal loam 
I 

kg/ha 匝:/ha k印1ia k印 a

0-- 0- 0 INC :133 a 

0- 0- o 278 ab 

20- 0-- O 347 a 

40-- 0- 0 278 ab 

0--2 5- 0 ' ; 287 ab 
I 

0--50- 0 
I 
i 218 ,ibc 

0-50-- 0 INC I l 48 c 

2 0-2 5-O・1  71 be 

40-50-- 0 185 be 

40-40-40 1 218 abc 

40-50- 0 INC 241 abc 

-c.v,;.-, -I――□2り

1,0 7 4 b c 5 O 5 ab 

51 4 d 338 b 

l,11 6 b c :301 b 

1,310 be 468 ab 

856 cd 435 ab 

1,329 be 528 ab 

1,625 ab 597 a 

1,548 b 625 a 

1,3 61 b c 

2,019 a 

2,185 a 
.......、~ ~ 

1 7 . 1 3 

509 ab 

532 ab 

528 ab 

13.21 

I NC は inoculationを意味する。

言式翡食にtRandomized complete block design 

ab c dなどの文字の同一の収醤間仄 左い。

l 9 7 2・・1 9 7 :3 dry season B. S. 

品種は CES - 14 を供試

-190 C 

324 d 

306 d 

444 C 

463 C 

454 C 

472 C 

583 a 

523 b 

523 b 

569 a 

574 a 

3.50 



表 60 トウモロコジ侭対する地域別，士壌区別の胴肥勧告の例

農業地域と県

Northern Luzon 

Cagayan 

Isabel a 

Central Luzon 

Pangasinan 

Southern Luzon 

Batangas 

Eastern Visaya 

Cebu 

Central Visaya 

Ne匹os0cc. 

Western Visaya 

Iloilo 

North Central 

Mindanao 

Bukidnon 

South Central 

Mindanao 

South Eastern 

Mindanao 

Davao 

十：壌区

San Manuel SiL 

Quingue SiL 

Quingue SL 

San Manuel L 

San Manuel SL 

Sta. Rita C 

San Manuel FSL 

San 7¥1皿uelSiL 

Lipa CL 

Ibaan CL 

Ibaan L 

Bolinao C 

Mandawe C 

Faraon C 

San Manuel SiL 

Bago FSL 

Umigan FSL 

Alimodian CL 

Sara SL 

San Manuel SiL 

Sta. Rita C 

Adtuyon C 

Jasaan C 

San・J¥!Ianuel Si CL 

Cabangan C 

Cabantian C 

SanManuel SiCL 

Tugbok C 
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品 種

多収品種 在来品種

60+45+ 0 

60+ o+ o 

60-t- o+ o 

6 o+ o+4 5 

60+ o+ o 

60+ 0+60 

60+ 0+60 

60+45+45 

45t o+ o 

4 5+ 0+4 5 

45+ 0+45 

45+45+ 0 

45+ o+ o 

45+ 0+4 5 

45+ o+ o 

45+ o+ o 

45+45+ 0 

45+ o+ o 

45+ o+ o 

4 5+ o+ o 

4 5+ o+ o 

45+45+45 

45+ o+ o 

45+45+45 

45+ 0+45 

45H s+ o 

45+45+ 0 

45+ o+ o 

45+45+ 0 

45+ o+ o 

45+ o+ o 

45+45+- 0 



産げら力を入れている。そしてぎマメ類の奨励け単匠.f・ をlけることの外仄？地力維持

への配慮忍ある。支た一方で旦 としてのマメ科の栽培Vごも配慮かなされている。これは卜壌

碕で視察したよりにダイズ， リョクトウなどの根粒閑グ汁だ；かドイ l:'."Jレイピ）レ，ヵカピー（ササゲ）と

いったマメ科『灯ずる

ここで！，―.tヽ，提供

が入さ~ れていること [4,分かる。

忙よりタイズとリョクトウ陀対す 例を
゜

表Li8ではBrazil strain 114 (グ）揺種忙よってダイズの収鼠はかなり増収したが, Alabang st-

rain の効果はだ〈，注たりん は認められていない。このグアダ］レーペ埴士は既四述へ

たよりしごキャビテ，バタンガス，ラグーナだど｛て分布する水成だい積の火山灰土壌である。

宍 fi9では． は東ダバオ県のサンマニュエル埴士壌で無NP られ．バタンガス

のクアー）レ壌士でH無NP施用条件C忍められf。NPK施用条件でf:』ともらも認められだかっだ。

施肥のみの効果は， N20kgの効里が両十壌で謎めらわた。主だリン酸25k

られたが， 50kg・ との間f(両十壌とも差はみられーなかっ介の

悲両七壌で認め

以上の結果ガら見られるよりに， は七壌尻よってか左り昇たり，吏じで優良だ、

を必要とずる場合，あるいけ現在の茉種で'l,効里かある力，注だけ瓜且書要「月

より効里の摯がる心のなどがある。

ること 1て

5) 施把勧告

フィリピンでは作物に対ずる施肥勧告はーて通り ており，一つは今生で述ぺて窒た多

忙某つくものてあり，この場合はある地域のある士壌，特定作物の品種（在来秤か，

改良秤か）忙よって決められる。他の一つは士壌検定尻よる方法てあり，これは特定のぼ場を対象と

し，個々 (1)/:t場1厄対して士壌反応，養分の名少（主2:してN,P, K)を浪j定の十，施即や士壌管罪

の指埠がだされているものてある。

II) 加域ごと士壌区どとの施肥勧告

各地域忙分布ずる主要な土壌統，士壌区肛ついては既f'C記載し，現地試験の概要忙ついても示した

のて，ここではこれら忙某ついて行われているトウモロコ、ンして対ずる腕肥勧告の例を表 6() V<こ示す。

/2) 七壌検定とこれに基づく勧告

十壌検定忙対する士壌局の対応旦既Vこ十壌局

壌除定のやり方仄ついて述ぺる。

① 試料の採取

ところで述~、：たので，ここで旦， t 

！壌検定を行なう場合は，上壌局の地域局が出している用紙筐必要事項を記入し，指示してある要

* 1il S. SALANDANAN and F.M. LAPID : Some Aspects of Soybean Inoculation Re-
search in the Bureau of Soi ls. 

(ii) J.C. BUNOAN, Jr. and M.E. PROTACIO : Yield Response of Mungo to Ferti-

lization alrl Inoculation. 
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！土襲検 rと結果に基つ（栢肥勧告の基準

and Soil Test Categories 
""  

llecommendation Low M叫ilJm High 
ー ・ー、

りん酸 (ppm P) 

a) rn sen o -- 9 1 0 - 2 0 2 1 arrl up 
b)'1'rnog O -- 1 4 1 5 - 3 0 3 1 and叩

Recommeoda ti on (P 20森g/ha) 40 、- 60 20 - 40 0 - 20 
--- - - ... →ヽ ヽヽヽヽ → ヽ - -・ -- ―ヽ． ． ーヽ - -

カ リ (ppm K) 
a) Hot~S04 0 - 75 76 -150 151 a叫 up

b) Cold H, 9゚4

Recommendation (K心厄/ha)

Colorimetric l¥J:eth凶

ll,ecomrneodation I N kg/ha) 
a) 改良贔種

b) 在来種

領仄従って試料在オ訂取ずる。

。-35 
45 -- 60 

36~75 

:'J 0 、 45

7 6 arid up 

0 - 3 0 

Per cent or匹 icmatter 

2 and below 2. 1 - 4. 5 4。5and up 

60 

45 

45 

:3 0 

30 

20 

出人事項け依頼考氏名，あて名，試料保取月日， fl場の所有が耕作石か地主かの別，

呵作物と とその品種， 'i也形（平田地，波状地，丘陵地の別），水由

(!)湯合(iかんかい[I]' 天水田の別たどてあり，土壌周ではこれ紅実験番号， 上壌区，受付月日，受

門名， ［胄東未斗などを豆已・人する。

式料採取［ごうピたって ，類似した士壊区ゃ作付歴の（吐場で5ha以下の面積から l点江取ず

ること。施杷Lバ正場からは直揺採取し、ないこ乙水稲やトウモロコジの場合は表七 (0-15cm)の

五屁取し，果樹fふとの場合は，宍十どその下層士 (15-3 0 cm)を採取すること。 1点の分析試料は

調杏対象臼場の約 l0か所から採取し．十分混和したうえその 1kg を取ること。ちりやぼこりの混

人を避けて

L'む験字『-

ること。試料は布かプラスチックの袋忙入れ，農家氏名，ぼ場番号をラベルVて記入

ること。以 LO記入事項を圧確肛出入のうえ，士壌試料とは別便て七壌実験室へ送

信(/〉 z：： し心だrとだっている。

［？分析江

匹付ぎれてさだ の土壌分析分亨か地区七壌分析室て分祈ずる。分析法は本局て出

している「 SoilTesting Methods Adopted in the Bureau of Soils」筐従っている。

以卜．その分析庄について述へる。

触感げよる十件の同定

II pH(H20) の闊定 ： ガラス虜極忙よる方法

Ill イ・ニ！灰施片Jし廿の算定 ： ー定量十壌の幾つか屁.CaC03の昌を数段階l'C変えて涼加滉和後，
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天62 1974年肥料需給バランスの推定 (9月木現在）

（単位： t) 
' - ---- ―----呵ー-- -- - -— - • - -

項 目 窒素肥料 りん酸肥料 N p K 力 リ 印"臼""  計
- --- _,,,_, 心___,_ -一--―_.,―--- - -- - .. 一---- ---——--- --一- -___ ,, ______ --- --- -- - --一---・...,, ___'一--・-------

期首在庫 40,390 2 :3,31 8 9,941 4,325 7 7,9 7 4 

rt 産 9 5,4 91 150,536 75,000 73,385 394,412 

輸 入 538,137 68,001 235,049 10,860 852,047 

供給計 674,018 241,855 319,990 88,570 1,324,433 

ぎ「幻 要 503,560 1 8 :1,1 5 4 I 72,570 89,046 948,330 

期末在庫 170,458 5 8,7 0 J 1 47,420 （△ 476) 376,103 

江 ： 加里の牛産とは．輸入のばらカリ肥料 めた贔のことを示しており，本来輸入

として扱われるへ含ものである。

一方カリの輸入は主として贅加を示している。 （輸入時点で袋忙詰められている）。

水を加克 してガラス電極てpH気則定ずる。目標とする臼蝙C!)pHと臼場への石灰施用鼠

は衷から求める。

IV 士壌有枡翡勿 十壌試料vr:2 Nのクロム酸カリ在加えこれ筐濃硫酸を加え 5分後冷却して水

て希釈し，その上ずみ液を標準液忙対して比色する。標準液は試料の代わり応一定昌の dextraseを

加えて同様忙処理したものを供試ずる3

v 有効態りん酸の渇I]定

ので省略）。

VI 有効態カリの測定法

Olsenの方！丈主たは Truogの方法（両方はわが国でも知られている

1 0 fl の風乾上忙 25m,l の水を入れ，これ匠濃1LS04 l mi, 

(cold method)主たは 10 mi. (hot method) を加え， 30分間お含（硫酸添加に伴う発熱尻より

加屈すること忙なる）ろ過して，カリを炎光分析する。

R 分析結果忙基づく施肥勧告

分析結県は表 61尻基づいて面積当たりの施用贔が求められるが，実際の勧告筐当たってlr:t,現地

事情肛詳しい普及担当者の意見も人れて，勧告がた苔れる。

6) 施肥の経済性

多くの試験仄よって施肥尻よる悶収効果が認められ，施肥勧告がなされて虹り，この勧偶の中て心，

増収の経済性も考慮されて勧店施用昌が決められている。しかし，これらの試験結果や勧告が農家側

筐受け入れられ，生産娼の増加とたって現れるかどりかはフィリピンの肥料事情じこ影讐されるところ

が大含い。

トウモロコジの増産のための施肥賣珂!,地力＇ド］［国を検討する場合肛，この点は坪紹ずる必要がある。
＊ 

フィリピンの肥料事情尻ついては桜井の報告があるので，必要な部分を引用した。

沃 桜井長谷雄 (JETR0~7 ニラ巾務所化学肥料部）：フィリピソの農業・肥料事情， 1974, 日本化学肥料輸出振朗協会
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表63 銘柄別肥料輸入価格の推移

（単位： USドル/t)-. —- -— — ヤー --- -- -----→ - ---_,_  "― -- -- ----
年次 尿よ 硫安 18~46 16~20 14-14-14 力 リ
--"----・ 呵-~-·---―···~-- ____ "____ ------------—--·-·""""—-------~-—-· —--—---- --- ---- --・----.. ., ―-- ---
1969 64.3 0 4 4.0 0 71.00 5 8.7 0 6 0.30 2 5.5 4 

1970 81.0 4 5 0.1 0 118.50 70」0 8 0.20 16.6 1 

1971 9 7.8 0 5 5.60 142.4 0 8 1.50 8 8.9 0 4 SJ 8 

1972 97.8 0 6 1.3 0 1 4 2.4 0 81.5 0 8 8.90 4 9.7 7 

1973 105,4 7 6 0.4 3 153.6 0 132.50 147.30 6 L72 

1974 3 5 0.0 0 20 0.00 4 0 0.0 0 3 0 0.0 0 3 0 OJJ 0 100.0 0 

注： 1) 1969~1973 年は各年中の輪入加重平均値

2) 1 9 7 4年は見込み

3) カリはばら物（フィリピンの場合，輪入カリの一部を袋仄詰め， （）ー0-60全名柄て販

売している）。

(1) 肥料の需給

肥料産業庁 (FIA, Fertilizer Industry Authority)が杵定した 19 7 4年の肥料需給バランヌ

推定 (9月K現在）は宍 62のようである。

この太から輪入／（牛産＋輸入）を百分率で求めると，睾素肥料は約 85 % , りん酸肥料は約 31 

%, NPKは約 75 % , カリは100%(カリの湯合生坪とあるのは輪入カリ塩を袋巳つめるだけのた

め輸人として考える）と左る。割合ではカリが大食いが，輸入畠から見れば窒素肥料と NPK(化成

肥料）が塚めて大衣く，問題である3

/2) 肥料の流通経略

国内l(Cぷける肥料販売 Jレートは大別して二つ忙分けられる。

第 1旦国内牛産品と輪入肥料が肥料産業庁 (FIA)の指示筐従って，公定価格で末端閤要家『こ配分

式れるJレートである。す左わち，作物別・月別・地区別・銘柄別の肥量需要景は農業天然資源省の国

家住糧農業会議 (NFAC)vこよって提出され，これを受けて肥料産業庁がその配分肥料の配分責任者

を決め指＇］ミずること筐なるか，食糧作物（イネ， トウモロコジ，ソルガム，ダイズ，野菜）向けが主

体となる。

食糧作物部門向け肥料の貴任販元業者は， PPI叶， MARCELOネL ATLAS社の 3Hに限られて

いる。これは公定価格で販売されるため， ヒ記3社のみが政府から補助金（輸入価格注たは国内製砧

晶コストと販元価格との差）を受ける資格が信えられているからである。

第 2は肥料産業庁の肥料配分計両中忙組み入れられるが，国家食杓農業会議が作成する食糧作物向

け桔襟配分，Jつ対象仄ならない輸入品の取売Jレートである。販'.i'c先は主として輪出作物部門（サトウキ

ピ，バナナ，バインアプル）の末端需要家である。

輪出作物部門への公定価格は現在の輸入価格よりもかなり高く決められているので，現在は袖助金
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6 4 食用作物用杷料ご）公定価格c)値．［け (197 3年）

銘~ 柄
食 ロ垣米 乍i

I
 

物

尿素

硫な

16 20--0 

12-12-12 

13-13-13 

14-14-14 

15 15-15 

0--18-0 

1 1月25 [l以煎 1 l月25日以後
―、 --·-• ――上―-----・-- ・ヘ—..一- • - —• ー--------・・ ー-・-一---- -'一ロ・
1,2 9 2,:'l :3 4ペソ/t

6 3 4 1,034 

1,093 1,554 

986 1,177 

1,275 

1,131 1,374 

1,2 l 1 1,173 

727 

輸出作物）甘

8 0,51 % 3,:3 68ペソ/t

6 3J 2,016 

4 2.1 8 2,322 

19.37 2.158 

2,:13 7 

2 L4 8 2,516 

21.63 2,695 

1,4 0 7 
-. 

｛主） 輸出作物向価格は度更だ 1

ルソン畠バジ y ク，サンジ予ン地区の例

の吋象してだってない。 このJレートの主 はCIFRA杜， SPCMA社がある。

(3) 肥料価格

世界的肥料不足（調査当時）筐より，表 63 lて示すよう Vこ1974年は 1970年筐比へて， 輸入価

格は尿素が4.3倍，硫安か4倍の．卜昇とたってい入フィリピンの聰家経済はこのよう

コスト高げ耐えられたいのて，政府は肥料の公定価杞を定め， 作・トウモロコ を し

ている。この公定価格は同 陀対して.:f龍区別仄食濯竹嗽り用と輸出作物用の 2本建とし，輸出作

物用肥料価格は輪人価格を可成り上廻るように決められている。

このため同一銘柄であっても，使用部門での格差が大哀いため．ヤミ市閂頃か生し，政府旦この間

頃鱗決のため食糧作物用肥料の公正価格の値上げ修[「 (1974年 11月25日付）を表64のよう仇

行なった。

こ 把料公定価格a.やみ市の解／肖はも t)ろんのこと，肥料公定価格値上げ忙よって

政府の負担を鮮減しようとすろものである。一方同時げこの値 l—げが直接農民（イネ， トウモロコジ）

加転化されるのを防ぐため，政府はコメ増産計両 (Masa匹na99) 

りI1~. けを発入した。

すなわち， (I_)農民筐対ずる貸付けの増加，従来の 1,200ペソ/ha(50,400円）から 1.60 0ペソ/ha

る貸し付けの大幅

(67,200円）い②食糧｝『fぐよる買卜けもみ価格の伯J:け ー 従来の 45ペソ/50kg(37,800『]

/t) から 50ペソ/50kg(42,000円/t)ヘー。

桜井の資料から見たフィリピンの肥料事情は以＿卜のようてあるか，これら屈某ついて生産物(rご対［て
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囲月Jl.だ肥料 (Iけに亨土）り）価杞がとれ〈 C-'いの割合になる

叶序物価格と字土肥料価格の関係

をしてみた。

われわかが訪れたミ:/)、口畠サンホ七 百斗斗 (DeOro Agricultural Trading, Dec IO. 

1974)ては， け「国1~<01 りてあり， れ在r'.:6 4太の価格ペソ/kg したらのと比較

I. •.. て五た。

肥料名 サンホセ 宍64の価格

尿 素 2A g 2.3 3ペノ/kg

硫 安 1.2 2 1.0 3 

16--2()~0 l.7 7 1.5 5 

15 1515 1、67 1.47 

0-18--0 (l.7 3 

このよう忙他方戸よって肥料価格はかなり異だっているようてあった心これ筐対してフィリビンヘ

の出発前 (1974年 10月中旬），福山市［ておけ ようであった ここでは， 1卜）レ

3 0 0円， 1ドル6.9ペソのレイ トで換笥し， 1ペソ 43.4 81丁］としてkg りペソ した。

尿 分こ考、、 900円/20kg 4 5fLゾkg 1.03ペソ//kg

硫 安 500 25 05 7 

16--16 16 1,260 Ii 1 L47 

過 石 620 31 0.7 l 

これて比較ずると窒素肥料け日本での価格の約2倍である。

これ屁対して米とトウモロコジ（トウモロコジはわか国ては不明）の価格忙ついてみると， 1974

年日本の生産者米価且?,3 6いゾkg であり．フィリピンては米（もみ） 50ペソ/50kg, トウモロコ

、ン 31ペソ/50kg であるから， kg当りもみは 1ペソ． トウモロコジは 0.62ペソとなる。

わが国て尿素 26kg/10a(N12kg)を施月］して，玄米450k区を得た場合『t.106,170 円の

米を生痒するの 1, 1 7 0円を要し，肥料代は米価の 1.1%忙過ぎない。

フィリピンで水稲筐N90kg/ha (尿素 196kg)を施用して，もみ 6,1SOkg/ha を得た場合

（カガヤン河谷て IRS を用いた 14か所ての試験結果の平均値）と， トウモロコジ筐N90kg/ha

（尿素 196kg) を施用し， 3,46 0kgを得たと喜と， N45kg/ha を施用し， 3,340kg 左得た

場合（表 54の中で最高収贔のミンダナオの例を引用）してついて計算―してみると次のよう筐なる。

水稲

N 9kg/10a 

も7,- 6 1 8 k g/1 0 a 

したかって

トウモロコジ

4 5.7 
618 

尿素 1 9,6k g 

X 10 0 =7.4% 

4 5.7ペソ

618ペソ
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N 9kg/10a 尿素 19.6kg 

殻粒 :346kg/l Oa 

4 5.7 
したかって X 10 0 =21.3% 

―21 4.5 

N 4.5kg/l Oa 尿素 9.8kg 

穀料 334kg/10a 

したかって
22.8 
207 
Xl O O =11.0笏

4 5.7ペソ

21 4.5ペソ

2 2.8ペソ

207ペソ

以上の換算からみても分かるよう忙，フィリピンではイネ， トウモロコジ，特筐トウモロコジでは，

牛産物価格筐対ずる窄素肥料の価格の割合が極めて高い。
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VRR 畑作における地力問題（論議）

ここては今まで述へてぎた調杏結果尻基ついて，フィリピン忙おける畑作の地力閂題を論議ずる。

地力間題に関してはr記の土壌肥料関係者との意見交換ら釘なったので，そこて詰題となった点忙つ

いても各問題ごと忙触れておいた。

地力間類Ireついての危見交換者と詰題

① 

Mr曹 JuanC. BUNOAN'JR. (士壌肥沃度課長）

フィリビン畑士壌の肥沃度，特に有覗物団用間岨や名毛作について意見を交換し，現馳試験に関する

資料の提供を受けた。

Mr. Francisco G. SALAZAR (士壌調査課長）

報告書提出の際に局長代理として， の士壌肥科関係全体についての意見交換。

② フィリピン大学農学部土壌学科

Dr. Ni canor O. FERNANDEZ (士壌学科主任，士壌化学・土壌鉱物学専攻）

Dr. Santiago N. TILO (土壌微生物学専攻）

Dr. Angelina M. BRIONES (土壌化学・士壌鉱物学専攻，女性）

Dr. Aurelio A. BRIONES (土壌物理学専攻）

フィリピンの土壌一般， りん酸施用の効果，窒素固定の問題，有機物施用と窒素肥沃度，有機物に

よる重粘土壌の物理性改艮など。

③ 中部ミンダナオ大学(OMTJ)

Prof . Fortunato S. MELODI A (士壌肥沃度，施肥）

アテュヨン埴十］にわけるりん酸の肥効冗ついて

1. 土壌侵食

士壌侵食は耕地の牛産力維持を考える場合に，極めて重要な要因である。熱帯の降雨条件の下で開

発を行なう場合忙士壌侵食は必ず取り上げられる間題であるので，今回の調査でもこの点に留意した。

調査の日程の中で，士壌侵食の激しさを直接観察でぎたのは，カカヤン阿谷とセブであった。火山

灰地帝て士壌侵食が激しいとされているバタンカスでは，限られたわれわれの行程では顕著なものぱ

記めなかった。

カカヤン阿谷の景観忙ついては既vcJJ"Eぺたよう忙， カカヤソ河とその支流のはん濫時に河川周辺の

耕地ぱ，河岸侵食忙よって流失ずる一方で，新しい泥土が堆積ずるといった状況が繰り返されている。

とくに北部Jレソンはフィリピンでも台風の通過ぴん度か最も島い地域であり，その影響は大ぎい。
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乎担地に隣疾ずる波状台地や丘陵地は砂岩やその風化たい積物からなる場合が多く，侵食を受けや

ずい基盤をもっている。そのうえ，古くかち行われている焼畑によって樹林地が植牛の貧弱なコゴン

草地と化し，表土の流 してし、る。

セプにおいては，開発が早くから進み．人口ぉゅう密のため 45°1(Cも及ふ急斜面まで耕されている

といわれる。そのうえ， ビザヤ地方かトウモロコ、ンを主食とする食習慣があり， トウモロコンの単一

栽培か続けられたため， 状態に生で進んでいるといわれ，ほ場試験の成績で示した

ように， フィリビンでもトウモロコンの収畠は最低水準である。

の事業内容のところで報告したより忙，このような

いるか，対象は余りしても広城である。

る対策事業は進められて

以上のような状況をふ主えて，士壌侵食侭対ずる 考えると，土壌保全技術の上では，研究

よりもむしろ現存する知見尻基ついて対策を実施することか巳務である。

しかも，個々のほ場の管理対策だけでなく，山地・丘陵の土地利用計画，河川の治水，かんかい•

排水も含めた総合的な士地保全計画の推進か必要である。

たた， 土壌侵食に対する対策としては， アメリカ合衆国でかなり研究が進んでおり， この成果を取

り入れて進めることがでぎるが，土壌の特性やフィリビンでの降雨強度，降雨分布などについて基礎

的なデータを集積する必要かある。

2. 土壌の養分状態

フィリピンでは士壌局が土壌検定とこれに基づく勧告を規格化して，全国の地区士壌分析室で実施

している。分析は］ーとして pHと有効態のN, P, Kであるか，相当の点数を消化しているので，集

叶結果か取りまとめられていたら，養分状態を知る上に役立つと思ったが，入手でぎなかった。

しかし，既に示したほ場試験の結果や，フィリピン大学のD.A. CARANDANG の論文忙みるよう

応窒素の施用効果は最も大ぎくかつ普遍的である。たた無窒素区の収惜が地域や士壌区によって大

ぎく異なる点は検討する必要がある。

りん酸の効果忙ついて示したほ場試険の取りまとめの結果では（表 56), 他の士壌に比べて．アテ

ュヨン埴土か大ぎい施用効果を示していた。 アテュヨン統がどの大群(Greatgoup)忙分類さ

れているか資料がないのでわからなし、が，図 22と表51からトロプユーダルト (Tropudults)と思わ

れる。これはアルティゾル (Ultisols) に属する。 D.A. CARANDANGの論文で示されるりん酸欠

乏ないしりん酸欠乏が指定される土壌ぱ latosols,grounふvater la tosol s である。

1 -2)ー(5)で述へたようにアテュヨン統は火山放出物匠由来ずる士壌であるが， 1-3) -(5) 

で述べたユートランデプト (Eutrandepts)忙入っていないのはおかしいように思う。

フィリピン大学で前記の教授達の話ではオキンソル (Oxisols)のみでなく，アルティソル，アル

フィソル (Alfisols )でラテライト化作用の進んでいる士壌ではりん酸欠乏が見られるとのことで
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った G

フィリピンではクアノを芹し，りん酸［場凡以前からあって「分ではないか，かなり国内外~産され

るのて，窒素肥料げとの深亥！］さはないようである。

カリは砂質士壌や{ilv尺后由来り） あると＼われ， 十壌肥沃度課でもそのようして間＼ヽ

た。一般vcはカリ施用の問題は巾祝されてし、ないG

に関しては，われわれか採取した士堪の範囲では， ブキトノン高原の了プュヨン埴tの

ほか 1,2を除けば， 大部分が pH6 -7の間尻あり，予想以上に高かった。これらのうち殆んとが

石灰を使用していtn、(I)で， pHが比較的高い厨因はおそらく無肥料か少量の施肥しか行われず， 一

さや雄苗のす含込み， とぎ！こはこれらを焼却ずるなとしてし、ろのて， 土壌からの収奪か

少なく，鉱物風化による供給との間に比較的バランスかとれて：＼ヽるのかもしれなし、。また，採取地点

か平担地に限られており，台地や丘陸の上壌か少なかったこと筐よることもおるのかも知れた＼，ヽ。し

かし，サトウキビやバナナなどのプランテー／コンでは多量：忙施肥されるため，士壌

で＼ヽ るとし、われる。

I壌酸性は検定忙よって容易に発見でき， も容易であり， フィリピンにはビサヤ地域をはじめ

石灰岩の産出は多いので，全り大ぎな問題とはなちないたろう。

たた，石灰岩には軟質ーなものと硬質なものの 2種類かあり，前者は粉砕しやずく，後者は砕くの位

費用かかかる。プキトノン高頃のサンイジドロ牧場の飼料畑で pH4.8の上壌〔アテュヨン埴士）

喜石灰岩粉砕物をha当たり 5t施弔したか， pHの上昇は見られなかったと聞いた。 上壌局から借

用した粉砕機をIllいたとのことであったか，おそらく粒度が大ぎかったためと思われる。農業用石仄

としては刈然軟貫のほうが適するが，産出地から遠い地域では輸送費か間題であろう。

ti: プランテージョンでは欠乏症が認められているが， 一般の畑作物ではまた知ら

れていない。水稲てはアエン欠乏も報告されており，おそらく研究が進めば各種の欠乏症も報告され

るよう Vこなろう。地域の土壌分析分室に原子吸尤装償が整価されつつあり，

以上述へた十壌の養分状態のうおでは窄素の供給力の解咀か1髪先的忙

ふ施杷効果

れる。

あろう。

改良品種の導人と適正施肥是の勧告によって増産計画か推進され，その集準施肥畠を見出ずための

名くの現地試験が，地域別忙十壌別に取りまとめられていることは既忙

これらの結果は地域別しても十壌別忙も の収畠や， ， りん酸の施用効果trc大ぎな違いか

もること，そして 忙よる の天然供給力とは必ずしも深い［月係かみられないこ

とを示し， りん酸施用効果か大彦＼、と卜t襄かあることも認められた。
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フィリピソの肥料事情かち，宗素の間題は前項で挙げた窒素の天然供給力の実態を叩らかvCすると

とも忙，施用窒素の形態変化や士壌中での動態を明らかにして，経済的な施用法を考えていく必要か

ある。そのt心バては， これらつ間顆を熱帯の温度条件，降雨分布と降雨強度，土頃の構造と水の動態

との関連では握ずることか重要である。

畑土壌を対象としたこの分野の研究はまたほとんと行なわれていないようで，フィリピン大学との

詰合いの中で尋ねてみたが， I RRIで，即ち水田土壌てやっているという程度のことしか間けなか

った。りん酸施用効果の大ぎい土壌加ついてはおそらく熱帝の気象条件下で牛成された活性な鉄， ア

Jレミナによるりん酸固定と関係し，その実態と施用りん酸の効果増進対策も検討ずる必要かあろう。

4. 有機物問題

熱帯の気象条件下では施用有機物の分解も速やかて打機物施用による地力の向上は期待でぎないと

いわれる。しかし，一方ては既忙示したよう忙トウモロコジの無窒素区の収畠か地域によっても土壌

匠よってもかなりな相違かあり，この実態か何忙よるのかを解明することも，有機物問題忙関する一

つの手がかりを厚えられるように思える。

ミンダナオ技術大学 (MIT)のほ場で見た無肥料栽培のトウモロコ、ンは立派であったし，例えば

わが国の鉱質士壌の聾通の畑で経験的忙知っている無窒素区のトウモロコ、ンの生育状態に比ぺても明

らかにはるかに優れていた。

洪水の度忙新しい肥沃な泥土がたい積ずるはん濫原の畑は別として，このような肥沃性ぱ何によっ

て保たれているのであろうか。土壌局の BUNOANJR. 氏との話合いの中でも， このような肥沃な畑

は沖積池に限られるとのことであったし，おそらくたい積後忙も洪水の影響は受けていることは否

定てぎないが，それにしても新しい伺らかの補給を受けなければ，無肥料で年 3作も栽培し約 6tバロ

といった収鼠は期待でぎないであろう。降雨が適度にあり，土壌構造の発達が良く排水良好な表土層

か極めて深いといった条件を備えているようではあったが，窄素の供給力の実態が何であるのか興味

ある問題である。微生物による窒素固定とこの窒素を利用した作物や雑草の残さから窒素の再放出が

考えられるとすれば，作付休系や士壌管坪の中でこのような窒素供給力の富化を生み出す忙はどうず

ればよいかたとは重要な課堕できろう。

例示したミンダナオ技術大学のほ場忙隣接した収穫後のげ場は 1mを越える雑草が繁茂しており，

これらはトウモロコ、ン残さと共忙ずぎ込むとのことであった。これち雑草中には既忙述べたようにマ

メ科草も多かったと思われる。

有機物施用に関しては，土壌局の事業の中にたい肥作りの奨励と指導はなされているか，農家での

実態は不明であった。役牛として飼養している水牛も以前のわか国忙おけるように牛舎に飼われてい

るのではなく，野外のくほ地や沼に放飼されており，ぎゅう肥などは得られない。バタンカスなどの
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では野菜類筐は軟わらはと施しており，たい肥施月］も実行されるた7_-,りか， カカヤン河

谷やミンダナオでは面積も広く，そのような 誓めなし、であろう。この責につし、て，土

壌局ても昂ねてみたか，ぽほ同應見であった。たい肥の奨励は集約的な を主な対象としてし、る。

作物残さ 0)ずぎ込み忙ついては， トウモロコジでは収穫後は茎菱か立枯れ状となって放置されてお

り，地上託倒れて腐朽しているのを見たか，焼く場合もあると間し、た。北部ミンダナオのデルモンテ

(Del Monte)てみたバインア yプルのププンテージコンでは茎葉は全部ずぎ込むとのことであっ

た。サトウギビは］か所で焼却中のものを見たか，西ネグロスて刈り取り中のほ場では茎のみ車忙積

み菜は地曲11:散乱放屑されていた。焼く場介は刈り取り前忙焼くのでおそらくすき込むことと忠われ

た。収穫期の天候忙よって左右される面が多し、ようである。

フィリピン大学てマメ科0)導入仇よる窒素の富化とトウモロコン残さのずき込み匹よる窒素の固定

と放出を利用てぎないかとうか忙ついて見解を求めたか，窒素の問題はこの様な手段によるより施肥

忙よる増収を本筋と若えており， 日本か尿素を入れてくれたら問題はないといった表現をしており，

空素の問題は土燿中の水の動愧と関連した施肥窒素の行動の解明を重祝していた。また，有機物の閏

頌ば屯杞」t襄の易耕性向士対策として物理性忙及ぼず効果を強調していた。しかし，熱帯ての地力増

強筐おける布機物施用効果か余り期待てぎないとずれば，物理性の改良効果もそんな忙期待てぎない

よう忙息われる。

フィリピン忙おける多毛竹は，耕地の有効利用によって農家収入を増すこと，国民の栄養改善を計

ること，農家加丁用原料什物の噌産を目的としている。上堪局との詰し合いの中で，このような見地

からのみでなく士壌肥沃度向ヒの見地から多毛作を考えてはいないかと尋ねたところ，刈然，マメ科

を入れる点てはそのような意味もあり，例えば果樹園に果樹の間忙イピル・イビル (ipil-ipil)を

槙え，雨季明け前忙刈り倒してマルチとして乾季に向けての土壌水分保持と腐朽による窒素供給をね

らっているとの事であった。しかし，普遍畑で緑肥としてマメ科を入れるとの実際上の問題忙ついて

は聞けなかった。

ラクランハ試験場てはサトウキビとリョクトウとか混作されていたし，バクンガスの農家ほ場では

トウモロコ、ンとサソマイモ， トウモロコツとラッカセイなどの組み合わせ忙よる混作を見た。 トウモ

ロコンは元来清耕作物の代表とされ，養分収競が大ぎいばかりでなく，地面を認出させる割合か大ぎ

く雨滴の衝敵てt肖t襄構浩を破壊し，士！襄侵食を促進するため，その連作は地力を仮下さずと考えられ

てし、る。

い主述へたサソマイモやラッカセイは収入を増ず應味で槙えられてはいるが，肥沃度向上の立場か

らもっと積極的忙この竹付体系を利用すること忙すれば，緑肥と被覆作物を兼ねてマメ科草を混作し，

トウモロコジの生育か進み被段度か大彦くなったころ刈り倒してマルチとずるやり方か若えられる。

バタンガスの野菜栽培で見たような敷わらは，ぎわめて集約的な場合であって， トウモロコジ栽培

ては前作残さばすぎ込む方法を取らざるを得ないから，マルチを考えるとすれば以上のようなやり方
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0こなるにろう。

いずれ：'(しても，マメ引尻よる窒桑の固定とトウモロコンなと粗大介機物の和lj用を組み合わ

てLt襄のデぷ供給力を培大させることは検訂ナる価伯か皮るよう忙思われる。

諄肥として栽培ずるだめtては空素固定能の優れた師を導入する必ヽ笈かもり，そのため忙ぱ従来か

(/)設熔竹物のみてなく，鎮鳴；忙費言たといわれるマノ！ も含めて ることが必要てある。

5. 結 五
ロ
二「
1

フィリピンにおける畑の地力忙関ず ついて，調査した範囲で考察してぎたが，その中で

特に の向上 な研究間題と考えられる。そして，賠明ずへぎ諜顕としては次のも

のが重要であろう。

① 畑

③ 胴肥窄素の十壌中での形粗変化と水の移勁~こ伴り窒素

③ 熟掌畑作物および享類の空素固定能検索とその利用，

④
 

おけ~ る有機物施用法および十壌中での分解過和 G

なお， りん酸施用間望か重要である卜壌忙つし、ても指摘した。

yll[ 日本ーフィリピン間の試験研究協力

1. フィリピンから要望された研究協力分野

今回の調査での第 3の目的である日本一フィリピン間の研究協力爬ついて， られている研

究協力を拡張ずることの可能性および今後拡張されるべき研究分野を知るため応フィリピン大学そ

の他の大学，固際イネ研究所の各分野の担当責任者に質問し，次の回答を得た。

1) フィリピン大学農学部

Ci〉農学和

トウモロコジ， ソルカム，ダイズその他食用マメ類， イモ類，的賞）甘梢物の含種。研究協力は研究

員派遣，

れる。

の供け， ジャームブラズム銀行の設吃，研究員の相冗交流， の形で行わ

② 

食用マメ類のウイルス病に関する研究分野では植物病理銀行（ウイルス抗血清，かび類，細苗の菌

株保存を扱り）を設立し， アジア諸国しこお汁る同種の研究四も役立てる。研究員脈遣，機械施設

の供厚，ウイル

③ 

0)交奥 l、ウモロコソベと病の研究では特忙病原南の欠発生匹関する研究分野。

トウモロコジ， ソルガム，タイ の生態，被害度の推定，新殺虫剤の検定。

一烈）4---



@土壌学科

土壌中の打機物及ひ水管理または上壌ー水ダイナミクスとの関連て

2) 中部ミンダナオ大学

忙関ずるし、かなる分野でもよ ¥,'o

3) ミンダナオ技術大学

に関ずる研究

忙関するいかなる分野でもよいか， フィリピン農業研究会議で優先順位の号えられていない分

野の方が好ましい。

4) 中部ルソン州立大学

研究協力の分野は最初忙熱閤農業研究センターカらホされるへぎであり，その後われわれから回答

ずる。研究のみでなく教育も含まれよう。

5) 国際イネ研究所多毛作部

多毛作研究での研究員派仇。

2. 今後拡張されるべき試験研究分野

今［司の凋青結果及び完に述べたフィリピソ側の要望忙基いて，フィリピン欠学農学部と

究センターとの研究協力の現状を考慮すると，両者間で今後拡張されるべぎ研究協力分野は次のよう

であると判断ずる。各分野尻おいて基礎的研究が重視される。

1)育種

トウモロコジ：へと病耐病性

アワノメイカ， コクゾウムジ耐虫性

ソルカム：細胞質雄性不稔の利用

ダ イ ズ：さび病，葉焼病耐病性

2) 植物病理

トウモロコジのべと病

食用マメ類のウイルス病

3)昆虫

トウモロコジのアワノメイカ， コクゾウムジの生態

4)土壌

十壌の肥沃性，特爬窒素固定及び転換

-205-



lX 葵文報告書— SURVEY REPORT ON 

「PLAND CROP COOPERATIVE RESEARCH 

以下の SURVEY REPORTは調査終了後フィリピンを離れるに先立つ 12月 16~ 19日に関

係機関の長忙提出したものである。時間の予裕のないため，十分な調査のまとめと考察はできなかつ

たのて，印象あるいは感想をづつった感はあるか，基調的忙ぱ本報告書と大ぎな差異はない。たたし，

Table 2 ~ 4 はSURVEY REPORTを取りまとめ後の調査結果を追加し，若干の訂正をしてある。

SUR VEY REPORTの提出先は下記の通りである。

フィリピン大学農学部長

農業天然資［原省植産厨局長

農業天然資源省士壌局局長

日本大使館ー等書記官

E. C, QUISUMBING博七

C. B. PEREZ,JR. 博士

B. S. CASTILLO 博士

.J. A, MARI ANO 博士

村岡徳人氏

＼ 引用参考資料，人手資料リスト

1. 引用または参考とした資料

1) 畑作物関係

(l) フィリピン・インド不ジアにおける農業関係試験研究事情調査報告書， 1967, 熱瞥農業研究

センター

(2) フィリピン国lておける熱帯作物の害虫事情と試験研究事情調査報告書， 1972,熱帯農業研究セ

ンター

(3) インドネジア・フィリピンおよび台約(rcおける畑作病害調査報告書， 1969,農林省農林水産

(4) 農林省農林経済局国際協力諜， 1974, 農業協カプロジェクトファインティング調査報告書

(5) 国際閲癸センター， 1971, 未関地域農林資椋開発調査報 一ープラジル・フィリピン・ナ

イジェリア 1ておける飼料穀類（メイズ・ソルカム）の開発可能性忙ついて一—

(6) 科学技術庁賢源調査会， 1971, アジアにおける熱管植産資源の開発利用に関する勧告
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(7) Annual Report 1974, College of Agriculture, University of 
the Philippines at Los Ba百os, College, Laguna 

(8) Proposal for Establishment of the Institute of Plant 

Breeding, Dept. Agronomy, UPCA 
(9) Proceedings of the Second Annual Conference of Intensified 

Corn Production Program, 1971, UPCA 
(10) Proceedings of the Third Annual Conference of Intensified 

Corn Production Program, 1972, UPCA 
(11) Proceedings of the Fourth Annual Conference of Intensified 

Corn Production Program, 1973, UPCA 
(12) Proceedings of the Fifth Annual Conference of Intensified 
Corn Production Program, 1974, UPCA 

(13) Annual Report 1971 -72. Advanced Training and Research 

for Corn, Sorghum and Other Upland Crop Production (Upland 

Crop Program), 1972, UPCA 
(14) The Philippines Recommendes for Corn, 1970 -71, UPCA 
(15) Growing Soybeans in the Philippines, ICPP Bulletin No.6 
(16) PCAR, The Philippine Agricultural Research System -

Evaluation and Recommendation -Volume 1, Report of the 
National Research System Servey Technical Panel, Manila 

(17) PCAR, Corn and Sorghum 
(18) PCAR, Soybean and other legumes 
(19) BPI, The BPI at a Glance 
(20) BPI, Annual Report 1972 
(21) BPI, Status of on-going crops research projects 
(1973 -1975) 

(22) BPI, Experiment Stations and Seed Farms 
(23) BPI Occidental Mindoro Prorincial Office, Agricultural 
data showing future area (projected) to be planted to 

differnet crops 
(24) BPI Visayas Rice Experiment station, Result of the multiple 

croping project at the visayas rice experiment station crop 
year 1974 -75 

(25) BPI Zamboanga City Agricultural Office 

(26) Seminar Proceeding, 1972, The Southeast Asian Regional 
Center for Graduate Study and Research in Agriculture, 

Manila 

(27) Central Mindanao University, Abstracts of Researches 
1972 -74 

(28) Workshop on downy mildew disease of maize (corn) and 
sorghum, 21-25 September 1969, Indian Phytopathology 

Volume XXIII No. 2 1970 
(29) ADAY, B.A., 1975, The Philippine programs in breeding for 

resistance to downy mildew of maize. Symposium on Downy 
Mildew of Maize, 207-219, Tropical Agriculture Research 
Center 

(30) ExcoNDE, O.R., 1975, Corn in the Philippines; Its production 
and research activities with emphasis of dowmy mildew, 
ibid, 21-30 
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(31) HuKE, R.E., 1963, Shadows on the Land 
(32) F.A.O. 1972, 世界農業白書
(32)望月昇， 1975, 合成品種育種嵐育種ハンドブ yク 651 -654, 養腎堂

(33) RAO and HousE, 1972, Sorghum in Seventies 
(34) BERNARDO, F.A. et al., 1953. Fifty years of corn 
improvement in the UP College of Agriculture, Philippine 
Agriculturalist, Vol. XLII (No .1). 98-117 

(35) LANTICAN, R.M., 1973, Progress report for NSDB-assisted 
project 

(36) OHMORI, T. and R.P. CABANBANG, Development of new 
cytoplasmic male-sterile lines of grain s0rghum, Interim 
Report (1974 Wet Season) 

(37) 0DEJAR J.G., Sorghum, Sorq.hum vulqare Pers., Gramireae, 
BPI, Manila 

(38) Poltical Map 1968, Book House, Inc., Philippines 
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2) 土壌肥料関係

(1) Hun: R.E.: Shadows on the Land -An Economic Geography of 
the Philippines, Bookmart Inc., 1963 

(2) WERNSTEDT, F.Lむ andJ.E. SPENCER: The Philippine Island 
World -A Physical, Cultural and Regional Geography, 
University of California Press, 1967 

(3) Soil Survey of Cavite Province Philippine Islands, Soil 
Report 3, Department of Agriculture and Commerce, Manila, 

1938 
(4) Soil Survey of Batangas Province Philippine Island, Soi1 
Report 4, Department of Agriculture and Commerce, Manila, 

1938 
(5) Soil Survey of Iloilo Province, Soil Report 9, Department 
of Agriculture and Natural Resources, Manila, 1947 

(6) Soil Survey of Laguna Province Philippines, Soil Report 

10, Department of Agriculture and Natural Resources, 1948 
(7) Soil Survey of Negros Occidental Province Philippines, 

Soil Report 14, Department of Agriculture and Natural 
Resources, Manila, 1951 

(8) Soil Survey of Davao Province Philippines, Soil Report 16, 

DANR Bureau of Soil Conservation, 1953 
(9) Soil Survey of Cebu Province Philippines, Soil Report 17, 
DANR Bureau of Soil Conservation, 1954 

(10) Soil Survey of Bukidnon Province Philippines, Soil Report 
21, DANR, 1955 

(11) Soil Survey of Cotabato Province Philippines, Soil Report 
28, DANR, 1963 

(12) Soil Survey of Cagayan Province Philippines, Soil Report 
36, DANR Bureau of Soils, 1967 

(13) Soil Survey of Isabela Province, Soil Report 38, DANR 

Bureau of Soils, 1969 
(14) The Soils of Mindoro Province (Bureau of Soils から入手した屈

Vてよる。報告書は編集中）

(15) MARIANO, J.A. and A.T. VAI,MIDIANo: The Description and 
Classification of the Soils of the Philippines, Soils of 
the ASP AC Region Part 4 The Philippines, ASP AC Food and 

Fertilizer Technology Center, Technical Bulletin No.12, 
1973 

(16) CARA"JIJANG, D.A.: The Fertility Status of Soils of the 
Philippines, Soils of the ASPAC Region Part 4, The 

Philippines, ASPAC Food and Fertilizer Technology Center, 
Technical Bulletin No.12, 1973 

(17) Soil Resources Research Papers. First National Agricultural 

System Research Congress Soil and Water Resources Research 

Division, Workshop Session No.16, PCAR 1972, U.P. Los 

Banos, Los Ba百os,Laguna, 1973 
(18) Water Resources Research Paper, First National Agricultural 

System Research Congress, Soil and Water Resources Research 
Division Workshop Session No.17 PCAR 1972, U.P. Los Bonos, 
～ Los Banos, Laguna, -1973 
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(19) The Philippines Recommends for Corn -1970 -71 
(20) The Fertilizer Response of Rice in the Philippines, United 
Nation Development Program (Sepecial Fund), Soil Fertility 
Survey and Research Project in the Republic of the 
Philippines 

(21) CHJ, H.F.: Fertilizer Field Experiment with Special 
Reference to the UNSF Soil Fertility Project in the 
Philippines (prepared for the Seminar held at the Soils 
Lecture Hall, U.P. College of Agriculture, Los Banos, 
Philippines, on January 11, 1967) 

(22) BUNOAN, JR. J.C. and M.E. PROTAcro: Yield Response of 
Mungo to Fertilization and Inoculation (Paper presented 

during the Fourth Annual Conference of the Intensified 

Corn Production Program held at U.P.C.A. College, Laguna 
from April 10-14, 1973) 

(23) SALANDANAN, S. and F.M. LAPID: Some Aspects of Soybean 
Inoculation Research in the Bureau of Soils 

(24) YOSHIDA, T.: Biological Nitrogen Fixation in the Bioshere 
with Empasis on Nitrogen Fixation in the Plant Rhizosphere 

(Graduate Seminar Soil Science Department UPLB, Dec. 16, 
1974) 

(25) YOSHIDA T.: Biological Source of Nitrogen in Natural 
Ecosystem and Crop Production (Conference on Organic 
Materials as Fertilizers, Dec. 2-6, 1974, FAO Rome) 

(26) Annual Report Bureau of Soils, DANR, FY 1972 -73 
(27) Soil Testing Methods, Bureau of Soils 
(28) Department of Soil Science UPCA, the Student Guidance and 
Counselling Committee, 1974 

(29) 国際開発センター：未開地域農林資椋開発調査報告占 ブラジル・フィリピン・ナイジ

ェリア忙おける飼料穀物（メイズ・ソルカム）の開発可能性忙ついて 第 3部 フィリ

ピン絋 1974 

(30) 科学技術庁資源調査所：熱帯アジア諸国の土壌区分

(31) 関口 武：フィリピン・タイの気候環境，科学技術庁資源調査所， 197 0 

(32) 桜井長谷雄 (1974):フィリピンの農業・肥料事情， 日本化学肥料輸出振興協会， 1975 
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2. 購入あるいは寄贈を受けた資料

1) 畑作物関係

(1) 1968 -1969 Corn breading research, Corn Breeding Section, 
Division of Plant Breeding, UPCA 

(2) UP College of Agriculture, 1970, Corn Production in the 
Philippines 

(3) UP College of Agriculture喰 1970, Bean and Pea Production 
in the Philippines 

(4) UP College of Agriculture, 1972, Rice and Corn FY 1970 -
71, The 13th Annual Report of the UPCA Rice and Corn 
Research Program 

(5) UP College of Agricultare, 1973, Advances in Rice and 
Corn, the 14th Annual Report of the UPCA Rice and Corn 
Research Program 

(6) PCAR Forage, Pasture and Range Resources 
(7) PCAR Vegitable Crops 
(8) PCAR Coconut 
(9) PCAR Industrial Oils and Spice Crops 
(10) PCAR Abaca and Other Perenial Fiber Crops 
(11) PCAR Ta bacco 
(12) PCAR Rice 

(13) Crop Science Society of the Philippines 1972 Proceedings 
of the Third Annual Scientific Meeting 

(14) Crop Science Society of the Philippines 1973 Proceedings 

of the Fourth Annual Scientific Meeting 
(15) Project implementation plan of the regional agricultural 
college,Central Mindanao University, Edcational Develop-

ment Projects Implementing Task Force, Makati, Rizal 
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2) 土壌肥料関係

a. 購人資料
(1) Soil Survey of Bulacan Province Philippine Islands, 
Technical Bulletin 1, Department of Agriculture and 

Commerce, Manila, 1939 
(2) Soil Survey of Cavite Province Philippine Islands, Soil 
Report 3, Department of Agriculture and Commerce, 
Manila, 1938 

(3) Soil survey of Batangas Province Philippine Island, Soil 
Report 4, Department of Agriculure and Commerce, Manila, 
1938 

(4) Revised Edition of Soil Survey of Pampanga Province 
Philippines, Soil Report 5, Department of Agriculture and 
Natural Resources, Bureau of Soil Conservation, Manila, 
1956 

(5) Soil Survey of Tarlac Province Philippines, Soil Report 6, 
Department of Agriculture and Commerce, Manila, 1940 

(6) Soil Survey of Pangasinan Province Philippines, Soil 
Report 7, Department of Agriculture and Commerce, Manila, 
1940 

(7) Soil Survey of Iliolo Province, Soil Report 9, Department 
of Agriculture and Natural Resources, Manila, 1947 

(8) Soil Survey of La Union Province, Philippines, Soil Report 
12, Department of Agriculture and Natural Resources, 
Division of Soil Survey and Conservation Manila, 1950 

(9) Soil Survey of Negros Occidental Province Philippines, Soil 

Report 14, Department of Agriculture and Natural Resources, 
Manila, 1951 

(10) Soil Classification and Erosion Survey of Misamis Oriental 
Province, Philippines, Soil Report 20, Department of 
Agriculture and Natural Resources, Bureau of Soil Conserva-

tion, Manila, 1954 

(11) Soil Survey of Palawan Province Philippines, Soil Report 
27, Department of Agriculture and Natural Resources, 
Bureau of Soils, Manila, 1960 

(12) Soil Survey of Cagayan Province Philippines, Soil Report 
36, Department of Agriculture and Natural Resources贄
Bureau of Soils, Manila, 1967 

(13) Soil Survey of Isabela Province, Soil Report 38, Depart-
ment of Agriculture and Natural Resourcl"s, Bureau of 
Soils, Manila, 1969 

(14) Soil Survey of Ilocos Norte Province Philippines, Rec on-
naissance Soil Survey and Soil Erosion Survey, Soil 
Report 39, Department of Agriculture and Natural 
Resources, Bureau of Soils Manila。1968

(15) Reconnaissance Soil Survey Map, Benguet Province Philippines, 
Philippines, Department of Agriculture and Natural 

Resources, Bureau of Soils 
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(16) Soil Map of the Philippines by J.A. MARIANO and A.T緊
VALMlDIANO, Scale 1:1,600,000, 1972 

(17) Land-Use Map of the Philippines, Scale 1: l, 600,000, 1972 

汗．上叫 しては全部土壊図か添付してある。但し， (1 なく，士壊図のみで

ある。

上記のうち(1)(2) (3)(5) (6)(7) (9)は占し、版をクイプ印刷して複製したもので，

のBureau of Soilsの名が入っているか， クイプ版の扉には初版発行当時の機関名か

入っておりこれに従った。ここ忙示した庇と一十壊図のみの(15)とは手書き地図をコピーし，

これ忙手書きで着色されたものである。

(4) (8) (10) (11) (12) (13) (14)は報告喜，添付土壊図とも忙本印刷てある。
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b. 寄贈をうけた資料

(1) The soils of Mindoro Province (着色手書ぎ土壊図悉付。
"Soil Survey of Mindoro Privince, Philippines" は目下編集中であ

るか，開発プロゼクトなど差し迫った必要のため，原稿の一部をコピーして配布している）

(2) Soil Resour<;s Research Papers. First National Agriculture 
System Research Congress, Soil and Water Resources 
Research Division, Workshop Session No.16 PCAR 1972, U.P. 

～ Los Ba行os,Los Banos, Laguna, 1973 
(3) Water Resources Research Paper. First National Agricultural 
System Research Congress, Soil and Water Resources Research 
Division Workshop Session No.17, PCAR 1972, U.P. Los Ba和os,

Los Banos, Laguna, 1973 
(4) Soil Resources National Program of Research. Soil and 

Water Resources Research Division, PCAR 1972, U.P. Los 

Banos, Los Banos, Laguna 
(5) Water Resources National Program of Research, Soil and Water 

Resources Research Division, PCAR 1972, U.P. Los Ba和os,Los 
--
Banos, Laguna 
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This is the survey report of Japanese government mission on 

upland crop cooperative research sent by Tropical Agriculture 
Research Center, Ministry of Agriculture and Forestry, Tokyo, 

Japan. 
疇--・The University of the Philippines at Los Banos Unit and the 

Tropical Agriculture Research Center already started their 

cooperative resらarchin 1972 through scientist sending and 
supervisor invitation. At present, three long-term and one 
short-term visiting scientist from Japan are studying under 
different discipline of agriculture and forestry at UPCA and 

UPCF, respectively. 

Under such circumstances, the present mission visited the 
Philippines aiming the following: 

1. to know the present status of the research on upland crop, 
especially corn, sorghum and soybean, and on soil science. 

2. to find the possibility of expanding the present cooperative 

research and to have idea on priority discipline of the 
research projects. 

During their stay in the Philippines, the Mission visited 33 
government and private research institutions, agencies and 
cooperations during their travel of 19 cities and provinces in 
Cagayan Valley, Central Luzon, Southern Tagalog, Western Visaya 
and Mindanao regions. The travel schedule and institutions 
or agencies visited are listed in Table 1. 

In interviewing the different institutions or agencies, the 
following items were questioned and answered: 

NFAC : Present and future national projects; 

PCAR : Organization and function; 

UPCA, CMU, MIT, CLSU, CPU: 
Organization, on-going research projects in national 

base, proposal of cooperative research projects; 

Central Offices of BPI and BS: 
Organization and function, on-going research projects 

in national base; 
BPI experiment stations: 

Organization and function, on-going projects; 
Yield potenciality and present technology packages; 

Regional Office of BS: 
Organization and function, on-going priority projects 

in region; 
Regional and provincial offices of BPI, BAE, ane city agriculture 
offices: 

General view of regional or provincial production 
statistics and technical informations. 

-216-



Private Sector (IRRI, CDCP, ARFI): 
Techinical informations and experiences. 

In the term of technical packages at BPI experiment stations 
the following questions were included: 
Target upland crop, actual yield level obtained 
mental varieties, seed multiplication varieties, 
test varieties), principal diseases and insect pests, 
regular planting month, rate of fertilizer, population 
density, crop rotation, seed storage facility and equ 
ment, main casualty in region摯
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TABLE 1 -THE MISSION SCHEDULE 

Date Trip Institute/ Agency visited 

Oct. 20 (Sun) 

21 
22 

23 

24 

25 

26 (Sat) 
27 (Sun) 

28 

29 
30 
31 

Nov. 1 
2 (Sat) 
3 (Sun) 
4 
5 

6
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7

8

9

0

1

 

1

1

 

Tokyo-Manila 

Japanese Embassy 

NFAC, BPI Central Office, BS 
Central Office 

BS Central Office 
Manila-Los Ba言os UPCA (Dean Office, Dept. 

Agronomy, Soil Plant 
Pathology) 

IFFI (Dept. Multiple Croping, 
Plant Physiology, Soil 

Microbiology), PCAR 
Los Ba甘as-Manila

Manila-Cauayan BPI Ilagan Exp吟 Station

Cauayan-Manila Do夢

Manila-Iloilo BPI Region 6 Regional 

Office (Iloilo City) BPI 
Visayan Rice Exp. Station 
CPU (College of Agriculture) 

Iloilo-Bacolod BPI La Granja Exp. Station 

UP La Granja Research and 
Training Center 

Bacolod-Cebu BPI Mandawe Ex. Station 

Cebu-Manila BPI Cebu Provincial Office 
(Cebu City) 

12 

13 

14 

Manila-Cagayan BPI Region 10 Regional 

de Oro Office, Del Monte Philippine 
Packing 

Cagayan de BPI Bukidnon Provincial 
Oro-Musuan Office 

CMU (President Office, 
College of Agriculture) 

Musuan-San Isidro CDCP San Isidro Ranch 

Valencia-Musuan ARFI Valencia Plantation 
Musuan-Cagayan BAE Bukidnon Provincial 
de Oro Office 
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Date 

Nov. 15 

Trip 

Cagayan de 

Oro-Davao 

16 (Sat) 

17 (Sun) Davao-Kabacan 
18 

19 Kabacan-Davao 

20 Davao-Zamboanga 

Institute/Agency visited 

Davao City Agriculture 

Office, BPI Davao Exp. 

Station 
RIJO Production Cooperation, 
Davao City 

MIT (Presidential Office 
College of Agriculture 
Science) 

BS Region 10 Regional 
Office 
Zamboanga City Agriculture 
Office 

21 Zamboanga-
Manila 

22 BPI Central Office 
BS Central Office 

23 (Sat) 
24 (Sun) 
25 

Manila-Los Ba和OS

Los Banos- Field Trip (Multiple 
Tanauan Groping in Batangas) 

, _, 
Los Banos-Manila UPCA (Dept. Agronomy) 

26 

27 Manila-Munos 

28 Munos-Dagupan 

29 Dagupan-Baguio 
30 (Sat) 

Dec. 1 (Sun) 

2

3

 

Manila-Tuguegarao 

Manila-Tuguegarao 
Tuguegarao 

Cauayan 

4 Cauayan-Manila 
5 

6 

7 (Sat) 
8 (Sun) 

9 Manila-San Jose 

CLSU (President Office 
College of Agriculture) 

BPI Pangasinan Provincial 
Office 
BPI Baguio Exp. Station 

BPI Region 2 Regional 
Office 

BS Region 2 Regional Office 
BPI Ilagan Exp. Station 

BPI Isabela Provincial 

Office 

Field Trip (Alicia Irriga-
tion Project) 

BS Central Office 

10 

BPI 0cc. Mindoro Provincial 
Office 
Field Trip (Sablayan) 
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Date 

Dec。 11

12 

13 
14 (Sat) 
15 (Sun) 

16 

17 
18 
19 
20 

Trip 

San Jose-Manila 

Manila-Los Ba百OS

LosBa行as-Manila

Manila-Tokyo 
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Institute/Agency visited 

UPCA (Dean Office, Dept. of 
Agronomy, Soil Science 

Plant Pathology, Entomology 
Japanese Embassy, NFAC 
BPI and BS Central Office 



II. PROPOSAL OF PRIORITY RESEARCH PROJECTS TO BE EXPANDED 

The following proposals were informed from respective Institu-

tions: 

UPCA: 

Dept. Agronomy Varietal improvement of corn, 
sorghum, soybean and field legumes, 
root crops and ornamental plants. 
In terms of varietal improvement, 
stuffsupport,equipments, set up of 
germ plasm bank, stuff exchange 
station development were emphasized. 

Dept. Plant Pathology Pathological study of virus disease 

on field legumes命 Developmentof 

plant pathogen bank (virus serum, 
bacterial and fungal culture) that 
will serve in Southeast Asian coun-

tries. Stuff sending, equipments 
and facilities, exchanging serum. 
Downy mildew project, especially 

epidemiology of the disease. 

Dept. Soil Science Studies on organic matter in soil 
and soil chemistry in relation to 

water management or soil water 

dynamics. 

Dept. Entomology Intensified research in the ecology 

of important insect pests of corn, 
sorghum and soybeans, and in the 
development of resistant varieties 
of these crops is desirable for 
improved pest control in the future. 
At the same time, determination of 
economic injury levels and screen-
ing of new insecticides should be 
also undertaken. 

堡胆 Every field of Agriculture 
MIT: Every field of Agriculture. The research projects are 
better to be chosen in the field not included in PCAR 

priority. 
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CLSU: Proposal of research project should be given firstly 

from TARC, then CLSU will give answer. Preference is 

not only conducting research but also teaching. 

IRRI: 

Dept. Multiple Cropping 

Stuff sending in multiple cropping. 
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III. STUDIES ON UPLAND CROP AND SOIL FERTILITY 

A Survey and Comment: 

A. UPLAND CROP 
Although the time of the trip was not adequate season 
of the year, we could observed upland crop plants 
growing in field in Southern Tagalog, Western Visaya 
and Mindanao regions. In Cagayan Valley it was just 
the time of the land preparation for dry season crop 
after frequent typhoon and overflood this year. 

The regions we visited especially Cagayan, Isabela 
Bukidnon, Cotabato and 0cc. Mindoro provinces seemed 
to have tremendous potentiality for corn, sorghum and 
soybean production. They are able to contribute to 
level of national production in both way of increasing 
total planted area and of average yield per unit area 

if they are fully developed. And we felt a lot of 
space to be studied in research side of these upland 
crop aside from marketing problems. 

1. CORN 

Yield Potentialit and Varietal Im rovement 

National yield average in 1972 were estimated to be 

畿゚83ton per ha. The average of the priority provinces 
under 1971 -72 feed grain program was 1.18 ton (21 cav.) 
per ha. As shown in summarized table of interviewing 
on corn (Table 2), the average yield in provincial or 
regional basis ranged from 1.2 to 1.7 ton per ha. 
However, actual yield in seed multiplication plot in 
large scale (3-30 ha.) with high yielding variety and 
high rate of fertilizer application ranged from 2.0 to 
3.5 ton/ha. The yield data from the recent regional or a 
advanced test of corn in Los Banos, La Granja, Ilagan 
ranged from 3.5 to 4.5 ton per ha. Some promissing 
entries showed 5.0 ton or more if conditions were 
fovourable. 

To increase the yield potentiality of corn, the prin-
ciple would be use of high yielding variety, high rate 
of fertilizer application, improvement of culture 

management and control of disease pest. Therefore 
varietal improvement for higher yield potentiality 
should be encouraged in various way. It should be 
accompanied by more precise and repeated experiments 

on variety x fertilizer in different regions. It would 
give useful information to determine an economic and 

profitable rate of fertilizer application. 
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It is general impression that the data obtained were 
not fully analyzed statistically to understand the 
effect of variety翠 fertilizer, region, season, and their 
interaction effect. The experiment should be stepwise摯

CONTROL OF DISEASES 

Diseases and pest control by using resistant variety 
and chemicals have same priority with yield potentiality 
in tropics. 
Damage by downy mildew diseases is still serious in 
Cagayan Valley especially in Isabela Province. In 
Bakidnon the disease is becoming not so serious than 
before because of recommendation and extention of Phil. 
DMR 2. In Davao 50 percent infection were reported on 
DMR 2象 Itmay happened by the contamination between 
DMR 2 and some susceptible varieties. 
We could not observe the downy mildew screening nur-
sery in CMU because it was transferring. This is our 
hope to establish a well-designed screening nursery in 
very near future simply because the Philippines is one 
of the downy mildew research center in Southeast Asia. 
It may be reasonable to think of breaking down of the 
present host resistance through the evolution of the 
pathogen. The fundamental and applied researches on 
screening methodology, physiological races, inhritance 
of resistance and identification of resistance genes, 
epidemiology, and nature of resistance should be con-
tinued. Also the level up of present DMR varieties in 
yield potentiality should be accelerated. 

INSECT PEST CONTROL 

Severe damages by corn bores, ear worm and weevil 
were reported in all spots we traveled. Although chemi-
cal control against these pest have been already studied, 
resistance breeding again is important and economic way 
in long run. Some studies on finding of resistance 
source and breeding against corn bores and weevil infest-
ation are conducting in UPCA and BPI. For resistance 
breeding, ecological study of the causal insect, effec-
tive screening methodology, assessment of actual damage 
in different locations would be essential studies for 
establishing laboratory screening under precisely 
controlled condition, and field screening at adequate 
location. It seems to be over-loaded to screen for 
corn bores and downy mildew simultaneously in CMU. At 
least research staff should be doubled if both screen-
ing will be continued. 
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2. SORGHUM 

Since sorghum is rather newly introduced crop in the 
Philippines, the nature of sorghum and sorghum cultiva-

tion are not so deeply understood by technicians and 
ordinary farmers. Although the marketing and thresher 
for small holders are still remain as problems, it has 
potentiality as important feed grain for large scale 
plantation if adequate location are chosen. 
For the promotion of sorghum production, the follow-
ing would be helpful. 
I. -Development of high yielding variety with 
resistance against principle diseases and 
pests. 

II喬-Identification of area where sorghum production 
is adapted and profitable. 

III. -Improvement of cultural managements especially 
adequate choice of planting month, population 

density, rate of fertilizer application and 
control of diseases and pests. 

YIELD POTENTIALITY AND VARIETAL IMPROVEMENT 

It was quite hard to obtain resonable figure of 
regional or provincial average yield because the 
hectarage were very limited and fractuated. As shown 
in Table 3, the estimation of yield potentiality in 
seed multiplication plot (1. 5 to 21 ha) from our 
interviewing was 2.0 to 3.5 ton per ha. The average 
of regional test was about from 3.0 to 5.0 ton per ha. 
In the Philippines, breeding programme on introduct-
ion and selection, development of pure-line varieties 
through hybridation, and hybrid breeding using cysto-
plasm male sterility are going on. Pure line varieties 
like cosor 1,2,3 and BPI Sor 1 are recommendable for 
ordinary farmers or small scale plantation. 訊1ereasFl 

hybrids would show their large potentiality where 
complete cultural management and higher rate of 
fertilizer application would be accompanied. Im-
portance would be also to establish hybrid seed 

production system to depress the higher cost of seed 
production than that of pure-line variety. Ratoon 

crop selection would be advisable because ratoon crop 

are comparatively tolerant to drought and decrease the 
production cost in total. In general more detailed 

observation and description on rヽegetativeand repro-

ductive phases of growth, and varietal difference in 
responses to fertilizer and climatic conditions would 

be needed. 
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DISEASE邸 DPEST CONTROL 

In our interviewing, several diseases (Helrnintosporiurn 
and zonate leaf spot, anthranose, rust) and insect pests 
(stalk bores, ear worm, sorghum head worm, weevil) were 
reported. However no anther was obtained as very 
serious except anthracnose disease in MIT. 
It is generally speaking that in the beginning stage 
of newly introduction of a certain crop, disease or 
insect pest are so prevailing because the causal organism 
is not dominant in the particular area. Therefore 
careful observation on the occurence of these organism 
in different seasons in different regions wou:i.d be ad-
visable. 

SEED DETERIORATION PROBLEM 

The most urgent subject to be solved on seed deterio-
ration problem would be pre-mature germination on panicle. 
It is caused by continous rainfull at maturing stage 
and damaged seed quality and germinability. This 
phenomenom was recognized and complained in most spots of 
of interviewing There may be varietal difference in 
response. Brown seeded variety tends to response in 
insensitive. The selection for low pre-mature germina-
tion should be added to breeding programme. 

3. SOYBEAN 

During our trip soybean plants in field were observed 
only in Bukidnon (in large scale), Isabela and Zamboanga 
(in small scale). Although the present hectarage of 
soybean production are estimated around 1,500 ha in 
the Philippines, it is expected to expand rapidly to 
5,000 ha or more in the near future. The reason is 
that soybean is one of important field legume in 
multiple croping and also soybean has world-wide 
market. 

YIELD POTENTIALITY AND VARIETAL IMPROVEMENT 

The recent yield level of soybean in national average 
was estimated to be 1. 0 ton per ha. We obtained the 
figure of 1.2 -1.7 ton per ha in case of seed multi-
plication plot in large scale (2-95 ha) shown in table 
4). Average yield in regional test in recent year were 
around 1. 5 ton per ha. However some promising entries 
showed the figure of 3.0. It seems to still have 
space to be improved in yield potentiality through 
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varietal improvement色
Ecological and physiological studies, especially 

response to photoperiodism accompanied by improvement 
of selection scheme would be helpful for stabilizing 
yield potentiality at high level約

DISEASE AND INSECT PEST CONTROL 

Rust disease is most serious in this country, follow-

ing bacterial prostule禽 Thebreakdown of resistant 
variety by the occurence of a new race was recognized豪

Actually rust damage were answered in almost all loca-
tions we visited. At present, resistance breeding for 
the new race of rust is going on by introduction and 

hybridization of foreign source of resistant varieties 
with local prostule resistant varieties. Japanese 

varieties would play an important role in the breeding撃

Regarding with soybean virus diseases we did not hear any 

of the infection of the diseases in our trip今 However
aphid was one of serious pest in Western Visaya, the 
occurence of the virus disease might be neglected. 
We did observed some mosaic disease on Mongo in some 
locations. 
The serious damages by pod borer, green bug, cut 
worm and apldd were reported in every locations during 
interviewing. Although chemical control of these pest 
were studied and established, a survey study to find 
out host resistance would be helpful for future breed-

in只 purposes.

GRAIN QUALITY 

Frankly speaking, our impression through eye obser-
vation on soybean grain was that grain quality was 
rather poor in terms of seed size and uniformity even 
though the original seeds were inoculated. Since seed 
size and its uniformity are inherintant characters、We
hope to add the two characters into target of breeding, 

particularly for the plantation variety for exporting 

purposes. 

SEED STORAGE 

Seed storage problem would be one of the troublesome 

but quite important factor to push the soybean produc-

tion in the Philippines. Soybean is not always planted 
in field in both dry and wet seasons in the provinces 
and some varieties are not adapted to both seasons. 
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According to the recent studies done by BPI, the 

em was already solved by storing dry seed (10 

percent moisture content) in plastic sheeled bag. 

However during the trip we seldomly observed such 

even in experiment stations燎 Itmay be a matter of 

extention and practice. 

B. SOIL FERTILITY OF UPLAND CROP FIELD 

SOIL EROSION 

Soil erosion is a very serious problem in the Philip-
pines, and it has influenced largely on the maintenance 
of soil fertility. This has been described on soil 
survey reports and some literatures. The status of 
erosion in Cebu and Isabela was observed clearly from 
air in our trip. 
Surveys of soil erosion have been performed in many 
provinces and the various soil conservation practices 
like contour tillage, terracing, farn1 pond construction 
are being applied to minimize the soil erosion. 
As far as soil erosion is concerned, survey and 
conservation practice should be given higher priority 
than the study of erosion under the status of erosion 

in this country. 

SOIL ACIDITY 

The problem of soil acidity arises from place to 

place. However, soil acidity is easily determined by 
soil test and ameliorated with recommended amounts of 
lime. As far as we have observed in our trip, pH of 
the soils on alluvial plain were relatively good 
status, but that of the soil derived from volcanic lava 

or mud-flow were relatively acidic. These are shown in 
table 5. 

Occurence of limestone is widespread in the Philip-

pines, and there exist two kinds of limestone. One 
is very hard and the others is friable. The later is 
suited for agricultural use. Higher cost problem of 
agriculture lime may remain where the friable limestone 
does not occur. 

SOIL TEST 

Studies on soil test are being proceeded in UPCA, 
and many great soil samples are being analyzed and the 
testing kits of phosphorus and organic matter are 

being developed in BS. 
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The soil test is very useful to evaluate approxi-

rnately some kinds of the available nutrients in soils. 

This practice and recommendation by BS must have brought 

higher production of the crops. 

However, transformation and availability of nitrogen 

and phosphorus, and distribution of nitrogen are 

influenced by temperature, moisture and water movement 
in soil. The studies on behavior of nitrogen and 
phosphorus in soil especially of nitrogen, therefore, 
would be necessary with respect to conditions of soils 
for more profitable application of fertilizer. 

FIELD EXPERIMENT 

In the Philippines numerous field experiments on 
fertilization of crops have been concentrated to deter-
mine the needs for nitrogen, phosphorus and potash. 
The experiments have been mainly conducted by BS in 
cooperation with UPCA, BPI, etc. 
Generally speaking, in the Philippines all annual 
crops tend to respond sharply to nitrogen in any types 
of soils and the response to phosphorus is common on 
the terrace soil than on the alluvial soils. The 
response to potash is not clear except on the soil 
derived from limestone. 
Based on the results of these experiments, most 
profitable rate of fertilizer have been recommended 

for the different tested crops in major soil types 
under the different agro-climatic conditions. This 
kind of study is fundamental and practical for recom-

mendation, and effective to level up the average 

yields of upland crop. 
But if the behavior of applied nutrient elements in 

soil, especially nitrogen and phosphorus, is made clear 
with reference to the soil characteristics, soil 

moisture conditions, water movement under the dry 
season and wet seasons and under the irrigation systems, 

more informations for the better recommendation will 
be given from the results of the experiments. 
This basic and analytical study will be restricted 
within the several representative soil types, because 
this kind of study needs many sorts of techniques in 

sampling and laboratory procedures. 

LEGUME INNDCULATION 

Legume inoculation studies are being conducted UPCA 
and BS. Inoculants of several kinds of legumes are 
being distributed to farmers from BS and BPL. This 
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type of study is very effective not only for increase 

of legume production itself, but also for improving soil 
fertility for a long time. Also it is very important 

under the circumstance of the fertilizer supply which 

this country is facing on at present. 
It is said that in tropics there are abundant legumi-
nous plants, such as ipil-ipil, mimosa, and these 
ecosystem may be playing the role to make tropical soil 
rich in nitrogen. On the contrary, organic nitrogen 
is apt to decompose rapidly and leacked away under the 
condition of tropical high temperature and intensive 
rainfall. 
Studies on this subject should be done as a basic 
studies approaching to the fertility problem in tropical 
soils. 

MULTIPLE CROPPING 

Application of organic matter into soils is effective 

to make the soil friable, to make the distribution of 
plant roots good, to increase the water holding capacity 
of the soil, to increase the activity of the soil micro-

organisms. In the field of corn and sorghum, plant 
residues are plowed into soil after harvesting. This is 

good sources for soil organic matter. 

However, corn is planted somewhere continuously two 
or three times a year, this continuous cropping of corn 

is said to be apt to make soil fertility lower. 
Therefore, it is recommendable to put some field legumes 
into rotation system or inter-cropping systems. 
The following processes will be suspected in these 

system. The nitrogen fixed by legumes will be decomposed 
and removed by corn or sorghum. The corn or sorghum will 
be also plowed into soil after harvesting, and then the 
plant residues will be decomposed, releasing inorganic 
nitrogen. These processes would be favorable to protect 
the loss of nitrogen and to maintain soil fertility. 
National project on multiple cropping is being 
proceeded now. The specific object of the program are 
to increase farm income of farmers and to increase 
nutritional diet of Filipino people. 

This multiple cropping offers very interesting research 
project also from the stand point of soil fertility as 
mentioned above. This should be studied basically. 
Of all projects mentioned above, the project of 
nitrogen fixation and transformation in rotation system 

or intercropping system should be given a priority. 
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VI. CONCLUSION 

The followin区 arethe area of research projects which 

the mission is willing to recommend to the Tropical Agriculture 
Research Center to be expand the present cooperative research 

with UP College of Agriculture if it is allowed. Emphasis 

are placed on fundamental phase of study in respective 
research projects. 

THE AREA 

Breeding and genetic study 

Corn 1. resistance to downy mildew disease 
2. resistance to corn borer and weevil 

Sorghum 1. use of cytoplasmic male sterility 
Soybean 1. resistance to rust and bacterial prostule 

PLANT PATHOLOGY 

1. Downy mildew disease of corn 
2. Virus disease of field legumes 

ENTHONOLOGY 

1. Ecology of corn borer and weevil 

SOIL SCIENCE 1. Soil fertility study, particularly 
nitrogen fixation and transformation. 
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Table 2. Technical informations collected on corn production 

Agency/ Yield 
Variety Planting month 

Institute (ton/ha) ws DS 

Ilagan Exp. DMRl,2,3 DMRl,2,3 May-June Nov.-Dec. 
Sta. 2.3-4.0(s.p.) 

4.6-5.7(e.p.) 
Reg. 2 Reg. 0.9-1.l(p.a.) UPCAl, BPil Apr.-May Nov.-Dec. 
Off. DMRl, native 
0cc. Mindoro 1.4-1. 7 (p.a.) UPCAl, BPil May Oct. 
Prov. DMRl, native 
Reg. 6 Reg. 1.8 (p. s.) BPil, UPCAl May-July Dec.-Feb. 
Off. 
La Granja DMR2 3.8 UPCAl Apr.-May Oct.-Nov. 
Exp. Sta. (s.p.) DMR2, BPil 

3.4-4.6(e.p.) 
Mandawe Exp. 3 . 7 -4 . 0 (s . p .) BPil, UPCAl June Dec. 
Sta. DMR2 
Reg. 7 Reg. 2.0 (r.a.) BPil May-June Dec.-Feb. 
Off. UPCAl,3 
CMU 2.9-4.6(e.p.) DMR2 always 

2.6-2.9(b.p.) 
Bukidnon Reg. 1.3 (p.a.) DMR2, native always 
Off. 
ARFI 3.0 (b. p.) DMR2 
CDCP 2.3 (s.p.) DMR2 always 
Davao Exp. 1.8 (s. p.) DMR2 
Sta. 
Davao City 2.1 (c.a.) DMR2 
Off. 
MIT 3 . 4 -4 . 0 (s . p .) MIT2 

2.0 (b. p.) 
Zamboanga 1. 7 (c. a.) 
City Off. 

Note: e.p. experimental plot 
s.p. seed production 
b.p. big scale production 
c.a. city average 
p.a. provincial average 
r.a. regional average 
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Rate of 
fertilizer 

N-P-K(kg/ha) 

DMR 100-60-60 

entries 
150-18-18 

63-18-18 

90-0-0 
68-28-28 

150-60-30 

90-0-0 (WS) 
60-0-0 (DS) 

100-60-60 
60-45-0 
45-50-0 

68-23-23 
0-0-0 

Disease Insect 

downy nildew corn borer 

downy mildew weevil 

stalk rot corn borer, 
weevil, silk 

beetle 
weevil, corn 
borer,earworm 

downy mildew earworm, weevil 
rust corn borer 

corn borer 

downy mildew 
downy mildew corn borer, 

earworm,weevil 
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Casualty 

typhoon, overflood 

typhoon, overflood 
drought 

continous rain 



Table 3. Technical informations collected on sorghum production 

Agency/ 
Institute 

Ilagan Exp. 
Sta. 

Ref. 2 Reg. 
Off. 
Dayupan 

Prov. Off. 
Reg. 6 Reg. 
Negros 0cc. 
Prov. Off. 
La Granja 
Exp. Sta. 
Mandawe 
Exp. Sta. 
CMU 
CDCP 

ARFI 
Davao Exp. 
Sta. 

MIT 
Zamboanga 
City Off. 

Yield 

(ton/ha) 

3.4,4.6(s.p.) 

1.5 (p.s.) 

1.5 (p. s.) 

1.2 (r. a.) 

1. 9 (p.a.) 

2拿 0-3.0(s.p.)

Variety 

Cosor 1,2,3 
BPil 

Cosor 1, 
Darso 
Cosor 1 

Cosor 1 
Cosor 1 

Cosor 1,2 

BPI Sor 1 

3.0 (s.p.) Cosor 1 
2.0(seed crop) BPI Sor 1 
l.S(ratoon 

2.0 

2.5 
1.2 

crop) 

(s.p.) Cosor 1 

(s.p.) Cosor 1 
(c. a.) 

Note: same as table 2 
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Planting month 

WS DS 

May-June Nov.-Dec. 

May-June Dec.-Feb. 

May-June 

Apr.-May Oct.-Nov. 

June 

June 



Rate of 
fertilizer Disease Insect Casualty 

N-P-K(kg/ha) 
___ ,_, -

90-50-50 Zonate leaf headworm typhoon 

spot 
Helm. leaf weevil bird damage 
spot 

typhoon 

90-0-0(WS) 
60-0-0(DS) 

70-28-28 headworm 

100-60-60 (＼ stalk borer, 
webworm, 
earworm 

30-38-0 (leaf spot (stalk borer 
Anthracnose weevil 

Anthracnose 
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Table 4. Technical informations callected on soybean production 

Agency/ Yield 
Variety 

Planting month 

Institute (ton/ha) ws DS 

Ilagan 1. 5-2. 0 (s. p.) TK5, Clark63 May-June Nov.-Dec. 

Exp. Sta. 
Tugegarao CES343, Lll4 Apr.-May Nov.-Dec. 

Reg. Off. 
Negros 0.3 (p参a.)

0cc. Prov. 
Reg. 6 Reg. TK5 May-June Dec.-Jan. 

Off. 
La Granja 1.2 (s. p.) Lll4, TKS Oct.-Nov. 

Exp. Sta. 
Mandawe 0. 7 5-1.0 Lll4, June, Dec. 

Exp. Sta. Clark63 

Reg. 7 Reg. TKS May-June Dec.-Jan. 

Off. 
CMU 0.8-1.S(e.p.) 

Bukidnon 1.0 (p.a.) 

Prov. Off. 
CDCP 1.35-1.75 TKS, Clark63 Oct. 

(b. p.) 

ARFI 1.0 (b. p.) TKS, Clark63 

Davao Ll14 June 

Exp. Sta. 
Davao 1.5-2.0 TKS, Lllt+ July Apr. 

City Off. 
MIT 1.2 TK5, 1114 

Zamboanga 1.0 TKS 

City Off. 

Note same as table 2 
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Rate of 
fertilizer Disease Insect Casualty 
N-P-K(kg/ha) 

45-45-45 rust (pod borer, typhoon overflood 
bacterial cutworm 
postule leaf folder 

typhoon overflood 

rust </ pod borer 
aphid, greenbug, 

30-30-30 pod borer, aphid 

(green bug, 
pod borer, 
cutworm 

28-28-28 

18-36-18 rust (＼ bean maggot, 
pod borer 

24-36-0 seedling rot (cutworm 
pod borer 

-237-



Table 5. Color and pH of the soil observed in the trip 

No. 
Soil 
Color 

pH 

(H四）
Soil type Topography Location 

1 10YR3/4 

2 10YR3/ 4 

3 7.5YR4/4 

4 7.5YR4/6 
6 7.5YR4/4 
7 10YR3/3 

8 10YR3/2 
9 10YR3/4 

10 

11 
12 

13 
14 

15 
16 

17 

18 
19 
20 

21 

22 

23 

24 
25 

26 

27 

7.5YR3/4 

7.5YR3/3 
7.5YR3/4 

7.5YR2/2 

7.5YR3/4 

10YR3/3 
7.5YR3/4 

7.5YR3/3 

5YR2/3 
10YR3/4 
7.5YR3/4 

5YR4/8 

7.5YR3/3 

7.5YR3/4 

5YR3/4 
5YR2/3 

7.SYRS/6 

10YR4/4 

6.7 

6.5 

5.9 

6.0 
6.4 
7.0 

6.5 
5.2 

6.6 

6.4 
6.1 

6.8 
7.0 

7.2 
6.1 

5.6 

6.1 
6.0 
6.0 

4.6 

5.7 

5.1 

4.7 
5.3 

6.7 

6.8 

Quingua CL 

San Manuel CL 

If 

II 

II 

San Manuel SL 

I! 

Banto CL 

Bigaa C 

" 
Lipa CL 

Sta. Rita CL 
Urnganbalaon L 

Mandaue CL 
Tugbok C 

Kabacan CL 

ff 

Taal L 

" 

Adtyone C 

fl 

II 

II 

II 

？・

SiL 

San Fernando C 

nearly level 

！！ 

II 

"
 "
 

Tuguegarao, 
Cagayan 
Tumauini, 
Isabela 
Ilagan, 
Isabela 

II 

fl 

fl 

" 

Sablayan, 
0cc。 Mindoro

ff 

" 

If 

II 

"
 

Sat. Lucia, 
0cc. Mindoro 
San Juan, 
Isabela 

’’ 

"
 "
 II 
II 

If 

II 

． 

Los Banos, 
Laguna 
Iloilo, Iloilo 
La Granja, 
Negross 0cc. 
Mandaue, Cebu 
Bagoshirs, 
Davao 
Kabacan, 
Cotabato 

II 

gently sloping Cale, Batangas 
II 

rolling 

11 

Undulating 

II 

nearly level 

rolling 

Matatas, 
Batangas 
Kisulon, 
Bukidnon 
Malaybalay, 
Bukidnon 
Don Carbos, 
Bukidnon 

II 

II 

Musan, 
Bukidnon 
San Juan, 
Isabela 
Tuguegarao, 
Cagayan 

Note: pH was determined by Beckman portable pH meter. 
Samples were taken from surface soil except the sample 
No. 21,26 and 27 that were from subsoil. 
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